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左 よ リ マ リ オ ン ・

スペ ン サ ー ・W・

G・ ロム ニー第 二副管 長，N・ エ ル ドン ・タナー第一 副管 長，

キ ンボー ル大管 長， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー副管 長

1982年10月2，5の 両日，ユタ州 ソル トレー

ク ・シテ ィー，テンプルスクエアのタバナク

クルにお臼τ催された大会の説教どその模様。

ス
ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大 管 長 は，

10月 に催 さ れ た今 大 会 の開 会 に当 た

り， 次の よ うな説教 の原稿 を 準備 さ れた。

「兄弟姉 妹 の皆 さ ん，福 音 を さ らに 多 くの

国 々や 人々 に携 えて行 く 日が や って 来 ま し

た。 私 たちは 自分 の都 合 よ り も， この メ ッ

セ ー ジを分 か ち合 う義務 につ いて 考 える よ

うに しなけれ ば な りませ ん。 主 の召 し に都

合 のよ い もの な どめ った にあ りませ ん。犠

牲 を教会 におけ る重要 な一 要 素 と しな けれ

ば な らな い 日が来 た ので す。 ……伝 道期 間

が短 縮 され た今 ，一 層 多くの宣 教 師が求 め

られて い ます。」

この 召集 の ラ ッパ を響 か せ なが ら，現 代
う

にお ける主 の予 言者 は，「善 を行 なうのに倦

み疲 れて は な らない， 歩 み を速め な けれ ば

な らない」 と教 会 員 を激励 してい る。

また， キ ンボー ル大 管長 は社 会状 勢 に も

言 及 して いる。「危 険 に満 ち てい ながらきわ

めて重 要 な この時 代 は，広 く悪 に汚染 され
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て いる よう に思 われ ま す。 しか し，私 たち

は あ らゆる混 乱 の ただ 中 にあ って も， 内な

る平安 を得 る こ とがで き ます。 … …教 会の

指 導者 は，主 の 目か ら見て赦 さ れ ない こ と

に対 して，絶 え ず 反対 の声 をあ げ てい るの

で す。 心 と体 と環 境 の 汚染 に反 対 し，俗 悪，
ぽうとく

盗 み，虚 言，詐欺 ，高 慢，冒濱， 飲 酒 に反対
かんいん

し，姦淫 ，同性 愛，堕 胎，その他 神聖 な創造

の 力の あ らゆ る乱 用 に反対 し， 殺 人 とそれ

に類 す るす べて の行 為 に反 対 し， そ して あ

らゆる種 類 の退 廃 と罪 に反 対 す るの です。」

こ う して第152回 半期 総 大会 は ， マ リオ

ン ・G・ ロム ニー 第二 副管 長 と，ゴー ドン・

B・ ヒ ンク レー副管 長 の 司会 の下 に， 幕が

開 かれ たの で あ る。

大会 は6つ の部 会 に分 かれ， 土 曜 日には

早 朝 の福祉 部会 ， 午前 ，午 後 の部 会， 夜 の

神権 部 会が ， また 日曜 日には午 前 と午 後 に

部 会が 開か れ た。 教会 幹部 は十 二 使徒 定 員

会 会員 の リグラ ン ド ・リチ ャー ズ長老 を除

き全員 が 出席 した。 リチ ャー ズ長 老 は快 方

に向か って いる との こ とで ある。

今大 会 では教 会 の進 展 を示 す ふた つ の大

きな 出来事 が 発表 さ れ た。 内， ひ とつ は十

二 使徒 定 貝会 会員 の ボ イ ド ・K・ パ ッカー

長 老 に よ り発 表 され た。 彼 は十 二使 徒定 員

会 の聖 典 出版委 員会 の メ ンバー の任 に あ る。

こ こ数 年 の 間に行 な われ た末 日の聖典 の新

たな編 集 に関 し，彼 は こ う述 べ て いる。「ま

た，御 存 じの こ とと思 い ますが ，幹 部 の兄

弟た ち の指 示 によ り，今 後 モ ルモ ン経 に は

『イエ ス ・キ リス トに対 す る も うひ とつの

証 』 とい う副題 がつ くこ とに な りま した。

主 イエ ス ・キ リス トの使 命 と教 え に関 し

て， これほ どの量 の情 報が聖 典 か ら集 め ら

れ た こ とは ，世 界 史上例 を見 な いこ とで し

た。」

聖 徒 の道/円83年1月 号

第二 の重 大 な進 展 は， ア メ リカ全土 に散

在 す る404の ステ ーキ部 で衛 星 に よる中継

放 送 が受 信 で きる よ うにな った こ とであ る。

この結 果 ， お よそ25万 入の教 会 員が，，総大

会 の模 様 を テ レ ビの生放 送 で見 る ことが で

き るよ う にな った。 な お，1982年'4月 の総

大会 で は，約90の 衛 星 中継 設備 が使 用 され

て いた に過 ぎ なか っ た。

また， ア メ リカ の民 間放送 局85局 ，有線

放 送 局1，300局 ， ラ ジオ局 は55局 以上 が大

会 の全部 会 ま たは その 一部 の模 様 を伝 えた。

カナ ダで は55局 以上 のテ レビ局 が，「全大 会

または そ の一部 を放 映 し た。 また，1，770

の礼 拝堂 で は， 神権 部 会 を英語 の ま ま有 線

回路 を利用 して生放 送 で放 映 し た。 有線 回

路 を利 用 した礼 拝堂 の内訳 は， アメ リカ と

カナ ダが1，646， ニ ュー ジー ラ ン ドと オー

ス トラ リアが114， 韓 国 とフ ィリ ピンが10

で あ る。

ま た，大 会後 直 ち に， スペ イ ン語， ポ ル

トガ ル語， デ ンマー ク語， フラ ン ス語 ， ド

イツ語 ， ス ウ ェーデ ン語， ノル ウ ェー語，

フ ィン ラン ド語 ， イタ リア語 の ビデ オテー

プ が準 備 され た。
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り0月2目(士)午 前の部会

主は義を求めておられる

大管長 スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

(秘書D・ アー サー ・ヘ イ コッ ク兄 弟 の代読)

愛
す る兄弟姉 妹 の皆 さん， 主 の教 会 の

総 大会 で再 び皆 さ ん にお 目 にか か る

こ とがで き，心 か ら感謝 して い ます。 私 は

総 大会 をいつ も心 待 ち にし， そ こか ら力 を

得 て い ます。 ま た，主 の霊 感 の下 に与 えら

れ る勧 告 と指 示 をひ たす ら受 け たい と願 っ

て い ます。 そ こで話 され る こ とを注 意深 く

聴 いて実 行す る な らば，私 の 生活 は豊 か に

な り， 内な る霊 は生 命 のパ ン によ って養 わ

れ るか らで す。

ただ今 歌 って下 さっ た素晴 ら しい タバナ

クル合 唱団 は，総 大 会 の霊 的 な雰 囲気 を高

め， 喜 びを もた ら して くれ ます。 タバ ナ ク

ル合唱 団は先 頃， 半世 紀 以上 にわ た って放

送 してい る.「ミュー ジ ック ・ア ン ド ・スポ

ー クンワー ド」 が
， 自由世 界 で最 長 の ラ ジ

オ番組 にな ったの を記 念 して， 記 念行事 を

行 ない ました。 タ バナ ク ル合唱 団 とオル ガ

ンの奏 で る麗 しい メロデ ィー を聞 くと，天

上 に も美 しい 音楽 があ る に違 いな い と いう

思 いが湧 いて きて， 慰 め を感 じ ます。 その

ことに私 は心 か ら感謝 して いま す。来 世 に

は音楽 は な いと言 う人 もい ますが ， それ な

ら音楽 として 通 る何 らか の音 が あ るので は

な いで し ょうか。

この6カ 月間， キ ン ボー ル姉 妹 と私 は，

あまり活発 に動 き 回りませんでした。皆 さん

も御 存 じの よう に，年 老 い てき た ため に私

共 は 多少体 が不 自由 に な りま した。私 は今

に な って，最 後 まで耐 え 忍ぶ こ との本 当 の

意 味が わ か って きた よ うに思 い ます。 自分

の したい と思 うこ とが 存分 にで きな いの は，

本 当 につ らい もの です 。 しか し， それ で も

まだ私 は た くさん の こ とを行 な って い ます。

ほ とん ど毎 日の よ うに教 会本 部で 幹部 の 兄

弟 た ち と集 会 を開 きます。 そ して毎週 木 曜

日には神 殿 で，大 管長 会 と十 二使 徒評 議 員

会 の集 会 に 出席 し ます。

その上， 予 定 外の 活動 も幾 つ か楽 しみ ま

した。 夏 に は， キ ンボ ール姉 妹 と一緒 に ソ

ル トレーク バ リー ・ダ ン スフ ェ ステ ィバル

に 出席 し， 開拓 者記 念 日に も出か けて ロデ

オ を見 ま し た。 また 先 週 の 土 曜 日 に は，

新 し く拡 張 され たプ ロ ボのBYUス タ ジア

ム で，BYUと 空軍 大学 校 の フ ッ トボ ール

試合 を65，000人 の 人々 と観 戦 し ま した。

私 は献 身 的 に働 いて下 さる タナ ー副 管長 ，

ロ ムニ ー副管 長 ， そ して ヒ ンク レー副管 長

に感謝 します。 これ らの方 々 が 日々差 し伸

べ て下 さ る愛 と忠 誠心 を考 え る と， 私 は晩

年 のモ ー セの こ とを思 い 出す ので す。 イス

ラエ ルの民 は アマ レク人 と戦 っ てい ま した。

「モー セが 手 を上 げて い る とイ スラ エル は

勝 ち， 手 を下 げ る とアマ レクが勝 った。

しか しモ ーセ の手 が重 くな ったの で， ア

ロ ンと ホルが 石 を取 って， モ ー セの足 もと

に置 く と， 彼 は その上 に座 した。 そして ア

ロ ン 〔モ ー セの兄 〕 と ホル 〔モ ーセ の姉 ミ

リア ムの夫 〕 が， ひ と りは こち ら に， ひ と
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りは あ ちら にい て， モー セの 手 を支 え たの

で，彼 の 手 は 日没 まで下 が ら なか った。」

(出 エ ジブ ト17：11-12， 欽定 訳 よ り和訳)

しか し， モー セ とい え ど も，私 が 今， 副

管 長 の兄 弟 たちか ら受 けて いる ほ どの助 け

は得 られ な か った と思 い ます。私 は また，

ベ ンソ ン会長 と十 二使 徒 定貝 会 の方 々 に，

そ の他 の教会 幹部 の方 々 に， そ して主 のぶ

ど う園 で勤勉 に働 いて いる すべ て の方 々 に

感 謝 します。た だ，愛 す る友 の リグラ ン ド・

リチ ャー ズ長 老 が この場 にお られ ない こ と

を残 念 に思 い ます。 リチ ャー ズ長老 は1938

年 以 来， ず っ とこ の席 に座 って こられ たの

で す。

私 は世 界 中の至 る所 で教 会が 発展 して い

る こ とに満 足 して い ます。 今年 の4月 に総

大 会 を 開い て以 来，50近 くの新 しい ステ ー

キ部 が認 可 また は組 織 され ました。 また5

難購

聖徒 の道/1983年1月 号

カ所 の神殿 用地 で鍬 入れ式 が行 なわれ ま し

た。 これ ら はすべ て， 王 国 の発展 を表 わす

重要 な指標 で す。 私 は主 の教 会が数 字 の上

だけ で な く， 霊 的 な面 で も発 展 す るよ うに

いつ も願 い，祈 って い ます。

兄 弟姉妹 の皆 さん， 危 険 に満 ちて いなが

ら きわ めて重 大 な この時代 は，広 く悪 に汚

染 され てい る よう に思 われ ます。 しか し，

私 たち はあ らゆ る混乱 のた だ中 にあ っ.ても，

内 なる平安 を得 る こ とがで き ます。私 たち

は豊 か に祝 福 さ れ てい るの で，感 謝 すべ き

こ とが た くさん あ ります。 これ らのこ とに

つ いて静 か に考 え る と， 次 の主 の言葉 が心

に 浮か んで き ます。「多 く与 え られた者か ら

は 多 く求 め られ る。」(ル カ12：48)主 が私

た ち に求 め て お られ る ことは， 主 の戒 めを

忠 実 に守 るこ とで す。 なぜ な ら，主 は御 自

身 の命 を惜 しみな く捧 げて ，私 た ち に豊 か

な祝福 を与 え て下 さ ったか らです。 罪悪 が
まんえん

全地 に蔓 延 し， 悪魔 は この世 で 自分 に残 さ

れ た時 間 を最 大 限 に利 用 して いる よ うです。

で すか ら教 会 の指導 者 は， 主 の 目か ら見て

許 され な い こと に対 して， 耐 えず 反対 の声

を挙 げ て い るので す。 心 と体 と環境 の 汚染

に反対 し， 俗悪 ， 盗 み，虚 言， 詐欺 ， 高慢 ，
ぽ う と く カロん い ん

冒 漬， 飲酒 に反対 し， 姦淫 ， 同性 愛， 堕胎，

その他 神聖 な創 造 の 力の あ らゆ る乱用 に反

対 し， 殺 人 とそれ に類 す るす べて の行為 に

反 対 し， そ して あ らゆ る種 類 の退 廃 と罪 に

反 対す る ので す。

末 日聖徒 と して私 た ちは心 しなけれ ば な

りませ ん。 個 人 と家庭 が悪 魔 の放 つ矢 や石

投 げ器 か ら飛 ん で くる石 を防 い で主 の大 い

なる 日に備 える には， しっか りと鉄 の棒 を

握 り締 め， 大 い な る信 仰 を表 わ し， 罪や 欠

点 を悔 い改 め，地 土 に おけ る主 の王 国， す

なわ ち末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の業
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にい そ しむこ とで す。 こ こに こ そ， 天 父 の

すべ ての子 供 た ちの唯一 真 の幸 福 が ある の

です。世 界中 のす べて の善 意 あ る方 々が，

末 日にお ける こ の神 聖 な贈 い の業 に加 わ る

よ うに お勧 め します。

家 族 を尊重 して，幸 福 な家 庭 を築 き ま し

ょう。家 庭 と家族 につ いて お話 す る にあた

り， 皆 さん の愛 す る人 々の安 全 と幸 福 に関

して2，3勧 告 を した い と思 いま す。私 た
ゆうかい

ちの 国で は，子 供 の誘拐 とい う犯 罪が 増加

して い ます。 その た めに掛 け替 えの ない子

供 を失 ったす べて の方 々 に，心 か らの愛 と

お悔 やみ の言葉 をお伝 え します。 私 は シオ

ンの父親 と母 親 の皆 さん に お願 い しま す。

どうか子 供 た ちか ら 目を離 さ ないで 下 さ い。

そ して， ます ます巧 み に なって き た悪 の手

と陰謀 に気 をつ け るよ う に教 え，子 供 た ち

の幸福 の ため に祈 って下 さい。 悪魔 は 死 ん

で もいな けれ ば， 眠 って もい な いの です。

救 い主 は幼 な子 を愛 さ れ ま した。 しば し

ば幼 な子 にっ いて 語 り，幼 な子 たち を小 羊

の よう にみ そば に呼 び寄 せて ，祝 福 を お授

け にな りま した。 そして こう言 われ ま した。

「しか し， わ たし を信 ず る これ ら の小 さい

者 の ひ とりをつ まず かせ る者 は，大 き なひ

き うす を首 にか け られ て海 の深 み に沈 め ら

れ る方 が，そ の人 の益 に なる。」(マ タイ;8：

6)

私 は， いか な る理 由 や 目的 が あ ろう とも，

幼 い子 供 を母 親の 手か ら引 き離 した すべ て

の 人々 に， 悔 い改 め て，私 の嘆願 に耳 を傾

け るよ うに訴 え ます。 愛 す る者 の涙 と願 い

が 彼 らの心 を和 ら げて， 彼 らが 悲 しみ に沈

む家族 の下 へ子供 たち を返 さず に はい られ

な くなる よう に心 か ら祈 ります。

兄弟姉 妹 の皆 さ ん，福 音 を さ らに 多 くの

国々 や人 々 に伝 える 日は， き ょうこ の 日で

6

す。 私 た ちは 自分 の都合 よ り も， この メ ッ

セ ー ジを分 か ち合 う義務 につ い て考 える よ

うに なるべ き です。 主 か らの 召 しで都 合 の

よい もの な ど滅 多 にあ りませ ん。犠 牲 を教

会 におけ る重要 な原 則 とすべ き 日が 来た の

です。 私 た ちは さ らに献 身的 に働 いて， 主

が望 んで お られ る業 を行 なわ なけれ ば な り

ませ ん。 伝道 期 問が 短縮 され た今， 一層 多

くの宣教 者 が求 め られ て いま す。 しか し，

求 め られ てい るの は，伝 道 に出た い とい う

願望 を持 ち，家 族 や教 会 の様 々 な組織 を通

して十 分 な訓練 を受 け，備 え られ た宣 教 師

で す。 若 い男性 は，両 親 か ら励 ま しを受 け

て，早 くか ら貯金 を始 め，福 音 に関 す る勉

強 と祈 りを行 ない， セ ミナ リーや イ ンス テ

ィテ ユー トに 出席 して伝 道 に備 えるべ きで

す。 そ して最 も重 要 な備 えは， 清 くふ さわ

しい生 活 をす る こ とで す。 主 は昇 天の 直前

に， 使徒 たち に次 の よ うな言葉 を残 され ま

した。「全世 界 に 出て行 って，すべ て の造 ら

れ た もの に福 音 を宣べ 伝 え よ。

信 じて バプ テ スマ を受 け る者 は救 われる 。

しか し，不 信仰 の者 は罪 に定 め られ る。」

(マ ル コ16：15-16)

私 た ちは善 を行 な うの にた め らった り，
う

倦 み疲 れ た りして はな りませ ん。 歩 み を速

め な くては な り ません。 私 た ち 自身の 永遠

の宰 福 だけ で な く， まだ この真 の 教会 の会

員 で ない 多 くの兄 弟姉 妹 の永 遠の 幸福 も私

たちの 肩 にか か って い るか らで す。1842年

9月6日 ， 予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスは ノー

ヴrか ら教 会 員 に手紙 を送 りま した。 それ

を読 む たび に私 は胸 の高 な るの を覚 え ます。
い

「わ れ ら まこ とに偉 な る大義 に向 って進 ま

ざ らん や。 進 み行 きて退 く ことな かれ。 奮

い立 て よ… …進 み進 み て勝 利 に至 れ。」(教

義 と聖約128：22)



さて， 愛 する 兄弟姉 妹 の皆 さ ん，世 の 中

に は，私 たちが キ リス ト教会 で は な く， つ

ま り異端 で あ って，救 い主 イエ ス ・キ リス

トよ り もジ ョセフ ・ス ミスを礼拝 して い る

と誤 って伝 え る人 々が い ます。 何 と真理 か

らかけ離 れ て いる こ とで し ょうか。 どこが

異端 で しょうか。 主 は こ う宣 言 され て い ま
すへか

す。 「わ が教 会 は， 末 の 世 に 於 て 須 ら く末
とな

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 と称 え らるべ

し。」(教 義 と聖 約115：4〉

私 たち はキ リス トに希 望 を抱 く もの で す。

主 は私 た ちの 罪の た めに亡 くな られ ま した。

主 と主 の福 音 のお陰 で， 私 た ちの 罪 はバプ

テ スマの水 の 中で 洗 い流 され ます。 罪 も憎

む べ き行 ない もあ たか も火で焼 か れ る よう

に， 私 た ちの心 か ら焼 き尽 くされ る ので す。
'

そ して私 たち は清 くな り， 清 い心 を持 ち，

理 解 を超 え た平 安 を得 るので す。

私 たち は，「全能 の主 キリス トの御 名 によ

るほ か には世 の 入 に救 い を与 え る ことの で

きる 名 も道 も方 法 も一 切 な い」(モ ーサ ヤ

3：17)こ とを信 じてい ます 。 これ は私 た

聖徒 の道/1983年1月 号

ちの証 で あ り， 私 た ちは この こ とを世 の 人

人 に宣 言 します。

ま た私 た ちは この こ とを知 っ てい ます。

そ して証 し，世 の人 々 に宣 言 します，「過 去

現 在 未来 を通 じて，救 いは身 代 りの購 罪 を
よ

な した も う全 能 の主 な るキ リス トの血 に由

って 与 え られ る こ とを信 じなか った な らば，

その 人 は身 も霊 も救 い を受 け るこ とがで き

な い。」(モ ーサ ヤ3：18)

「私 た ちは キ リス トの こと を話 し
，キ リ

ス トの こ とを喜 び， キ リス トの こ とを説教

し， キ リス トの こと を予 言 し， ま た私 たち

の子 孫 に どこ に罪 の赦 しを求 め うか を知 ら

せ る ため に 自分 た ちが予 言 した こと も書 く

の であ る。」(II二 一 フ ァイ25：26)

主 の教会 が 回復 され て か ら1世 紀 半， 予

言者 ジ ョセフ ・ス ミスを初 め， 末 日の神 の

予 言者 た ちは権 威 と真理 を もって明快 に語

り， この大 い なる 末 日の み業 の神性 と， イ

エ ス ・キ リス トの福 音 の贈 罪 の力 につ いて

証 を述 べ てき ま した。

これ らの力 あ る人 々 に加 えて， 私 も証 を

述 べ たい と思 い ます。 イエ ス ・キ リス トは

生 け る神 の御 子で あ り，世 の 入々の 罪の た

め に十字架 におか か りにな りました。 イエ

スは私 の友で あ り，救 い主で あ り， 主な る

神 で あ られ ます。 私 は， 聖徒 の皆 さんが主

の戒 め を守れ ます よう に，主 の みた まが皆

さん と共 にあ りま すよ う に， そ して 日の光

栄 の 王国 で主 と共 に永遠 の受 け継 ぎに あず

か れ ます よ うに と， 心 を尽 く して祈 ります。

この大 会 を始 め るに あ た り， 主が祝 福 と

承認 を与 えて下 さ い ます よ うに。 皆 さ んの

上 に主 の祝福 が あ ります よう に。私 は主 の

僕 として皆 さ ん を祝 福 します。 イエ ス ・キ

リス トの み名 に よって 申 し上 げ ます。 アー

メ ン。
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羊に命を得させる

副管長 ゴー ドン ・B・ヒン ク レー

兄
弟姉 妹 の皆 さ ん， た だ今 有 能 で忠 実

な秘 書 のD・ ア ーサ ー ・ヘ イコ ック

兄弟 によ って， キ ンボ ール大 管長 の メ ッセ

ージが読 まれ ま した。 私 は皆 さ ん を代表 し

て， キ ン ボール 大管 長 に感謝 の 意 を表 わ し

たい と思 います。

あ りが と うご ざい ます， キ ンボ ール 大管

長 ， あな たの勧 告 に感 謝 し ます。特 に，永

遠 の 父な る神 と私 た ちの救 い主 ，腰 い主 で

あ られる御 子 に対 す る証 に感謝 しま す。私

た ちは大 管長 の証 に私 た ち の証 を付 け加 え

た い と思 い ます。 神 は生 き てお られ ます。

神 は宇宙 の創 造主 で あ り統 治者 であ り， 天

の御 父で あ られ ます。 イエ ス ・キ リス トは

肉にお ける神 の独 り子 で あ り， ユ ダヤの ベ

ツ レヘ ムで約 束 され た メ シヤ と・して お生 ま

れ に な りまし た。 イエ スは 奇跡 の御 方 であ

り， この世 に生 き た唯一 の 完全 な御 方 です。

また十 字架 にか け られ， 全 人類 の 罪の ため

に命 を捧 げて下 さい ま した。 そ して， そ の

偉 大 な購 いの業 を通 して全 人類 の贈 い主 と

な られた ので す。 イ エス は3日 目に墓 か ら

よみ がえ って， 「眠 って いる者 の初 穂 」(1

コ リ ン ト15：20)と な り， その後 エ ルサ レ

ムの 周辺 で 多 くの人 々の 前 にみ姿 を現 わ さ

れ ま した。 この西 半球 で も， 多くの 人が復

活 され た イエ スを見 ， その体 に触 れ， 教 え

を受 け た こと を証 して い ます。 私 た ちは 聖

きみた まの 力 によ って証 を授 か りま した。
たぐい

その聖 きみ た まの 力 によ って， これ らの類

な き偉 大 な真理 につ いて証 します。 そ して，

も うひ とつ この証 を付 け加 えた い と思 い ま

す。 それ は， この 「時満 ち たる神 権 時代」

(教 義 と聖 約112：30)は ， 聖典 に記 され

てい る よ うに，真 理 を捜 し求 め るす べ ての

人の た め に御 父 と御子 の輝 か しい訪 れ に よ

って 開 かれ た とい う ことで す。

キ ンボ ール大 管長 ， 全世 界の 教会 員 があ

な たの た め に捧 げ る祈 りが 天 父の も とに届

い て いま す。 こ こであ らため て美 し い讃 美

歌 を歌 い たいと 思 い ます。これ は，エ バ ン・

ステ ィー ブ ンスが ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ド

ラフ大 管長 の90歳 の誕 生 日を祝 って書 い た

もの です。

私 た ち はいつ も祈 ります。 愛 す る予 言者

の た め に，

神 が 慰 め と励 ま しをお与 えに なる よう に。

年 老 い て額 に刻 み込 まれ た深 い しわ ，

しか しな お内 なる光 は今 も輝 いて いる。

(的 駕%s，no.386)

祈 りと言 え ば，私 は全 世 界の 教会 員 の方

方 に感謝 しま す。皆 さんが すべ て の教会 幹

部 のた め に祈 って下 さって い るか らで す。

私 た ちは 自分 た ちに大 き な， そ して絶対 的

な信 頼 が寄 せ られ て いる こ とを承知 して い

ます。 ま た，私 たち は この偉大 なみ業 を押

し進 めて い く上 で， 自分 たち が 力の 足 りな

い者 であ り， 神 の助 け に頼 らな けれ ばな ら

ない とい う こ とを知 って い ます。 こ の大義

が約 束 され た将 来 を 目指 して 進 んで行 くた

L
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L

て監 督 は私 が伝 道 に出 る時 が きた と判 断

私 たち は再 び両 親 と話 を しま した。 貯金1

1，000ド ル あ りま した。監督 は父 に，残 り1

長 老定 員会 が援助 します と言 いま した。 す

ると しば らく黙 って い た父が こう言 い ま

た。『自分の 息子 の こ とです。それ は私が

ます。』私は 書類 を作 成 し，196!年 の5月1

召 しを受 け ま した。

日本 に召 され た私 は， 日本 人を愛 し， そ

こで素晴 らし い経 験 を し ました。 同僚 と禾

は何 人か の 入 にバプ テ スマ を施 して 教会1

導 き ました。 伝道 か ら帰 る と，再 び 宣伝 音

で働 き ま した。 そ こで働 い てい る時 に， 昼

休 みに な ると， いつ も通 りで見か け る若 い

女性 が い ました。 私 と同 じ地 域 で働 い てい

る よう です。 どこか で会 った よう な気が し

ましたが ，思 い 出せ ませ ん で した。 そ の頃，

伝道 中 の同僚 の ひ と りが 伝道 か ら帰 って き

ましたが ， しば ら くして か ら，私 た ちは 一一

緒 にあ ち らこち らへ と出 かけ る よ うに な り

ました。 もちろ ん私 は 目が悪 か った ので，

車 の運転 は いつ も彼 の役 で した。 あ る晩 の

ことです。 彼 が一 緒 にデ ー トに行 こう と電

話 をか けて き ました。 そ れで 私は デ ー トの

相手 を捜 す ため に大変 な 苦労 を し ました。

私 たちは パ ーテ ィー に行 き ま したが， 彼 が

連れ て きた相 手 はだれ だ と思 い ます か。 そ

う です。 日本 に いた こ とのあ るマ リ リン ・

ジ ョー ン ズ姉妹 で す。 私 は 日本で 彼女 に会

った時の こ とを思 い 出 しま した。数 カ 月の

間， 道で 会 いなが ら， どう して も思 い出 せ

なか った あの 女性 で す。

このパ ーテ ィー の後 で， 私 は2週 間，家

族 と一 緒 にカ リフ ォルニ アヘ 出か け ま した。

そ して家 に帰 る と， 例 の友 人 が，私 が パ ー

テ ィー に連 れ て行 っ た女 性 とデー トを して

い るこ とを知 りま した。 私 は 彼 に仕 返 しを

す るつ も りで， マ リリンを デー トに誘 い ま

し た。 車 の運 転 がで き ない こ とが どん な に

大 変 な こ とか お わか りで しょ うか。 私 は妹

に車 の運 転 を頼 み， ほか に8人 の 男の子 を

連 れ て フ ッ トボ ー ルの試 合 を見 に行 き ま し

た。 これ で は若 い女性 で あれ ば だれ だ って，

二 度 と私 とは デ ー トを した くな い と思 うで

し ょう。 しか し私 は， 家族 が キ ャニ オ ンに

チ ョー クチ ェ リーの実 を採 りに行 く時， も

う一度 彼 女 を誘 って み ま した。

や がて ふた りだけ でデ ー トをす る 時が や

って き ま した。 父が私 を乗せ て マ リ リンの

家 に行 き， それか ら父 を家 まで送 り， 、雪・た

りで デー トに出か け ます。 そ して 帰 りには

私 の家 に寄 り， 父 に運 転 して もら って彼女

を家 まで送 り， それか らよ うや く 自分 た ち

の 家 に も どる ので す。 そ の次 の デー トで私

は 彼女 に結婚 を 申 し込 み ま したが， 断わ ら

れ ま した。 そ こで デ ー トを重 ねて か ら， さ

らに2回 ほ ど結 婚 を 申 し込 み ま した。 そ し

て， も うひ と押 しすれ ば何 とかな る とい う

確 信 を得 たの です。 私 は 自分 の選択 に間違

い は ない と考 え，頑 張 り統 け ま した。 デ ー
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トを始 め てか ら6カ 月後 に，私 た ちは ヒン

ク レー 長老 の 司式 の下 にソル トレー ク神殿

で 結婚 しま した。

ヒンク レー長 老 ，私 は その 当時 も彼 女 を

愛 して い ま したが ，17年 後の今 ， その 愛 が

自分 で も想像 で きなか ったほ どに強 い もの

とな って いる こ とがわ か ります。 我が 家 に

は現 在 ，5人 のか わ いい子 供 がい ます。

私 は 教会 で た くさん の責 任 を果 た して き

ま した。 指 揮者 ， ア ロ ン神 権 ア ドバ イザ ー，

長 老定 員会 の すべ ての責 任 ，，ワー ド部 書記

補， 七 十 人会長 ， 幹部 書 記， そ して今 は副

監督 を務 めて い ます。

私 は今 もデ パー トの 宣伝 部 で働 いて い ま

す。13年 ほ ど前 に小 さな家 を 買い ま したが ，

家族 が 多くな った ので， ずい分 狭 くな りま

した。 何 とか しな けれ ば と思 い，家 を増 築

して2倍 の広 さ にす るこ とに し ま した。 そ

して3年 少 し前 に作業 に取 りか か り，今 ま

で かか りましたが，素晴 らしい 出来栄 えです。

と ころ で， 驚 くよ うな ニ ュー スがあ りま

す。2年 前 の6月 に，新 しい 眼科 医か ら眼

の検 査 を受 け た時， 運転 免許証 に は どの よ

う な条件 が つ いて い ますか と尋 ね られ ま し

た。 私 が免許 証 を持 って いな い と答え る と，

そ の医者 は， あな たの視 力な らお そ らく大

丈夫 で す と言 い ま した。

私 は 驚 いて座 り込 ん で しま いま した。 妻

が 『夫 は運転 免 許証 を取 るこ とが でき るの

で すか』 と尋 ね る と， 医者 は 『もちろ んで

す』 と言 いま した。 翌 日， 妻 は私 を運転 手

訓練 コ ー スに登 録 させ ま した。 コ ー スを終

了 した私 は 免許証 を受 け取 りに行 き， そ こ

で視 力 を調 べ られ ま した。私 は医 師か ら視

力 の障害 状 態 と，夜 間 は運転 しな い方 が よ

い とい う診 断書 を書 い て もら って い ま した。

検 査 官 が指 した文 字 を私 は正 し く読 み あげ
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ま した。 その検査 官 は責 任者 と相 談 して も

どって く る と， わ ずか な制 限 を加 えた だけ

の免 許証 を発行 しま した。

ヒ ンク レー長 老， 主 は 身に あま る祝福 を

与 えて下 さい ま した。 人 々は， 私 の 目がそ

こ まで よ くな った のは 本 当に幸 運 な ことだ

と言い ます。 しか し私 は， 主が そ う して下

さ った こ とを知 ってい ま す。 私 が これ まで

主 に仕 え よう と努 力 し， 地上 に主 の王 国 を

築 くた め に全 力を尽 く してき たの で，祝 福

して下 さ った のだ と思 い ます。 主 が私 に失

望 され る こ と もあ る と思 いま す。 必 ず あ る

と思 い ます。 しか し，私 は全 力を尽 くす よ

う努 力 し， 主が 私 や家族 に下 さる祝 福 に、ζ・

さわ しく な りたい と思 い ます。」

手 紙 の最 後 には感 謝 と証 が記 され て お り，

その 下 に彼 の サイ ンが あ ります。 この よ う

に時 間 を いた だい てこ の長 い手 紙 を読 ませ

て いた だい たの は， この手紙 が 素朴 なが ら

も雄 弁 に主 のみ業 につ いて語 って いる と思

った か らで す。

人の心 を動 か さ ずに はお か ない主 か らの

信 頼 の下 で， 私 た ち イエ ス ・キ リス トの教

会 の 会 員は 瞭 いの業 に携 わ って い ます。 そ

れ は ，助 け を必要 と して いる 入々 を引 き上

げ， 救 う とい う業 です。 また， 自分 が大 き

な可 能性 を持 って いる こ とに気 づか な い人

人の 目を覚 ま させ る仕事 で す。 私 たち は 自

立 し，幸 福 な家庭 を築 き営 む責 任が あ りま

す。 父親 と母 親 が互 い に愛 し尊敬 し合 い，

子 供 た ちが平 和 と感 謝 の雰 囲気 の 中で成 長

で きる よ うにす るの で す。

今 読 ん だ手 紙 を思 い返 してみ て下 さ い。

この 男性 は16，7歳 の頃， 目的の な いま ま に

押 し流 され， 同年 代 の 多くの若 者 と同 じ よ

う に，危 険 な状 態 にあ りまし た。 滅 び に至

る広 い道 を歩ん で いた ので す。 その こ とに
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って終 わ る こと も，時 の 流れ に よ って効 力

が 失わ れ る こと もな い とい うこ とを知 って

い ま した。 ふ た りは最 善 の もの を求 め まし

た。 で すか らほか の何 をも って して も満 足

で き なか った と思 い ます。 そして ，主 の宮

で交 わ した神聖 な誓約 を互 い に忠 実 に守 っ

て き ま した。 立 派 な こ とです。

結婚 して ， ふた りは5人 の かわ い い子供

を授 か りま した。 彼 らは， 互 い に愛 と感謝

と尊 敬 の気持 ちを示 し合 う家族 で す。 彼 ら

は 自立 の精神 を もって 生活 して きま した。

増築 した質素 な この家 で は， 親子 が共 に集

い， 互 い に助 言 し， 学 び合 ってい ます。 聖

典 を読 み， 家族 の祈 り， 個 人 の祈 りを捧げ ，

奉仕 に つい て の教 え と模 範 が示 さ れて い る

の です。 そ れ は質素 な 家庭 ，気 取 らな い家

族 です。 裕福 では ない が， 平安 と優 しさ と
くん

愛 にあ ふれ て い ます。 子 供 た ちは 「主 の薫
と う

陶 と訓戒 」(エ ペ ソ6：4)の 中で 成長 し，

父親 は忠 実 に教 会 の責任 を果 た してい ます。

彼 は何年 もの 間，与 え られ た あ らゆる 召 し

に応 え てき ま した。 同様 に母 親 も， 女性 と

子 供のための組 織 の 中で働 いてきました。彼

らは地域 社 会，また国家の善 良な市民 で あ り，

隣 人 と仲 良 く暮 らして い ます。 彼 らは主 を

愛 し，人生 を愛 し，互 いに愛 し合 っています。

そ して， 彼の視 力が 回復 す る とい う奇 跡

を経験 しま し た。 これ は慈 悲深 い 神 の恵み

に よる もの です。 これ も福音 に不 可 決 な も

ので す。 神 の存 在 を認 め，感 謝 す るこ とに

伴 う癒 し と回復 の 力で す。 これ が主 の み業

のす べて で は ない ので し ょうか。 救 い主 は

こ う言 わ れ ま した。 「わ た しが き たの は，

羊 に命 を得 させ， 豊 か に得 させ る ため であ

る。」(ヨ ハ ネ10：10〉 この世 の ものに は恵

まれ な ぐて も， この私 の友 人た ちは豊 か な

生 活 を して い ます。 彼 らの よ うな 人こ そ教
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会 の力 なの で す。 彼 らの心 には，穏 や か な

が らも微動 だ に しな い確 信 が あ ります。 神

は生 きてお られ る， 私 た ちは神 に対 して責

任 があ る， イエ スは キ リス トであ り， 道で

あ り， 真理 で あ り， 命 で あ られる(ヨ ハ ネ

14：6参 照)， この 業 は 主 の み業 で あ り真

実 であ る， 喜 び と平 安 と癒 しは，教 会 の教

え の中 で述 べ られ て いる よ うに，神 の戒 め

に従 って歩 む 時 に もた らされ る(教 義 と聖

約89：18参 照)と い う確 信 が ある ので す。

ジ ャ ックの ふた りの 監督 が， 彼 の身 に起

こ った こ とを知 ってい るか どうか はわ か り

ませ ん が， もし今 の彼 につ い て知 った ら，

心 に快 い満 足感 を覚 え る に違 いあ りませ ん。

そ の ような 監督 が何 千 人 もい て，再 活 発化

とい う偉 大 な業 に 日夜務 め て いる ので す。

そ して， この教 会 には ジャ ックの よう な人

が何 万 人 もい て， 深 い 関心 や それ とな く示

され る愛 ， 監督 や他 の 人々 か らの奉仕 のチ

ャ レン ジに よ って， 心 を動 か され， 教会 に

再 び 活 発 に集 うよ うに な って いるの で す。

しか し， そ の よう な関心 を心 要 とす る 人は

ほか に も大勢 いま す。

これ は偉大 な贈 いの業 で す。私 たち は皆，

もっ と努 力 しなけれ ば な りませ ん。 なぜ な

ら， さ らに素 晴 らしい 永遠 の成果 を得 るこ

とが で きる か らで す。 これ は御 父の み業 で

す。 天 父は私 たち に， 困 って いる 人々や 弱

っ てい る人 々 を捜 し出 して 力づ け るよ うに

命 じて お られ ます。 私 たち が そうす る時 ，

人々 の家 庭 は豊 か な愛 で満 た され， 国家 は

それ が どこ であ ろ う と， 人 々の徳 によ って

強 め られ る で し ょう。 そ して教会 と神の 王

国は， 神 の定 め られ た使 命 を果 たす べ く，

威 厳 と権 威 を もって進 み行 くで し ょう。 こ

れ らの こ とを イエス ・キ リス トのみ 名 によ

り証 し，祈 ります。 ア ーメ ン
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すべての人を愛しなさい

十二使徒定員会会員 デ ビッド・B・ヘイト

， の歴 史的 な大会 の壇 上 に立 って お話

曳一 す る に当 た り， 天 の祝福 があ る よう

祈 ってい ます。

私 た ちはキ リス トの証 人 と して， キ リス

トに望 み を託 してい ます。 私 た ちの救 いは

キ リス トに よ りもた らさ れ ます。 この地上

に神 の王 国 を建 設 したい という望 み や その

ため の努 力は， す べ てキ リス トの聖 きみ 名

に負 って い ます。

ヨル ダン川 に近 づ いて 来 られ たイ エ スを

指 して， 「見 よ，世 の 罪 を取 り除 く神 の子

羊 」(ヨハ ネ1：29)と 言 った バプ テ スマ の

ヨハ ネの言 葉 を， 私 た ち も引き継 い で世 に

宣 言 し ます。

彼 はすべ て の 人は 永遠 の生 命 を得 る祝福

にあ ずか る ことが で き る という キ リス トの

福 音 の原 則 を教 え られ ま した。 ・

キ リス トの福 音 を広 め る とい う神聖 な責

任 を果 た そ うとす る時 ，私 たち には キ リス

トの民 に約 束 され たす べ ての祝 福 ， す なわ

ち信仰 ，証 ， 忍耐 ，従 順， 慈 悲， 知 恵， キ

リス トの み言葉 を信 じ る信 仰 が必 要 です。

天 父は 人の心 に特別 な もの を植 え つけ ら

れ ま した。 それ は ， 人 を天 の事 柄 に 向け さ

せ る 力を持 って います。 福 音 を分 か ち合 い，

新 しい会員 に真 心 か らの関 心 を示 したい と

思 っ てい る人 や， 求道 者 の心 に触 れ たい と

思 っ てい る宣教 師 に は， この特 別 な 力が働

いて助 けて くれ ます。 私 た ち一 人一 人 に与

え られ て いる この 特別 な もの は， 私 たち に

大 き な喜 び を もた ら します。 それ は 恐れ，

周 囲 か らの圧 力， 憎悪 ， 利 己主義 ，邪 悪 な

どを， また 罪を も克 服す る こ とが で き ます。

この特 別 な もの を小 さ なか ら し種 の よ うに

養 い育 て る な らば， どん な言葉 よ り も力 あ

る もの とな りま す。大 いな る戒 めにつ いて

尋 ね られ た時 に・ 救 い主 は次 の よう に教 え

られ ま した。

「…… 『心 をつ くし
，精 神 をつ くし，思

いをつ くして ，主 な るあ なた の神 を愛せ よ』。

これ が一 番 大切 な，第一のいましめである。

第 二 もこれ と同様 であ る，『自分 を愛 す る

よう にあ なた の隣 り人 を愛 せ よ』。

これ らの 二つ の い ま しめ に， 律法 全体 と

預 言 者 とが， か か って い る。」(マ タ イ22：

37-40)

天 父が下 さ っ たこ の特別 な もの とは，愛

で す。 愛 は私 た ち 自身 と天 父， 家 族， 隣 人

との完 壁 な関係 につ いて， また天 父 のみ業

を成 し遂 げ る方 法 につ い て教 えて くれ ます。

かつ て ユ ダヤ 人の教 師 たち は， 神 を愛 す

ると い う戒 め と 人を愛 す る とい う戒 めを別

個 に教 え てい ま した。 しか しイエ ス は この

ふ たつ を ひ とつ にま とめ， 人 を愛 す る こと

の 大切 さ を強調 され ま した。 そ して御 自身

の模 範 を通 して，神 を愛 し人 を愛 す る こと

を福 音 の真 髄 とさ れ ま した。 イエ スは こう

言 われ ま した。「互 に愛 し合 うな らば，それ

によ って， あ なた がた がわ た しの 弟子 で あ

る こ とを， すべ て の者 が認 め るで あ ろう。」

14
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(ヨハ ネ13：35)

神 を愛す るこ との ほか に， 私 た ちには も

っ と難 しい戒 めが 与 え られ てい ます。 それ

は， た とえ敵 で あ って も， す べ ての 人 を愛

し， 人種 や階 級， あ る いは家 族関 係 の壁 を

乗 り越 え なけ れ ばな ら ない とい う戒 めで す。

当 た り前 の ことで すが ， 自分 に親切 に して

くれ る 人や 親 しい 人 に親切 にす るの はた や

す い こ とで す。

しか し神 が私 たち に求 めて お られ るの は，

地上 の すべ て の 人々 と真心 を通わ せ， 親族

の ご と くに交 わ る ことで は ないで しょ うか。

の け者 に して よ い人 な どひ と りもい ませ ん。

ま た， 隣 り人 に対 す る偏 見， 物欲 ， ある い

は 人種差 別 とい った キ リス トが戒 めて お ら

れ る行為 か ら抜 け切 れ ず， キ リ ス トと 自分

はか け 離れ た存 在 だ と悲観 す る 人 もいる で

し ょう。 しか し， 愛 には境 界 も限 界 もな い

の です。

ある律 法 学者 が，「先 生，何 を した ら永遠

の生 命 が受 け られ ま し ょうか。(律 法 には)

神 を愛せ よ， また 自分 を愛 す る よう に， あ

な たの隣 り人 を愛 せ よ， とあ ります(が)」

とイエ ス に尋 ね ま した。 それ に対 して イエ

ス はこ の よう に言 われ ました。「そ の通 り行

な いな さい。 そ うすれ ば， い の ちが得 られ

る。」す る と，1律法学 者 は さ らに こう尋 ね ま

した。「では ，わた しの 隣 り人 とは だれ の こ

とです か。」(ル カ10：25-29)こ れ に続 く

救 い主 の次 の た とえ話 は， 愛 の本 質 を見事

に描 い てい ます。

「… … 『あ る人 がエ ルサ レムか らエ リコ

に下 っ て行 く途 中， 強 盗 ど もが彼 を襲 い，

その着 物 を は ぎ取 り，傷 を負 わせ， 半殺 し

に した まま， 逃 げ去 った。

す る とた ま たま， ひ とりの祭 司 がそ の道

を下 っ てき たが ， この 人 を見 る と， 向 こ う

聖徒 の道/1983年1月 号

側 を通 って行 った。

同様 に レビ人 も この場所 にさ しかか って

きた が， 彼 を見 る と向 こう側 を通 って行 っ

た。

とこ ろが あるサ マ リヤ 人が旅 を して この

人の と ころ を通 りかか り， 彼 を見 て気 の毒

に思 い，

近寄 って きて その傷 にオ リブ油 とぶ どう

酒 とを注 いで ほ うた い をして や り， 自分 の

家 畜 に乗せ ， 宿屋 に連 れ て行 って 介抱 した。

翌 日デ ナ リニつ を取 り出 して宿 屋の主 人

に手渡 し，「この 人を 見て や って下 さ い。費

用 が よけ い にかか った ら， 帰 りが け に， わ

た しが 支払 い ます 」 と言 った。

この 三 人の う ち， だれが 強盗 に襲 わ れた

人 の隣 り人 にな った と思 うか。』

彼 が言 っ た， 『そ の人 に慈 悲 深 い行 いを

した 人 で す』。 そ こで イエ スは 言 われ た，

『あ な た も行 って 同 じ よう に しな さ い』。」

(ル カ10：30-37)

この3人 の 決定 的 な違 いは， サ マ リヤ人

は思 い や る心 があ り， 他の ・ζ・た りは利 己主

義 であ っ た とい うこ とです。 当時 ユダ ヤ人

は サマ リヤ 人 をさ げす んで い ま した。 しか

しユ ダヤ 人で あ った祭 司 と レビ人 は傷 を負

っ て倒 れて い た男 の 人を助 け よ うとは しま

せ んで した。 彼 らこ そそ うすべ き であ った

の です。

ジ ョン ・A・ ウ イ ッッ オー長 老 は次の よ

う に言 って い ます。「私 た ちは，愛 の本質 を

完全 に理 解 す る こ とは で きな いか も しれ ま

せ ん。 しか し愛 を見い だす こ とは でき ます。

愛 は常 に真理 の 中 にあ ります。 … …偽 り，

欺 き， その ほ かあ らゆ る不 道徳 な行 な いの

中 には， 愛 は あ りませ ん。不 実 の 中に も愛

は あ りませ ん。 …… したが っ て， 愛 す る人

に偽 りを言 った り， 真理 に背 くよ うな行 な
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い を強 いる 人は， 本 当 にその 人 を愛 して は

い ないの です。

また， 愛 は 人 を 怒 らせ た り， 危 害 を加

え た りし ませ ん。 … …愛 が真理 な ら， 残 忍

な行 為 は不実 以 外の何 物 で もあ りません。

愛 には人 を積極 的 に行 動 させ る力 が あ り

ます。愛 す る者 を助 け， 必要 とあ らば， そ

の要 求 を満 た そう と します。 弱 き を強 き に

変 え るの も愛 で す。 …… 助 け を与 え よう と

しな い愛は， 偽 り， もし くは一 時的 な愛 と

言 え るで し ょう。

愛 を測 るさ らに大 い な る尺 度 が あ ります。

それ は， 真 の愛 とは愛 す る者 のた め に 自ら

を捧 げ られ る とい う こと です。 … … これが

愛 の究 極 の姿 です。 キ リス トは，私 たち の

ため に御 自身 とそ の生 命 を捧 げ られ， 血 肉

の兄 弟姉 妹 に対 す る愛を示されま した。」(A%

U%4β 鰯 α銘磁 わ」6ノ～顔40肱SaltLakeCity：

DeseretBookCo.，1944，p，72)

愛 の必要 性 を知 っ ただ けで は十 分 では あ

りません。 愛 す る思 いを行 動 に移 して初 め

て， 私た ちは 天の祝 福 を受 け る こ とがで き

るの です。 イエ スは次 の よ うに教 え られ ま

した。

「人が その 友 のた め に 自分 の命 を捨 て る

こと， これ よ りも大 きな 愛は な い。」(ヨ ハ

ネ15113)

今 年 の初 め， ワ シン トンD.C.近 くの ポ

トマ ック川 に飛行 機 が墜 落す る事 故 があ り

ま した が， その際 名 前 もわか らな いひ と り

の 乗客 が， 見知 らぬ 友の た め に 自らの生 命

を捧げ ま した。水 中に投 げ 出され た乗客 を

救 出す るた め にヘ リコプ ターか ら救 命具 が
かたず

下 ろさ れ るの を見物 人 は 固唾 を飲 んで 見守

ってい ま した。 そ の人 は救命 具 をつ か む と，

それ をそば に いた 人に ゆず りま した。 ヘ リ
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コプ ター が も どって きて， 再 び救 命具 が下

ろさ れた 時 に も， 彼 は 自分の こ とは か まわ

ず，それ を別 の 人に渡 したの です。「なぜ 自

分 が助 か ろ う としな いん だ」 と叫ぶ 声が し

ま した。 しか しその 人は ，周 りの人 々 を助

けた 後， ゆ っ く りと凍 りつ くポ トマ ック川

の 中に消 え てい き ま した。

マ ハ トマ ・ガ ン ジー は，「ひ と りの 人間 に

よ る最 も崇高 な愛 ある行 な いは， 幾 百万 の

憎 しみ を帳消 しにす る に足 る もので あ る」

と言 ってい ます。(ハ ーマ ン ・ハ ガ ドー ン，

P名oρh6'歪π 孟h6晩146"z6ss'Th6S≠o乞yげ

。4伽πS6h膨 漉%N，Y：MacMillanCo.，

1948，titlepage)

神 が私 たち を愛 して下 さるの は， 私 た ち

が愛 す べ き者 であ り， 好 ま しい人格 や良 識

や ユ ーモ アの セ ンス を持 って いた り， あ る

い は非常 に親切 だ か らだ とい うわ けで は あ

りませ ん。 私 たち が どん な者 で も， また何

を した者 で も， 神 は その愛 を 注い で下 さ い

ます。 愛 すべ き者 で な くて も， 神 に とっ て

は 大切 な存 在 だか らです。

マ ザー ・テ レサ を たた えた あ る大学 の式

典 で， 半生 を世 界 中 の貧 しい 者，病 める者 ，

また みな しごのた め に捧 げた 彼女 は こ う言

っていま す。「清 い心 でお互 い に愛 し合 お う

で は あ りませ んか。 …… 貧 しい 人々 はパ ン

に飢 えて い るので は あ りませ ん。 愛 に飢 え

て い るの です。」(丁 肋S読Lσ 舵 丁7め観6，

31May1982，p・4-A)

ジ ョセ フ ・ス ミスは ，「神 の 愛 で満 ち満 ち

た 人は， 自らの家 族 の祝福 だけ で満 足せ ず，

これ を全世 界 に広 げ， 全 人類 に祝 福 が及 ぶ

よ うに と考 える」 と記 して い ます。(研5一

ホo勿y(ゾ孟h6Ch銘 κh，4：227)

私 た ちは ど うす れ ば神 の愛 にあ ず かる こ

とが で きる ので し ょうか。 救 い主 は こ う教



え られ ま した。

「も しわ た しの戒 め を守 るな ら ば， あな

たが たは わ た しの愛 の うち にお るの で ある。

それ はわ た しが わ た しの父 のい ま しめ を守

っ たの で， その 愛 のう ち におる の と同 じで

あ る。」(ヨ ハ ネ15110〉

愛 は神 の賜 で す。 神 の律法 に従 い，真 心

か ら人 々に仕 え る な らば，私 た ちは 日常 生

活 の 中 に神 の愛 をは ぐくむ こ とが で きます。

神 の愛 は， ふ さわ しい生 活 を して世 に打

ち勝 つ こ とがで き る よう， 限 りな い神聖 な

力 を私 たち に与 え て くれ ます。

この偉 大 なみ 業 を推 し進 め るに 当た って，

救 い主 は この世 的 な方 法 を用い られ ません

観 、1
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で した。主 は お金 を持 ってお られ なか った

の で， お 金 で力 を買 う とい うこ と もなさ い

ませ ん し， 宣 伝 と いう こ とも， 主 は一切 行

なわ れ ませ んで した。 また， 武 力 に訴 え る

こ とは主 の みむ ね に反 して いま した。 そ し

て国 民 は主 を 自分 たち とは無 縁 の者 と言 っ

て拒 ん だの です。 主 の理 想 を心 の内 に育て

たの は， ほ んの ひ と握 りの 人々 に過 ぎ ませ

んで した。 彼 らはみ な 貧 しか っ たの ですが ，

主 の もとに集 ま り耳 を傾 け， 祈 り，主 の言

葉 に従 った 人々 で した。 彼 らは主 の教 え に

従 って ， 人々 の 中に 出て行 き， 強制 で はな

く， 偽 らな い愛 と友 情 にあ ふれ た行 な いと

言葉 により，新 しい理 想 を伝 えました。それ

で主 の みわ ざが この よう に広 まっ たので す。

主 は 人 々の心 を う るお し， その みむね を

遂 げ られ ま した。 予 言者 二 一フ ァイの言葉

は， この こ とを理 解 す る手助 け とな ります。

「…… その 木は 神 の愛 であ って 人 の心 をあ

ま ね く うるお す もので あ るか ら， どん な も

の よ り も好 ましい もの であ る… … 。」(1二

一 フ ァ イ11：22)

神 の 私 たち に対 す る愛 の深 さは， ヨパ ネ

の 次の 言葉 に凝 縮 さ れて い ます。 「神 は そ

の ひ と り子 を賜わ っ たほ どに， この世 を愛

して下 さ った。 それは 御子 を信 じる者 がひ

と りも滅 び ないで ，永 遠 の命 を得 るた めで

あ る。」(ヨ ハ ネ3：16)

宣教 師 として， カ ナ ダのハ リフ ァウク ス

伝 道部 へ 召 され たウ イ ル ズ ・チ ー二 一夫妻

は，北 端 の ニ ューフ ァン ドラ ン ド島 のキ ャ

ンブ ル ックヘ 行 く前 に，伝 道 部長 に こ う言

われ ま した。 「行 って 支部 を 強 めて下 さ い。

集 会 が開 け るよ うな建 物 を探 して下 さい。

そ して親善 の使者 とな って下 さ い。」

主 に忠 実 な この夫 婦 は， 多くの人 々の 人

生 とかか わ りを持 ちま した， チ ー二 一兄 弟
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の報告 は， お びた だ しい数 の改 宗者 を得 る

こ とがで きた こ とに触 れ5そ して 彼 の愛 す

る同僚 へ の賛辞 で締 め く くられ てい ま した。

「多くの模 範 を示 す こ とが で きた こ と，

ま た私 たちが この よう に成功 を収 め る こ と

が で きたの は， チ ー二 一姉妹 の助 けが あれ

ば こ そなの です。 彼 女 の伝道 は 愛 の奉仕 そ

の もの で した。 庭造 り， か ん詰 め の作 り方 ，

縫 い物 ， キル テ ィ ングな どを教 え， 献 身 的

に働 き ました。 彼女 は妻 と して，母 と して，

あ るいは友 達 として 多 くの優 れた模 範 を示

したので， す べて の 人か ら愛 され て い ま し

た。」

さ らに彼 はこう続 けて い ます 。「私 た ちは

礼拝 堂 を 入手 す る のを手 伝 い ま した。 ま た

27人 の新 会 員が 教会 に入 り， 多 くの不 活発

会 員が 戻 って くる の を 目に しま した。」

この素晴 ら しい 夫婦 は， 主 に対 す る愛 と，

遠 く離 れ た所 で見 い だ した隣 人 に対す る愛

を実 践 したの です。

「愛 は動 詞 で あ る」 とい う言葉 が あ りま

す。 愛 は行 ない に表 わ さな けれ ば な りませ

ん。 口先 だ けや， 心 の 中 にと どめ てお くだ

け の もので は あ りませ ん。私 たち が何 をす

るか， どう振 る舞 うか に よる ので す。 愛は

言葉 と行 ない で表 わす もの だ か らです。

主 と特 に近 か っ た愛 弟 子 ヨ パ は こ う記

して い ます。「わたした ちが神 を愛 したの で

は な く，神 が わ た した ちを愛 して下 さ って，

わ た したち の罪 の ため にあ がな いの供 え物

として， 御子 をおつ か わ しにな っ た。 こ こ

に愛が あ る。

愛す る者 た ち よ。 神 が この よ うにわ た し

たち を愛 して下 さ った ので あ るか ら， わ た

した ち も互 に愛 し合 うべ きで あ る。」(1ヨ

ハ ネ4：10-11)

主 は私 た ち一 人一 人の ため に 罪の 負債 を
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支払 って下 さ り，私 たちが 望 む なら， 主 は

私 た ちを天 父 の み もとへ と導 い て下 さい ま

す。 私 た ちが 歌 う この言葉 は， 私 た ちの 気

持 ち を如 実 に語 って い ます。

主 イエ スの 愛 にた だお どろ く

恵 みの深 きにわ れ惑 う

罪 び との ため十 字架 にて

流 され た る血 に身 はふ る う

あ あ， わが た め主 は死 にた もう

く しきみ わざ.

あ あ， くす しき主 のみ わ ざ

お ごれ るわれ を救 うた め に

み く らを降 りし主 にお ど ろく

か か るわれ に まで愛 の手 を

主 は さ しのべ て救 い た もう

つ き刺 さ れ し主の 手 を思 い

その 愛 と恵み忘 れ 得 ず

み くらの 前 にひ ざ まづ いて

主 の み め ぐみ をた たえ まつ らん

(讃 美歌76番)

神 の 明 らか にされ た み業 と栄光 ， す なわ

ち 「人 に不死 不 滅 と永遠 の生 命 を もた らす」

(モ ー セ1：39)み 業 の祝福 にあ ずか る こ

とがで き る よう，最 後 まで 私 たち すべ てが

自分 の務 め を十分 に果 たせ ます よう に。 そ

の た め には完 き に近づ くよ う努 力 し， 福音

の律法 と儀 式 に従 順 に従 う よう に しなけれ

ば な りませ ん。私 た ち はみ な，神 を愛 し隣

人 を愛 する とい う大 い なる戒 め を守 る こ と

に よ り， 自 らを強 めな けれ ばな らない ので

す。 これが 神の み業 で あ り， 神 は すべ ての

、人々 を愛 して下 さ る こ とを イエ ス ・キ リス

トのみ 名 に よって証 し， お祈 りします。 ア

ー メ ン。
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「私の身 も心も聖文を喜ぶ」

管理監督会第二副監督J・ リチャー ド・クラー ク

モ
ルモ ン経 の 中で， 最 も美 しく霊 的 な

一節 に，「二 一フ ァイの詩 篇」と呼ば

れ てい る箇 所が あ ります。 それ は 次 の感動

的 な言葉 で始 まってい ます。「… …私 の 身 も

心 も聖 文 を喜 ぶ の で，私 が 心 に それ を よく

よく考 えて 私 の子孫 たち の学問 と利益 とに

な る よう に これ を書 き誌す の であ る。 ごら

ん，私 は身 も心 も主 に関 する事 を喜び，…… 」

(II二 一フ ァイ4：15一 一16)

この 言葉 は私 に とって特 別 な意 味 を持 っ

て い ます。 私 は小 さ なモ ル モ ンの町 の よき

末 日聖徒 の家庭 に生 まれ育 ちま した。 そ し

て主 を愛 し，主 の み名 を尊 び， 祈 りを通 じ

て 主 と話 をす る よう に教 え られ てき ま した。

また， 幼 い 頃 か ら， 天 父 と御 子 が ジ ョセ

フ ・ス ミスに現 われ た こ とを学 んで き ま し

た。 私 は子 供心 にそれ を信 じ， 大 人 に なっ

た今 も疑 っ たこ とは あ りませ ん。

私 は海軍 に入隊 して初 めて， モル モ ンを

見た こ との ない 人や モ ルモ ンの教 えを聞 い

た ことの な い人 に大勢 出会 い，非 常 に 驚き

ま した。 そ して， 自分 の福 音 に関す る知 識

が いか に限 られ た もの であ るか を痛 感 し た

ので す。教 会 に 関 して かな り難 しい質 問 を

され て， 答 える の に四苦 八苦 した こ と もあ

ります。部 隊の 中で モ ルモ ンは私 ひ と りで

したの で， 人 に助 言 を求 め る こ と もで き ま

せ んで した。 その時 私 が持 って い た聖典 と

い えば， 軍 隊用 の小 型 の モル モ ン経 一 冊 で

した。 お恥 ずか しい こと ですが ， リーハ イ

とその家 族 を文 字通 り荒 野 に置 き忘 れ たこ

とも幾度 とな くあ りま した。

私 は 活発 会員 として 歩ん で きた に もかか

わ らず ，聖典 や予 言者 の教 えにつ いて学 ば

な けれ ば な らな いと い う切 羽詰 まった気持

ちに な った ことは あ りませ ん で した。 です

か ら， 質問 を され た り，私 自身や教 会 に対

して ひ どい嗣糞 が 向 け られ た りし七 も， 私

にで きる こ とと言 えば 家族 や教 師 か ら学 ん

だ個 人的 な信 条 を述べ るこ とだ けで した。

自分 の信 ず る所 を公 言 したか らには， その

良 き模 範 とな る こ とで知識 不 足 を補 お うと

もし ま した。

海軍 を出て か ら私 は伝道 の召 しを受 け ま

した。 それ で も福 音 の知 識 を得 たい と いう

強 い気 持 ち は強 ま りませ ん で した。聖 典 に

通 じる こ とが 良 き末 日聖徒 とな る ことで あ

る とい う理 解 が まだ な か ったの です。 ソル

トレー クの古 び た伝 道本部 で しば らく訓練

を受 け た後， 伝 道地 で ある 南ア フ リカ に行

く船 が着 くまで， 同僚 と私 はテ キサ スで2，

3週 間 ばか り伝 道用 の チ ラ シを配 り， 多 く

の 入々 の前 に立 つ こ・とにな りま した。 その

時得 た経 験 が， その 後2年 間の 良 き指 針 と

な り ました。 私 は その短 い期 間 に謙遜 にな

る こ との大切 さを思 い知 らされ たの で す。

運 命 の いたず らとで も言 い ま しょ うか，

ケ ーブ ・タウ ン に着 いた時 には私 の 人生 は

大 き く変わ ってい だの で す。 予 定 では28日

間 で航 海 を終 え るこ とに な って いま したが，
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赤道 を通 過 す る頃， ボ イ ラー に故障 が生 じ

ま した。 ブラ ジル の レ シフ ェに寄港 しよ う

と したの ですが ，船 は 暗礁 に乗 り上 げ，船

体 に穴を 開け て しま った ので す。 引 き船 が

私 た ちを救 助 して くれ ま した が， 結 局 ケー

プ ・タウ ンに着 くま で，84日 間 を船上 で 過

ご さな くて はな りません で した。 私 は 恵 ま

れ て素晴 らしい 同僚 の ロ イ ・ステ ィー ブ ン

ス長 老 と同 じ船 室で 過 ごす こ とが で きま し

た。 彼 は実 に熱 心 な福音 の研 究 家 で した。

彼 の 父親 は帰 還 宣教 師 で， 彼 のた め に教会

の書物 を大 き な箱 に詰 め て持 たせ て くれ た

ので す。 この一 種 の監 禁状 態 の 中で， 福 音

の知 識 とい うま った く新 しい世 界が 眼前 に

開 けたの です。

この84日 間 とい う もの ，私 は勉 強 し， 考

え， 祈 りました。 標 準聖典 をす みか らすみ

まで読 み まし た。 その ほか 「基督 イエ ス」

を初め， 教 会 の書物 を数 冊読 みあ さ りま し

た。 この船上 での勉 強 の結 果， 私 はモ ル モ

ン経が 神 の言葉 で あ り， イエ スが キ リス ト

であ る とい う証 を主 によ って得 る ことが で

き ま した。 私 は この時初 めて 永遠 の真理 に

つ いて もっ と深 く知 りた い とい う強 い欲 望

に駆 られ たの です。 この こ とに今 ま で気 づ

か なか った こ とが悔 や まれて な りません で

した。 軍役 に服 して い る時 も， ま った く無

為 に 日を過 ご して しま い ました。 何 と貴 い

宝 に今 まで気 づ かず にい たので しょ う。 自

分 に任 され た時 間 を どの よう に使 った か，

責 任 を問 わ れ る 日が 必 ず来 る と，私 は確 信

してい ます。

私 たち は若 き予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが

示 した模 範 か ら も 多くを学 ぶ こ とが でき ま

す。 彼 は祈 りを も って聖 書 を学び 続 けた結

果， 天 の神 に導 きを求 め ず には い られな く

な りま した。 そ して， 主 自らが この世 で み

業 を行 なわれ た時 以 来 の，最 も偉 大 な啓 示

が与 え られ る こ とにな っ たので す。 彼 は予

言者 として聖 典 を じ っく り研 究 し続 け， つ

い に聖典 に対 する深 い理 解 を得 る に至 りま

した。

もうひ と りの青年 スペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボ ー ルは，14歳 の 時 ステ ー キ部 大 会 で スー

ザ ・ゲ イツ姉 妹 の 話 を聞 き ま した。彼 は そ

の時 の こと を こう語ってい ます。「彼女 は聖

典 を読 む こ と に関 して， 心 に訴 えか け るよ

う な話 を しま した。 彼女 は話 の途 中で こ う

尋 ね ました。『皆 さ んの 中で聖 書 を通 して 読

ん だ方 は何 人 い らっ しゃ いま すか。』

私 は 自分 自身を 問い詰 め ました。『お い ス

ペ ンサ ー ・キ ンボ ー ル， お前 は まだ聖 書 を

読 み通 した ことが な い じゃ ないか。 ど うし

て なん だ。』私 はこの聖 な る書 物 を読 んだ こ

とが な いなん て私 ひ と りで はな いか と思 い，

お そる おそ る辺 りを見 回 しま した。 す る と，

そ こに集 っ てい た1，000人 ほ どの中 で，誇 ら

し気 に手 を挙 げ て いる のは ほん の5，6人

に過 ぎ ませ んで した。 その 集会 が終 わ っ た



後，私 は 『僕 も絶 対 に読 み通 して みせ る ぞ』

と一 大奮 起 して， 家 に飛 んで帰 った もの で

した。」

家 に着 く と， 彼 は石 油 ラ ンプ を片手 に階

段 を上 り， 自分 の屋 根裏 部 屋 に閉 じこ も り

ま した。「私 は そ こで聖 書 を開 き アダム とイ

ヴの創世 記 か ら始 め て， 大 洪水 や ア ブラ ハ

ム に至 る まで， 夜 に なっ たの も気 づか ず読

み続 け ま した。」(P泥s堀6窺 κ1別魔1♂Sヵ8α々 s

O砿SaltLakeCitylDeseretBookCo.，

1981，pp.92-93)

その後 彼 は毎 晩少 しずつ読 み 続 け ま した。

読 ん だ部 分 をす べ て理解 で き たわ けで は あ

りませ んが， 彼 は と にか くや り抜 こ うと 自

分 で決心 したの です。 その年 の暮 れ まで に

彼 は聖 書 を読 み終 え ました。 以 後聖典 を毎

日読 む こ とは， 彼の 習慣 とな った ので す。

キ ンボー ル大 管長 の お話 や著 書 な どか ら，

大管長 が聖 典 に対 す る深 い 洞察 力 を長 い時

間 を費や して身 に着 け られ た こ とが よ くわ

か ります。

私 は幼 い子供 も含 めあ らゆ る 人々 が聖 典

を愛 する よ うに なる と確 信 して いま す。2，

3年 前， 私 は大 会 に 出席 す るた めに コロ ラ

ド ・スプ リング ズヘ行 った時， ブル ー ス ・

R・ マ ッコ ンキ ー御 夫 妻 のお子 さんで あ る

マ ー ク・マ ッコ ンキー兄 弟 を訪 問 し，どの よ

うに して聖典 が好 き にな った か尋 ね たこ と

が あ りま した。 彼 は その時 こう答 え ました。

「最初 は母 親 か ら聖典 を好 き にな るこ と

を教 えられ ま した。 母 は ア イロ ンかけ を し

なが ら， 聖典 につ いて よ く話 して くれ た も

の で した。予 言 者 につ い て話 す時 の様子 か

ら， 母 が どん な に聖 典 を愛 してい るかが よ

くわ か りまし た。 大 き くなっ てか らは， 私

は聖典 の録音 を聞 く よう にな りました。 私

は父 の よ うに聖典 につ いて 詳 し くな りたい

と思 ってい たの で す。録 音 を聞 い てい る と

父は よ く私 の部 屋 に入 って きて ， たち まち

どこの聖 句 を聞 いて い たの か 当てて しまう

ので す。私 も その よ うにな りたい と思 って

い ま した。」
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ロ ムニ ー副管 長 が息子 さん と一緒 にモ ル

モ ン経 を読 ん で いた時 に経 験 した素 晴 ら し

い出 来事 を覚 え てい ら っし ゃる方 もあ るか

と思 い ます。、ロ ムニ ー長 老 は こう述 べて い

ます。

「私 は息子 が ま だ小 さか った 頃， 息子 に

聖典 を読 ん であ げ た時 の こと を覚 えて い る。

一私 た ちは二 一 フ ァイ第 二書 の最 後 の3

章 を声 を 出 して交替 で読 ん で い た。 息子 の

声 は 風邪 をひ い たよ うに かす れて き たが，

最 後 の章 まで読 み終 えた。 そ して読 み終 え

るや， こう尋 ね てき た。『パ パ，パパ もモ ル

モ ン経 を読 ん で 泣 くこ とあ る?』

『あ る よ， 時 には 主の み た まが モル モ ン

経 は正 しい と強 く証 をす る んだ。 その時 は

泣 く よ。』

『ああ， そ う。 ぽ く も今 そ の よう に感 じ

たん だ よ。』」(ConferenceReport，ApL

l949，p.41)

それか らは私 は寝 る前 に末 息子 の ブ ラ ン

ドンと， ジャ ック ・ロ ン ドンの本 を読 む よ

うにな り ました。 私 は ロムニ ー副 管長 の 話

を思 い 出 し， 今 まで標 準聖 典 を子 供 た ち と

一緒 に読 ん でや ら なか った ので， 素 晴 ら し

い経 験 を逃 して し まっ た もの だ と後 悔 し ま

した。私 は， 息子 が 伝道 に出 る前 に聖典 の

中の偉 大 な英雄 に親 しみ， 彼 らの模 範 に 見

習 って ほ しい と願 って い ます。 そ れで 私 と

息 子 は毎 日聖典 を15分 ずつ ， あ るい は1章

ずつ読 み始 め ま した。 どんな にか 貴 い経験

がで き るこ とで し ょう。私 は ぜ ひ皆 さん に

もこの経験 をな さる よ うお勧 め した い と思

い ます。

私 た ちが今 持 って い る聖 典 は， 多 くの犠

牲 の上 に今 日存 在す る こ とを忘 れ ては な り

ません。 聖書 が征 服 と迫 害 という烈 火 に耐

えて きた こ とを考 える時 ， それ が完 全 な形
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か ど うか，'ある いは正 しく翻訳 され てい る

か ど うか な ど という こ とは大 した問題 で は

あ りませ ん。 大切 な こ とは聖 書 が今 日まで

継 承 され て きた とい う奇 跡 なの です。 主 が

私 た ちの救 いの ため に聖 書 を守 って下 さ っ

た こ とに疑 いの 余地 は あ りませ ん。

レー バ ンの命 が主 の みむ ね に よって取 り

去 られ たの は， 二 一フ ァイの民 の 「信 仰が

な くな って 亡 び」 な いよ う にす るた めで し

た。(1二 一フ ァイ4：13〉 子孫 のた めに 彼

らの記 録 を守 り続 け た二 一フ ァイ人 の予 言

者 の苦 労 が どれ ほ どであ ったか考 え てみ て

下 さ い。 ま た， 印刷 や翻 訳 の技術 が なか っ

たた め， あ るい は政 治的 弾圧 や文 盲 な どの

理 由 で聖典 と親 しむ 機会 を断 たれ てい た何

百万 とい う人 々の こ とを考 えて み て下 さ い。

私 たち が この聖 な る書物 が 自由に手 に入 る

この時代 に住 んで い るこ とは， な ん と大 き

な祝 福 で し ょうか。1981年 だ けで， 国 際聖

書協 会 は4億4千4百 万部 に も上 る聖 書 を

世 界 に配布 しま した。 また1982年 の 末 まで

には， モ ルモ ン経 の全 巻 や その一 部 が57力

国 語 で出 版 され る こと にな って い ます。

私 た ちは これ らの 多くの犠 牲 に よる恩 恵

に浴 してい るの です。 それ な のに， この祝

福 を感謝 して受 け ない で良 い理 由 があ るで

しょ うか。 兄弟姉 妹 の皆 さん， 私 たち は聖

典 の専 門家 に なる必 要 は あ りませ ん。 た だ

主 を愛 す る気持 ち が大切 なの です。

主は 二 一フ ァイの民 に姿 を現 わ され た 時，

この聖 な る記 録の 大切 さ につ いて 次 の よう

にはっき り教 え られ ま した。「…… われ は 汝

ら にこれ らの聖 文 を熱 心 に研 究せ よ と命 ず。

・・汝 ら もわ が言 葉 に心 を留 め てわ れが す

で に汝 らに告 げ た るこ とを書 き記 せ 。・

これ ら の こと を証 す る予 言者 多けれ ば， 予

言者 た ちの 言葉 を研 究せ よ。 イエ スは …一



二 一フ ァイ人が す で に受 けた聖 文 を こ とご

とく説 き明 か してか ら 『わ れ は汝 らが い ま

だ持 た ざ る別の聖 文 を書くことを汝 に望 む』

『さ らば
， 多くの聖 徒 よみ が え りて 多

くの 人 々 に現 わ れ， これ に導 き と恵 み を与

え しこ とを書 か ざ るは何 故 か』 ・り・… そ こで

二一 フ ァ イはま だ これ を書 き記 して い ない

こ とを思 い起 した。 …… イエ スが この こ と

も書 き記 してお け と言 いた も うた。 …… さ

てイ エ スは 二一 フ ァイ 人が造 っ た聖文 をこ

とご と く一 つ に合 わせ て 説 き明か した もう

て か ら， その説 き明 した こ とを民 に言 い伝

えよ と弟子 た ち に命 じた もうた。」(m二 一

フ ァ イ23：1，4-6，11-14)

私 は ロ ムニ ー副管 長 が1973年 にセ ミナ リ

ー ・イ ンステ ィテ ユー トの コーデ ィネー タ

ー に与 えた助 言 に心 か ら共 鳴 し ます
。 彼は

こ う述 べて います。「私 は標 準聖 典 か ら学 ん

だ以 外 の福音 につ いて は 多く を知 り ません。

小 川 の水 を飲 む とした ら，私 は牛 の通 り道

な どに なっ てい る下 流 の水 でな く，地 面 か

ら湧 き 出て いる所 か ら直接 飲 み た い と思 い

ます。 他 の 人々 の解釈 も確 か に助 け とな り

ますが ，福 音 に関 す る限 り主 が教 えられ た

こ とを直接 聖典 か ら学 、蛍べ きです。 … … モ

ルモ ン経 や教義 と聖 約 を努 め て読 み ま しょ

う。 自分 の 考 え を立証 す るた め にで な く，

何 が書 かれ て いる のか， また それ は ど うい

う意 味 なの か を見 いだ すつ もりで すべ ての

聖 典 を読 ん でみ て下 さ い。 そ して主 が どの

よ うな思 い を胸 に この聖 な る書物 を記 され

たの か祈 り求 め て下 さい。」(Addressdeliv-

eredatCoordinator'sConvention，Semi-

nariesan(iInstitutesofReligion，13，Apr .

1973)

福音 に対す る証 を得 るの に，絶 ゆま ぬ努

力を怠 ってい る末 日聖 徒 があ ま りに多 いの

聖徒 の道/1983年1月 号

で は ないか と懸 念 して い ます。 そ の ような

人 た ちは， 神か らの啓示 につ いて祈 り， 深

く考 え る 人々の光 に頼 って い るだけ では な

いで しょ うか。証 は個 人の努 力 の結果 得 ら

れ る もので す。神 は 私 たち に救 いの方 法 を

備 え て下 さ い ま した。 けれ ど も私 た ちが そ

の祝福 にあ ずかれ る か ど うかは個 人 の努 力

にか か って いる ので す。

最後 に， 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスによ る

1832年 の説 教 を 引用 して， この お話 を終 え

たい と思 い ます。

「聖典 を調べ なさ い
。 書 物 と して公 にさ

れ てい る啓 示 を研 究 し，真 理が 明 らか にさ

れ る よ う御 子 イエ ス ・キ リス トの御 名 によ

り天 父 に願 い求 め な さい。 疑わ ず に主 の栄

光 のみ を仰 ぎ見 て これ を行 な うな らば， 天

父 は聖 きみ た まの 力によって，あなたにこた

え た もうで あ ろう。 そ う してあ な たは他 人

に よっ てで な く， 自分 で知 る こ とが で きる。

か く してあ なた は神 の知 識 につ いて 人 に頼

らな くて す むよ う にな るで あろ う。 また推

測 す る必要 もな くな るで あ ろ う。 天 父か ら

の 指示 を受 け 入れ る 人 には， 天 父が どの よ

うに救 って下 さ るかが わか るか らであ る。

重 ねて 言 う。 聖 典 を調 べ な さい。予 言者 の

言葉 を調 べ， それ らの 内あ な た と19世 紀 の

人々 にか か わ りの ある もの を学 び なさい。」

(T6召ohガ%8sの 〆云h6P名oゆh6渉ノbs6ヵhS駕 露h，

comp.JosephFieldingSmith，Deseret

BookCo.，1938，pp.11-12)

この言 葉 に私 の証 も付 け加 えさせ て いた

だ きた い と思 います。 聖 典 は神 のみ言 葉 で

す。神 につ いて知 りた い と思 うな ら， 神 の

言 葉 を学 ば なけれ ば な りませ ん。 私 たち が

素 直 な心 で聖典 を読 む時 に， 主 は 自らを表

わ され る こ とを証 し ます。 イエ ス ・キ リス

トのみ 名 に よって証 致 します。 アー メ ン。
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信じる人と行なう人

十二使徒定員会会員 マ ー ク ・E・ピー ター セ ン

， こ に再 び機会 が与 え られ て， 主 イ エ

」 ス ・キ リス トにつ いて ，ま た主 が神 の

御 子 であ られ る こと につ いて証 で き るこ と

を感謝 します。 まこ とに主 は天 父 の愛 す る

独 り子 で あ られ ます。

さ らに主 が私 た ちの救 い主， 貝費い主 で あ

られ る ことを証 しま す。 主 は天 と地 の創造

主 で あ られ ま す。

しか し主 は私 たち の最 もか けが え のな い

友 で もあ られ ま す。1主は私 た ち のた め に死

なれ ま した。 これ は私 た ちに対 す る深 い友

情 の最 高 の表 われ で はな いで し ょうか。

そ して 主は 死か らの復 活 を備 えて下 さ い

ま した。 これ は地上 に生 を受 け るすべ て の

人 に無償 で与 え られ ます。

何 と輝 か しい贈 り物 で しょう。何 と素 晴

ら しい友 で し ょう，何 と力あ る御 方 で し よ

うか。

しか し， 復 活が どれ ほ ど素 晴 ら しく，死

か らの勝 利が どれ ほ ど喜 ば しい もの であ ろ

う と， 神 の王 国 にお ける救 い は， ま った く

別の事 柄 です。 それ は主 の戒 め に忠実 に従

い， 主の すべ て の儀 式 を受 け入 れる 人々 に

のみ もた らさ れ るの です。

皆 さん は福 音 が人 々 を救 う過 程 につい て

考え た こ とが あ るで しょ うか。 も ちろん 最

初 に来 るのは 信仰 ，悔 い 改め， バプ テ スマ

です。 しか しそ れだ けで はあ りませ ん。 さ

ら に 多くの こ とが必要 とされ ま す。

本 当の 意味 で の救 い とは， 言葉 と思い と

行 ない にお い て救 い主 の よう にな る とい う

ことで す。 救 いへ の進 歩の 度合 い は， キ リ

ス トにどれ だ け近 づ いたか に よ って測 られ

ます。 もし毎 日の生 活 の 中で キ リス トに似

た者 にな って いか なけ れ ば，救 いに向 か っ

て進 ん で いる こ とには な りませ ん。

キ リス トの よ うに なる とい う ことは， 日

日の霊 的成 長 にか かわ る問 題 です。 種 が生

長 して花 にな り，小 さな子 供が 育 って 成 熟

した大 人 にな る よう に， 私 た ちは毎 日霊 的

に成長 して， やが ては キ リス トの よ うな 人
そな

格 を 具 え る こ と が で き る の で す 。

あ る 詩 人 は 次 の よ う に 書 い て い ま す。

た だ の 一 飛 び で 天 に は 届 か な い

だ か ら は し ご を か け て 登 っ て 行 こ う

こ の 低 い 地 上 か ら は る か な 天 へ

一 段 一 段 そ の 頂 き を 目指 し て

(ジ ョサ イ ア ・ギ ル バ ー ト ・ホ ー ラ ン ド，

"Gra(iatim"inMαs≠6ゆ 歪666sげ1～6」 彰o%s

%zs6，ed、 ・JamesDaltonMorrison，N.Y

HarperandBrothers，1948，p.443〉

救 い 主 イ ェ ス ・キ リ ス トは ， 私 た ち が ど

の よ う に な る べ き か に つ い て 最 高 の 模 範 を

示 さ れ ま し た 。

「汝 ら は い か な る 人 物 に て あ る べ き か 」

主 は こ の 質 問 に 自 ら 答 え て お られ ま す。 「ま

こ と に 汝 ら は わ れ と 同 じ 人 物 な ら ざ る べ か

ら ず 」(皿 二 一 フ ァ イ27：27)

主 の よ う に な る こ と は 一 夜 に し て で き る

こ と で は あ り ま せ ん 。 そ れ は 生 涯 を か け た
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永遠 の過 程 にほ か な りませ ん。私 たち は 日

日主 の よう に なる ため にた ゆ まぬ努 力 を し

なけ れ ばな ら ない ので す。

それ では どの よ うな方 法 で行 な うの で し

ょうか。.主が具 え てお られ る特 質 を私 たち

自身 の 中 には ぐ くむ こ とに よるの です。

福音 を勉 強す る だけ では不 十 分 です。 バ

プ テ スマ を受 け，神 権 を授 か って も， あ る

い は神殿 職 員 と して奉仕 して も， それ だけ

で は主 の よう には なれ ませ ん。 もち ろん ど

れ も欠 くこ とので き ない もの です が， それ

だ けで は不 十分 な ので す。

何 に も増 して私 た ち に必 要 な こ とは， キ

リス トの よ うな心 を養 うこ とです。 私 た ち

は心 の 奥底 か ら変 わ らな けれ ば な りませ ん。

予 言者 ア ルマ は次 の よ うに教 えて い ます。

「… …天 下 の万 民 は男女 を問わ ず， あ ら

ゆ る国 民， あ ら ゆる血 族， あ らゆ る国語 の

民， あ らゆ る人 々 にいた る まで みな新 に生
あや

れ ざ るべか らざ る こと を怪 しむ なかれ 。 人

は み な神 に よ りて生 れ， そ の堕落 した る肉

欲 の有 様 よ り義 し き有様 に移 り， 神 に貝費わ

れ て神 の 息子 または神 の娘 とな ら ざるべ か

らず。

か くて 人 は新 な る者 とな る。 しか ら ざれ

ば決 して神 の王 国 に住 むこ とを得 ず。… …」

(モ ーサ ヤ27：25-26)

最 後 の 部 分 に 注 目して下 さ い。 「しか ら

ざれ ば決 して神 の王 国 に住 む こ とを得 ず 」

これ はす べ ての 人 に向 け られた 警告 で す。

も し私 た ちが;の よ う に心 を改 めず， 救

い主 の教 え に従 わ ず にい るな らば， 教会 の

儀 式 を通 して受 け るは ずの あ らゆ る祝 福 は

私 たち の罪 のゆ え に取 り消 され て し 率うで

しよう。

聖典 には， キ リス トの よう な生活 を する

た めの方 法 が明確 に記 され て い ます。 です

聖 徒の道/1983年1月 号

か ら私 た ちは絶 えず聖典 を読 む必要 が ある

の で す。

例 え ば， こ ころ を貧 しくす るよ うに， つ

ま り謙遜 にな るよ う に教 え られ て います。

ま た柔和 にな るこ と も教 え られ て います。

(マ タイ5：3，5参 照)利 己心 や高慢 ， 尊

大 な どはキ リス トの徳 では あ りませ ん。

また主 を愛 し， 「義 に飢 えか わ くよ うに」

教 え られて い ます。(マ タイ5：6参 照)こ

の意 味 がお わ か りで し ょうか。 主 は完全 な

義 の御 方で す。 私 た ちは主 の よ うにな りた

い と願 って い ます。 しか し， その願 い は実

際 に飢 えか わ くほ ど強 い もの で し ょうか 。

主の 道 を歩 み たい とい う私 たち の願望 は

実 際 どれ ほ ど強 い もので し ょうか。 それ は

私 た ちの改 宗 の度 合 に よって 測 られ ます。

願望!ま さ にこ の言葉 ，願望!私 たち の心

の 中 の義 に対 す る願望 の強 さ は どれほ どの

もの で し ょうか。

キ・リス トの よ う にな るこ とは， 親切 にす

る ことで もあ ります。 主 が不 親切 にさ れた

こ とがあ っ たで し ょうか。 親切 や 思 いや り

に欠 けて い た ら， 私 た ちは主 に似 た者 であ

る と言 える で し ょうか。

主 の よう にな る ため に私 たちが 理解 しな

けれ ば な らない もうひ とつの 大切 な律 法は，

黄 金律 です。 人 々か らして欲 しい と望 む こ

とは，人 々にもその通 りにしてあげ るの です。

この律 法 に本 当 に従 って生 活 して いる 人

が 何 人 いる で し ょうか。 この 律法 を実 践せ

ず に救 わ れ るで しょうか。 マタ ィ による福

音 書 の 第25章 にその 答 えが記 され て いるの

で読 ん で下 さい。

この律 法 は， 自分 が して欲 しい こと を人

人 にす る こ とだけ を意 味す るの で し ょうか。

私 た ちは 他 の 人々か ら虐 待 され たい と思

う で し ょうか。 もち ろん思 い ませ ん。 だま
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L 、

され たい と思 うで し ょうか。 うそ をつ かれ

た り， 自分 の もの を盗 まれ た い と思 うで し

ょうか。 で は， 私 た ちは 人を欺 い た り， 人

の物 を盗 んだ りす るで しょ うか 。 いか な る

形 で あれ不正 直 は， 卑 しむべ き下 劣 な行為

です。 どう してキ リス トの徳 と言 え るで し

ょうか 。私 た ちは この 同 じ 口を通 して 不正

直を語 るこ とはで き ませ ん。 なぜ な らそれ

はキ リス トに反す る もの だか らで す。

主 は私 た ちに平 和 を作 り出 す者 に な って，

怒 りや不和 ，論 争 な どを避 け る よう に教 え

てお られ ます。(マ タイ5：9参 照)私 た ち

は周 囲の 人々 と仲 良 く暮 らす ため に真 心か

ら努 力すべ きで はな いで し ょうか。 特 に 自

分 の家 族 に対 して そ うすべ きでは な いで し

ょうか。

妻 と 口論 して はな りませ ん。 また 口論 の

原因 に なる よう なこ と を妻 にして は な りま

せん。 さら に聖 典 に命 じられ て いる よ うに，

子 供 を怒 らせ て はな りませ ん。(エ ペ ソ6：

4参 照 〉 もし家 族 の 中 に争 い が起 こ った ら，
しず

穏 や か なク リス チ ャンの精 神 で それ を鎮 め

る必要 が あ ります。

救 い主 の よう にな る には， キ リス トの真

の愛 も欠 く こと はで き ませ ん。 使徒 パ ウ ロ

は愛 につ いて何 と言 って いる で し ょうか。

「た といわ た しが
， 人 々の 言葉 や御 使 た

ちの 言葉 を語 って も， … …た と いま た， わ

た しに預 言 をす る力が あ り， あ らゆ る奥義

とあ らゆ る知識 とに通 じてい て も，… … た

とい また， わ た しが 自分 の 全財 産 を 人 に施

して も， また， 自分 のか らだ を焼 かれ る た

め に渡 して も， も し愛 が な け れ ば，(家 族

と隣 人 に対 す る キ リス トの愛 が なけれ ば 〉

い っさい は無益 で あ る。」(1コ リン ト13：

1-3)

事実 パ ウ ロは， 愛が な いな らば私 たち は
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によう

無益 で あ って， や か ま しい鐘 や騒 が しい鏡
はち

鉢 と同 じであ る と述べ ています。(1コ リン

ト13：1参 照 〉

救 い主 は こう言 わ れ ま した。、「心 の 清 い

人 た ちは さい わい で ある， 彼 らは 神 を見 る

で あ ろ う。」(マ タイ5：8)

心 の 清 い人 のほ か に神 を見 る 人が， す な

わ ち神 の み まえ に帰れ る 人が い るで し ょう

か。 汚 れ た人 に それが で き るで し ょうか。

主は 汚れ た もの につ い て何 と言 われ た で

しょうか。「… …不 潔 なる もの に たず さわ る

こと なかれ 。 …… 主の 器 を持つ 者 よ， 清 く

あ れ。J(III二 一フ ァイ20：41)こ れ は主 が

語 られ た言 葉 であ り， 主 のみ こ ころ を表 わ

して い ます。

これ は神 の戒 め です。 皆 さ んが キ リス ト

を信 じる な らば，不 潔 な もの にか か わ りを

持 っ ては な りませ ん。

肉欲 や貧 欲 は私 た ちを破 滅 に導 き ます。

性 的 な罪 は救 い にかか わ る重大 な結果 を も

た ら し ます 。 酒 に酔 うの は悪徳 で あ り， む

さ ぼ るの は悪魔 の 業で す。 利 己心 は あ らゆ

る不 正 を もた ら します。 これ らの ものは私

た ちの 身 と霊 を汚 し， 道徳 的 に低 下 させ ま

す。 キ リス トの よう な生活 とは真 っ 向か ら



反対 す る もの だか らで す。

それ では 清 さ につい て主 は何 と言 わ れた

で し ようか。

主 は祈 りの 中 で，主 に従 う人 々が義 しい

行 な い によ り主 と同 じ よう に清 くな る こと

を願って，こ う言 われ ま した。「父が われ に

いま す如 くわ れ もか れ らに在 りてかれ らと

一 つ に な り
， か れ らに よ りてわ が栄光 を示

さん こ とを願 う。」(III二 一 フ ァイ19：29)

考 え て みて下 さ い。 もし私 た ちが清 けれ ば，

私 たちの義 が 主のみ名に栄 光 を加 えるのです。

主 は その ほか にも教 えて お られ ます。 も

し人に対 して悪 い気 持 ち を抱 いて いる な ら，

そ の人 と和解 す べ きで あ って， 悪 い気持 ち

を その ま まに して お いて はい け ませ ん。

皆 さん は次 の言葉 を戒 め として 考 えた こ

とがあ るで し ょうか。

「… …祭 壇 に供 え物 を さ さげ よう とす る

場合 ， 兄弟 が 自分 に対 して何 か う らみを い

だいて い る こ とを， そ こで思 い 出 したな ら，

その供 え物 を祭壇 の 前 に残 して おき， ま ず

行 って その兄 弟 と和解 し，・それ か ら帰 って

きて， 供 え物 を ささ げ る ことに しな さい。」

(マ タ イ5123-24)

この こ とか ら考 える と， も し人 に対 して

悪 い 気持 ち を抱 いて い た り， だ れか を不 公

平 に扱 って い る とした ら，私 た ち の礼拝 は

神 に受 け 入 れ られ る もの とな るで し ょうか。

時 々私 は思 うの ですが ，供 え物 を祭壇 に

残 して和 解 を求 め る とい うこ とは， 主 の晩

餐 であ る聖 餐 につ いて言 って いる ので は な

い で し ょうか。 もし私 た ちが 入 に対 して不
とが

正 を行 な って いた ら，何 の良心 の筈 め も受

け ず に聖 なる 象徴 に あずか る こ とが でき る

で し ょうか。

主 は次 の よう に教 えて お られ ます。

「もし も
， あ なた がた が， 人 々の あや ま
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ち をゆ るす な らば， あ なた がた の天 の 父 も，

あ なた が た をゆ るして 下 さる であ ろ う。 も

し人 をゆ るさ ない な らば， あ なた がた の父

も， あな たが たの あ や まち をゆ る して下 さ

らな いで あ ろう。」(マ タイ6：14-15)

罪 に汚れ た状 態 で， 神 の聖 な るみ も とへ

帰 る こ とがで き る と思 います か。

主 は さ らに偽 善 にっ いて警告 して お られ

ます。 二心 のあ る人や ，行 ない に裏 表 のあ

る人 は， キ リス トに似 た者 では あ りませ ん。

主 は こ う言 われ ま した。 「あ な た が た は，

神 と富 と に兼 ね仕 え る ことは で きない 。」

(マ タ イ6：24)
さ さい

毎 日の行 な いは些 細 な こ とに思 えて も，

いか に私 た ちの 身 と霊 を形 作 るかお わ か り

で し ょうか。

主 の 簡潔 な律 法 が厳 しす ぎ る と思 い ます

か。 難 しす ぎて従 え ませ んか。 しか し， 主

の律 法 を無 視 すれ ば どう い うこ とに なるで

し ょうか。

主 が お持 ちの特 質 につ いて主 御 自身の記

述 を読 む と，霊 的 に鼓 舞 され ます。 主 は以

下 の もの を あげ てお られ ま す。

「神 の栄光 を まご ころ もて仰 ぎみて
，信

仰，希 望 ， 慈悲 ，仁 愛 …… 徳行 ，知 識， 節

制， 忍耐 ， 兄弟 の親切 ，敬 慶， 慈悲 ，謙 遜，

勤勉 」(r教義 と聖 約4：5-6)

これ らは 主 イエ ス ・キ リス トの特 質で す。

これ らの特 質 を 自らの 中 に築 くた め に， 私

た ちは どれ ほ ど熱 ら・に努 め て いるで し ょう

か。

主 は私 たち に，天 の 父が 完全 で あ られ る

よう に， あな たが た も完全 な者 とな りな さ

い と命 じてお られ ます。(マ タイ5：48参 照)

い い加 減 な生 活 の 中か ら，完 全 さ を得 る

ことが で きる で し ょうか。 不完 全 な方法 に

よっ て完成 に到 達 で きる で し ょうか。 主が
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なぜ厳 しい御 方 で， 私 た ちが なぜ心 を尽 く
せ い ロほ く

し， 勢 力 を尽 く し， 思 を尽 くし，体 力 を尽

く して仕 えな けれ ばな らな い のか， お わか

りにな る と思 いま す。(教 義 と聖 約4：2参

照)

福音 に従 って生 活 す る こと は， 易 しい こ

とでは あ りませ ん。 しか し， そう しな けれ

ば祝福 を受 け るこ とは でき ませ ん。 何事 で

あれ， 完 全 に なる のは難 しい こ とです。 そ

れ には献 身， 忍耐 ，持 続 性， 自 ら捧 げ る犠

牲， 絶 えず集 中す るこ とが要 求 さ れ ます。

不完 全 は不 完全 な もの しか生 み出 し ませ ん。

姉妹 の皆 さ んは調理 法 に従 わ ず にお い し

い ケー キを 焼け る で し ょうか。 兄弟 の皆 さ

ん は必要 な方 式 や 原理 を無視 して家 や 道路

を建 設 した り， 時計 を作 った り， 人間 を 月

へ送 った りす るこ とが で きる で し ょうか。

医学部 で規 定 の学 問 を修 め ず に， 医 者 に

な る こ とが で きる で し ょうか。 工学 の 原則

を無視 して 技師 に なれ るで しょ うか。

それ では， 主 が定 め て下 さ った 道 に従わ

ず に， 全能 の神 の よ うに完 全 にな れ るで し

ょうか。

福 音 は， 従 わな いの な ら何 の益 ももた ら

しませ ん。r

た とえ教 会貝 で あ って も， 戒 め を守 らな

け れば救 わ れ ませ ん。

また不 承 不承 に行 な う 人は， 救 われ な い

ば か りか， 罪 に定 め られ るで し ょう。 主は

教義 と聖 約 の 第58章 の 中で は っ き りと宣言

してお られ ま す。(教 義 と聖 約58：29参 照 〉

古代 の偉 大 な予 言者 の 中 に， レーマ ン人

の サム エル が い ます。 私 はサ ムエ ルの 教 え

方 が好 きで す。 彼 は簡 潔で 単 刀直 入 な話 し

方 を します。 遠 回 しな 言葉 は使 い ませ ん し，

話 の意 味 につ いて 人々 を 困惑 させ る こ とも

あ りません。
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サ ムエ ルは ゼ ラヘム ラの 城 壁の上 か ら，

二 一フ ァイ人 に悔 い改 め を説 いた 時， もし

彼 らが 福音 に従 って生 活 しな けれ ば罪 に定

め られ ， しか もその責 任 は彼 ら以 外の 何者

に もない と率 直 に語 り ました。

「それ であ るか ら記 憶せ よ。 … … お よそ

亡 び る者 は 自分か ら亡 び， 悪 を行 う者 は 自

分 で悪 を行 う。」(ヒ ラマ ン14：30)

さ ら にサム エ ルは， 人 には 自由 意志 が与

え られ て い るので ，善 か悪 か ，生 か死 か を

自由 に選 ぶ ことが で きる が，最 後 に は 自分

の選 んだことの報 いを受 ける と述べています。

私 た ち は福音 に どの程 度 従 って生 活 して

い るか 吟味 す べ きでは な いで し ょうか。 ま

た， この現世 での生 活 が試 しの時 であ り，

私 た ちが将 来 刈 り取 りた い ものが何 で あれ ，

そ の苗 を植 え る時 であ る こ とを肝 に命 じる

べ きで は ない で し ょうか。

今 こそ私 た ちが ゲツ セマ ネの教 え に学ん

で， 主 と共 に次の よ うに言 う 時で は ないで

し ょうか。「わた しの思 い で はな く，み ここ

ろが成 る ようにして下 さ い。」(ル カ22：42)

イエ ス ・キ リス トの み名 によ って 申 し上

げ ます。 アー メ ン。



10月2日(士)午 後 の部会

教会役員の支持

副管長 ゴー ドン・B・ヒン クレー

」山 回の総大会から教会幹部の異動があ

則 りませんので，教会幹部な棚 こ中

央 管理 役 員 を現 状 の ま まで支持 して下 さ る

よう に提議 致 します。

この提 議 を支 持 して 下 さる方 は 挙手 を も

って その意 を表 わ して 下 さい。

もし反対 の方 が あれ ば， 同 じ よう にその

意 を表 わ して下 さい。
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「走れ
，少年 よ走 れJ

十二使徒定員会会員 トーマ ス ・S・モ ン ソ ン

19
82年6月8日 ， 火 曜 日， ロ ン ドンで

は 明る く澄 ん だ夜 明け を迎 え ま した。

歴 史に残 る一 日の 夜 明け です。 人々 の心 は

期 待 にあ 、ζ・れ， 辺 りは興 奮 に満 ちて い ま し

た。 その 日，訪 英 中 のア メリカ大 統領 が議

会で 演説 をす る こ とにな って い たの です。

その ため に大 勢 の 人々が つめ か け， どの 通

りも人で一 杯 にな り， 近 くの 公 園 にまで あ

、雪・れ て い ました。 警 察官 が群 衆 の整理 にあ

た る中， 有名 な ビッグベ ンか ら時 を告 げる
おこそ

鐘 が厳か に鳴 り響 きま した。

私 は妻 の フ ラ ンセ スと群衆 の た だ中 に立

ってい ま した。 とその時 ，議 会 の扉 が さ っ

と開 く と， 英 国首相 とア メ リカ大統 領 が姿

を現 わ しま した。 両 国 の首 脳 は群 衆 の歓 声
こた

に手 を振 って応 え る と車 に乗 り込 み，車 の

行 列 を従 えて 走 り去 って行 き ま した。群 衆

が それ ぞれ の方 向 へ散 っ てい く中 を，私 た

ちは陽 の 当た る大通 りを 後に， 薄 暗い が安

ら ぎのあ るウ エ ス トミンス ター寺 院へ と向

かい ま した。

世 に名 高い この 寺院 に一 歩 星 を踏み 入 れ

るや， そこは 静寂 と敬 慶 の世 界で した。 こ
たいかん

こは， 国 王の 載冠 式や 皇族 の 結婚 式が 行 な

われ， 国 を治 め た者が そ の使 命 を終 えて安

息 に就 く所 なの です。 私 た ちは ゆ っく りと

歩 を進 めなが ら， 有 名 人の墓 石 に刻 まれ た

碑銘 を読 んで い き まし た。 彼 らの業績 や 勇

気 ある行 な い に思 いをは せ，世 界歴 史 に及

ぼ した影 響 を考 えて い ま した。 無 名戦 士 の

墓 の前 に来 た 時，私 は足 を止 め ま した。 第

一 次世 界大 戦 の時 フ ラ ンスで 命 を落 と した

戦士 のひ と りで した。 名 もな い墓 か ら， こ

の 若 き戦士 の遺 体 は， そ の栄誉 を永遠 にた

たえ るた め に， ロ ン ドンに運 ばれ て きた の

で す。墓石 には こう刻 まれ て い ま した。「神

とそ の国 家の た め に尽 く した兵士 ， 歴代 国

王 とと もに眠 る。 す べて の 人， キ リス トに ・

よ りて生 くべ し」

出口の 方へ と進 ん で い くと， ま だ先ほ ど

の群 衆が 公 園 に残 って いる のが 見 えま し た・

その 時， 詩 人キ ップ リン グの不 滅の 言葉 が

心 に浮か ん で きま した。

ざ わめ き とか っさ いは 消 え去 り，
かしら

王 と頭 は世 を去 れ ど

汝が 犠 牲，謙 遜 な る心

へ りくだ りた る心 は

変 わ るこ とな し，

万 軍 の主， われ ら とと もにお りた ま え

主 を忘 れん た め に， 忘 れ んた め に

(讃 美歌， 英文77番)

もうひ とつ最 後 に訪 れ て，読 ん で おき た

い墓 碑 銘 があ りま した。 私 は ボー イスカ ウ

ト団 員 として， その創 始者 であるべ一デン・

パ ウ エ ル卿 に捧げ られ た墓 碑 銘 を見 に， ア

メ リカか らや って 来 たの です。 堂 々 と した

大 理石 の墓 石 に私 は 見 入 りました。「ロバ ー

ト ・べ一 デ ン ・パウ エ ル，1857-1941年 ，

ボー イ スカ ウ ト創 始者 全世 界の友」

この 日， ボー イ スカ ウ トの75周 年， そ し
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て その 創始 者 の生 誕125周 年 を記 念 す るに

当た り，私 は 「これ まで一 体 何 入の 少年 が，

べ 一 デ ン ・パ ウエ ル卿 によ って始 め られ た

ボ ー イ スカ ウ ト活 動 に よっ て祝福 を受 け，

命 を救 われ たこ と だろ う」 と考 えて み ま し

た。 この ウ エス ト ミンスタ ー寺 院 に眠 る他

の 人 々 と違 って， べ 一 デ ン ・パ ウ エル卿 は

栄光 の 荒海 を航 海 した こ ともな けれ ば，戦

いで大 勝 利 を収 めた わけ で も， 巨万 の富 を

築 い たわ け で もあ りませ ん。 少年 たち の組

織 を作 って， 彼 らが 人生 とい う レース を ど

う走 り抜 き， 勝利 を得 るか を教 え る， これ

が 彼 の行 な った こ とです。

少 年 は大 人へ と育 つ

だれ も少年 に どん な価値 が あ るの か

知 らな い。

待 ってみ な けれ ばわ か らな い。

だが， 気 高 い地位 にあ る人 も皆，

かっ て は少年 であ った のだ。

(ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大管 長

が，1977年4月 の総 大会 で 引用 「聖徒

の道」1977年10月 号 ，p.464)

これが ま さ し く真 実 であ る こ とは， 有 名

な ミュー ジカル 「キ ャメ ロ ッ ト」 の終 わ り

の部 分 に楽 し く描 か れ てい ます。 アー サー

王 の 円卓 は 人々 のね た みや妃 の不 貞， 過 去

の過 ち の発覚 ， す なわ ちモ ー ドレッ ドの件

な どに よ って壊 され て しまい ま した。 夢 を

奪 わ れ たア ーサ ー王 とその 下 臣は， ラ ンス

ロ ッ トの軍 と戦 う 準備 を始 め ま した。 しか

し， 王 のか わい が った 者た ちは み な姿 を消

し， 幻 想が 暗 い影 を投 げか け， 彼 を絶望 へ

と追 い や るので す。

そ こに登場 す る のが若 き密 航 者， ウ ォー

リック の トムで す。 トムの心 は 若 き希 望 に

あ、ζ・れ， この戦 い で王 を助 け るた め にや っ

て来 た と王 に告 げ ます。 そ して， 自分 は騎
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士 にな りた いこ とを打 ち明け るの です。 ア

ーサ ー王 の質 問 に対 して
， トム は円卓 の こ

とを知 って いる と答 え， よ く口 にされ た理

想 を繰 り返 しま した。「正義 には 力を，正 義

には正 義 を， すべ て の 人には 公平 を」

ア ーサ ー王 の顔 に 自信 が よみが え って き

ま した。 すべ て を失 った わけ で はなか った

の で す。 ア ーサ ー王 は この少年 にキ ャメ ロ

ッ トの理 想 と栄光 を告 げ， 正 式 に騎 士 の爵

位 を授 け ま す。

こう して戦 場 を引 き上 げ， イ ン グラ ン ド

に戻 っえ キ ャ メロ ッ トの夢 を新 たに し，成

人 し.て年 を重 ね， 備 えの で きた トムは， 武

器 を 片 手 に， 真 理 の 教 え を 身 に まとい，

「走 れ
， 少年 よ走れ」 とい う王 の命 令 に耳

を傾 け るの です。 この 日まで 大事 にと って

おか れ た少年 ，守 られ た理 想 ， よみが え っ

た希望 が そ こ にはあ りま した。

この ウ ォー リ ックの トム が想像 もつか な

いほ ど多 くの こ とを， ボー イ スカ ウ トに加

入す る少 年 たち が習 得 します。「そ なえ よつ

ね に」 とい うモ ッ トー の 下 に， 「日々 の 善

行 」 を実 践 します。 ま た スカ ウテ ィン グで

は， 技術 を高め る こ とに努 力 した 人に技能

章 が 与 え られ ます。 単 に暮 らしを立 て る方

法 では な く生 き方 を教 える のが スカウ テ ィ

ングで す。1913年 に末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会が， 合 衆 国で最 初 に スカ ウ トの育

成 団体 に な った とい うこ とは， 何 と喜 ば し

い こ とで し ょう。

私 は， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大管

長 が世 界各 地の 教会 員 に語 られ た次 の霊感

あ・ζ・れ る言 葉 を大切 にしてい ます。「末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会は ，一 層積 極 的に

スカウ テ ィ ングの 支援 を推 し進 め る と共 に，

少年 た ちが その 家族 や教 会 と親 しむた めの

助 けが で きる よ うに， 指導 者 を提供 したい
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帳

と思 い ます。 それ が， スカウ テ ィ ングで 言

われ てい る よう に， 少年 たち の市 民 と して

の品位 を高め， 性 格 と 人格 とを高 め て くれ

るか らで す。 …… 私 たち は今 なお ， この 少

年 の ため の一 大運動 を， また その 中心 にあ

る 『ちか い とお きて』 をし っか り と支 援 し

て います。」(1977年4月 総 大 会， 「聖 徒 の

道」1977年10月 号 ，p464)

では， ス カウ トの 「ちか い」 とは何 で し

ょうか。

「私 は
，名 誉 にか けて 次 の三 条の実 行 を

誓 いま す。

一
。神(仏)と 国 と に誠 を尽 し"お きて"

を守 ります。
たす

一
.い っ も ， 他 の 人 々 を 援 け ま す 。

一 .体 を 強 く し， 心 を す こ や か に， 徳 を

養 い ま す 。」(「ボ ー イ ス カ ウ トハ ン ド

ブ ッ ク 」 初 級 ， 日本 連 盟 ，p.、68)
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大 戦 の英 雄 マ ッカ ーサ ー元 師 は これ と同

じ こ とを強調 して いま す。 栄 光 に輝 く働 き

を終 え， 若 き 日の輝 きは 消 えて 老 いの影 が

忍び 寄 る中 で， 彼は 少年 た ち にこ う述べ ま

し た。 「夢 の 中 で 私 は い まだ，大 砲 の ひび

き， 銃声 ，戦 場 の悲惨 な うめ きを耳 にす る。

しか し， 私 の記憶 の奥 をた ど る といつ も ウ

エ ス トポ イン トに た ど りつ く。 そ こで学 ん

だ義務 ， 名誉 ，祖 国の3つ の言葉 が 何度 も

何 度 も私 の 耳元 で こだ ます る。」

プ ロ テ スタ ン トの ハ リー ・エ マ ソ ン ・フ

ォスデ ィック牧 師 は， 言葉 こ そ違 いま すが

同様 の こ とを 言ってい ます。「人は金 の た め

に精 を 出す。 そ して， 人の た めに は もっ と

力 を 出 し， 何 らか の 目的 のた めに はそ の全

力 を尽 くす もので ある。 義務 を喜 びに変 え

て初 め て， 徴集 兵 と してで は な く， 愛 国心

に燃 えた一 国 民 と して 国家 の ため に戦 う よ

うにな る。義 務 は， 喜 ん でカー 杯行 な お う

とい う人 の手 に よ らない 限 り， 立 派 に果 た

され る こ とは ない 。」(レ 診物♂(?%o彪'劣%畠

Comp.EmersonRoyWest，SaltLake

CitylBookcraft，1968，p.38〉

南 軍 の最 高指 揮 官 ロバ ー ト ・E・ リー将

軍 の言 葉 を引 用 しましょう。「英語 の言 葉 で

義務 ほ ど崇 高 な言 葉は な い。.すべ て にお い

て 自分 の義 務 を果 た しな さい。 人は それ 以

上 の こ とはで き ない。 また それ以 下 の こ と

を しよ うと思 うべ きで もない。」

キ ン ボー ル大管 長 の言 われ た ス カウ トの

お き て につ いて考 え てみ ま し ょう。 ス カウ

トの お きて を思 い出す た び に，私 は神 の お

きて を知 り， これ を守 った御 方， まさ に主

イエ ス ・キ リス トの生 涯 を思 わず には いら

れ ませ ん。 ス カウ トの12条 のお きて に は主

の福音 と相通 じる ものが あ ります。

1.「 ス カ ウ トは，誠 実 であ る。』



主 は 何 と 言 わ れ た で し ょう か 。「わ た し は ，

わ た し に さ せ る た め に お 授 け に な っ 左 わ ざ

を な し 遂 げ て … … 」(ヨ ハ ネ17：4)

2.「 ス カ ウ トは ， 忠 節 を つ くす 。」

「サ タ ン よ
， 退 け 。」(マ タ イ4：10)

3.「 ス カ ウ トは ， 人 の 力 に な る 。』

「起 き て
， あ な た の 床 を 取 り あ げ， そ し

て 歩 き な さ い 。」(ヨ ハ ネ5：8)
ゆう ぎ

4.「 ス カ ウ トは ， 友 誼 に 厚 い 。」

「あ な た が た は わ た しの 友 で あ る 。」(ヨ

ハ ネ15：14)

5.『 ス カ ウ トは ， 礼 儀 正 しい 。』

「だ か ら
， 何 事 で も 人 々 か ら し て ほ しい

と望 む こ と は ，入 々 に も そ の と お りに せ よ 。」

(マ タ イ7：12)

6.「 ス カ ウ トは ， 親 切 で あ る 。』

「『幼 な 子 ら を わ た し の 所 に 来 る ま ま に し

て お き な さ い 。』… … そ し て 彼 ら を 抱 き， 手

を そ の 上 にお い て 祝 福 さ れ た 。」(マ ル コ10：

14，16)

7.「 ス カ ウ トは ， 従 順 で あ る 。』

「わ た しが 天 か ら下 っ て き た の は ， 自分

の こ こ ろ の ま ま を 行 う た め で は な く ， わ た

し を つ か わ さ れ た か た の み こ こ ろ を行 う た

め で あ る 。」(ヨ ハ ネ6：38〉

8.「 ス カ ウ トrは， 快 活 て あ る 。J

「勇 気 を 出 し な さ い。 わ た し は す で に 世

に 勝 っ て い る 。」(ヨ ハ ネ16133)

9.「 ス カ ウ トは ， 質 素 で あ る 。』

「持 っ て い る も の を み な 売 り払 っ て
.貧

し い 人 々 に 分 け て や りな さ い 。 そ うす れ ば ，

天 に 宝 を 持 つ よ う に な ろ う。 そ し て ， わ た

し に 従 っ て き な さ い 。」(ル カ18：22)

10.「 ス カ ウ トは ， 勇 敢 で あ る 。」

「わ が 父 よ
， も し で き る こ と で し た ら ど

う か ， こ の 杯 を わ た し か ら過 ぎ 去 らせ て く

だ さ い。 しか し，わ た しの 思 い の ま ま に で は
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な く， み こ こ ろ の ま ま に な さ って 下 さ い 。」

(マ タ イ26：39〉

11.「 ス カ ウ トは ， 純 潔 で あ る 。」
やわ さよ

「汝 ら
，主の 器 をもてる ものは 潔 くあれ。」

(教義 と聖 約38：42)

12.「 ス カ ウ トは， つつ しみ深 い 。」

「天 にい ます われ らの 父 よ，御 名が あが

め られ ます よ うに。」(マ タ イ6：9)

この よう な霊感 され た教 えが， 献身 的 な

指 導 者か ら将 来 を担 う 貴い 少年 た ちに伝 え

られ る時 ， その影 響 は 少年 たち の この世 だ

け の生 活 にと どま らず， 永遠 にまで 及ぶ こ

とで しょう。「あ な たの パ ンを水 の上 に投 げ

よ， 多くの 日の後， あな た は それ を得 るか

らで あ る。」(伝道11：1〉 ボ ー イス カウ トも

同 じで す。

数年 前 ， サ クラ メ ン ト市 の近 くにあ る山

の 中で， ボ ー イ スカウ ト指 導者 のた めの 訓

練 会 が行 な われ ま した。 指導 者 た ち もボー

イ スカ ウ トと同 じよう にキ ャンプ をして 生

活す る ので す。 実 に楽 しい 経験 で す。 指 導

者 たち も 自分 で 食事 を作 り， 食べ ます。指

導 者 で も玉子 を こが して しま う ことが あ り

ま す。年 相 応 に険 しい 山道 を歩 き， ごつ ご

つ した地 面 の上 に床 を作 り， 星 を 幾度 とな

く眺め ます 。

こ う して数 日間， 不 自由 な生 活 を強 い ら

れ た後， 彼 らはキ ャンプの 終 わ りに加 わっ

た ギ リシャ人 の一 流 コ ック長 の手 に よる も

て な しを受 け たの です。 み ん なが なれ ない

経験 で疲 れ 果 て， 空腹 に耐 え， や や意気 消

沈 して い た時 で した。 ひ と りがそ のギ リシ

ャ人の コ ッ ク長 に， なぜ いつ も幸 せ そう に

見 え るのか ， また 毎年 き ま って この ボ ー イ

スカ ウ トの訓 練会 に， 手 の込 ん だご ちそ う

をふ るま って くれ る のか と尋 ね ま した。 フ

ライパ ンを横 に置 き， ふ と った体 を飾 って
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い る 白いエプ ロ ンで 手 をふ きな が ら， この

デ ィ ミ トリウ ス という コ、ック長 は 自分 の経

験 を話 し始 め ま した。

「私 は ギ リシ ャの小 さ な村 に生 まれ育 ち

ま した。 第二次世 界大 戦が始 まる まで は，

本 当 に幸せ な毎 日で した。 で すが， 戦 時 中

ギ リシ ャは ドイッ の ナチ ス に 占領 され て し

ま ったの です。 自由 を愛 した 村 人た ちは こ

の侵 入者 を快 く思 わ ず，破 壊 行為 を行 ない

ました。

ある夜 ，村 人 た ちは水 力発 電所 を破 壊 し，

祝杯 を あげ， それ ぞれ 自分 の家 に 引き上 げ

ま した。

翌朝 早 く， 村 に続 々 と入 る トラ ックの音

で私は 目を覚 ま しま した。 カツ カッ とい う

兵 士 の くつ 音 が近 づ いたか と思 う と， ドア

をた た く音 が し， 子供 も大 人 も男は すべ て

た だち に村 の 広場 に集 まれ とい う命令 が 叫

ばれ ま した。 私 はあ わて て ズボ ン をは き，

ベ ル トを 締 める と外 に とん で行 き ま した。

十数 台 もの トラ ックのヘ ッ ドラ イ トに 照 ら

され，何 百 もの 銃 口を 向け られ て私 た ちは

立 た され ま した。 ナチ スは 発電 所 の破壊 行

為 に激 怒 して， 厳重 な 罰 を下 す と宣 言 しま

した。1か ら5の 番号 を打 ち，5番 目に 当

たる者 を射 殺 す る とい うこ とで した。 ひ と
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りの 軍曹 が1，2，3，4，5と 運 命 を決 め る

数 を数 え上 げ，最 初 の グル ープ がつ か み 出

され ， 目の 前 で射 殺 さ れ ま した。」

デ ィ ミ トリウ スさん は真 剣 な面持 ち で こ

う続 け ました。「や がて私 の立 って い る列 の

番 に な りま した。 自分 が5番 目に当た る と

わ か った 時 には ぞ っと しま した。 兵士 が私

の 前 に立 った ので ， ぎ らぎ ら としたヘ ッ ド

ライ トの光 が さ え切 られ ま した。 兵士 は 私

の ベ ル トの バ ックル に 目を や り， じっ と見

つ め て いま し た。 それ には ボー イ スカ ウ ト

の記章 が つ い てい たの です。 ボー イス カウ

トのち かい とおき てを 暗記 した時 に もら っ

た もの で した。 背 の高 い その兵 士 はバ ック

ル を指 さす と， 右 手 をあげ て ボー イ スカ ウ

トの敬 礼 を私 に したの です。 その 時， 彼 の

言 った言葉 を，私 は一 生忘 れ ませ ん。 『走れ ，

少年 よ走れ!』 私 は死 に もの 狂 いで走 り，

今 こう して生 き てい るの です。 この よ うに

ボー イ スカ ウ トのた め に奉仕 す るの は， 少

年 たちが夢 を抱 き， それ をぜ ひ とも実 現 し

て も らいた い と願 うか らな ので す。」

デ ィ ミ トリウス さん はポ ケ ッ トに手 を入

れ， そ のバ ックル を取 り出 して 見 せ ま した。

ボ ー イス カウ トの 記章 が いま だ にき らき ら

輝 いて い ま した。 言葉 は あ りませ んで した。

皆 が涙 してい ま した。 そ して ボ ーイ ス カウ

トヘの 決意 を新 たに した ので す。

「大 人が少年 に与 え るこ との でき る最 大

の贈 り物 は， 少年 と喜 ん で時 を共 にす るこ

とで あ る」 と言 われ て いま す。 少年 た ちの

心 に橋 をか け る指 導 者 の皆 さん ，御両 親 ，

そ して全世 界の ボー イ スカ ウ トの皆 さ ん に，

ボー イ ス カウ ト75周 年 に 当た り，敬 意 を表

す る とと も に， 天 父の 豊か な 恵みが あ りま

す よ う， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りお

祈 り致 し ます。 アー メン。



末目聖徒の讃美歌一音楽による礼拝

七十人第一定員会会長会 フラン ク リン ・D・ リチ ャー ズ

愛
す る兄弟姉 妹 の 皆 さん と共 に， この

総大 会 の霊 的 な雰囲 気 が味 わ え るこ

とを うれ し く思 いま す。 今 また， み た まの

導 きが あ る よう に祈 って い ます。

聖 典 を見 ると，救 い主 は使 徒 た ちに主 の

晩 餐 であ る聖 餐 につ い て教 え られ た後， 賛

美 の歌 を歌 って か ら，「オ リブ山 に 出か けて

行 った」(マ タ イ26：30)と あ りま す。 この

聖 句 か ら， 賛 美 の歌 を歌 うこ とは， 当時 の

礼 拝行 事 の一 部 で あっ た こ とが わ か ります。

今 日で も， 会衆 が歌 う讃 美歌 や， 美 しい

聖 歌 隊 の合唱 は， 重要 な礼拝 行事 のひ とつ

です。 私 た ちは礼 拝行 事 を いつ も讃 美歌 と

祈 りに よ って始 め ます が， そ うす る こ とに

よ って，敬 凄 な雰 囲気 が生 まれ ， 美 しい心

の交 わ りを感 じる こ とがで き るの です。 き

ょう私 は，礼 拝 の時 の賛 美 の歌 が どれ ほ ど

重要 で価 値 あ る ものか とい う点 につ いて強

調 した い と思 い ます。

私 たちは 「末 日聖 徒讃 美 歌」を手 に，主 に

賛 美の歌 を歌 い，祈 り，偉 大 な真理 を唱 え

るので す。 これ は 力強 い説 教 と言 え るで し

ょう。 それ によ って， 私 た ちの霊 も精 神 も

鼓 舞 され， 高揚 され るの です。

ヒーバ ー ・J・ グ ラ ン ト大管 長 は こ う語

っていま す。「教 会 で独 唱 す る時 や聖歌 隊 と

して歌 う時 ， その 歌詞 は福 音 の真 理 に添 っ

た もので， 歌 う 人の心 か らの賛 美で な けれ

ば な ら な い 。 言 い 換 え れ ば ， 私 た ち の 歌 う

賛 美 の 歌 は ， ま さ し く 『主 へ の 祈 り』 で な

け れ ば な ら な い 。」(伽 餌o∂6吻6n!E紹 ，July

l912，PP。786-87)

スペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ，

讃 美 歌 を歌 う こ と に 関 し て 次 の よ う に 述 べ

て い ま す 。 「こ れ ま で な さ れ た 最 も 偉 大 な

説 教 の 幾 つ か は ， 歌 に よ る 説 教 で し た 。 素

晴 ら し い 歌 が 数 多 く あ りま す 。 … … そ れ ら

を 残 ら ず 歌 お う で は あ り ま せ ん か 。」(New

ZealandAreaConferenceReport，20-22

Feb.!976，p.27)

教 会 が 設 立 さ れ て3カ 月 後 の1830年7月 ，

ひ と つ の 啓 示 が 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス を

通 し て ， 妻 の エ マ ・ス ミ ス に与 え ら れ ま し

た 。そ の 中 で 主 は こ う 言 わ れ ま し た 。「す べ
よろこ しか

て心 の歌 は， わ れ の悦 び な り。 然 り，義 し

き者 の 歌 はわれ に対 す る祈 りな り。 彼 らの
こた

頭 に祝福 を与 えて そ の応 え とな さん。」(教

義 と聖 約25：12)

この 啓示 によ り， エマ ・ス ミスに教 会で

使 う讃 美歌 集 を作 る責 任 が与 え られ ま した。

また印刷 の面 で援 助 し便宜 をはか る ため に，

今 日の神権 時代 にお け る偉 大 な讃 美歌 の作

詞 家 のひ と りウ イ リア ム ・W・ フ ェルプ ス

兄 弟 が任 命 され ま した。 こう して90曲 の讃

美歌 が選 ば れ，1835年 に初 版が 発行 され た

ので す。
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私 たち の讃 美歌 に含 まれ て いる教 えや予

言 ， そ して大 いな る霊感 を説 明す る ため に，

その幾 つ かを 引用 してみ ま し ょう。

「主は生 け りと知 る」(108番)は 最 初 に

讃美 歌 に組 み 入れ られ た90曲 の うち のひ と

つで す。 サ ミュエ ル ・メ ドレ イに よって 作

詞 され ま した。

主は 生け りと知 る
さち

そ は幸 を与 う

死 に し主 は生 きて

ぐわ水遠 に生 きた もう

愛 にめ ぐみつ つ

願 い聞 くた め に
う

また磯 えた る霊 を

救 わん と生 き た もう 、

あ あ喜 びの 言葉

「主 は生 け りと知 る」

この 讃美歌 につ いて，J・ スペ ンサ ー ・

コ ンウ ォール は，こ う解 説 して い ます。「献

身的 な末 日聖 徒 の会 衆 が歌 うこの 麗 しい讃

美歌 を聞 くこ とは， まこ とに霊 の バプ テ ス

マである。」(S勿7ぢ6sげ0%71レ 血7窺oη的 駕郷，

DeseretBgokCo.，1968，p.108)ま さ し・く

その通 りです。 これ は最 も広 く知 られ て い

る讃美歌 のひ とつ であ り， これ を歌 うこ と

によ って，救 い主 イエ ス ・キ リス トの賄 い

の犠 牲 に感謝 を示 すの です。

ウイ リアム ・W・ フ ェルプ スが 霊感 によ

り書 い た 「たた え よ， 主 の召 した まい し」

(144番)は ，予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスヘ の

限 りな い賛辞 です。 この 美 しい讃 美歌 は喜

び と予 言 的 な要 素 を含 ん で いる だけ で な く，

「天 の恵 み 〔を もた らす 〕 いけ に え」 ζ歌

って，基 本的 な教 義 に まで触 れ て いま す。

犠牲 の律 法 は イエ ス ・キ リス トの福音 の重
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要 な部分 であ り，信 仰 や愛 な ど多 くの徳 を

は ぐくむ上 で 欠 く，こ との で きな い もので す。

次 の行 に は，「目覚 め よ義 の たたかいに ジ

ョセ フを世 は ま た知 る」 と歌 われ て い ます

が， 何 と予 言 的 な言葉 で しょ う。 フ ェル プ

ス兄弟 が この 讃美 歌 を書 い た頃， 教 会員 は

実 に数 えるほ どしか い ませ んで した。 それ

が今 では何 百 万 人 とい う人が ジ ョセ フ ・ス

ミスが神 の予 言者 で あ る こと を知 って い ま

す。 この 先 さ らに何 百万 人 と いう 人々が こ

の証 を受 け 入れ る よう にな るで しょう。 私

は この讃 美歌 を歌 うた び に， 胸 の高 な るの

を覚 え ます。

「感謝 を神 にさ さげ ん」(170番)は ， ウ

イ リア ム ・フ ァウ ラー兄 弟 の作詞 で，1863

年 に讃 美歌 の仲 間 入 りを しま した。 この讃

美歌 は， 福音 が 完全 な か たち で回復 さ れ た

こ とや， 末 日にあ って私 たち を導 いて くれ

る予 言者 のい る主 の教会 が 設立 さ れた こ と

を， 天 父 に感 謝 す る もの です。 この美 しい

讃 美歌 は世 界 中の 末 日聖 徒 に愛唱 され て い

ま す。

「恐 れ ず来 たれ聖 徒 」(23番 〉は
，1846年

4月15日 にウ イ リアム ・ク レ イ トンに よっ

て作 られ ま した。1921年 出版 の 「扶 助 協 会

誌」(1～諭4So61吻 ル勉8召z1%6)に ， この 讃

美歌 の で きた いわ れが 載 って い ます。

「ブ リガム ・ヤ ング大 管長 は イ スラエ ル

の 民の キ ャ ンプ 内 に様 々 な不 平 があ る のを

見 て， ひ ど く心 を痛 めて い た。 そ こで ウイ

リア ム ・ク レ イ トン長 老 を呼 ん で， こ う言

った。『ク レイ トン兄 弟，み ん なが毎 晩 キ ャ

ンプ フ ァイ アー を囲 んで 歌 え るよ うな讃 美

歌 を ひ とつ作 って くれ 串せ んか。 励 ま し と

助 け を与 え， 旅 の苦難 や 試練 を忘 れ させ て



くれ る よ うな歌 をお願 い します。』

ク レイ トン長老 は キ ャ ンプ を抜け 出 す と，

2時 間後 に 『恐 れず 来 たれ聖 徒 』 と して知

られ る讃 美歌 を手 に して戻 って き た。 彼 自

身の証 に よれば， この 讃美歌 は 『主 の助 け

と霊 感 に よ って 書 き表 わ され た』 もの で あ

る。」

讃 美歌 には こ う歌 わ れて い ます。

わ が定 め をな げ くや い な，善 きな り
い と

た たか い を厭 う なら 報 いは な し

勇 み て進 めや 神 は守 ります

や が て話 され ん す べて は善 し

多くの痛 まし い開拓 者 たち の話 の 中 に，

この讃 美歌 に心 を動 か さ れ， そ こか ら大 き

な勇気 と慰 め を得 た こ とが語 られ て い ます。

ア メ リカ南部 の伝 道 部 で のこ とで す。 あ

る少女 が 友達 と家 に帰 る道 々，「恐 れず来 た

れ聖 徒 」 を ハ ミン グ して い ま した。 す る と

友 達 が 「ま あ， きれ いな メロデ ィー，何 の

歌?」 と聞 いて き ま した。 少 女 は その歌 に

つい て説 明 し，教 会 の集 会 に連 れて行 くこ

とを約 束 しま した。 何度 か集 会 に出 席 した

後 ， そ の友達 は 宣教 師 を家 に招 いて家 族 に

福 音 を教 え て も らう こと に しま した。 や が

て家族 全 員 がバ プ テ スマ を受 け， 毎 日楽 し

く神 の王 国建 設 の ため に頑 張 って いる とい

うこ とです。

この素 晴 らしい讃 美 歌 は，私 た ちの先祖

で ある 開拓 者 の偉大 なる信 仰 と勇気 を集約

した もの と言 えます。 そ して，今 の 時代 に

お いて も， 開拓 者 と しての働 きを進 め てい

く人 には， 先祖 た ちの よ うな信 仰 と勇気 を

もた ら して くれ るので す。

「高 き に栄 えて 」(140番)は
， エ ライザ ・

R・ ス ノー姉妹 が，1843年 に ノーヴ ーで作

詞 しま した。 これ も末 日聖 徒 の讃 美歌 とし

て特 に優 れ た もので す。 この詩 には， 私 た

ちが 前世 に おい て霊 の 父母 と共 に住 んで い

た こ とが描 かれ てい ます 。最 後 の部分 を読

んで み ま し ょう。
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この 身 を横 た え 世 を去 る とき に

父母 と高 き にて われ は会 えるや

仰 せ のみ わ ざみ な 成 し とげ し とき

受 入れみ そば に 住 まわ せ た まえ

この讃 美歌 はまさに，回復 され た イエ ス ・

キ リス トの福 音 に よ って 明 らか'にさ れ た

永遠 の生 命 とい う一大 ドラ マを展 開 してい

るので す。 この美 しい讃 美歌 を歌 う時 ，私

た ちは永遠 の父 な る神 が文 字 通 り私 た ちの

御 父で あ るこ とを さ らによ く理解 す る よ う

にな るで し ょう。

「主 のみ たま は火 の ご と燃 え」(175番)

は， ウイ リアム ・W・ フ ェルプ スの もうひ

とつの作 で， これ も最 初 の讃 美歌 集 の 中 に

組 み入 れ られて い ま した。 この 讃 美歌 を歌

う時 に起 こる心 の高 揚 と霊 的 な力強 さ は，

1836年3月27日 に行 な われ た カー トラ ン ド

神 殿の献 堂式 で最 も顕 著 な形 で表 わ れ ま し

た。 以 来 この讃 美歌 は， 末 日聖徒 の神 殿 の

献堂 式 のた び に歌 わ れ てい るよ う に思 いま

す。 もち ろん， ワ ー ド部 や ステ ー キ部 の教

会 堂 を献 堂 す る際 に も歌 わ れて き ま した。

この讃美 歌 は，福 音 が 回復 され， 地上 を

おお って いる幕 が裂 け て天 使が この地 に く

だ るこ とを告 げて い ます。 合唱 の部 分 は大

いな る喜 びの叫 び です。

天 の群 とと もに うたわ ん

ホザ ナ ホザ ナ 神 とみ子

高 きみ くら にさか えあれ

末 と こし えに ア ー メン ア ー メン

素晴 ら しい タバ ナ クル合 唱 団 とモ ルモ ン

青少年 合 唱団 は， 長年 にわた り， これ らの

讃美歌 を初 め とす る数 多くの 賛美 の歌 を歌

って， 末 日聖徒 だけで な く，教 会 外 の大勢
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の 人々 に も霊 感 を与 え て きま した。

ワー ド部 や ス テー キ部 の聖 歌隊 によ る合

唱 も， 礼拝 行 事 に おい てき わめ て重要 な役

割 を果 た し て い ま す。 そ の 場 に 集 う何千

人 とい う会 員 た ちが， その歌 声 を聞 いて大

いな る喜 び と霊的 な力 を受 けて い るの です。

ここ に重 ね て， 礼拝 する者 が ひ とつ とな

って讃 美歌 を歌 う ことの大切 さ を強調 した

い と思 い ます。 礼拝 行事 の 中で歌 っ てい な

い入 を見 か けま すが， その よう な人 は美 し

い霊的 な経 験 を逃 して しま って いる ので は

ない か と思 いま す。

讃 美歌 の霊 的 な メ ッセー ジを歌 う時， 父

な る神 と救 い主 イ エ ス ・キ リス トに対 する

私 の証 は強 め られ ます。

また， 私 た ち末 日聖 徒 の 讃美 歌 は， 父な

る神 と御 子 イエ ス ・キ リス トが 予 言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミス に現 われ た も うた こと， ま た

ジ ョセ フ ・ス ミスは偉大 な予 言 者 であ り，

彼 を通 して 完全 な る福 音が 回復 さ れ たこ と

を証 して い ます 。

「感 謝 を 神 に さ さ げ ん， 予 言 者 の 導 き

・」 と歌 う時 に
， 愛 す る予言 者 スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 へ の感謝 の気持

ちが一 層強 まるの を感 じます。 主 の 恵み と

助 けが いつ もキ ンボー ル大 管長 の 上 にあ り

ます よう に。

讃美 歌 を歌 う時 に は， そ の美 しさ と詩 の

意 味 を心 に留 め るよ う にし ま しょう。 そう

す る時 に， 歌声 は魂 を揺 り動 か し，私 た ち

を聖 きみ た まに近 づ け，証 を強め て くれ る

に違 いあ りませ ん。 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ り申 し上 げま す。 ア ーメ ン。



信仰 生きる力

七十人第一定員会会員 レックス ・D・ ピネガ ー

き
ょ う私 は， 入生 のチ ャレ ンジ に立 ち

向 か う力 を求 め てお られ る方 々 にお

話 した い と思 い ま す。

先 日， 大学 に通 うた め に家 を離れ て いる

娘 か ら手 紙 を も らい ま した。 心 の込 もっ た

感 謝 の 言葉 の後 に， ひ とり立 ちす る こ との

大変 さ が書 いて あ りま した。 それ で も娘 は

家庭 にあ って何 不 自由 な く生活 し，問 題が

あ る時 に は家族 の助 け と導 きを得 て い まし

た。 そん な娘が 家族 と離れ て， 人生 の難 し

さ を感 じ始 め たの です 。

娘 の 手紙 を読 ん で， 私 は過去 数 カ 月 にわ

た る教 会 の大勢 の 人 々 との交 わ りを思 い起

こ しま した。私 には その 人 たちが 次 の よう

な質問 を投 げか けて く るよ うな感 じを受 け

てい ま した。「人生 の苦 難 にどう立 ち向 かっ

た らよ いで し ょうか」 と。

入生 は生 易 しい もので は あ りませ ん。 入

生 自体 が ひ とつ のチ ャ レ ンジで す。 い くつ

にな って も試練 はあ り，苦 難 は つい て まわ

りま す。 大 人に なる の も大変 で す。 人 に悪

く思 われ た り，拒 絶 され た と感 じて心 を痛

め るこ と も しば しば で す。 また， 教 育 を受

け るた め に， 経 済的 ，精 神 的，能 力 的 に極

限 に追 い込 まれ る こ ともあ るで しょ う。 伝

道 に出 るの も易 しい ことで は あ りませ ん。

伝 道 で は，霊 的 に も肉 体 的 に も献 身 す る

こ とが求 め られ ます 。 そ して， 結婚 や育 児，

家族 を養 うこ と，病 気 や老 い， 死 との戦 い

な ど， これ らに伴 う問題 は人生 にあ って避

け るこ との で きな い もので す。 それ なの に，

私 たち には こ うい った 問題 に対処 す る備 え

が あま りで きて い ない よ うに思 い ます。

この よ うな障害 は 人生 につ き もの であ る

こ とを理 解 すれ ば， これ らの チ ャレ ンジを

解 決 す る時 に， もっ と前向 きで 勇気 を持 っ

て立 ち向か うこ とがで き るで し ょう。

C・S・ ル イ スは こう書 いて い ます。 「も

しで きる な ら， いや な こと を人生 の障害物

と して 考 えな い こ とで あ る。障 害物 と呼 ぶ

もの こそ， 神が 日々与 えて下 さ る貴い 入生

そ のものだか らであ る。」(Tκ砂S如 磁To-

86!h6κTh6L6伽sげOSL6酪 オ0

24プ孟h6プα66幡ed.WalterHooper，Londonl

Collins，1979，p.499)

ア ジアの古 い物 語 に，城 の中 で人生 の苦

難 を何 ひ とつ 味 わ うこ とな く育 て られ た王

子 の話 が あ ります。 そ の王子 は病 人 を見 た

こ と も， 老 人や死 人を 見た こ と もあ りませ

んで した。

大 人 にな った王 子 は、 自分 の統 治 す る国

の中 を見 て 回 りた い と思 い ま した。 か ごに

乗 って城 を 出 た王子 は， 生 まれ て初 め て老

人 を見 ま した。 歯が 欠 け， しわ だ らけ で，

腰の 曲 が った老 人 の姿 を見 た ので す。

王 子 は お付 きの者 に言 い ました。 「待 て，

あれ は 何だ?」

お付 きの 者が 答 えました。「あれ は年 を取

って，腰 の曲がっだ老人で す。今 あ なた は若

くて た くま しい姿 を して お いでで すが， や
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』 、

がて年 を取 る とあ の よう に腰 が曲 が って く

るの です。」

王子 は が っか り して しまい ま した。 老 い

る ことは 彼 に とって何 とも耐 え難 い こ とだ

っ たので す。王 子 は城 に 引 き返 す よう に命

じまし た。

数 日，慣 れ親 ん だ城 の 中で過 ご して元 気

を取 り戻 した王子 は， また城 の外 に出て み

よう と思 い ま した。 一 団 の人 々 の側 を通 り

過 ぎよ う とした時 ， その 中の ひ と りの 男が

地 に倒 れ ，熱 を 出 し， け いれ ん を起 こ して

苦 しん でい るの を見 ま した。

「あれ は何 だ。」王 子 は尋 ね ま した。

「病 人で す。今 あ な たは若 くて お元気 で

す が，病 気 にな って苦 しむ こ とが ある で し

ょう。」

王子 は悲 しくな り， す ぐに城 に 引き揚 げ

て しまい ま した。 とこ ろが数 日す る と， 王

子 は また外 に 出て みた くな りま した。
ひつぎ

城か らあ ま り行 か な い うち に，王 子 は枢

を墓 に運ぶ 人 々に 出会 い ま した。

「あれは何 だ
。」王 子 は尋 ね ま した。

死 とは何 か を聞 かさ れた王 子 は将 来 が真

っ暗 にな り，安 らぎの城 にす ぐ に帰 って し

ま いま した。 それ か らは二 度 と城 の外 に出

よ うと しませ んで した。

王子 は， 人生 を悪 意 に満 ち たわ な だ と思

い込 んで し まった ので す。 な ぜ な ら， 人が

何 をし よう と， どの よ うな人 であ ろ う と関

係 なく病気 や 老 い，死 を経 験 し なけれ ば な

らないか らで す。

私 た ちの 中に も， この話 の 若 い王子 の よ

うに感 じて いる 人が いる ので は ない で し ょ

うか。 人生 は残酷 で， 不公 平 で ある と思 い，

自分 の囲 い の中 に閉 じ こ もって世 の 中 に出

て行 き た くない と思 って い るのか も しれ ま

せ ん。 しか し， その よ うにす る こ とは， 人
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生 が私 た ちに与 えて くれ る成長 の機 会 を 自

分 か ら捨 てる こ とに なる ので す。

主は ，私 た ち に この よう なチ ャ レン ジを

成長 の機 会 に変 える 力 を与 えて下 さ り， 使

徒 ペ テ ロが述 べて い る，信 仰 が試 され て 金

よ りもは るか に尊 い もの となる と いう こ と

の 意味 が わか る よ うに して下 さ って い ます。

(1ペ テロ1：7参 照)

数年 前， 早 朝 セ ミナ リー の クラ スを教 え

てい た時 の こ とです。 年 度末 にこれ ま でモ

ルモ ン経 か ら学 んだ福 音 の 原則 を復 習 して

い まし た。 す る と ひ と りの女 の子 が モ ルモ

ン経 の 中に あ るア ー ノル ド ・フラ イバ ー グ

作 の絵 を開 いて 見せ ま した。 それ は ヒラマ

ンの2千 人 の若 い兵士 の絵 で した。(ア ルマ

53122参 照)そ れか ら彼 女 は真 剣 な面持 ち

で こう言 ったの で す。「ピ ネガ ー兄弟 ，どう

して今 の若 い兄 弟 たち は この よ うでは な い

の です か。」

モル モ ン経 の時代 の若 者 が，ア ーノル ド・

フ ラ イバー ク の描 いた よ うな若 者 た ちで あ

っ たの か，私 には わか りませ んが， 少 女 の

質 問か ら こん な こと を考 えさ せ られ ま した。

「この若 い兵 士 た ちの 力 の源 は何 か」 と。

モル モ ン経 を読 んだ ことの あ る人 な ら，

ヒラマ ンの 息子 た ちの この話 は よ く知 って

い る こ とで しょ う。(ア ル マ53，56-58参

照)彼 らの 父親 た ち は，福 音 に改 宗 した時

に， 二 度 と武器 を取 らな い と主 に誓約 しま

した。 ところ が敵 が攻 め て きて， 父親 たち

は 戦 うか それ と も死ぬ か と いう と ころ まで

追 い込 まれ まし た。 その時 で す。 その誓約

を立 てて い なか った2千 人の 若者 が立 ち上

が り， 親 と家 と を守 って くれ たの で す。

あ る予言 者 は2千 人の若 い兵士 たち につ

いて次 の よ うに述 べ ています。「かれ ら はみ

な青 年 で あ って筋 骨 た くま し く活 発 な 勇士



で あ った ばか りで な く， いつ いか なる 時 で
ゆだ

も委 ね られ た こと を忠 実 に行 った 。 …… ま

た疑 い を抱 か な いな らば神 が 必 ず 自分 らを

救 いた も うと その母 か ら教 え を受 けて いた。

ま こと にかれ らは神 の限 りな い力 を得 たか

の よう に戦 った。 人が この よ うに不 思議 な

力で戦 った こ とは いま だかつ て例 のな い こ

とであ った。 か れ らは レー マ ン人 も驚 く ば

か りの 大 き な 力 で 攻 撃 した…… 」(ア ルマ

53：20;56：47，56)

ヒラ マ ンの息子 たち に この よう な強 さ を

与 えた もの は何 で しょうか。 「不 思議 な力」

「驚 くばか りの大 きな 力」 を生 み 出 した も

の， そ れ は，神 に対 す る彼 らの信仰 で す。

有 名 な ロ シアの文 豪 トルス トイは，「信 仰

は 人生 の 力な り」 と言 ってい ます。 トル ス

トイは 人生 の大 半 を人生 の 目的 を理 解 す る

た め に使 い ま した。 彼 は名 声， 地位 ， 財産

を手 に入れ ま した。 良 い結婚 を し， 子 供 に
はかり

も恵 まれ ま した。世 の秤 で測 る と， あ らゆ

る面で 成功 を収 め た 人 と言 えるで しょ う。

彼 は人生 の 意義 を求 め て，科 学 や哲 学，

そのほ か あ らゆ る分野 の知 識 を あさ りまし

た。 しか し，知 識 を得 ， 名誉 を築 き， 多 く

の ことを 成 し遂 げた に もかか わ らず， どれ

も永続 す る満 足感 を与 えて は くれ ません で

した。 彼 に と って人生 は依 然 として無 意 味

な ものだ っ たので し ょう。絶望 の どん底 に

あ った トル ス トイは こ う 自問 して いま す。

「われ はいか に生 きるべ き か。」 「神 の律 法

に よ り生 き る。」』これ が答 えで した。

そこで トル ス トイは，「論 理 的 な知 識 」の

ほか に，「生 けるすべ て の人 には理 論 で は説

明で き ない知 識 が あ り， そ れが生 きる 力 を

与 えて いる。 これが す なわ ち信仰 であ り，

信 仰 は 人生 の力 で ある」 こ とを認 めざ る を

得 ませ んで した。(κ ∂御 ∫(〕4別6オoβ6漉∂6，

聖 徒の道/1983年1月 号
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か っ さ い

人 は この世 の快 楽 と喝采 を得 たい と思 え

ばい く らで も得 る こ とが で き る もの の，神

へ の信 仰 が なけれ ば ， 人生 は その 人の理性 ，

感 情， そ して魂 に対 して も重 荷 となる こ と

を， トル ス トイは 見 いだ した ので す。

時 として， 他 人 の問題 は 自分 の それ よ り

も楽 に見 え る もの です。 また， もう少 し豊

か であ っ たら， 社会 的地 位 が あ った ら， 人

人 に認 め られ てい た ら， 人生 はそれ ほ どつ

らくは な い， と思 って い る人 がい るか もし

れ ませ ん。 あ る人 は，結 婚 してい た ら， 本

当 に幸 せ だろ う と感 じて いる か も しれ ませ

ん。 逆 に，結 婚 とい う責 任 か ら逃 れ， それ

によ って 人生 のチ ャレ ンジが 少 しで も緩 和

され る と考 え てい る人 もいる で し ょう。

チャレンジは皆 が皆 ，物 質 的な もので は あ

りませ ん。 しか し，対 処 する 時の 力の 源 は

同 じで す。 神 への 信仰 と変わ らぬ 忠実 さ が

そ れで す。 神 を信 じ， 神 の律 法 に従 うこ と

によ って， 様 々 なチ ャ レン ジが もた らす試

しを克 服 す る力が 得 られ るの で す。

サ ウ スカ ロラ イ ナの私 の あ る友 人は，神

へ の忠 実 な信 仰 に よって 多くの問 題 に も打

ち勝 て る とい うこ とを実 証 して くれ ま した。

ロー リー ・ポ ー クは小 人症 とい う病 気 で，

とて も小 さ な体 の 入で す。生 まれ た時か ら，

チ ャ レン ジの人生 で した。学 校 に入 る年 に

な った時 ，彼 は他 の子 供 た ち にお くれ ずに

つ いて い くため に，三 輪 車 に乗 っ て走 りま

した。 脚 が短 いた め，一 緒 に ゲー ムや運動

をす る こ とが で き ない彼 は， 将 来 の仕 事 へ

の備 え に専 念 しま した。 就職 す る には， た

ゆ まず努 力 を続 け， 自分 の能 力を行動 で示

さ なけれ ば な らな い こ とを知 って いたか ら

です。 つ い に就職 のチ ャン ス.が訪 れ ， 彼は
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醒，

仕事 を愛 す る こ とに よっ て人生 に喜 び を 見

いだ しま した。

ま たチ ャ レン ジがや っ て来 ま した。 ロー

リー ・ポ ー クは体 の運動 機 能 が著 しく減退

して い ました が，今 度 は 片 目の視 力 を失 っ
ノ

て しまい ま した。 やが て不 自由 な短 い脚 が

きか な くな って き ました。 そ して， 試練 が

ま だ足 りな い とで もい うか の よう に， もう

片方 の 目の網 膜が は く離 し， とう と うま っ

た く見 えな くな って しま ったの で す。

ロー リー ・ポ ー クは この よ うな絶望 と暗

闇 か ら立 ち上 がる 力を ど こか ら得 たの で し

ょうか。 神 へ の信 仰 を通 して， 彼 は 人生 の

意義 を知 った ので す。1メ ー トル に も満 た

ない彼 の体 に， ヒラマ ンの若 い兵士 たち に

も勝 る とも劣 らな い力 があ ふ れて い ま した。

この力 に よっ て， 彼は 直面 す るチ ャ レンジ

を克服 した だ けで な く， 生 き る喜 び を見つ

けて いっ たの です。 神 の教 えに則 した生活
はらから

を し， 同胞 の ため に働 くこ とで， い かな る

問題 も解決 で きる とい うこ とを， 彼 は知 っ

てい るの です。 ロー リー ・ポ ー クは こ う言

って い ます。「主 の助 けが あれ ば，問題 な ど

何 もあ りませ ん。 チ ャ レン ジが ある だけ で

す。」彼は現 在，サ ウ ス カロ ライ ナの チ ャー

ル ス トンステ ー キ部 の大祭 司 グ ルー プ リー

ダ ーを務 めて い ます。

私 は 自分 が 人生 の 中で味 わ っ て きた苦 し

い経験 を通 して， 神 への信 仰 は神 へ の愛 を

は ぐくみ ，それは必要 な時に祝 福 となっ て返

って くるこ とを学 び ま した。 初 め て経験 す

る こ とばか りの チ ャ レン ジに満 ち た毎 日を

送 って いる すべ ての方 々， そ して私 の娘 に

向か っ て， こ う言 いた い と思 い ま す。 人生

の チ ャ レンジを恐 れ な いで下 さ い。神 への

信仰 を持 って忍耐 強 く取 り組 ん で下 さ い。

そうす る時 に神 は， 忍耐 す る力 だ けで な く，
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日々あ 困難 や失望 ， 試 し， 人生 の戦 いに打

ち勝 つ 力 を もって ，私 た ちの信 仰 に報 い て

下 さ いま す。神 の 律法 に従 った生 活 を しよ

う と熱 心 に努 力す る な ら，世 の方 法 や世 の

誉 れ に左右 されて 永遠 の 道 を踏み 外 す よう

な ことは な くな るで し ょう。

神へ の信 仰 を強 め て， 人生 の戦 いに 「神

の限 りない カ…… 不思 議 な カ… …驚 くば か

りの大 きな力 」(アル マ56：56)で 対抗 し，

勝 利 を得 る こ とが で き ます よ うに。 そ して，

心 から望 ん で いる幸福 を人生 に見 いだす こ

とがで きま す よう に。 イエ ス ・キ リス トの

み 名に よ って お祈 りします。 アー メ ン。



神に心を向ける

七十人第一定員会会員 レックス ・C・ リー ブ ・シニ ア

毎
日のニ ュー スの見 出 しは恐 ろ し い限

りで， 暴力 や不安 は絶 えず 身近 に存

在 して い ます。 そん な世 の 中にあ って も，

人 々や 国家 が神 に心 を向 け，神 に従 って 歩

む な らば， 解決 不 可能 に思 わ れ る個 人の，

あ るい は 国家 の問 題 で も，.容易 に解決 され

て い くこ とで しょ う。 そう難 しい ことで は

あ りませ ん。

神 は ま さ し く私 た ちの霊 の 父で す。 全 人

類 の父 で あ られ ます。 そして私 たち は その

子 供 で す。 神 は私 た ちの こ とを よ く御 存 じ

で あ り， 私 た ち を愛 して下 さ って い ます。

神 は私 た ちの行 ない をす べて よ し とされ る

わ けで は ない か も しれ ません が， それ で も

神 はそ の子 らを愛 して お られ ます。 これ は

疑 う余地 のな い こ とで す。 神 は確 か に慈愛

に あふ れ た御 父で あ り，実 在 の御 方で す。

私 た ち の生 きて い る この美 しい世 界 や宇

宙 の神秘 を毎 日眺 め る と， 何 と も言 えぬ慰
あん ど

め と安堵 の気持 ちで一 杯 にな ります。 ほ か

に例 を 見 ない秩 序正 しい天 体 の動 き， 優 美

な花 や樹 々， その ほか 命 ある もの の 中 に，

私 たち は神 の み手 を見 る こ とがで き ます。

これ らは皆， もの 言わ ず と も神 の 存在 を証

してい ます。

主 の み手 を心 に思 いつつ ，必 要 な時 には

主 の助 け を求 め， 朝夕 神 に祈 り， 主の 愛 を

か み しめ なが ら主 を身 近 に感 じる 時， 私 た

聖徒 の道/1983年1月 号

ち の心 は何 と高め られ， 励 まされ る こ とで

し ょう。 命 と光 の 源 に近 づ き， 謙遜 に願 い

求 め るこ と によ って力 を得 ，思 いを新 た に

で き る とは，何 とい う祝 福 で しょうか。
さ なか

悲劇 の最 中 に も神 は お られ ます。 苦 しい
てんぴん

チ ャ レ ンジが訪 れ， 命 が天 秤 にか け られ，

ま た立 ち 直 り得 な いほ ど傷 つ き，行 く末 も

暗 く， か すか な希 望 しか持 つ こ とがで き ず，

時 が果 て しな く長 く思 われ る 時 に も， 神 は

お られ ま す。「私 は こ こ にい る。心 配す る こ

とはな い。 あ なた が よ く耐 え 忍ぶ な ら， そ

れ はあ な たの ため にな る であ ろ う。 私 を信

頼 しな さ いJと い う神 の励 ま しの 言葉 が聞

こ えて くる ようで す。

主 は， 私 た ちの 父祖 ア ブラ ハム に語 られ

た 時，人 を地上 に送る 目的を告 げ られま した。
くだ

「わ れ ら降 り行 かん
。 か しこ に空間 あれ

しか

ば な り。 而 して これ らの材 料 を と りて， こ

れ らの 者 の住 ま うべ き地 を造 らん。

而 して， これ によ りて彼 らを試 し， 何 に

て もあ れ， 主 なる 彼 らの神 の 命 じた まわ ん
な いな

す べて の こ とを彼 らが為 すや 否や を見 ん。」

(アブ ラ ハム3：24-25)

まさ に この世 は 試 しの時 で す。 報 いの時

で はあ りませ ん。 報 い の時 は 後 にや って 来

ま す。私 たち は この地上 にあ って 試 され る

の です。 今， その 試 しが行 な われ て いる の

で す。
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主 は， 私 た ちが 自分 自身心 の 内 に何 を思

い どう感 じて い るか を，・は っき り と認 識 す

る よ う望 ん で お られ ます。 主 は こ う言わ れ

ま した。「人 とな りは その心 に思 う その まま

であ るか らだ。」(箴 言23：7欽 定 訳 よ り

和 訳)

「彼 らは唇 を もて われ に近 づ け ど
， その

心 は われ に遠 ざ かれ り。」(ジ ョセ フ ・ス ミ

スの著2：19)

私 た ちの心 が正 し くなけれ ば， 主 は みた

ま を注 いで は下 さいませ ん。「彼 ら心 中 に悪

を求 め たれ ば主 な るわれ わ が 『み た ま』 を

取 り去 りた り。」(教 義 と聖約64：16)

主 は， 人 が願 う こ とに応 じた もうの です 。

(ア ル マ29：4参 照)
つ と め い

「汝 ら神 の役 務 に 出で立 た ん とす る者 は，
のぞ とか

終 りの 日に臨み て神 の 前 に智 な く して立 た

ん ため， す べか らく心 をつ く し… … て神 の

役務 をなせ。」(教 義 と聖約4：2)

捧げ 物 につ いて ，主 は こ う言わ れ ま した。

「イ スラ エル の 人々 に告 げて
， わた しのた

めに さ さげ物 を携 え て こさせ な さい。 す べ

て，心 か ら喜 ん です る者 か ら， わた しにさ

さげ る物 を受 け取 りな さい。」(出 エ ジプ ト

2512)

捧 げ物 自体 が 問題 な ので はあ りませ ん。

「心 か ら喜 んで す る」 こ とが大切 なの です。

裁 き の 日には， 皆 さ んが何 を したか， ど

こで 奉仕 したか とい うよ うな こ とでは な く，

心か ら喜 ん で仕 え たか ど うか， 主 を 第一 と

したか ど うかが 問題 とされ る こ とで し ょう。

礼 拝 も心 か らの もの で なけ れば 本 当の礼

拝 とは 言 え ませ ん。

もし人 々が ，そ して諸 国 民が 真心 か ら神

を仰 ぎ見 るな ら ば， 戦 争 は な くなる で し ょ
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う。 神 の愛 を心 に満た して いれ ば ， 自分 の

霊 の見 弟 を殺 そ う とは 思わ な いで しょ う。

神 の愛 が心 の 内に あれ ば，不 正 直 は な く

な ります。 神 を 第一 に考 え る人 は， 自分 を

愛 す る よう に隣 人 を愛 し， 人か ら奪 う よ り

も与 えた い と思 う ことで しょう。

家摩 の 中で ・両 親 の心 に・ ま た夫婦 の 心

に神 の愛 が あ り， 神 を 第一 に考 え るな らば，

利 己心 は どこか へ消 えて しまい， 家庭 の不

和 はな くな るで しょう。 そ して， 家 庭 の崩

壊 を招 く 自己主 張 や欲 求 に と って代 わ って，

相 手 の立 場 を考 え， 相手 の ため に 自分 には

何 がで き るだ ろう か とい う気持 ち が湧 いて

くるで しょう。

家庭 とい うもの は，夫 婦 間の 思 い， す な

わ ちお 互 いの こ とにつ いて ，神 につ いて の

思 い とい う基盤 の上 に築 か れ る もので す。

家 庭 は単 な る家 ではあ りません。家 はあって

も家庭 はな くなって しまうこともあるのです。

諸 国民諸 国家 が 心か ら神 を仰 ぎ見 る時，

安 息 日は聖 日とな ります。 そ して人 々 は神

を愛 し，神 に仕 え，神 を敬 い， ほめ た たえ

たい と望 む よう にな るで しょう。

礼拝 はま さ しく心 の もの なの です。

　　

難 、麟欝



「しか し
， その所 か ら あな たの神 ， 主 を

求 め， も し心 をつ く し，精 神 をつ くして，

主 を求 める な らば， あな たは主 に会 うで あ

ろ う。」(申 命4：29)

イエ スは 次 の よう な質 間 を受 けま した。

「『先 生
，律 法 の 中で，どのい ま しめが い ち

ばん 大切 なの です か。』

イエ ス は言 われ た。『心 をつ く し，精 神 を

つ く し， 思 いをつ く して， 主 な るあ なた の

神 を愛 せ よ。』」(マ タ イ22：36-37)

私 た ち は父 な る神 とその御 子 イエ ス ・キー

リス トを敬 い， 愛す る よ うに なる必 要 があ

ります 。私 たち が そ う望 み求 め る な らば，

その よ うな 人 になれ る で し ょう。 ただ待 っ

て い るだ け では 実現 しませ ん。 私 た ち一 人

一 人 が 自 ら 自由 意志 によ って望 み
， 祈 り求

めな けれ ば な り ませ ん。 そ して それは ，心

の奥 底か ら湧 き上 が って くる もの で なけれ

ば な りませ ん。

主 は 言わ れ ま した。「あ な たの宝 の ある所

には，心 も あるか らで あ る。」(マ タイ6・：21〉

教 会 の素 晴 らしい若 い 男性 の皆 さ ん， 主

に心 を向 け， 主 を第一 と して下 さい。 皆 さ

ん が主 の ため に， 自分 自身の た め に， そ し

て 家族 の ため にで きる最 高 の こと は，宣 教

師 とな って，福 音 を聞 いた こ との ない 人々

に教 えを 宣べ 伝 え られ る よう， 自ら を備 え

るこ とで す。

宣教 師 として 働 く こと は ，他 の 多くの 人

人 に恵み を もた らす だ けで は な く， 自分 自

身 に とって も祝 福 と な ります。 皆 さ んは主

と その子 らに対 す る愛 を深 め， 自己 を高 く

評価 で き るよ う にな り， 自信 と思 慮分 別 を

増す ことが で きる よ うに なる ので す。・また，

主 を一段 と身近 に感 じ， 主の 聖 なる 力 を生
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活 の 中で どの よ うに使 った らよいか が わか

る よ うに な るで し ょう。

そ して伝 道か ら戻 って きた時 に は，神権

指 導者 と して， また義 な る父親 と)て 仕 え

る備 えが よ くで きて いる こ とで しょ う。 そ

れ は皆 さ ん 自身 と他 の人 々の生 活 に祝福 を

もた らす ため に，皆 さん にで き る一 番素 晴

ら しい こ とで す。 心 を主 に向 け， 主 のこ と

を第一 に し， 宣教 師 とな って主 に仕 える備

え を しま しょ う。

教会 の 愛 ら しい若 い女性 の皆 さん， 主 の

こ とを 第一 に考 え， 主 に心 を向 け ま しょう。

神 は神 の 娘 であ る皆 さ んに， 大 いな る信 頼

を おい てお られ ます。 神 殿 結婚 の準備 を し

て下 さい。 その 目的 の ため に計 画 を立て て

努 力 しま し ょう。 それ は皆 さ んの生 活 に恵

み を もた らす だけ で なく， 多くの 人 々が皆

さん の望 み と模 範 に よっ て祝福 を受 ける よ

うに な るので す。 主 の こ とをまず 第一 に考

え，行 な う よ うに しま し ょう。

父 親母 親の 皆 さん， 主 の こ とを第一 に思

い，行 な うよ うに して下 さ い。 子 供 たち に

主 につい て教 え， 皆 さん が主 の こ とを第一

に して いる とい う こ とを感 じさ せる よ うに

し て下 さい。 また， 主 の愛 につ いて 教 え，

主 の宮居 に入 りた い とい う望 み を持 って そ

れ に、雪・さわ しく生 活す る なら， 主 は大 いな

る祝 福 を備 え てお いて下 さる こ とを教 えて

下 さ い。 家 族 が どん なに素 晴 ら しい ものか

を感 じ取 らせ て下 さ い。 そ うすれ ば子供 た

ち は 永遠 に家族 で い たい と願 う こ とで しょ

う。 も し両 親 が心 に この神 聖 な気持 ちを抱

き，子 供 た ちが表 情 や言葉 や行 ない にそれ

を 感 じ取 る な らば，，字 の読 め な いう ちか ら

神 につ いて知 り， 神 と そのみ 言葉 を， そ し
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て予 言者 を愛 す る よう にな るで しょ う。

親で ある皆 さん が子供 の ため にで きる最

良 の こ とは， 互 い に愛 し合 い， 生 活の 中 に

あ って神 を第一 にす るこ とで す。 そ うすれ

ば，皆 さん の家 庭 は強くな り.，家族 を安 全

に守 る ことが で きる でしょう。

独 身で様 々 な チ ャレ ンジ に直面 して いる

皆 さん， 主 の こ とを第一 と して下 さ い。 主

は皆 さん を愛 してお られ ます。 神 を仰 ぎ見

て，心 を向 ける な ら， 皆 さん が直 面 す る試

しに立 ち向 か う強さ と信仰 を得 る ことが で

きるで し ょう。 主は チ ャ レン ジを取 り除か

れ は しませ んが， 力 を与 え て皆 さん が重 荷

を背負 い， 試 しに立 ち 向か う こ とが で き る

よう にして 下 さい ます。 神 は生 き て ま しま

す。 皆 さん を愛 してお られ ま す。

ま た， この 回復 され た福 音 の祝福 を味 わ

って お られ な い良 き友 人 の方 々， 心 を主 に

向け， 主 のみ 声 に耳 を澄 ま して下 さ い。皆

さん が主 を求 め る時， 皆 さん の心 に静 か に

さ さやか れ るで しょう。

神 は この時 代 に再 び 人に語 りかけ られ ま
いにしえ

した。 天 は 開か れ，古 の 時代 と同様 ，神 は
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予 言 者 を通 して 人 々に語 ってお られ る ので

す。 神 は神権 の権 能 す なわ ち 人が神 に代 わ

っ てそ のみ業 を行 な う権能 を 回復 され まし

た。 また御 自身の教 会 を も回復 さ れ， 人 は

再 び救 いの儀 式 にあず か る ことが で きる よ

うに な りま した。

皆 さん は私 た ちの言 葉 を うのみ にす る必

要 は あ りませ ん。 神 は皆 さん が 自分 で それ

が 真実 で あ るか ど うか を知 る方法 を備 えて

お られ ます。

時 を超 越 した主 の福 音 は あな た の人生 に

真 の 目的 と新 た な意義 を もた ら し， ほ かで

は得 られ な い豊 か さ と平安 を与 え て くれ る

こ とで しょう。毎 月何千 何 万 とい う 人々が

主 の福 音 を探 し求 め， 見い だ して い ます。

皆 さん もぜ ひ探 求 し， 見い だ され ます よう

に。 も しお望 みな ら， 私 たち は喜 んで お手

伝 い致 します。

国家 や個 人が直 面 して い るすべ て のチ ャ

レ ンジや 問題 に答 え や解決 策 を得 た けれ ば，

心 を神 に向け， 主 を 第一 に考 え， 主 の戒 め

を守 る こ とで す。 そ うす れ ば， 厳 し くて大

変 に思わ れ る試 しで も， 万事 が私 た ち のた

め にな り，生 活 に 多大 な恵 みが もた らされ

るで しょ う。

神 に心 を向け， 主 の こ とを第 一 に考 え，

行 な うよ うに しま し ょう。

神 は 実 に生 きて ま します。 私 た ち の父 で

あ られ ま す。 神 は その 子 ら を愛 して お られ

ます。 イ エ スはキ リス トであ り，私 たち が

心 の 中 に， そ して 生活 の 中 にあ って主 を 身

近 に 思 う 時， 主 は 私 た ち の そ ば にいて下

さい ます。 これ らの こ とを イエ ス ・キ リス

トの み名 に よ り心 か ら証 致 しま す。 アー メ

ン。



「監督たる者は責められる点がなくJ

十二使徒定員会会員L・ トム ・ペ リー

今
回 の大会 は，教 会 の通信 機 関 とい う

点 で，新 しい 時代 の到 来 を告 げて い

ます。 衛星 中継 の導 入 によ り， 総 大 会の模

様 が以 前 よ り もさ らに大勢 の教 会 員 の元 に

届 け られ る よ うにな りま した。

私 には， い つ の 日か総 大会 で話 してみ た

い と思 って いた テ ーマが あ ります。今 回の

大 会 は大勢 の 教会 員 が聴 いて 下 さ って いま

すの で， その テ ーマ につ い て話 す よい機 会

だ と思い ます 。数 年 前， 私 は監督 の 人事 異

動 に関す るす べ て を扱 う委 員会 の一 員 に召

され ま した。 私 た ちは その委 員 会で 推薦 状

を作 成 し， それ を大 管長 会 と十 二使 徒評 議

員会 が， 神 殿の 中 で開 く集会 で 検討 す る こ

と にな って い ま した。 そ の仕 事 を進 め なが

ら私 は， 健康 や家族 ，職 業 上 の問題 で解 任

を求 め られ る監 督 が 多い こ とに驚 き ま した。

そ の数 は全体 か ら見れ ば大 した比率 で は あ

りませ んが， 私 にすれ ば， どんな数 字 で あ

って も高 すぎ る と思 い ました。 な ぜ な ら，

これ らの立 派 な兄 弟 たち は， この聖 なる 召

しに伴 う喜 び や満 足感 を もって， 監督 の責

任 を全 う する こ とが でき なか った か らで す。

私 は この監 督 とい う職 に， いつ もこの 上

な い称 賛 の 目を向 け て きま した。 そ して，

私 の生 活 にお い て， いつ も監 督 は身 近 な存

在 で した。 私 が生 まれて6カ 月の時， 父 は

ワー ド部 の監 督 に召 され ました。 それか ら

私 が18歳 にな る まで監 督 を務 め ました。 私

は結 婚 してわ ずか数 年 で， 監督 会 の一員 に

召 され ま した。 ぞこ です ぐに感 じた ことは，

監督 会 が協 力 して働 く時， そ の 中に愛が 生

まれ る とい う ことで す。 副監 督 にな って3

年 ほ どた った 時， あ る仕 事 に就 く機 会 が訪

れ ま した。 それ は私 に とって格 好 の仕事 に

思 えま したが ， その ため に監 督会 か ら抜 け

なけ れば な らな い とい うのは とて もつ らい

こ とで した。 引 っ越 しの 前夜 に， パ ーテ ィ

ーが 開か れ ま した。 皆 にお別 れ を言 うの が

つ らか った ので ，私 た ちは パー テ ィーが終

わ る前 に会場 か ら抜 け 出 し， その晩 お世 話

に な るこ とに なって い た友 人 の家 に向か い

ま した。 や が てパ ーテ ィーが終 わ る と，一

緒 に働 いて き た監督 と もうひ と りの副監 督

が訪 ね て きま した。 ・ζ・た りは一 晩 中起 きて

い て， 朝早 い私 た ち の出 発を 見送 って くれ

た の です。 お 陰で， あい さつ をせ ず にこ っ

そ り出発 す るこ とが でき な くな りま した。

私 は の どをつ ま らせ なが らふ た りの兄弟 に

別 れ を告 げて， 新 しい責任 の待 つ 地へ と出

発 しま した。

そ れか ら数 年後 に， 私 は再 び副 監督 に 召

され ま した。 そ こで も， ワー ド部 の様 々 な

事 柄 を押 し進 め るた め に しば しば集会 を 開

く 中で，愛が は ぐ菟まれて いきま した。1年

が 過 ぎ た頃， ステ ーキ部 長会 が変 わ る こ と
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にな り，監 督 と私 は， そ の異動 を行 な う教

会 幹部 か ら面接 を受 け ました。 教 会幹 部 の

方は最 初 に こう尋 ね ま した。「監督 とはうま

くや って い ます か。監 督 は優 れ た指導 者 で 一

すか 。」そ こで私 は喜 び を もって，監督 に対

す る 自分 の愛 と感謝 の気 持 ちを述 べ， 監 督

が ワー ド部 のた め に して きた こ とを説 明 し

始 め ました。 と， その 時私 は この面 接 の 目

的 がわ か りま した。 教 会幹 部は 監督 をス テ

ーキ部 長会 に召 そう として い る， そ うすれ

ば私 たち の交 わ り も終 わ りにな る…… 。私

は彼 の大 き な働 きを ほめ るの を急 に やめ る

と， 少 し間 をお き， 笑み を浮 かべ て こ う言

い ま した。「ただ ひとつ 監督 に もよ くない 点

が あ ります。 精神 的 に抑 圧 され る と， 家 に

帰 って奥 さ ん に暴力 を振 る うのです。」す る

と教 会幹 部 は椅子 に もたれ て言 い ま した。

「何 と も奇妙 で すね 。 彼は ほん の数 分前 ま

でこ こに いて， あ なた の こ とを，指 導 力は

ある が， やは りひ とつ 欠点 が あ る と言 って

い ました よ。 あ なた は時 々納屋 の か げで た

ば こを吸 うそうで すね 。」私 の作 戦 は 見や ぶ

られ， 結局 私 が新 しい ステー キ部 長会 に召

され たの です。

私 は監 督 と して働 い た ことは あ りませ ん

が， 私 の兄弟 の内ふ た りが現 在 この 特権 に

あずかっています。ひとりは太 平洋 岸 の北 西

部 で監督 を務 めて い ます。 ま た，合 衆 国北
セお い

部 で監 督 の召 しを果 たして い る甥 も いて，

よ く連 絡 を取 り合 って い ます。 監督 と して

召 され た 人々 の役割 を観察 し， 見守 り， 理

解 す る機 会 に恵 まれ た私 は， 身 も心 もこ の

偉 大 な召 しに感嘆 す るば か りです。

パ ウ ロは テ トスヘ の手紙 の 中で ，監 督 の

職 に召 され る人 の難 しい 条件 を幾 つ かあ げ
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て い ます。

「監 督 た る者 は， 神 に仕 える者 と して，

責 め られ る点 が な く， わ が ままで な く， 軽

軽 しく怒 らず， 酒を好 まず， 乱暴 で な く，

利 を む さぽ らず， か え って，旅 人を もて な

し，善 を愛 し，慎 み 深 く， 正 しく，信 仰 深

く， 自制 す る者 であ り， 教 にか な った信 頼

すべ き 言葉 を守 る 人で なけ れば な らな い。

それ は， 彼 が健 全 な教 に よ って 人 をさ と し，

また， 反対 者 の誤 りを指 摘 す る ことが で き

る ため で ある。」(テ トス1：7-9)

主 は啓示 によ り， これ らの責 任 に加 え て，

監督 を判事 に任 命 してい ます。 教義 と聖約

を開 いて み ま しょう。
なんぴと

「何 人 といえ ど もこの使 命 に立 つ者 は，
いにし あ ご と

古 え の時 代 に在 りし如 くイ スラ エル の判事

に任 命せ られ，・神 の ゆず りの地 を神 の子 ら
わか

に 分 つ な り。
しか

而 して この 人は また正 しき 人々の 証詞 と

彼 の副監 督 らの助 け とに よ り， 神 の予 言者
たみ さば

らの与 え たる王 国 の律法 を以 てそ の民 を審

くな り。」(教 義 と聖 約58：17-18)

予 言 者 たち も監督 の役 割 の重 要性 につ い



て勧 告 してい ます。 ジ ョー ジ・ア ルバ ー ト・

ス ミス大管 長 は次 の よ うに述 べ て います。

「教 会 にお け る役職 の 中で
，監 督 の職 ほ

ど人 々 に大 きな祝 福 を もた らす もの は ない。

ただ し， それ に は監督 の職 を尊重 し， 管理

を任 され た群 れ の本 当 の父親 に な る必要 が

あ る。 忘 れ ない で いた だき たい。 … …主 か

ら期待 され るだ け の時 間を捧 げ て群 れ の世

話 をし， 主 の民 を教 え， 彼 らが み業 を行 な

え るよ うに備 え させ た監 督 で， そ の働 き に

対 して100パ ー セ ン トの祝福 を受 けなか っ

た人 は今 だか っ て ひ と りもい ない。 しか も

それ らの祝 福 は 時代 を越 えて永 遠 に彼 の上

に と どまる ので あ る。」(ConferenceReport，

Oct.1948，pp.186-87)

この場 で 時間 を割 き， 監 督の 役割 と使 命

につ い て話 し， 監 督の 皆 さん に負 担 を感 じ

させ る気 は毛 頭 あ りません。 その代 わ りに，

大 きな責 任 を 負 った監 督 を，私 た ちは どの

よ う に した ら支 持 し助 け る ことが で きるか

につい てお 話 した い と思 い ます。

第1に ，監 督 の奥 さん にお話 したい と思

い ます 。皆 さ んの 夫が 監督 として 召 され る

前 に， 皆 さんが 夫 を どの程 度助 け る こ とが

で き るか， 慎重 な評価 が な され ます。 は っ

き り申 し上 げ ます が， 監督 として の責 任 は，

夫 や父 親 と、して の永遠 の 召 しに次 ぐ もの で

す。 夫 が成 功 す るた め に， 皆 さ んは夫 を全

面 的 に支持 しな けれ ば な りませ ん。 これ が

皆 さん の 負担 に なる こ とは承知 して い ます。

電 話 をか け た り，郵便 局 に行 った り， 応待

係 を務 め た り， また夫 が 急用 で呼 び 出 され

た時 には， 家 に いて そ の穴 を うめな けれ ば

な らない で し ょう。 時 には， た また ま そこ

にい た ため に， 内密事 項 を知 って し まう こ
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/
と もあ ります。 その よ うな時 には その情

を 自分 の心 の内 に とどめ， だれ に も口 し

ない よ うに しなけ れ ばな りませ ん。 督 の

妻 が偶 然 耳 に した， あ るい は 目 ，・ た ワー

ド部 の 内密 事 項 を 人に話 して まう こ とほ

ど，監 督 の信 用 を失 わせ る もの はほか にな

い と言 えるで し ょう。

監督 の 妻 は，夫 と協 力 して， ワー ド部の

若 人や若 い夫 婦 の模 範 にな る責任 が あ りま

す。理 想 的 な結婚 生 活 を営 み，会 員 たちが

そ の模 範 に従 って努 力 でき る よう にして下

さ い。 皆 さ んの助 けは深 い感 謝 と理解 をも

って 迎 え られ ます。 夫 を支持 す る妻 の助 け

ほ ど， 監 督 を不安 や重荷 か ら解放 で き る も

の はあ りませ ん。

第2は ，監 督遼)子供 たち に向 か ってお話

したい と思 い ます。 皆 さん は時 々， 周 囲の

目にさ らさ れ た金魚 ば ちの 中で 生活 してい

る よ うに感 じてい る こ とで しょ う。 何 か悪

い こ とを した り， 言 った り しない か と観 察

さ れて い る よう に思 える で しょ う。 また，

ワ ー ド部の 急用 で， せ っか くの休 暇や計 画

して いた こ とが 台無 し にな った時 に，皆 さ

ん の心 の 中 に怒 りが込 み上 げ る こと もある

で しよ う。

私 は， 父が監 督 を解 任 され る前 夜 に大切

なこ と を学 び ま した。 その時初 めて，私 は

父 の涙 を見 ま した。 父は家 族 を集 め る と，

監 督 と して奉仕 する期 間 の終 わ った こ とを

告 げ ま した。 そ して涙 で ほお をぬ ら しなが

ら， 時 には重 荷 に感 じ， 多くの時 間 を取 ら

れ は した が， そ の召 し を解 任 され る こ とが

どん な に寂 しい こ とか話 しま した。 父は教

会 の奉 仕 が もた らす真 の喜 びを， 身 を もっ

て教 え て くれ ま した。 私 は その 時初 めて，
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がい とう

父の 肩 にか け られ た監 督 と い う外 套 によ

り， 家族 が どれ ほ ど祝 福 を受 け て きたか を

理 解 した ので す。

子 供の 皆 さん， 監 督は そ の重 い責 任 を果

たす に 当た って，母 親 に次 いで子 供 であ る

皆 さん の支持 と協 力 を必 要 と してい ます。

第3に ，神 権 定員 会の 皆 さん に お話 した

いと思 い ます。 定員 会は 特 異な役 割 を担 っ

てい ます。 主 は主 の組織 の 中 にあ るひ とつ

の機 構 を明 らか に され， そ れ を通 して神 権

者 が教 会員 を 見守 り， 強め られ る よ うに さ

れ ま した。 定員 会 の指導 者 は， 定 員会 会員

の家 を訪 れ て， 優れ た 点 をほ め， 必要 に応

じて祝 福 と励 ま しを与 え， 福音 を教 え，家

族 全 員が戒 め を守 って義 しい生 活 が でき る

よ う励 ましを与 えます。 また， ワー ド部 の

各家庭 が ホー ム テ ィーチ ング プ ログ ラム を

通 して，毎 月最 低1回 ホ ーム テ ィー チ ャー

の訪 問が受 け られ る よ うに手 配 し ます。

ホーム テ ィー チ ャーは， 定 員会 会長 を代

表 し，定 員会 会長 を通 して監 督 を代 表す る

ため に召 され て い ます。 したが って ホー ム

テ ィーチ ャーは， 定 員会 指導 者 を助 けて ，

父親 や家族 を初 め とす る定 員会 会員 を見 守

り， 強め る ため に召 され た神 権 の代 表者 な

ので す。

神権 ホー ム テ ィー チ ャー の務 め につ いて

次の よう に記 されています。「各 会員 の家 庭

を訪 れ， 彼 らが 声 を挙 げて もひ そか にて も

祈 り をな し， またす べ て家 庭の 務 め にい そ

しむ よう に勧 め ，… …常 に教 会 員 を守護 し，

・また教 会 員の 中 に蔀 曲 な き よう，互 い
かたくな

の間 に頑 固な る ことの な きよ う， ま た虚 言，
カぜデ くずち あ っ こう

蔭 口，悪 口な ど もな き様 注 意す べ き もの と

す。

ま た教 会 員 の しば しば集 会す るこ とを は

か り， ま たす べて の会 員 にそ の義務 をつ く

す よ うに なさ しむ。」(教 義 と聖 約20：47，

53-55)

父親 は家 族 の管理 役 員 として 支持 され ま

す。 父親 には， 家族 に王 国の 基本 的 な教義

を教 え， 家族 が王 国建 設 の手助 け をす る よ

うに 見守 り， 家族 を 永遠 の生 命へ と導 く責

任 が あ ります。

この よ うにホ ーム テ ィー チ ングプ ロ グラ

ムが行 な われ る と， 家庭 の問 題 点が す ぐ に

発見 で き，早 め に手 を打 つ こ とがで き ます。
わずら

こ う して ，監 督 の手 を煩 わせ る こ とな く問

題 を処理 す る ことが で きる ので す。 これ に

よ って監 督 の重 荷 は軽減 し， その時 間 を監

督 と して 人 に委任 で き ない事 柄 に充 て る こ

とが で き るよ うに な ります。 定 員会 は担 当

す る会員 の世 話 をす る とい う責 任 を十分 に

果 たさ なけ れ ばな らな いの です。

第4に ，一 般 の会 員の 方 々 にお話 した い

と思 い ます。 皆 さ ん に理 解 してい ただ き た



い ので すが ， ほ とん どの監 督 は精 神 科病 医

で はあ りませ ん。 また ケ ース ワー カー で も，

熟 練 した経 済 ア ドバ イザ ー で もあ りませ ん。

しか し監督 は ワ ー ド部 の会 員で あ る皆 さん

に仕 え るため に， 主 の霊 感 によ って 召 され

て い ます。

私 た ちは 自分 が監督 に どれ だ け時 間的 な

負担 を課 してい るか 考 えて みる 必要 が あ り

ます。 そう すれ ば， 監督 は与 え られ て いる

責 任 を完 全 に果 たせ る よ うにな ります。 ま
めい

た十分 な時 間を と って計 画 し， 準備 し， 瞑
そう

想 し， 考 え られ る よう にな り， そ の重大 な

管 理 の職 に おい て主 か ら霊 感 と導 き を受 け

る こ とが で きる よ う にな ります。 も し私 た

ちが 自分 で解 決 で きる 問題 を相 変 わ らず監

督 室 に持 ち込 む な らば， 監 督は 委任 で き な

い責任 を果 たす の に必要 な 貴重 な 時間 を奪

われ る こ とにな ります。 監 督 に対 して， 教

会員 が守 る べ きル ール を幾 つか あ げて み た

い と思 い ます。.

1.監 督 の元 へ行 く前 に，必 ず霊 感 と解

決策 を求 め て主 に祈 る。 監 督 に問題 とい う

重荷 を 背負 わせ るため に監 督室 へ行 か な い

で下 さ い。 しば しば教 会員 は問 題 につ い て

話 すた め だけ に監 督室 へ行 き， その解 決方

法 に耳 を傾 けよ う とし ませ ん。

2.ホ ーム テ ィー チ ャーや定 員会 が処理

で き るこ と に監督 を巻 き込 まな い。

3.監 督 や その 家族 の悪 口を言 っ た り，

うわ さ話 を した りしな い。 この 偉大 に して

重 要 な 召 しを尊 重 して 下 さい。

4.福 音 にそ った生 活 を して， 監 督か ら

責 任 を与 え られ た時 に， それ を受 け られ る

よう に 自ら を備 える。 召 され た ら， 熱意 と

精 力 と活 力 とを発 揮 して， 献 身 的 に仕 えて
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下 さ い。 ま た割 り当 て られ た責 任 を忠実 に

果 た して下 さい。

5.家 族 の祈 りの 中で， 監 督の ため に祈

る。 監 督 の上 に必 要 な 力 と恵 みが 与 え られ，

その大 きな責 任 を果 たせ る よう に主 に祈 っ

て 下 さ い。

監督 の職 には偉 大 な 力が伴 い ます。 監督

は ワー ド部 に平安 と安 全 と幸 福 と をもた ら

す こ とが で き ます。 しか しそれ には， 監督

が召 され て い る責 任 に専 念 でき る よう にし，
わず ら

小 さな こ とに煩 わ され ない よう に しなけれ

ば な りませ ん。 監督 が 自分 の時 間 を計 画通

り使 え る よう に しま し ょう。 そ して， 責任

を果 た すた めの 貴重 な 時間 を奪 わ ない よう

に し ま しょ う。忘 れ ないで下 さい。監 督 も

す べて の家 長 と同 じ責 任 を負 って いるの で

す。 第1に 良 き夫 であ る こ と， 第2に 良 き

父親 で あ るこ と， 第3に ， 家族 を扶養 す る

責 任 を果 たす こ とです。 私 た ちは， 監督 が

家族 の た め に使 う時間 を邪 魔 した り，職場

にあ って成 長 し，達 成 し， 成功 す るの を妨

げ ては な りませ ん。 監 督 は家族 に対 す る こ

れ らの 責任 を果 た して 初 めて， 監督 として

仕 え る ことが で きる ので す。

私 は兄 弟姉妹 の 皆 さん にお約 束 します。

私 た ちが監 督 を 支持 して助 け， 監 督の 福利

に関心 を持 つ よ う にな り， す べ ての面 で掌

督 が 成功 で きる よう に祈 る な らば，私 た ち

は 監督 の下 にあ って霊 感 に よる指 導 を受 け

るこ とが で き， 私 た ち の生 活 に 恵みが もた

らさ れ るで し ょう。

皆 さ んの上 に神の祝 福 が あ って， これが

監 督 との新 しい 関係 の始 ま りとな ります よ

うに， へ りくだ って イ エ ス ・キ リス トの み

名 に よ り祈 ります。 ア ー メン。
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7人 のキ リス ト

十二使徒定員会会員 ブルー ス ・R・マ ・ソコンキー

私
は7人 の キ リ ス トにつ い て お 話 し

たい と思 い ます。正 確 に言 えば， み

業 とみ 言葉 を7つ の方 法 で表 わ され た キ リ

ス トについ てお話 した い と思 い ます。

私 た ちは 混乱 と争 い の時代 に住 んで い ま

す。 ク リスチ ャ ンたち が 「見 よ， こ こに キ

リス トが いる」ま た 「あ そ こ にい る」， す な

わち 「見 よ ここ に救 いの道 が ある」ま た 「あ

そ こにあ る」 と叫 ぶ時代 で す。

私 た ちの耳 には， 滅 びの 声 と栄光 の声 が

聞 こえ ます。相 対 立す る宗 派 の教 義 や信 条

が互 い に争 って いるの です 。 そ して， 私 た

ち に とて も向意 で き ない よ うな教 理 を信 じ

させ，曲 がった道 を歩 ませ ようとしています。

その話 は耳 ざわ りで， く だら ない お し ゃ

べ りが絶 え間 な く続 き，伝 える メ ッセ ー ジ

は矛 盾 して いま す。最 も狂 信 的 で 目先 の見

えない人にとっても，互 いに対 立 する宗 教 的

な見解 がす べて正 しいわ け では ない こ とは

明らか です。

「この言葉 の争 い と信 念 の動揺 の 真最 中

に」(ジ ョセフ ・ス ミスの著2：10)， 私 た ち

は真理 に基 づ いた平 隠 な声 を挙 げ て いま す。

それ はラ ッパの 音 と共 に告 げ られ る声 で あ

り， みた まの力 に よ って， 罪 を悔 い改 め る

人々 の心 の中 にさ さや かれ る声 で す。

またそれ は， 今 こ こで永 遠 の生命 に関 す

る言葉 を語 る声 で あ り， 来 るべ き 永遠 の王

国 におい て不死 不滅 の栄 光 を得 られ るよ う

に人 々を備 えさせ る声 で す。

私 たち は主 の僕 です。 主 が私 たち を造 ら

れ た のは， す べ ての 人 々を キ リス トの下 に

招 いて， 主 にあ っ て完全 になれ る よ うにす

る ため です。 私 た ちは唯 一 ま こ とのキ リス

トにつ いて， 唯一 ま ことの福 音 につい て，

唯 一 ま こ との救 い につ いて ，証 す るた め に

遣 わさ れて い るの です。

すべ ての 人 々が私 た ちの証 に耳 を傾 け，

心 を留 め る よう にお勧 め し ます。私 たちが

教 え，証 す る キ リス トは，・以下 の7通 りの

御 方 と して知 られ て い ます。

第1に ， 創造 主 と して のキ リス ト

天 にお られ る神 は， 完全 で 清 く，昇 栄 し

た聖 な る御 方 で， 全 人類 の御 父 であ られ ま

す。 神 は聖 な る御 方で ，骨 肉の体 を持 って

お られ ，霊 の御 父 で あ られ ます。

主 イエ ス ・キ リス トは長 子 で あ り， 御 父

の継承 者 として， また御子 と して出 て来 ら

れ ま し た。 主 は， 霊 に おけ るす べて の兄 弟

たち と共 に 自由意 志 を授 か り，律 法 に従 わ

れ ま した。

従順 と，義 と， 信仰 と によ り，長 い年 月

をか け て，神 の長 子 ，私 た ちの 長兄 で あ ら

れ る御 方 は 進歩 と成 長 を重 ね， つ い に力 と

能 力 と支 配 と知 恵 にお いて神 に似 た者 に な

られ た ので す。そ して，「現 在 この世 を治 め

た まい， また無 限 の過去 か ら無 限 の将 来 に
わた

亘 って ま し ま す全 能 の 主 」(モ ーサ ヤ3：

5)に な られ たの です。 こ う して主 は御 父

の下 で 「無 数 の世 界」 の創 造主 にな られ ま

した。

御 父 は神 の福 音 と呼 ばれ る救 いの計 画 を
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定 めて確 立 され ま した。 これ によ って キ リ

ス トを含 む すべ て の神 の霊 の子 供 た ちは，

死 すべ き 肉体 を得 て，試 しの世 で生 活 し，

死 を味 わ い， 不 死不 滅 の栄光 の うち によ み

が え り， そ して もしす べて の こ とに忠実 で

あ るな らば， 御 父 が得 て おられ る輝 か しい

昇栄 にあず か るこ とが で きる ので す。

また， 御 父か ら愛 され，選 ばれ た御 方が，

救 い主， 貝費い主 として予 任 され ，御 父 の偉

大 な永遠 の計 画 に おけ る あ らゆる 条件 を満

足す る ため に， 貝費いの犠 牲 を捧 げ る こ とに

な りまし た。

第2に ，私たちの先祖 の神 としてのキ リス ト

私 た ち には ただ ひ と りの父 なる神 が お ら

れ， た だ ひ とつ の永 遠 の救 い の計画 が あ り，

た だひ とつ の天 に帰 る道 が あ ります。 そ じ

て イエ ス ・キ リス トとは，「御 父 よ り賜 わ り

た る御名 」 で あ り， この名 に よ って 人類 に

救 いが もたら され ます。 す な わち過 去， 現

在， 未来 の 人 々に救 いを もた らす 「天下 に

与 え らる る唯 一 の名 」な のです。(教 義 と聖

約18：23;モ ーセ6：52参 照)

永 遠 の福音 はた だ ひ とつ で あ り， 神 と人

との間 の仲保 者 は た だひ と りであ り， 堕落

した人 を その創 り主 に和 解 させ る た めに来

られ た御 方 もただ ひ と りです。 あ ら ゆる時

代 のあ らゆ る 人々 が， 同一 の 力， 同一 の律

法， 同一 の救 い主 に よ り救 われ る の です。

そ して， その救 い主 こそ キ リス トで す。

聖典 に こう記 され て い ます。「イエ ス ・キ

リス トは， きの う も，今 日も， い つ まで も

変 わ るこ とが ない」(ヘ ブ ル13：8)。 イ エ

ス ・キ リス トは主 な るエ ホバ であ り， 大 い

な る 「われ あ り」 の神 で あ り， イエ ス ・キ

リス トの外 に救 い主 は お られ ませ ん。

キ リス トは， ア ダム， エ ノク， ノアを初

め， 洪水 以前 の すべ て の聖徒 の神 で した。

ま た， ア ブラハ ム， イサ ク， ヤ コブ な ど，

すべ て の イス ラエ ル の民 の神 で した。 主 は

聖徒 の道/1983年1月 号

「イ スラエ ルの聖 者 」 であ り
， 過去 のあ ら

ゆ る時代 の あ らゆ る予 言者 の神 で した。 彼

らは，主 の み名 に対 す る信仰 によ り，す べ

て の力 あ る業 を行 な ったの です。

キ リス トは ジ ェ レ ドの民 とイス ラエ ルの

民 と二一フ ァイ人の神 で した。モー セは 「キ

リス トの ゆえ に受 け るそ し りを， エ ジプ ト

の宝 にま さる富 と考 え」(ヘ ブ ル11：26)，

キ リス トに従 う道 を選 び ま した。

キ リス トは， モ ー セの言葉 通 りに紅海 を

分 けた御 方 で あ り， ヨ シュア の言葉 通 りに

太陽 と月 を止 めた御 方 で あ り， エ リヤ の願

い に応 えて， や もめの 息子 を死 か ら よみ が

え らせ た御 方 です。

すべ て の予 言 者， す べ ての族 長， すべ て

の古 代 の聖徒 たち は， 主 の聖 なる み名 に よ

り天 父 を礼拝 し ま した。 それ以 外 に方法 は

な か った ので す。

ア ダム の時代 か ら今 日に至 るま で，真 の

信仰 を持 つ忠 実 な 人 々や， 信仰 を通 して義

を行 ない救 い を得 た 人々 は， すべ て例 外な

く， キ リス トのみ 名 をそ の身 に受 け，心 を

尽 く して キ リス トに従 い ま した。

キ リス トは私 た ち の神 であ り，私 たち先

祖 の神 な ので す。

第3に ，約束 されたメシヤ としてのキ リス ト

ア ダムが エ デ ンの 園か ら追放 さ れ た時 代

か ら， ヨパ ネがベ タ バラ でバ プテ ス マを施

した時代 に至 る4千 年 とい う長 い 間， すべ

て の予 言者 とすべ て の聖 徒 た ちは， メ シヤ

の降 臨 を待 ち望 ん で いま した。 一

彼 らは キ リス トにつ い て語 り，教 え， 説

き， 予 言 しま した。 彼 らの生 活の 中心 と，

あ らゆ る望 み の中心 は， キ リス トが降 臨 さ

れ る とい う約 束 にあ り ま した。

彼 らは， キ リス トが 神 の御子 と してひ と

りの処女 か らお生 まれ にな り， 無 限無窮 の

贈 い を成就 され る こ と と， キ リス トによ っ

て不 死不 滅 と永遠 の生 命 が もた らされ る こ

55



L

とを知 って いま した。

す べて の教義 ， すべ て の儀 式， す べ ての

礼 拝 が， 主の み名 を御 父御 自身 のみ 名 に結

びつ け てい たの です。

モー セの全 律法 は， そこ に示 され て いる

あ らゆ る象徴 と予 言 とによ り，主 の民 を救

うため に来 られ る御 方 を証 して い ま した。

例 えば， モ ー セの時代 の大祭 司 は貝費い の 日

に，一頭 の 山羊 に エホ バの み名 を 負わ せ，

人々の 罪の た めの犠 牲 と しま した。 これは

エホバ御 自身が 十字架 につ け られ，世 の 人

人の罪 の ため に殺 され る こ とを象徴 して い

ます。

第4に ，死 す べ き肉体 をも つ メ シヤ と し

てのキ リス ト

私 た ちの聖 な る主 は， ユ ダヤの ベ ツ レヘ

ム でマ リヤか ら生 まれ まし た。 そ うす るこ

とによ って主 は 「お のれ を むな し うして僕

の かた ちを と り，人 間の姿 にな られ た」(ピ

リピ2・：7)の です。

キ リス トはひ と りの 人間 と して， 完全 な

生涯 を送 られ ，万 事 に おい て天 父 のみ こ こ

ろに従 われ ま した。

福 音 を教 え，教 会 を組 織 し， 人 々を教 会

の役 職 に召 され ま した。
いや

ま た，病 人 を癒 し，死 ん だ 人を よみ が え

らせ， 多くの力 あ る奇跡 を行 な わ れ ま した。

そ して 人々か ら拒 まれ， 悪 の力 に支 配 さ

れた 人々か ら罪 の宣 告 を受 け， 十 字架 につ

け られ て悲惨 な死 を遂 げ られ ま した。

第5に ， 十字 架 につ けられ よみ が え られ

た御方 と して のキ リス ト

ここで は，死 ぬ た め にこ の世 に来 られ た

キ リス トにつ い て， 人 々の 罪の ため に十 字

架 の上 で亡 くな られ た キ リス トにつ い てお

話 し ま す。 ま た， 死 か ら よ み が え ら れた

キ リス トについ て， さ ら には栄光 に満 ちた

不死 不滅 の状 態 で，私 たち が主 に従 って生

命 と死 と よみが え りを受 け る よう に求 めて
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お られ るキ リス トにつ いて お話 し たい と思

い ます。

ゲツ セマ ネ にお いて， キ リス トは だれ に

も耐 え られ な い重 荷 を 負わ れ ま した。 そ し

て，悔 い改 め を条件 に全 人類 の罪 を負 われ
け あな

た時， すべ て の毛 孔 か ら血 の汗 を流 さ れ ま

した。

カルバ リの丘 で，3時 間 に わた って この

世 で最 後 の苦 難 を受 け られ た時 ， ゲツ セマ

ネ の苦 しみ が再 び よみ が え り， キ リス トは

天 父か ら与 え られ た杯 を完 全 に飲 みほ され

た ので す。

ゲツ セ マ ネと十 字架 にお いて， キ リス ト

は代 価 を支 払 い， 賦 いの業 を完 了 され ま し

た。 そ して3日 目の早 朝， キ リス トは死 の

なわ め を断 ち切 って墓 か らよみ が え り， 天

と地 にお け るすべ て の力 を受 け継 が れ たの

で す。

主 が私 た ちの た めに して下 さ っ たみ業 の

素 晴 ら しさ を言葉 で 言 い尽 くす こ とは で き

ませ ん。現 在 ， 主 は，私 た ち を とりな す者，

仲 保者 と して， 天 にお いて 永遠 の住 まい を

得 てお られ ます。

次 の よ うに語 られる主 の み声 が 聞 こえ な

い で し ようか。

敬 い あが め 頭 をさ げて

救 われ し者

血 の汗 を もて

なん じ らの罪

わが わ ざ思 え

十字 架 の上 に

贈 い にけ り

(讃 美歌67番)

第6に ， 今 日の メ シヤ と しての キ リス ト

私 た ちは，過 去 に おけ る キ リス トだけで

はな く，現 在 に おけ る， そ して未 来の世 に

おけ る メシヤ につ い て も証 します。

ま た，昔 の人 々 に知 られ てい た亡 くな ら

れ た キ リス トだ けで な く， 古代 と同 じ よう

に今 日も主 の民 を導 い てお られ る生 ける救

い主 につ い て語 ります。

私 た ちは， 古代 にお いて福 音 を知 り，奇



跡 を行 な い，救 いを得 た 人々 につ い て喜 ぶ

だけで な く，今 日の福音 につ い て， また先

祖 の人 々 に注が れ た もの と同 じみ た まの賜

の 中 に栄 光 を得 て い る人 々に つ いて も喜 び

ます。

神 に感 謝 します。 回復 の時代 が始 ま りま

した。 それ は， 古代 の すべ て の予 言者 の語

っ たこ とが 回復 され る時 で す。

神 に感 謝 し ます。 天 の幕 が裂 かれ ま した。

そ して御 父 と御子 が ジ ョセ フ ・ス ミスの元

を訪 れ， 啓示 と示 現 ，賜 ， 奇跡 が ま ことの

聖徒 た ちの 間 に豊 か にみ られ ます。

神 に感謝 し ます。 現代 にお いて 多 くの人

人が御 子 の み顔 を拝 し， 非常 に大勢 の 人々

にみ た まの賜 が 注が れ ま した。

これ は， ま こ との キ リス トの知 識 と， 永

遠 の福 音 が 人々 に宣 べ伝 え る最 後の 時代 で

す。

ま た，大 いな る神 がみ 言葉 を送 って， 人

の子 の再 臨 に人 々を備 えさせ る 時代 です。

さ らに， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

が組 織 さ れ，救 いを もた らす聖 なる福 音 を

管理 運 営 す る とい う使 命 が与 え られ た時代

で す。

第7に ，福 千 年 の メシヤ としてのキ リス ト

私 た ち は厳粛 な言葉 を もって， 主 イエ ス，

永遠 の キ リス ト， あ らゆ る時代 の救 い主 が

間 も な く再 臨 され る と宣 言 しま す。

マ リヤか ら生 まれ た御子 が確 か に 当時 の

人 々 と共 に住 まわ れ たよ う に， 神 の御 子 は

確 か に御 父 の王 国 の あ らゆ る栄 光 の 中に再

臨 され， 入の子 た ち を治 め られ るの です。

そ の 恐 る べ き 日 に， 現 在 の 世 界 は終 わ り

を告 げ るで しょ う。 邪 悪 はや み， あ らゆ る

腐 るべ き もの は焼 き尽 くされ ます。 そ して，

太陽 が昇 ってか ら西 の 空 に沈 む まで， 主 の

栄 光 が一 日中， すべ て の 人々 の上 に輝 きわ

た るで し ょ う。

人の子 の再 臨 の 日に耐 える 人々 は， 尽 き

聖 徒の道/1983年1月 号

るこ との ない喜 び と平安 とを得 るで し ょう。

忠実 な聖 徒 た ち は主 と共 に千年 の 間 この地

球 を治 め， そ の後， 日の光 栄 の王 国 に入 っ

て休 息 を得 る で し ょう。

邪 悪 で不 信仰 な人 々 にと って， 人の子 の

再臨 は悪 行 の報 いを受 け て焼 き尽 く され る

悲 しみ の 日とな るで し ょう。

しか し， 主 を愛 し， そ の律法 に従 って 生

活 して い る人 々 に とって， それ は平 和 と勝

利 と栄光 と誉 れ の 日で あ り，主 が来 られ て

「宝 の珠 を飾」 られ る 日とな るで し ょう
。

(マ ラ キ3：17参 照)

さて， これ まで語 って きた こ とをふ まえ，

み た まに よる確 か な知識 に基づ き，私 た ち

は声 を あげ て主 を讃 美 し， 主 イエ ス ・キ リ

ス トにつ い て証 します。 私 た ちは その証 人

であ ります。

私 た ちの信 仰 は， 生 け るま こ との キ リス

トに中心 を お いて い ます。 キ リス トは私 た

ちの 友で あ り， 主で あ り，神 で あ り， 王 で

あ られ ます。 私 た ちは主 を礼拝 して いる の

です。

キ リス トは全能 の神 の御 子 で あ り， 福音

を通 して， 生 命 と不 死不 滅 とを もた らされ

ま した。 そ して主 を信 じる すべ ての 人は，

生 け る予 言者 を通 して啓 示 され てい るよ う

に， 御 父 の王 国 に主 と共 に救 われ る のです。

あ らゆ る場 所 に住 む， あ らゆ る国民 ， あ

らゆ る血族 ， あ らゆ る国語 の民， お よび あ

らゆ る人 々 にお勧 め します。 キ リス トの下

に来 て， キ リス トにあ って完 き 人に なって

下 さ い。

主 を代表 し， 主 の ため に働 く僕 として，

私 た ちは義 の業 を行 な うすべ て の人々 に約

束 します。 その よ うな人 々は こ の世 で は平

安 を得 ，来 た るべ き世 で は永遠 の生 命 を得

る で し ょう。

イエ ス ・キ リズ トのみ名 によ り申 し上 げ

ます。 ア ー メン。
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10月2日(士)神 権部会

アロン神権者の活発化

オパイオ州デイトン東ステーキ部
ビーバークリーク ・ワード部監督

C・ フレデ リック ・ピ ンゲル

兄
弟 の皆 さん， 今晩 私 は皆 さん と共 に

集 う機 会 にあず かれ た こ とを心 か ら

感謝 して お ります。 また， この よ うな機会

と経験 を お与 え下 さ った天 の 父 に も感 謝 し

たい と思 いま す。 これ か ら 申 し上 げ ます こ

とが青 少年 た ち を強 め， その 人格 を築 き あ

げて行 く上 で皆 さん の役 に立 つ もの とな る

よ う， 祈 る もの です。

私 は， 自分 の ワ ー ド部 で の若 い ア ロ ン神

権者 を活発 に させ るた め に， どの よ うな こ

とを して いるか お話 す る責 任 を いた だ いで

お ります。

第1に ， すべ て の ワー ド部 がマ ク マナ ー

姉 妹 のよ うな 人 を必 要 と して い る とい う こ

とで す。

マク マナ ー姉 妹 の こ と につ いて お話 させ

て いた だ きた い と思 い ます。 彼女 は私 た ち

の ワー ド部 の若 い女 性会 長 を して い ます。

監督 の皆 さん，皆 さん の ワー ド部 に もマ ク

マナー姉 妹 に似 た よ うな 人が い ら っし ゃれ

ば と思 い ます。 マ クマ ナ ー姉 妹 は，監 督 の

最 も大切 な責任 は ワ ー ド部 の青 少 年 に ある

という こ と を 何 か で 読 み ， そ れ を そ の 通

りに信 じま した。 私 に その こ とを指 摘 して

くれ ま した ので， 私 もそ う信 じて いる こ と

を告 げ ま した。 す る と 「で も， とて もそ う

は 見え ませ んわ」 と言 うの です。

「どう いう こ とで し ょうか。」

「だ って 監督 さ んは
，青 少年 と一緒 に何

も して 下 さ らない し， 面接 だ って な さ った

ことあ りませ んわ。 開 会行 事 に は一 度 もお

見 え にな った こ とが ない代 わ りに， 始 め か

ら終 わ りまで 成 人の方 々 と面接 を してい ら

っ しゃる んで す もの。」

そ ん なあ る 日の こ と， マ クマ ナー姉 妹 が

監 督室 の 扉 を ノッ ク して 入 って き ま した。

「監督 さん， は い っ， この本 。 監督 さん に

読 ん で いた だ きた い と思 います。 全部 お読

み に な らな くて も， 私 が ア ンダー ラ イン を

引 い た所 だけ で も結 構 です。」 それ は， 「素

晴 ら し き世 代 」(AG6彫 名読oη φ 翫6泌

伽66)と 題 した， ボ ー ン ・フ ェザ ー ス トー

ン長 老 の本 で した。

私 は まず下 線 の引 いて あ る箇所 に目 を通

し，続 いて全 部 を読 み ま した。 その 本は私

に大 き な衝撃 を与 えま した。 時 間 をか けて

この 本 を著 わ して下 さ った フ ェザ ー ス トー

ン長 老 に感謝 した い と思 いま す。 と同時 に，

青 少年 を愛 す るが ゆ えに，「監督 さんはこ の

本 を読 む必要 があ ります」 と言 って くれ た

マ ク マナ ー姉 妹 に も感謝 した い と思 い ます。

私 はか つて ， ひ と りの素 晴 らしい老 婦 人

のホ ー ムテ ィー チ ャー を してお りま した。

彼 女 は思 っ た ことは，はっきりと言う性 分 で

し た。 ある晩 私 は，私 に とって 彼女 が大 切

な存 在 であ り， 愛 して いる とい う思 い を伝

え ま した。す る と彼 女 は，「言 うは やす しで

す か らね」 と言 い， 私 はや り込 め られ て し

まい ま した。 考 えてみ る と私 は青 少年 に対

して も，言 葉 だ けの， 実 の ない態 度 だ った
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の か も知 れ ませ ん で した。

第2に ，神 権役 員 会 と扶 助 協 会 を活用 す

るこ とです。

私 た ち監督 会 が青 少年 に 目を向 け るよ う

になる につ れ，神 権役 員会 や扶助 協 会 の果

た すべ き責 任 や そ の影 響 力 の及 ぶ範 囲 は広

が って いき ま した。特 に長老 定 員会 会長 の

場 合が そうでした。私 たちのワー ド部 におけ

る彼 らの貢献 の度 合 は， 過去2年 間で家 庭

訪 問 が90パ ーセ ン トを超 え， ホ ー ムテ ィー

チ ング に して も着 実 な進 歩 を見 せ なが らや

は り90パ ー セ ン トに達 した こ とか ら もは っ

き りわか ります。 そ うした助 け な く して，

監 督会 が青 少 年 に対 す るプ ログ ラ ムを最優

先 させ るこ とは で きな か った と思 いま す。

第3に ， 青 少年 の プ ログ ラム に優 れ た人

材 を召 す ことです 。

新 しいワ ー ド部 を組 織 す るに 当 たっ ては，

最 も優 れ た 人を まず ス カウ トマ ス ター に召

す とよ く言 いま すが， 私 た ちの ワ ー ド部 で

は，前 監督 が スカ ウ トマ スター を務 め てい

ます。 若 い 男性 の会長 には， 元高 等評 議 員

が召 され て お り， 指導 の任 に当 た る人 は全

員専任 宣教 師 の経 験 を持 ち， 神殿 推薦 状 を

保 持 して い ます。 監督 の皆 さん， この点 で

手 を抜 か な いで いた だ きた い と思 います。

ど こを手 うす に して よ い という こ とは 申 し

上 げ られ ませ んが ， この点 にお いて手 を抜

いて はい け ませ ん。 真 に優 れ た指 導者 を青

少 年プ ログ ラム に召 して下 さい。

第4は ， 初等 協 会 をな お ざ りに しては な

らな い とい うこ とです 。

どうか， 初 等協 会 をな お ざ りに しな いで

下 さ い。若 い男性 の組織 同様 ，カブスカウ ト

や開拓 者指 導者 の選 択 に当た って は細 心 の

注 意 と関心 を向け で いた だ きた い と思 いま

す。

聖徒 の道/1983年1月 号

少年 たち がい ずれ12歳 を迎 える時 には，

す でに神 権 につ い てあ る程 度 の ことを学 ん

で いま す。 さ らに， カブ スカ ウ トプ ログラ

ム によ って， その上 の ス カウ トヘ の下地 も

つ く られ て い ます。 彼 らは11歳 の スカ ウ ト

として イー グル(訳 注 ：日本の ボ ー イスカ

ウ トで 『富士 』 に あた る)へ の 大切 な一 歩

を踏 み 出 した こ とにな ります。

第5に ， イー グル ス カウ トの伝 統 を守 る

よ うに励 ます こと です。

小 さ な成功 が さ ら に大 きな成功 を呼 ぶ も

ので す。私 たち の ワー ド部 にお け る イーグ

ル スカ ウ トの伝統 は， ワー ド部 が初 め て組

織 され た時 まで さか の ぼ ります。 これ は私

が感謝 して受 け継 いで きた 貴重 な伝統 です。

教 師や祭 司た ちが 各 々の イー グ ルを 目指

して頑 張 っ てい る姿 を 目にす るの は喜 ば し

い もので す。 祭 司定 員会 の 第一補 助 の ひ と

りは，18歳 の誕生 日を迎 え る直前 に， イー

グル ス カウ トに な りま した。 彼 の努 力 のた

ま もの だっ たの です。 感 激 的で した。 私 は

イー グ ル賞 の 渡 され る名誉 会 議 の場 で彼 ら

を抱 きな が ら，「よ く頑 張 ったね ，立 派 だっ

たよ」 と言 いま し た。 その時 だ け は私 の言

う こと を聞 いて くれ た よ うです。

第6は ， 専任 宣 教 師 と して伝道 に出 ると

い う伝 統 を強 め る こと です。.

イー グル スカ ウ トに なっ た人 と伝道 に出

た人 の数 はほ とん ど同 じで す。 もちろん，

改宗 してか ら1年 半 も満 た ない 内 に， 専任

宣 教師 として伝 道 に出 てい るダ グ ・ブ リン

コー長 老 や カ レン ・ボ ーマ ン姉 妹 の よ うな

例 外 もあ りますが ，伝 道 の精 神 は青 少年 プ

ログ ラム を強 化す る の に大 いに役 立 ち ます。

第7に ， そ れ ぞれ の管理 の職 を見直 す こ

とです 。

青 少年 の指 導者 に， 自分 の管理 の職 につ
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いて報告 す る機 会 を与 え るの は大切 な こ と

です。 神権 個 人面接 は，，普 通 そ のク ラ スま

たは定 員会 担 当の 副監 督 が行 な い ますが，

3カ 月 に1度 は各定 員 会会 長 と管 理 の職，

つ ま りそ の責任 につ いて私 が話 し合 い ます。

こうす るこ とで， 彼 ら 自身 の成長 の 度合 を

知 る ことが でき る と同時 に， 会長 を強 め，

励 ま し， 指導 す る こ ともで き るの です。 ま

た， 会長 を召 した り，聖 任 す る に当 たって

は， 監督 で あ る私 が 自ら行 な って い ます。

第8と して， 定期 的 に面接 を行 な う こと

が あ げ られ ます 。

ワ ー ド部 内 の青 少年 を知 る う えで最 も効

果 的 な方法 の ひ とつ に面接 が あ ります。 す

べて の青 少年 と，年 に2回 ， 質 の高 い面接

を行 な う必要 が あ ります。1回 は監 督が ，

残 りの1回 は そ の年齢 層 を担 当 す る副監 督

が行 な い ます。いず れ も，欠 くことので きな

い重 要 な面接 で， その 中 にお いて彼 らの 目

標 や進歩 の度 合 を知 る こ とがで き ま す。 必

要 な助 言 を与 える こ と もで き ます。

不 活 発 な会 員 に対 して もた め らわ ず に面

接 を行 な って下 さ い。 良 い結果 が 出 て驚 い

た こと もたび たび あ りま した。 実 際， この

面 接 が活 発化 への 重要 な 引 き金 とな った こ

とが何 度 かあ りま した。

9番 目 として， セ ミナ リー ヘの 参 加 を奨

励 す る こ とで す。

イエ スが キ リス トで ある と いう知 識 を青

少年 に もた らす最 も効 果 的 な方法 はセ ミナ

リー以 外 には ない と私 は確信 して い ます。

私 の話 の 後で， マイ ク兄 弟が 活発 化 の鍵

につい て お話 しま すが， その前 にマ イク兄

弟 に言 い たい こ とがあ ります。 私 は あな た

の ことを心 か ら誇 りに思 って い ます。 また，

と もに働 く機会 の あ る こと に本 当 に感 謝 し

て います。 この活 発化 へ の鍵 とは，愛 と，
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関心 と，忍 耐 時 には か な りの忍耐 を要

求 され る こ と もあ ります を も って， 間

題 を抱 え た若者 の心 と人生 に触れ る こ とな

ので す。

この重要 な活発化への鍵 と共 に用いること

ので き る手段 は様 々 あ る と思 い ます。 今 晩

は， そ の うちの 幾つ か をお話 して まい りま

した が， どのひ とつ を取 り上 げて みて も，

鍵 その もの に代 わ る もので は あ りませ ん。

私 た ちの ワー ド部 では 良 い活動 に恵 まれ ま

した。 カ ー トラ ン ド市 か らデ イ トン市 へ の

自転 車旅 行 な ど もそ の一 例 で す。1834年 ，

一部 の聖 徒 た ちが カ ー トラ ン ドの町か らジ

ャク ソ ン郡 へ進 んだ時 の道 程 を， 危険 の伴

わな い範 囲で再 現 してみ ま した。毎 晩， そ

の頃 の聖徒 たち の書 いた 日記 を読 ん で話 し

合 い ま した。 一 日80キ ロ もの道 の りをペ ダ

ルで こいで行 った彼 らは，初 期 の頃 の聖徒

の苦 労 を身 を もって 感 じた こ と と思 い ます。

この体 験 に よって ， 多 くの成 果が 得 られ

ま した。 全 員が チ ーム ワ ーク の大切 さを理

解 し，証 を強 め ま した。 しか し， それ 以上

に意 義深 か った こ とは， これ まで定 員会 の

活動 にあ ま り活発 で なか った数 人 の少年 た

ちが心 か ら打 ち解 け た とい うこ とで はな い

で しょ うか。

私 たちのワー ド部 で は，それ以 外 に も，ち

ょっと変 わ った こ とを試 み てみ ま した。 ふ

た りの祭 司が 日曜 日の朝 ， なん として もベ

ッ ドか ら起 き られず ，神 権会 に出席 す る こ

とを非常 に難 し く思 って いま した。 も し，

どう して も彼 らが神 権会 に来 られ ない と言

うのな ら，神 権 会 の方 か ら彼 らの所 に出 か

け て行 くこ とに決 め ま した。 ふた りの内，

まずだ れ の所 に行 くか を決 め た後 ，私 た ち

は教 会 を 出て， 最 初 の少年 の 家 を訪 問 しま

した。
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兄 弟 の皆 さ ん，実 の ところ私 は， こん な

に大 勢 の少年 たち が朝 の8時 か ら訪 問 して，

そ の男 の子 の 父親 が なん と言 うか 本 当 に心

配 で した。 実際 ， 戸 口で待 ってい る間 ，前

の 晩 にで も どん な ことを す る予 定 か父 親 に

電話 して おけ ば よか った と反 省の 念 に駆 ら

れ て い ました。

父親 が 戸 口に表 われ ，私 たち は訪 問 の 目

的 を告 げ ま した。 この父 親 は本 当 に親 切 で

した。2階 へ行 く と， 例 の兄 弟 は ぐっす り

眠 って い ま した。 ベ ッ ドの周 りに皆が 集 ま

って い るの に気づ いた時 の その子 の 驚 きよ

うは決 して忘 れ る こ とので き ない もの で し

た。私 たち は そこで， ビジネ スや レッス ン，

活発化 に関 わ る幾 つ か の ま とめ につい ての

話 し合 いを含 む， 素 晴 ら しい集 会 を持 つ こ

とが で き ま した。

か な り効果 的 な活 発化 の 方法 を思 い つ い

た もの だ， と味 を しめ た私 た ちは 次の 週 に，

別 の少年 の家 で も う一 度 同 じこ とを しよ う

と決 めま した。 と ころが， 私 たち の計画 は

そ の週 の 内 に漏 れ て し まい， 次の 日曜 日に

は， 私 が監 督 に召 さ れて 初 めて，100パ ー

セ ン トの会 員 が神 権会 に出席 したので す。

この 内の ひ と りは現在 専任 宣 教師 として伝

道 に出て お り， もうひ と りの兄弟 も間 もな

く伝 道 に出 よ う として いる こ とを付 け加 え

てお き たい と思 い ます。

先程 ，私 が ホー ムテ ィー チ ング をして い

た高齢 の姉 妹 のこ とを述 べま した。「言 うは

やす し」 と言 って くれ たそ の姉妹 の こ とで

す。 兄弟 の皆 さん， 言葉 の う えだ けで若 い

男性 の こ とを言 うので はな く，専 念 して み

て下 さ い。 活発 化 を進 め， 彼 ら と1対1の

関係 を築 くの です。 これ こそ活 発化 へ の重

要 な鍵 だ と思 い ます。 イエ ス ・キ リス トの

み名 によ って 申 し上 げ ます。 アー メ ン。
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僕たちの活発化

オハイズ州デイトン東ステーキ部

ビーバニクリーク ・ワード部
ミッシェル ・ニ コフス

先
月，監 督 が僕 の家 を訪 問 して下 さ っ

たの です が， ま さか総 大 会で お話 を

す る こ とにな ろう とは夢 にも思 い ませ んで

した。 そ の晩監 督 は，総 大会 で12分 間 の お

話 をする よう に割 り当 て られ た こ とを話 し

て下 さい ま した。 それ を聞 い て僕 は， 恐 ろ

しいです ね と言い ま した。 す る と監督 は，

そ の半分 の時 間だ っ た ら どうか とお っ し ゃ

る ので， その 方が は るか に いい で し ょう と

言 う と， そ の分 の時 間 を僕 に話 して ほ し い

とお っし ゃい ました。 僕 は驚 きの余 りあん

ぐ りと口 を開け て， 返す 言葉 もあ りません

で した。 しか し， 今 晩 この よ うに お話 で き

る機会 を心 か ら感謝 して いま す。

これ か ら少 しの 間，僕 自身 の こ とや ，監

督，定 員会 の ア ドバ イザ ー， そ して ア ロン

神権定 員会 で 活発化 を促 すた め に行 な った

幾つ かの事 柄 についてお話 した いと思います。

まず，僕 た ちの 監督 は大 変 忙 しい 人で す。

時 には僕 と一 緒 に楽 しい 時間 を過 ごして 下

さいます。 特 に面 接の 時 間は 楽 しい時 間 で

す。 定員 会の 活動 に も参加 して くれ ます。

また ピンゲ ル監督 は，素 晴 らしいア ドバイザ

ー を時 間 をか けて慎 重 に召 して下 さ るので ，

とて もうれ しく思 い ます。例 えば， コ ネル

兄 弟の ような ア ドバ イザー で す。

コ ネル兄 弟 は改宗 した ばか りで したが，

教 師定員会 のア ドバ イザ ー に召 され ま した。

その 時僕 は14歳 で， 定員 会。の一 貝 にな っ た

ばか りで した。 短気 で かん しゃ く持 ちで，

そ の性質 を抑 える のは大 変 で した。 しか し，

そ ん な僕 が 会長 に召 され たの です。

あ る時，僕 たち ワ ー ド部 の若 い男性 は，

家 か ら約300キ ロほ どの， イ ンデ ィアナ州

にあ るほ ら穴 に探 険旅 行 に行 き ま した。10

月の 肌寒 い気候 の頃 で した。 僕 はあ る事 で

とて も腹 を立 て て しま い，歩 いて家 に帰 る

と言 い張 って，長 い道 の りを歩 き始 め ま し

た。 しば らく歩 い て行 っ たので すが ，僕 た

ち のグ ルー プ の車 はみ ん な僕 を追 い越 して

行 き ま した。 僕 の所 を通 過 す る時 も， スピ
あ

一 ドも落 と し て く れ ま せ ん で した 。・僕 は 唖

ぜん

然 として 「何 て こっ た。 みん な，僕 を置 い

て い く気 なん だ」 と思 い ま した。 そ の時 う

しろ を振 り返 る と， コ ネル兄 弟が 追 いか け

て くるの が見 えま した。 僕 は，決 ま りが 悪

くて， も じも じして い ま したが， 立 ち止 ま

って， コネ ル兄弟 が 追 い付 い て くるの を待

ち ま した。 彼 は， 僕 を ひ と りで家 にか えす

わ けに はい か ない か ら一 緒 につい て い って

あ げ よう と言 い ま した。 ふ た りで8キ ロ ほ

ど歩 きま した。 その間 にコ ネル兄 弟 は，僕

が 自分 の興 奮 しやすい性 質 に気づ き素直 にな

れ る よ う助 け て下 さ い ま した。 前 もって 打

ち合わせを したらしく，一 台 の車 が戻 っ てき

て僕 た ちを乗 せ て くれ ま した。 こ の時 か ら，
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コネル 兄弟 と僕 との素 晴 ら しい友情 が始 ま

ったの で す。 コ ネル兄 弟 はア ドバ イザ ー の

責任 にあ る間 中，僕 に短 気 を抑 え る こ とや，

エ ネル ギ ーを建 設 的 な ことに 向け る こ とを

教 えて くれ ました。 また， 彼 の家 の屋 根 の

張 り替 え を手伝 わ せて もら った り， 子 守 り

を させ て も らった こ と もあ りま した。 コネ

ル兄 弟 は， 福音 につ いて， そ して どの よう

に， 他 の 人々 に心 を配 る かに つい て教 え て

くれ ま した。

ある 時， 会長 会 の集 会 で， コ ネル兄 弟 は

ひ と り不 活 発 な会 員が い る こと を指 摘 し，

ど のよ う に して彼 を活 発 にす る こ とが で き

る か と僕 たち に問 いか け ま した。僕 たち は

そ の会 員 を次 回の ほ ら穴探 険旅 行 に誘 うこ

とに決 め ま した。 マ イク は僕 たち の誘 い に

応 じ， み んな で とて も楽 しい時 を過.ごしま

した。 ま た， 僕 た ちは マ イク をそ の外 の活

動 に も数 回招 き ま した。 彼 は野 外活 動 を一

番喜 ん で いま した。 そ の後 マ イク はカ リフ

ォルニ ア州 に 引っ越 して しま いま した が，

今 夜 の話 を聞 いて くれ て いる と思 いま す。

この 夏， 僕 たち の ワー ド部 の執 事 定 員会

は ふた りの会員 を活発 化 し，3人 の非 会 員

を教 会 に導 き ま した。 ま た， シオ ンの 陣営

の通 過 した道 をカ ー トラ ン ドか らデ イ トン

ま で430キ ロ， 自転 車 で走破 し ま した。 執

事 やア ドバ イ ザー を初 め， 監督 や大 勢 の両

親 たち ま で もが 一 隊 とな って土 曜 日には カ

ー トラ ン ドに到 着 しま した。 翌 日は教 会 の

集会 に 出席 し，教 会 の 史跡 を見 学 しま した。

夜 には フ ァ イ ア サ イ ドを して ，翌 月曜 日

の朝 に は再 び 自転 車 に乗 って帰途 に着 き ま

した。 デ イ トンま で戻 る のに1週 間か か り

ま した。 キ ャンプ を張 っ て一 夜 を過 ご した
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り， 雨 の 中を走行 した り， 車 と競 走 した り

しま したが， 中で も一 番素 晴 ら しか っ たの

は， 彼 らの中 に身体 障害 者 の少年 が ひ と り

い たの で すが， そ の少年 が最 後 ま でグ ルー

プ と共 に長 い道 の りを完走 したこ とで した。

僕 たちの ワー ド部 で は早 朝セ ミナ リーが 開

か れて い ます。 僕 は毎 朝5時15分 に起 き ま

す。 で すか ら学校 で寝 て し まう とい うこ と

の ない よ うに， 夜 は早 く床 に就 か なけれ ば

な りませ ん。 また， 読 書 クラ ブが ある ので

聖 典 を読 み，教 会 や予 言者 につい て学 ぶ助

け とな ってい ます。 僕 の通 うパ イスク ール

には3年 生 が約750人 ほ どい て， モル モ ン

は僕 を含 めて ふた りしか い ません。 で すか

ら毎 朝 セ ミナ リー で， ワ ー ド部 の 同年代 の

青 少年 と顔 を合 わ せ る ことは， 僕 に とって

教 会の標 準 を維 持 して い くた めの大 きな力

とな って い ます。 ま た僕 は， セ ミナ リーの

会長 会 や定 員会 の 会長 会 の責 任 を持 つ こ と

によ って， 集会 の 司会 の仕 方 も覚 え ま した。

セ ミナ リーを初 め， 定 員会 活動 ，定 員会 ア

ドバ イザ ー，監 督 の お陰 で，僕 は 自分 の興

奮 しや す い性 質 を抑 え， あ り余 ったエ ネ ル

ギ ー を建 設 的 に使 うこ とがで きる よ うに な

りま した。 こう した こ とは，伝 道期 間 中 も

そ の後結 婚 して， 親 にな って か ら も役立 つ

こ とだ ろ う と思 い ます。

ア ロ ン神 権 と若 い男性 のプ ロ グラム は 人

を動 か し， 変 える プ ログ ラム です。 このプ

ロ グ ラム によ って僕 自身 の生 活が変 わ りま

した。 そ して僕 は他 の 若 い男性 の生 活 が変

わ るの を見 て き ま した。 以上 の ことを イエ

ス ・・キ リス トのみ 名 を通 して 申 し上 げ ます。

ア ー メ ン。
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アロン神権者に新たな活力を吹き込あ

七十人第一定員会会員 ロバ ー ト・L・バ ックマ ン

キ
ンボ ール 大管 長 は次 の よう に宣 言 さ

r』

れ まし た。

「ア ロ ン神 権 定員 会 を活 発化 し
， メル ケ

ゼ デ ク神 権定 員 会 を 目覚 め させ る こ とに よ

り， 教 会 のすべ て のプ ロ グラム に 良 い影 響

を与 える こ とが で き る。」

で は どうすれ ば ア ロ ン神権 定 員会 を活発

化 で きる で し ょうか。

まず第1に ， 定 員会 自体 の援 助 手段 につ

いて考 え る ことで す。

神権 者 はす べて ，定 員会 に属 す る特 権 と，

その 活動 に参加 す る権 利 を持 って い ます。

私 た ちは その権 利 を 拒 むこ とは で きませ ん。

しか し手 を差 し伸 べ ず にい るな らば， その

権 利 を拒 んで い る こと にな ります5

神 権定 員会 が組 織 され た 目的 は， 兄弟 愛

をはぐくみ1奉 仕 を行 ない，福 音 の原 則 や神

権者としでの責 任 を学 ぶための場 を提供 す る

た めで す。私 た ち はこれ らの 目的 につ いて

思 いめ ぐ らし， 自分 の ユニ ッ トの定 員会 が

正 しく組 織 され， 運 営 され て いるか 問 い正

してみ る必要 が あ りま す。

会長 会 は正 し く組 織 され， その責 任 につ

いて よ く教 え られ， 同年 代 の若 い 男性 を導

く責 任 を 自覚 して い るで し ょうか。 会長 会

は毎週 集会 を 開 き， 意義 のあ る定 員会 活動

を企画 じ， 実行 して いる で し ょうか。

「アロ ン神 権定 員会 ガ イ ドブッ ク」 は
，

定 員会 会長 会 とア ドバ イザー の ため の訓練

用資料 と して 出版 され た もの です。 定 員 会

ア ドバイ ザー は，毎 週 開 かれ る定 員 会の 会

長 会 で， この10課 か らな る レ ッス ンを教 え

る必要 が あ ります。

会長 会 が各 々 の責 任 につ いて 自覚 す る と，

定 員 会の 会員 と共 にプ ログ ラム を企 画 して

実 行 す るよ う にな ります。 その 中 には特 別

な助 け を必要 とす る人々 の活 発化 も含 まれ

ます。 定 員会 の 活発 会員 を使 って良 い意 味

での 仲 間意識 に働 きか け，不 活 発 な会 員 を

愛 とい たわ りを もって包む ようにするのです。

活 発化 を促 進 す るた め に， 定 員会 会長 会

は特 定 の会 員 に， 不 活発 な若 い男性 を フ ェ

ロ ー シ ップ す る割 り当 て を与 え， その 結果

を報 告 して もらい ます。 賢明 な会長 会 は，

全 員の興 味 を 引 くよ うな活動 を計画 しま す。

また， 定 員会 の若 い 男性 の家 庭 を戸 別訪

問 します。

「マ ー ク ・ピー ター ソ ンは今 年 の3月 に

執事 に聖任 され ま した。 その 日教 会か ら戻

る と， 電話 が 鳴 りま した。 執事 定 員会 の 会

長 か らで， 定 員 会 の 会 長 が マ ー ク と両 親

を訪 問 した い とい うこ とで した。 訪 問の 時

間 が決 め られ ました。 約 束 の時 間 にな る と，

玄 関 のベ ルが 鳴 りまし た。 玄 関 には， 会 長

会 の4人 が背 広 に 白い シ ャツ， ネ クタ イ と

い う姿 で，聖 典 を持 って 立 って い ま した。

彼 らはマ ー クや両 親 と共 に座 る と， まず

祈 りを捧 げ， それか らア ジ ェンダ を手渡 し

ま した。

会 長 は聖典 を開 き， マー ク と父親 に聖句
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を読 む よ うに言 い ま した。 それ は アロ ン神

権 の権 能 と執 事 の義 務 に関 す る もので した。

それ が 終わ る と， 会長 は マー クの 責任 と

義務 につ いて 説 明 しま した。 服装 や 聖 餐の

パ ス の仕 方， メッセ ン ジ ャー として の態 度，

断 食献 金 の集 め方 な ど につ いて話 しま した。

そ して，何 か 質 問が あ りますか と尋 ね ました。

最 後 に， マ ー クを 定貝 会 に歓 迎 す る こ と

を伝 え， 援 助 が必 要 な時 には喜 ん で助 け ま

す と言 い ま した。 彼 らが 帰 る と， マ ー クは

目を皿 の よ うに大 き く開 いて 父親 に言 いま

した。 『素 晴 ら しい 人た ちだね 』。」

実 に， アロ ン神権 定 員会 は いず れ も強 い

兄弟 愛 で結 ば れて い ま した。 だれ もが こう

言 い ま した。「私 には，私 の こと を本 当 に思

って くれ る兄弟 ，私 をか ばい， 支持 して く

れ る兄弟 ， 私 の誤 りを正 して くれ る兄 弟 が

い ます。」

第2に ， ア ドバ イ ザー を務 める 兄弟 が，

ア ロ ン神 権 者 の人生 に どのよ うな奇 跡 を も

た らすか とい う ことで す。

若 い 男性 と アロ ン神権 ア ドバイ ザー との

関係 が どの よ うな状 態 に あるか に よ り， 若

い男性 の生 活 に もた らされ る結 果 の 多 くが

決 ま ります。 この関 係 は，若 い男性 が神 権

昇 進 を受 け る ご とに ます ます大切 に なって

き ます。事 実 それ は，祭 司 の年 代 の若 い 男

性 の宗 教 心 と経 験 の程 を最 も的確 に表 わ し

てい ます。

父 親や 家族 か ら独 立 しつつ ある若 い 男性

に， 理 想 的 な イメ ー ジを与 え る こ とので き

る人 をア ドバ イザー として選 ぶ こ とは非 常

に大切 な ことで す。

若 い男性 は，心 か ら関 心 を示 して くれ る

人に対 して， 一 夜 に して 反応 を示 し ます。

しか し， 若 い 男性 と親 しい関係 を築 き， 彼

らの信 頼 を得 ， 自分 に従 って くる よ うに さ
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せ るた め には， あ る程 度 の時 間 が必要 で す。

ア ドバ イザー は効 果的 な訓 練 を必要 と し

て います。「ア ロン 神 権 定 員 会 ガイ ドブ ッ

ク 」 に は，監 督会 が施 す 訓練 の ため の情報

や 資 料， 予定 表 な どが記 載 され てい ます。

ど うかア ドバ イザ ー の訓 練 を行 な うよ うに

して下 さい。

第3に ， 主 は監 督 をア ロ ン神 権 の会 長 と

して 召さ れた とい うこ とです。 キ ンボー ル

大 管長 は 監督 に対 して， この 召 しが 第1の

最 も大切 な責 任で あ ると勧 告 して い ます。

す べ ての アロ ン神権 者 は， 主 が監 督 を頭 と

し， また模 範 として 召され た こ と と， 何事

にお いて も安 心 して監 督 の模 範 に従 うこ と

が で きる こ とを理解 す る必要 があ ります。

監督 は アロ ン神権 の会長 と して， アロ ン

神権 者一 人一 人 に個 人的 な注意 を 払 う必要

が あ りま す。 自分 はひ と りぼ っち で， だれ

か ら も相 手 に され な いな ど と思 う若 い男性

が ワー ド部 に いて は な りませ ん。 ア ロン神

権者 は， 監督 が 近 づ きやす い， 人 の気持 ち

の よ くわか る僕 で あ り， 信 頼 のお け る人，

尊敬 で き る人 であ る こ とを知 る必要 が あ り

ま す。

監 督 は，教 会 とい う限 られ たわ くの 中だ

け でア ロ ン神 権 者 を知 る だけで は十 分 では

あ りませ ん。 監 督 は， 説教壇 を降 り， ネク

タ イを 外 して， ア ロ ン神 権者 た ち を生の 姿

で知 る必 要 が あ ります。

私 の親 しい友 人 で，監 督 と して立 派 な働

き を した 人が います。 彼 が監 督 として在 任

中 に， ステ ーキ 部長 が各 ワー ド部か ら少年

少女 を呼 ん で， 監督 との関係 につ いて話 し

合 い ました。 ステ ーキ部 長が 「何 か とて も

深刻 な問 題が あ っ た ら監 督 に相談 しますか」

と尋 ね る と， ほ とん どの青 少年 が 「しない

と思 い ます」 と答 えま した。 その理 由 を聞
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いてみ る と驚い たことに，「監督 は ま じめす

ぎ る」 とい うの です 。一 方 これ は私 の

友 人の名誉 にな ることですが 友 人のワー

ド部の青 少 年 は，「私 たち の監督 は違 いま す。

ま じめな だけ で はあ りませ ん」 と答 えた そ

うで す。

監 督が 若 人に与 え る大 きな 影響 は， 非 公

式 な場 や活動 ， ス カウ テ ィング， 奉仕 ， ス

ポ ーツ な ど， ひ と りの 人間 と して知 り合 え

る よ うな場所 で 与 え られ るこ とが 多い ので

す。

最近， ステ ーキ部 とワー ド部 の神 権指 導

者 の主 催 でキ ャ ンプが行 なわれ ま した。 私

はあ る若 い男性 に， 指 導者 につい て ど う思

うか尋 ね てみ ま した。 彼 は次 の よ うに答 え

ま した。

「ぽ くは ステ ーキ部 長 や監 督 の そば に行

くといつ もび くび く して い ま した。 どう い

う訳 か， いつ で も面 接 され て いる よ うな気

持 ちが し たので す。 で もキ ャンプ しな が ら

一 緒 に生 活 してい る うち に友達 に な りま し

た。 この次 の面 接 の時 は， キ ャ ンプの 思 い

出 につ い て話 します。」

主が ， 監督 を祭 司定 員会 の 会長 として働

くよ うに召 され た こと に注意 して 下 さい。

その会 長 会の 特権 として 監督 は， 他 の 人に

は委任 す る こ とので き ない， 特別 な鍵 を与

え られ てい ます。 監督 は，一 人一 人の祭 司

と友 人 にな り， 彼 らが個 人 と して また グル

ープ として何 を必要 として いるかを常 に察 知

し，祭司 との間に兄 弟愛 と友情 を はぐくむよ

うに求 め られ てい ます。 監 督 がそ の鍵 を行

使 して ，教 会 の教義 と標 準 を祭 司 に守 らせ

るな らぼ， 横道 にそれ る よ うな祭 司 はひ と

りもいな くな るで しょ う。

デ ビ ッ ド・0・マ ッケ イ大 管 長 は監督 に対

し， 注意深 く言葉 を選 ん で， 祭 司の会 長 と

68

して の 召 しと責 任の 重要 性 を次 の よ うに 説

い てい ます。「監 督 の皆 さ ん。祭 司定 員 会 と

は何 なので しょ うか。定 貝 会 の会長 であ る

皆 さん に とっ て定 員会 は， ワ ー ド部 内の 友

好 的 な雰 囲気 を切望 し， 皆 さ ん が誉 れ と信

頼 と信 仰 の道 に導 かね ば な らな い若 い 男性

を， 身の 回 りに 引き 止め てお くため の もの

にす ぎ ないの で し ょうか。」

監 督の 皆 さん， どうか 各 々の 祭 司 と少 な

く と も年 に2回 ， 教 師 や執事 とは 少 なく と

も1回 ， ふ さ わ しさ と霊 的 成長 を 図 るた め

の面 接 を して下 さ い。 目標 を 設定 で きる よ

う助 けて下 さ い。 メ ルケ ゼデ ク神権 の誓詞

と誓約 が理 解 で きる よ う教 えて下 さ い。伝

道 と神 殿 結婚 の備 え がで き る よう援助 して

下 さい。 不活 発 な少年 と も面 接 を し，定 員

会 に活発 に参 加 す るよ うチ ャ レ ンジを与 え

て下 さ い。 ま た副監 督 た ちが，執 事 や教 師

と少 な く と も年 に1回 面 接 す るよ う に手 配

して下 さ い。

面接 を個 人 的な もの に して下 さ い。 意義

の ある もの と して下 さ い。 あな たが 思 いや

りを示 して下 さい。1対1の ，心 と心 を通

わ せ る機 会は， 若 い 男性 を導 くうえ で計 り

知 れ ない価 値 を持 つ もの です。

皆 さんの 素 晴 ら しい影 響 力が青 少年 に及

ぶ よう に願 って い ます。 皆 さん が，青 少年

を愛 す るな らば， その愛 は 彼 らの心 に 永遠

に残 る こ とで し ょう。

第4に ， ア ロ ン神 権定 員 会 のプ ログ ラム

は， 教 会の 教義 を学 ぶ だけ で な く， 神権 の

目的 に添 った， バ ラ ンスの とれた 活動 を通

して， 教義 を 実践 す る機会 を提 供 す る とい

うことで す。「アロ ン神権 定 員会 ガ イ ドブッ

クJに は， 実 りある経 験 をす る ため に効果

的 な計 画 の立 て方 が教 えられ て い ます。

若 い 男性 の 活動 は すべ て定 員会 が主 体 と



な っ た もので な けれ ば な りませ ん。 す なわ

ち 定員 会 が指 導 し， 計画 す るの です。

これ らの活 動 を定期 的 に行 な う こ とが天

切 です。 教会 の手 引きによれば，定 員 会 は 日

曜 日以 外 の 日に毎 週 活動 を行 な い， ま た少

な くと も月 に1度 若 い女性 との合 同活動 を

行 な い ます。 これ らの指 示 に従 う と良 い習

慣 がで きます。 しか し活動 が ， 時々 あ るい

は 必要 な時 にだ け しか行 なわ れ なか っ た り

す る と，プ ログ ラム の成功 に欠 く こ とので

き な い継続 性 が失 わ れて しまい ます。 前 も

って計 画 して 下 さ い。 少 な く とも3カ 月前

か ら， で きれ ば1年 前か ら計 画 を立 て て下

さ い。 慎重 に行事 予定 を立て ，十 分 計画 を

練 る こ とに よ り， 立 派 に事 を行 な う時 間的

な余 裕 が生 まれ， 若 い 人を 引き付 け る こ と

に な り ます。

若 い 男性 の持 つ い ろ いろ な興味 や， 技 術，

性 格 を考慮 に入れ な が ら， す べ ての援 助 手

段 を利 用 して一 人一 人の 少年 に手 を差 し伸

べ る こ とは絶 対 に必要 なこ とで す。

援 助 手段 の 中で も， スカ ウテ ィング は，

若 い男性 を教 会 に引 き付 け るプ ロ グラ ム と

してす で に 多くの 成果 をあ げて い ます。 ス
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カ ウテ ィングは 少年 た ちの興 味 を 引く もの

であ り， イ ーグ ル(富 士 〉 の階級 へ の道 は

価 値 あ る 目標 を 立て， それ を実現 す る助 け

と なる もの です。 どう いう訳 か， イー グル

の階 級 に到達 す る若 い 男性 と伝道 に出る若

人 との 間に は相 関関係 が あ るよ うで す。

この夏 ア リゾ ナで行 なわれ た地 域 キ ャン

プ で，1，150人 の スカ ウ トの栄 誉 をたたえ

る会 が催 され ま した。 その会 で， イー グル

の スカ ウ トの一 人一 人が伝 道 に 出 るとい う

決 意 を表 明 しま した。

キ ャンプ やパ イ キ ングや 冒険 は，若 い 男

性 が 人 との交 流 を楽 しみ， 成 人指 導者 との

健 全 な関係 を築 く うえで， 素 晴 ら しい機会

と な ります。 それ は今 日で はめ った に経験

で きな い もので す。一 人前 にな る にはた だ

年 を取 れ ば よい と いう もの では あ りませ ん。

一 人前 にな るに は
， 若 い男性 に あ る男 らし

そな

さ を具 え， 忍耐 力 を養 い， 世 の 中 に挑 み，

そ して 自分 にで き る と思 って い た こと以上

の成果 をあ げな けれ ば な りませ ん。 それ が

人格 と 男 らしさ を築 くの で す。

あ る ひ と りの小 柄 な スカ ウ トが，持 ち上

げ るの も難 しそ う な重 い リュ ックサ ッ クを

背 負って， 山中 の80キ ロハ イキ ン グに 出か

け ま した。 彼 は苦 労 して 進 みな が ら何 度 か

あ きらめ て しま お う と思 い ま したが， とう

と う最 後 ま で歩 き通 しま した。 パ イキ ング

の後， 彼 は額 に 入 った地 図 の前 に立 つ と，

自分 の通 っ て来 た道 を指 で た ど りなが ら叫

び ま した。 「お まえ を征服 した ぞ ㌧

どれほ どの若 い 男性 が競 技会 を通 じて教

会 に改宗 してい るで しょうか 。 また どれ ほ

ど 多くの 人が ス ポー ップ ロ グラ ム を通 して

不 活 発か ら救 われ て い るの で し ょうか。若

い 男性 が 成長 す る・と， 教 会で 最 も人気 の あ

る活動 は， チー ムで行 なう スポ ーツ だ そう
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です。 だ か らとい って 活動 の 日に成 人の指

導 を受 け ずに， バ スケ ッ、トを して い い とい

うの では あ りませ ん。 ス ポー ツ活動 は， 若

い 男性 の興 味 に合 わせ て幅 広 く行 な う こ と

がで きま す。 例 えば， バ スケ ッ トボ ール，

ソフ トボ ール， バ レーボ ール， サ ッカー，

レス リング， ボ ク シング， サ イ ク リン グ，

水泳 な どがあ ります。 スポ7ツ を通 して 不

活発 な若 い男性 のほ とん どの 関心 を引 く こ

とが で きます。 また， 定 員会 の会 員 が チー

ム と して 競 う時 に兄 弟愛 が築 か れ る こと に

な ります。

若 い 男性 の 中には ， 同 じ太 鼓 の音 で 踊 ら

な い 人もい ます。 運動 を好 ま ない と ころか

ら， 仲 間は ずれ に され る若 人が い ます。 ス

ポ ーツ マ ンでは な いが演 劇 に優 れ た才能 を

持 つ若 い 男性 が い ま した。 ワ ー ド部 の劇 や

ロー ドシ ョーの 時 な ど， 私 た ちは いつ で も

その少年 マ イ クの優 れ た演 技 に期待 した も

の です。

マ イク は若 く して ワー ド部 の回転 ステ ー

ジ劇 の演 出に携 わ りま した。 現 在 彼 は大 き

な大学 で 演劇 を教 え てお り，教 会 の忠 実 な

会 員 で もあ ります。 特 別 な人 にな り， 何事

か に秀 で るあ の機 会 がな か ったな ら， 彼 を

失 ってい たか もしれ ませ ん。 故意 にでは あ

りません が，最 近 文化 芸 術が お ろ そか にさ

れ て きて い ます。 ワ ー ド部や ステー キ部 は

教 会 本部 か ら指示 を受 け るの で は なく， 自

分 たちで 活動 を選 べ る よう にな りま した。

これ は教 会 の世 界的 な発 展 に よ り必 要 に な

っ たこ とな ので すが ， 中 には文化 芸 術 を も

は や奨励 しな くて よい と受 け とっ た人 が い

る よ うです。 ワー ド部 や ステ ーキ部 の 活動

委 員会 は， 監督 会 や定 員会， 若 い女 性 の ク

ラ スが， 監 督会青 少年委 員 会 を通 して 企画

さ れた 音楽 や演劇 ，・弁論 ， ダ ン スな どの文
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化関 係 の活動 を遂行 す るの を助 け る ため に

あ ります。 これ らの文化 活 動 も また幅 広 く，

ア ロ ン神 権 定 員会 の活動 や 兄弟 愛 を促 進 す

る う えで貴 重 な援助 手段 のひ とつ で す。

どうか若 い 男性 に， 奉仕 活動 に よって 身

と霊 を強化 す る機 会 を与 えて下 さい。 私 た

ちは もて なす こ とばか りして， 若 い 男性 を

観 客 と しての役 にま わ して し まう こ とが 多

い ようで す。 彼 らは 活動 に参加 す るこ と に

よ って成 長 しま す。 奉 仕 を通 して同 胞 に対

す る愛 をは ぐくむ と同時 に，自分 の欠点や も

ろさを忘 れることができるのです。 若 い 男性

は， 意義 あ る奉仕 に携 わ る機 会 が早 けれ ば

早 いほ ど神権 者 と して の責 任 を早 く理解 す

る こ とが で き ます。 ま た真 に兄 弟 を守 る者

と な るため に 自分 に どれ だ けの 能 力が あ る

か を知 り， 永遠 の幸 福 への鍵 を見 い だす こ

とがで き ます。 奉仕 す る こ とによ って， す

べ ての定 貝 会 の会 員は 自分 が必 要 と され て

い る こ とを知 るで しょう。 た とえ不 活 発 な

会 員で あ って も， ほか の 人の生 活 に祝 福 を

与 え るよ うに とい う招 き には 応 じる で し ょ

う。

これ らの活動 は すべ て健 全 な環 境 を与 え

る もので あ り， そ こか ら人間 関係 も確 立 さ

れ て くる ので す。 これ は 大切 な こ とでは な

い で し ょうか。 デ ビッ ド・0・マ ッケイ大 管

長 は 次の よ う に述 べ て います。「ワー ド部 の

霊 性 は， その ワー ド部 の 若 人の 活動 に比 例

す る。」

ここで 費用 につ いて少 し申 し上 げ な けれ

ば な りませ ん。教 会 幹部 の方 々は， 聖徒 た

ちの お金 の使 い方 につ いて特 に注意 す る よ

う に と勧 告 してい ます。 私 た ち， 若 人 の活

動 に携 わ っで いる者 は， ステ ーキ部 や ワ ー

ド部 の予 算 の かな りの 額 と家族 が 負担 す る

教 会 関係 の出 費の うち， 予 算 外の 出費 の ほ



とん ど が， 競 技 会 や ス カ ウ テ ィ ング， ダ

ンス， 演劇， ユー ス カ ンフ ァ レンス な どの

若 人の 活動 に 関係 した もので あ るこ とを知

って い ます。 事 実， 若 人 の活動 には お金 が

かか ります。

か とい って若 人 の活動 をな くそ う とす る

意図 は ま った くあ りません。 も しそ のよ う

な こ とを した ら，私 たちは 大変 な誤 りを犯

す こ とにな ります。 この問 題 につ いて， ヒ

ン ク レー副管 長 は総 大会 で 次の よ う に述べ

ています。「私 たち はお 金 を惜 しむ ので は あ

り ません。 賢明 に使 いな さい と言 って い る

ので す。」1ド ル 費用 をか け る ご とに，若 い

男性 の価 値 と いう こ とを是非 考 え て下 さ い。

適 確 な判 断 力 を働か せ て下 さ い。 若 人の必

要 を満 た す の に 多額 の お金 を費 やす 必要 は

あ りませ ん。 た と え高度 な屋 外 活動 で あ っ

て も， 豪 華 な， お金 のか か る旅行 をす る必

要 は ない の です。 ユ ー スカ ンフ ァ レ ンスだ

か らとい って ，遠 く離れ た場 所 で開 く必 要

もあ りません。 ス カウ デ ィング や競 技会 ，

そ の他 の プ ログ ラム の ための 費用 を 若 い男

性 に かせ が せ るの は，悪 いこ とで しょう か。

若 人 は働 きな が ら， 人生 の現 実 につ いて価

値 あ る教 訓 を学 んで い くに違 い あ りませ ん。

デ ル ワー ス ・ヤ ング長 老 は亡 くな られ る 少

し前 に， 私 た ち若 い 男性 中央管 理 会 に対 し，

若 人 に何 で も与 える こ との危 険 につ いて話

を され ま した。 ヤ ング長老 は テ ン トや リ ュ

ックサ ック， ス トー ブ，寝 袋， 食器 な どを

作 るた めの 型紙 を広 げて， 若 人 たちが 自分

の手 で キ ャ ンプ 道具 一 式 を作 る こ とによ り，

心 の 成長 と誇 りとを得 た こ とにつ い て話 さ

れ た の です。

可 能 な限 りあ らゆ る援 助 手段 を利用 して，

ア ロ ン神 権 定員 会 に活 気 を与 え るよ う・に す

れ ば， 私 た ちは 必 ず若 い 男性 と心 が通 う よ
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うに な ります。 さ ら に， この よう に しっか

り した若 い男性 が あ る年 齢 に達 して， メル

ケ ゼ デク神権 に属 け る誓詞 と誓約 を交わ し，

そ の信仰 と献 身 と忠 実 さ を長 老 定員 会 に伝

え て いく なら ば， メル ケゼ デ ク神権 定員 会

が 目覚 め るこ とに なる で し ょう。 ひいて は，

教会 の すべ ての プ ロ グラム が良 い影 響 を受

け る こと にな るので す。

教 会 の若 い 男性 の 会長 会 と して， 私 たち

は こ こで， ステ ー キ部長 ，監 督， ア ドバ ィ

ザ ー，成 人指 導 者， 定員 会会 長 会お よび 定

員会 会員 の方 々 に， 現在 不活 発 の定 員会 会

員 を3人 選 ぶ よう にチ ャ レン ジし ます。 定

員会 が小 規模 の場 合 は， 会員 で ない 人を3

人選 んで 下 さい。 これか ら1年 間 に3人 ，

と いう こ とは4カ 月ご とにわ ず かひ とり と

い うこ と にな ります が， あ らゆ る援助 手段

を使 って3人 の若 い 男性 を活 発化 ， ある い

は改宗 して下 さ い。 来年 度， ひ とつ の定 員

会 か ら3人 とは， 定 員会一 づ 一 つを取 りあ

げて みた らわ ず かな こ とか も しれ ませ ん が，

教 会 全体 か ら見れ ば， 現 在定 員会 の助 け な

く して暗 やみ でつ ま ずい て いる約10万 人 の

若 い 男性 が活 発 にな り， 定員 会 に参加 す る

こ とにな るの で す。 私 は 若い 男性 の会 長 に

召 さ れた 時 「こ の世 代 の青 少年 を救 い主 の

再 臨 に備 えさ せ るプ ログ ラム を計 画 する よ

うに」 とい うチ ャ レン ジを受 け ま した。 私

は 成 人指導 者 と若 人 の皆 さん に， 同 じチ ャ、

レ ンジを した い と思 いま す。青 少年 とい う

世代 は， 特 別 な任務 を負 った素 晴 ら しい世

代 で ある こ とを証 します。 私 た ちが これ ら

の 高貴 な若 人 に十分 な時 間 と関 心 と思 いや

りを注 い で， 彼 らを前途 に横 たわ る様 々な

経験 に， と りわ け伝 道 に備 え させ る ことが

で き ます よう に， イエ ス ・キ リス トのみ 名

を通 して お祈 りします。 ア ー メ ン。
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息子の心を備えよ

管理監督会第一副監督H・ バ ー ク ・ビー ター ソン

神
権 者 の皆 さん，今 宵 ま ず初 め に，数

年 前 首都 ワ シン トンの ダ ウ ンタウ ン

か らダ レス空港 まで タク シー で向 か った 時

の貴重 な経 験 を お話 して みた い と思 い ます。

御 存 じの通 り， 短 い距 離 では あ りませ ん の

で， かな りの 時間， 運転 手 と話 をす る こ と

に な りま した。

この黒 人の 運転 手 か ら忘 れ 難 い教訓 を得

た のです。 が っし り とした体格 で100キ ロ

は ゆ うにあ る とい うこの 人 は，14歳 を頭 に

3人 の息 子 の父親 で した。 郵 便局 に勤 めて

い る彼 は，家 計 の足 しに と仕 事 が終 わ る と

タク シーの運 転 を して いる と いう こ とです 。

「これ で も夕食 まで に は毎 晩 ちゃん と家 に

帰 るん です よ。」

「奥 さん は さぞか し料 理 が上 手 なん で し

ょうね」 と私 が 言 う と，

「ええヨ という返事 で した。 で も それ が

理 由で早 く帰 るわ けで は ない よう で した。

遅 くなっ て も食べ られ るは ず だか らで す。

その 人は言 いま した。「私 が早 く家 に帰 る の

は，息子 と一 緒 に い られ るか らで す。14歳

の息子 は私 と同 じく らい背 が伸 び て きて い

るん です よ。 あ と2，3年 した ら私 を追 い越

して しま うで し ょう。 そ の時 が来 た ら， 私

の愛 と尊敬 が通 じて， む こ う も私 に対 して

愛 と尊敬 の念 を抱 い てい る時 しか， あの子

は私 の言 う ことを 聞 いて くれ ない， そん な

気 が する んで す。 だか ら，今 私 は毎 晩， ボ

ール遊 び を した り
， 宿 題 を一緒 に した りす

る し， そ うで な けれ ばそ の 日に あっ た こと

を聞 いて やる ん です。今 は，子 供 と一 緒 に

過 ごす ひ と時 が， お金 や， お 金 で買 える何

もの に もま して大切 に思 え るん です よ。」

最 近 ，私 た ち の示 す模 範 が， 良 かれ 悪 し

か れ， 子供 た ち の行 ない や 人生 に どの よう

に反映 さ れ るの か考 えて い ま した。 例 えば
けん か

父親 が母親 と喧嘩 した り，乱 暴 な言葉 をは

いた り，母 親 を傷 つ けるようなことを言 った

りす るの を耳 にす る子 供 は どん な こ とを考

え るのか心 配 にな ります。 父親 が 日曜 日に，

ハ ンテ ィ ング に出か け た り， 庭仕 事 を した

り，安 息 日に買 い物 に 出か け る時，子 供 は

ど こに価値 観 を置 くの で し ょうか。 父親 が

監 督 や ホー ム テ ィチ ャー， 日曜学 校 の教 師，

果 て は予 言者 に至 る まで批判 して いる の を

聞 いた と した ら，子 供 の心 に いつ まで も消

え る ことの な い印象 を残 して いる ので は な

いで し ょうか。 た と えそれ がわ ずか で あ っ

て も，影 響 を及 ぽ して い るの では ない で し

ようか。

父 親 が制 限速 度40キ ロ の ところ を60キ ロ

で， あ る いは50キ ロの ところ を75キ ロで走

る時 ，14歳 の アロ ン神権 者 は国 の法 律 を ど

う思 うので しょ うか。不 正 直 な行 ない で，

子供 の 注意 を 引 くこ との ない ほ ど小 さい も

の な どあ り得 るの で し ょうか。 父親 が， 神
ぽうとく

の み名 をみ だ りに唱 えた り， 神 を 冒漕 す る

言葉 を連 発 す るの を聞 い て育 った子 供 は，

成長 した時 それ が真 の男 の姿 ， メル ケゼ デ
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ク神 権 者 の姿 であ る と思 う よう にな るで し

ょうか。

神 権者 の標 準 に反す る行 な いが あ って も，

ふ つ う、自、子 は父 親 を愛 し， 父親 こそ一 番偉

大 な人 だ と思 って いる ので は ない で し ょう

か。 で すか ら息子 は， 父親 の よ うにな りた

い と思 うの か も しれ ま せん。 そ う考 え てみ

る と， その よ うな少年 は神権 や権 威 や従 順

を尊重 す る よ うに なる ので しょ うか。 もし

父親 が 間違 った シグナ ルを常 に送 って いた

と した ら， 信 仰 や証， 献 身， 神権 指 導者 に

対 す る信頼 を伸 ばす こ とが でき る で し ょう

か。

少年 は皆 ， 自分 の 父親 は間 違 っ たこ とを

せ ず， 自分 も父親 の よ うに な りた い と思 う

時 が必 ず あ ります。 そ こに悲 劇 があ ります。

父親 が あ ま りよ くな い模 範 を示 して も， そ

れ どころか 問違 って いる時 で さ え，息 子 に

とって 父親 は 「お 父 さん だか ら こそ」，依然

と して偉 大 な 人な ので す。

多くの場 合， 信仰 の 篤 い息子 は信 仰 の篤

い 父親 か ら生 まれ， 不信 仰 な 息子 は不信 仰

な 父親 か ら生 まれ ます。 これ を聞 いて皆 さ

ん は驚 かれ ま すか。 もち ろん， 信仰 の 強 い

改宗 者 がた くさん い ますか ら，例 外 もあ り

ま す。 これ は喜 ば しい こ とで す。 しか し，

十 中八九 ， 、息、子 は 父親 の模範 に従 う こと に

な るの です。

時 に は，6歳 の子供 が 愛犬 を洗 うた め に

父親 の お気 に入 りの ア フタ ー シ ェーブ ・ロ

ー シ ョンを使 った り
，12歳 の子供 が， ボー

イ スカ ウ トで 習 った 縄の 結 び方 を練 習す る

の に父親 の新 品 の ネク タィ を3本 も使 った

り，初 め ての デ ー トか ら帰 って きた16歳 の

息子 が 車 のへ こん だ フ ェ ンダー を見せ なが

ら 「父 さ ん。 なん で こう な ったの か な」 と

言 っ た りし ます。 そん な 時 には， この子供
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た ちは 本 当 に天 か ら の授か り もの なの か と

疑 い た くな る こと もある で しょ う。 しか し，

私 は皆 さん に， 子供 たちが 本 当 に祝福 であ

る こ と と，皆 さん には子 供 に対 して神 聖 な

責 任 が あ る ことを理 解 して い ただ きた い と

思 い ます。 その た め に， 幾 つか の提案 を し

た い と思 い ます。

も し信 仰 や証 や従順 が，予 言 者 の言 うよ

う に大 切 な もの で ある な ら， 私 た ちは息子

に この確 信 を植 えつ け よ う とす る時， その

方 法 につ い て もう一 度考 え てみ る必要 が あ

るで しょう。 この こ とをいつ も心 に留 め て

お くこ とが大切 です。 なぜ な ら，、自由意志

は最 も基本 的 な福 音 の原 則 だか らで す。 無

理 や りに信 じさせ るこ とは でき ませ ん。 信

仰 や， 証 や， 従順 を押 しつ ける こ ともで き

ませ ん。信 仰 へ導 くこ とはで きて も，信 仰

を強要 す る こ とはで き ないの です。

私 が ，英雄 と考 え るモ ルモ ン経 中の偉 大

な宣 教 師 は， この 永遠 の 原則 を理解 し， 実

践 しま した。 ア ンモ ンは大 成功 を収 め ま し

た。 ほ か に数 あ る例 の中 で も， ヒラマ ンの

率 いた2，000人 の 若者 は， 彼 の努 力の結 晶

と言 え ます。 ヒラマ ンは， 人 は改宗 す る前

に， す なわ ち真 実 の言葉 を信 じる前 に， メ

ッセー ジを受 ける備 えがで き てい なけれ ば

な らな い， と教 え ま した。 こう してみ る と，

息子 を 改宗 へ と導 くた め に， 父親 にで きる

こ とは数 多 くあ ります。 父親 が 大切 な原 則

を心 に留 め て これ を実践 す る な らば， お互

いの心 が 和 ら ぎ， 父親 と息子 の 間 にあ った

障 害 は取 り除 か れ るで し ょう。 こ こで，私

た ち父親 の言 葉 を素 直 に受 け入 れ られ るよ

う，子 供 の心 を備 える方 法 につ いて考 え て

み まし ょう。

まず 第1に ，皆 さ ん の示す模 範 が もた ら

す影 響 につ いて考 えて下 さ い。 兄 弟 の皆 さ

73



」

ん，私 た ちの こ とを じっ と見 てい る人 々 の

ことを思 う時，神 権 の 力 とい う もの を忘 れ

な いで下 さい。祝 福 と， 導 き と，教 えを与

える力，赦 し忘 れ る力， 家族 に 、怠、子 に

積極的 な指 示 を与 える 力， これ が神 権 の 力

で あ り， これ は義 しい行 ない か ら生 じる も

の です。按 手 を受 けれ ば それ で よい とい う

ものでは あ りませ ん。神 権 の 力 とい う もの

は，義 しい生 活を送 った結 果 として， そ れ

を受 け る備 え ので きた 人 々に もた らされ ま

す。

今 晩 を境 に， 私 た ちそれ ぞ れの 生活 の 中

にある小 さな矛 盾 した事 柄 を抜 き取 って し

まおうで は あ りません か。 一 人一 人が ， ど

のよう なこ とにな って も， 生 活の 中 で その

清 めの道 を歩 み続 け よ うでは あ り ませ ん か。

も し， 私 たち の言葉 に行動 と矛盾 した とこ

ろがあれ ば， その 言葉 は行 な い のけ た たま

しい音 にか き消 されて 決 して 人 々の耳 に届

くこ とは あ りませ ん。

第2に ， 子供 の心 は 話 に耳 を傾 け て くれ

る父親 が いた ら， もっ と備 え られ ，素 直 に

なる という こ とで す。私 が子供 だ った ら，

自分 の父 親 に どん な 人 にな って欲 しい と思

うで しょうか。 説 教ば か りす るの で はな く，

こち らの言 う ことをも っと聞 い て くれ る人

だ とい いな と思 う ことで し ょ う。世 の 中の

父親 という もの は長 々 と説教 をす る ばか り

で，教 えるの は片 時 とい う 人が 多い よ うで

す。 父親 に 自分 の話 を聞 いて もら った少 年

の心 には，時 として素 晴 ら しい変 化 が生 じ

ます。 自分が 特別 な存 在 なの だ， 自分 が ど

こ にで もい る平 凡な12歳 ， あ る いは16歳 の

少年で はな いの だ と思 い始 め ます。 自尊 心

を植 え付 け る ことが で きるの で す。現 在 教

会が早 急に必 要 と してい る こ との ひ とつ は，

正 しい 自尊心 を持 つ若 い男性 を増 や す こ と

です。 彼 らこ そこれか らの神 の王 国 を担 う

人々で す。 父親 と、息、子 の語 らい の時 に は，
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どち らが 多 く話 して い ます か。 息子 と非常

に上 手 なつ き合 いを して い るあ る父親 は次

の よ う に言 って います。「父親 は息 子 に，口

で はなく，もっと耳 をかす 必要 が あります。」

第3に ， 父親 が 息子 の ため に時 間 を とっ

て 初 めて， 子供 は 聞 く心構 えが で きる よう

にな る とい うこ とで す。 すで に申 し上 げ た

ワ シン トンの タ ク シーの 運転 手 の言 う通 り

で す。 リチ ャー ド ・L・ エバ ンズ長老 は 次

の よ うな意 義 あ る こと を言 って い ます。

「… …物 には必 ず優 先順 位 とい う もの が

あ る。 子供 が しき りに尋 ねて くる時， これ

に返答 す る こ とは 非常 に大切 な こ とであ る。

子 供 は私 た ちに いつ で もたず ね て くるわ け

では な いし， いつ で も素 直 に教 えを受 け 入

れ る わけ で もな い。 また いつ で も耳 を傾 け

るわ けで もないか らであ る。 往 々 にして こ

ち らの都合 や 時間 は ま った く無視 して，相

手 の都 合 と時 間 に合 わせ なけ れ ばな らな い。

しか し， 誠実 に真 心込 め て答 え たな らば，

その後 も続 け て質 問 して く るだ ろ う。 つ ま

らな い質 問で も， 相手 に信頼 の おけ る こと

が わか ったな らば ，後 日さ ら に大切 な問題

が もち上 った 時 に も信 頼 を寄 せ て くる こと

だろう。」(Tho%g競sヵ70%6H%η4形4ρoフs，

5vols.，SaltLakeCitylPublishersPress，

197～，5：114-15)

子供 の心 を備 える道 は ほか にもあ ります。

批 判 す るこ との ない 父親 の姿 を、冑、子 に見 せ

て下 さ い。 直接 息 子 に対 す る批 判 で あれ，

教 会 の指導 者， 教 師， 隣 人， さ ら には 自分

の妻 に対 す る批 判 で あれ ， 人を批 判す る姿

を見せ るこ との ない よ うに して下 さ い。 特

に，少 年 の母 親 を批判 す る こ とは絶対 に慎

ん で下 さい。 父親 が息 子 に与 え る ことの で

きる もの の 中で， 母親 を愛 して いる と伝 え

る ことほ ど貴 い もの はあ りません。 人の批

判 を す るのは 難 し いこ とで はあ り ませ ん。

あ ら捜 しは簡単 です。 反 対 に， だれ し もが



持 つ弱 点 に 目をつ ぶ り，必 ず そ こに あ る光

った とこ ろ を捜 し出す ことは， 主 の真 の弟

子 で なけれ ば で きな い ことで す。

少年 に は忍耐 の あ る父親 が必 要 で す。怒

るに お そく，赦 す に早 い父親， そ して 自分

もかつ て子 供 だ った こ とを覚 えて い て小 さ

な息子 に大 人の よ うに振 る舞 う こ とを期待

しな い父親 ， そ んな 父親 が必要 とさ れて い

ます。

最近 の土 曜 日の夕方 のこ とで すが， ある

若 い家 族 が レス トラ ンで 食事 を して い ま し

た。 父親 と母 親， そ して6歳 と10歳 くらい

のふ た りの 男の子 の4人 家族 で した。6歳

の子供 が 失敗 を しま した。 する と父 親 はそ

の、憩、子 をな じ った り， 小 突 いた りして， は
しか

た 目 もはば か らぬけ ん ま くで叱 りつ け ま し

た。1それか ら食事 が 済 む まで とい う ものは ，

他 の テ ーブ ルは どこ も休 日の楽 しい雰 囲気

で華 や いで い るの に， 彼 らの テー ブ ルでは

だれ もし ゃべ ろ うとは し ません で した。 そ

の子 供 は ひ と口食べ るご と に， そ っ と父親

の方 を の ぞき見 て は顔 色 を うか が うの です 。

そ の少年 の 顔 には心 配 と恐 れ の色 が表 われ

て いて， 態 度 には お よそ子供 にな似 つ かわ

しく ない重 々 し 苓が あ りま した。

子 供 に は必要 な時 注 意 して くれ る父 親が

必要 で す。 しか しそれ 以上 に， どの よ うに

振 る舞 お う と も母 け 入れ， か わ いが り，..愛

して くれ る父親 ，、十代 の若 者 を大 人 の よう

に扱 うけれ ど も， 大 人の よ うに行動 す るこ

とは期 待 し ない 父親 とい う ものが 必要 な の

です。 少年 期 の振 る舞 いの 向 こう に立派 な

成 人 と して の将 来 を 見， さ らに進 ん で永遠

の行 く末 をか い ま見 る こ とは，立 派 な父 親

で なけれ ば でき ない こ とで す。

「エ ルバ ー ト ・ハ バ ー ドの スク ラ ップ ブ

ック」か ら私 た ち に・とって模 範 とす べ き一

節 を引用 しま し ょう。
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「入 の真価 を測 る場 は
， 仕事 場 で もなけ

れ ば， 教会 で も なく， まして や いかが わ し

い場 で もあ りませ ん。 人の値 打 ちは家 庭 の

中 で測 られ ます。 そ こで仮 面 をぬ い だ彼 を

見 て， い たず ら小 僧 か天使 か， や くざか王

か， は た また英 雄 かぺ て ん師 かが わ か りま

す。 その 人が世 間 の 人か らほめ たた え られ

よう と，腐 った卵 を投 げ つ け られ よう と，

私 は一 向 に気 に し ません。 ある警 察官 が ど

んな誉 れ を受 け よ う と， 何 の宗教 を信 じよ

う と， 私 に は どうで もよい こ とです。 しか

しそ の 人の子 供 が父 親 の帰 りを恐れ ，妻 が

5ド ルの お金 を夫 に願 う度 にび くび くしな

けれ ば な らない とした ら， た とえ その 人が

朝 な 夕 なに祈 った と して も， その 人は最 も

た ちの悪 い ぺて ん師 と言 えま し ょう。 ……

一 方
， 子供 たち が先 を争 って父 親 を出迎 え，

夫 の 足音 を 聞 いた妻 の顔 が 晴れ やか に輝 く

とした ら， そ の男性 は 汚れ が な く， その家

庭 は 天 国で あ る ことが わか ります。 … …私

は女性 を泣 かせ るよ りは， 男性 をの の しる

人間 を赦 します。 妻 にあ な どられ る よ りは

全世 界 を敵 にまわ した方 が ま しです。 子供

に恐 れ られ る よ りは、 王 の怒 りを買 った方

が よ い と思 って いま す。」(W・C・ ブラ ン，
"AMan'sRealMeasure"

，inEめ 醜 撫 δ一

卿 薦So吻 δooた，N.Y.lWm.H，Wise&

Co.，1923，p.16)

兄弟 の皆 さん， 神権 が聖 なる もの であ る

こ とを証 します。 この神 権 は，私 たちの 生

活 は もとよ り， 他 の 人々 の生 活 を も祝 福 す

るた め に与 え られて い ます。 聖 な る真理 を

教 え る時 に，心 を備 え る ことの 大切 さ を忘

れな いで 下 さ い。 私 た ち一 人一 人が 清 めの

道 を 歩み ，愛 す る者 た ちの妨 げ とな るので

はな く， 力 と なる こ とが で き る よう にし よ

うで は あ りませ ん か。 イ エ ス ・キ リス トの

み名 に よ り申 し上 げ ます。・ア ー メ ン。
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アロンの神権

副管長 ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

「汝纏魏 騰讐論
に アロ ンの神 権 を授 く。 こは天 使 の導 き と

ゆる

恵 み， 悔 改 めの福 音， 罪を赦 す た め に水 に

沈 むる バプ テ スマ な どの鍵 を握 る神 権 にし

て， ま こ とに レ ビの子孫 が 主 の御 前 に再 び
ただ かな

義 しきに適 い て捧物 を捧 ぐる 時 まで， この

世 よ り決 して再 び 取 り去 ら るる こ とな し。」

(教義 と聖 約 第13章)

御存 じの よう に， これ は教 義 と聖約 第13

章 の 言葉 です。1829年5月15日 ， バ プ テス

マの ヨハ ネは ジ ョセ フ ・ス ミス とオ リヴ ァ・

カ ウ ドリの頭 に手 を置 いて・ この 言葉 を宣

言 し， ア ロ ン神権 を授 けた ので した。

私 は，執 事 へ の聖 任 を間近 に控 えた12歳

の時 に， 父か らこの聖 句を 暗記 す る よう に

言わ れ， 実際 そ う しま した。 以 来， 私 は こ

の聖 句 を忘 れた ことが あ りませ ん。

今 晩， この会場 には 大勢 の青 少年 が 集 っ

て い ます。 では 皆 さん， この タバ ナ クル に

集 って い る皆 さん も， 他 の会場 で こ の大会

の 話 に耳 を傾 けて い る皆 さん も，・立 って こ

の 言葉 を 暗唱 し ま しょ う。

「汝 ら
， われ と同 じ業 に働 く僕 らよ。救

世 主 の御名 によ りて， われ 汝 らにア ロ ンの

神 権 を授 く。 こ は天使 の 導 き と恵み， 悔 改

めの福 音， 罪 を赦 す ため に水 に沈 む る バプ

テ スマ な どの鍵 を握 る神権 に して， ま こ と

に レ ビの子 孫 が主 の御 前 に再 び義 しき に適

いて捧 物 を捧 ぐる時 ま で， この世 よ り決 し

て再 び取 り去 らる るこ とな し。」

この言 葉 を知 って いて 暗 唱で き た人 を，

ほ めた い一と思 いま す。 暗唱 で きな か った 人

は家 へ帰 った ら教 義 と聖 約 を開 き， この言

葉 を読 んで 暗記 す る よう に して下 さい。 こ

れ は，皆 さんが保 持 してい る神 権 の憲章 で

あ り， ア ロ ン神 権 が正 当か つ真 正 で ある こ

とを 明 らか にして い る聖 句な ので す。

さて ， それ では， バ プ テ スマの ヨハ ネが

この神 権 を 回復 した時 に言 った言 葉 の 中か

ら，幾 つ か特 別 な もの を取 り上 げて お話 し

たい と思 い ます。 皆 さん に授 け られ て いる

神 権 に は， それ に伴 う力 が あ ります。 も し，

まだ気 付 いて い ない 人が い た ら， この力 に

つ いて は是非 と も知 って お いて い ただか ね

ば な りませ ん。

まず，「わ れ と同 じ業 に働 く僕 らよ」とい

う 言葉 に注 目しま し ょう。

アロ ン神権 を保 持 し， そ れ を行 使 す る時，

皆 さん はバ プ テ スマの ヨハ ネ と同 じ業 に働

く僕 な ので す。 そ の こと を理解 してい ま し

た か。 この バプ テ スマ の ヨハ ネ こそ， この

世 に生 き てい た時 に ヨル ダ ン川で， 世 の救

い 主で あ り神 の御子 で あ る イエ スに水 でバ

プ テ スマ を施 し たその 人 なの です。 興 味深

い ことで すが， ジ ョセフ と オ リヴ ァは まだ

年 若 く，世 の 人 々か らさ ほ ど注 目され て い

なか っ たに もか かわ らず， ヨハ ネは 「われ

と同 じ業 に働 く僕 らよ」 と語 りかけ て いま

す。 ヨパネ は， 王が 臣下 の者 に話 す 時 の よ
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うに上 か ら もの を言 う よう な調 子 では 話 し

ません で した。 ある いは裁 判 官が 被告 を前

に して話 す よう な調子 で も， 学長 や校 長 が

生徒 に上 か ら下 の 者へ ， もの を言 う時 の よ

うな調 子 で も， 話 しませ んで した。 それ ど

ころか ，復 活 した ヨパ ネは， この ふ た りの

若 者 を 自分 と同 じ業 に働 く僕 として 話 しか

け た の です。 私 に とっ て， この こ とは とて

も素晴 しい こ とです。 そこ には， 私 た ち神

の 神権 者 の すべ て の者 を結 ぶ素 晴 ら しい真

の 兄弟 愛 の精 神 が言 い表 わ され て いる か ら

です。 私 た ちは 皆， 僕 です。 教 会 や社 会で

の地位 や役職 にか かわ らず， また貧 富 の差

や肌 の 色 にかか わ らず， 私 た ちは皆 等 しく

僕 であ り， 聖 なる神 権 政体 の一 端 を担 う者

と して， 互 い に兄 弟 同士 であ り， 神 の息子

な ので す。

この こ とは， 私 た ち一 人一 人 に とって意
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味 のあ る こ とです。 い か なる場 合 に おいて
いや

も， 私 た ちの 品位 を傷 付 けた り， 卑 しめた

りす る もので はあ りませ ん。 それ どころか，

主 の教 会 にあ って 主の み業 に働 く責 任 を遂

行 す るすべ て の 人を高 め て くれ るの です。

皆 さ ん も私 も， この タバ ナ クルの壇 上 に席

を 占めて い る兄弟 た ち も， 様 々 な場所 で教

会 に集 って いる兄 弟 た ち も皆 主 砂僕 で あ り，

聖 な る神権 を有 し， 自分 の携 わ る業 の 中で

神 権 を行使 する権 限 を持 ってい る ので す。

皆 さん，特 に青 少年 の皆 さ ん， こ のこ とを

決 して，忘れ ない で下 さ い。

次 に， ヨハ ネが何 の権 威 に よ っ.て語 って
メ シ ヤ

い るか に注 目して下 さ い。 彼は 「救世 主 の

御 名 によ りて」 と言い ま した。 私 た ちが生

まれ つ き備 えて い る力 や権能 に よって この

神 権 を行 使 す る ことは で き ませ ん。 神権 を

行 使 す る時 は，常 に メ シヤ の権 能 に よって

行使 す るの です。 では， メ シヤ とは どな た

の こ とで し ょうか。 メ シヤ とは， 神 の御子 ，

イエ ス ・キ リス トです。 ヨハ ネ も，私 た ち

が いっ も言 うよ うに， 「イエ ス ・キ リス トの

み 名 に よ り」 と言 っ た もの と思 われ ます。

青 少年 の皆 さん， 決 して忘 れ な いで ほ しい

の で すが， た とえ聖餐 の パ スで あれ， ホー

ム テ ィー チ ャ・一 の責任 で あれ， また聖 餐 の

祝 福 をす る時 や バプ テ スマ を施 す時 で あれ，

神 権 を行使 す る時 は いつ も， 主 の聖 な るみ

名 の下 に， 主 の聖 な る権 能 に よって， 主 の

僕 と して働 いて い るの です。

この こ とをい つ も心 に留 めて お くな らば，

皆 さん の生 活 に大 きな 変化 が起 こるで し ょ

う。 神権 を持 つ 者 と して， イエ ス ・キ リス

トの み 名 によ り仕えるべきことをさとるなら

ば， 不正 直 な こ とはで き ませ ん。 ま た，麻

薬 やア ル コー ルや タバ コで 体 を 汚 した り，

み だ りに主 の み名 を唱 え た り， 不 道徳 な行
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ない を した り もで きませ ん。 皆 さん は神 権

を有 し， イエ ス ・キ リス トのみ名 によ って

働 くこ とを許 され て い ます。 どう か，今 晩

この 時か ら， いつ いか なる 時 に も、この神 権
ね

を行使 す る に、ζ・さ わ しい生 活 をす る よ うに

して下 さい。

この権 能 を賦 与 す る に当た って ，次 にバ

プ テ スマの ヨハ ネは この神 権 の 力 につ いて

語 りま した。 ほか にも幾つ か あ げて い ます

が ， ヨハ ネは 「天 使 の導 き と恵 み… … の鍵

を握 る」 と いう こ とを言 っ てい ま す。

ウイ ルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ は非 常 に長

命 を保 ち， 多くの経 験 を重 ね た人 で したが ，

大管長 時 代 に， ア ロ ン神 権 を持 つ青 少 年 に

向 かって こう語 りま した。「諸君 に知 って お

い てほ しいので す。全力 を尽 くして 自らの召'

しを遂 行す るな らば， その 人が祭 司 で あろ

うが使徒 であ ろ うが， 何 ら変 わ りは あ りま

せ ん。 祭 司 は天使 の導 き と恵み の鍵 を持 っ

てい ます。 私 は使 徒 として， 七 十 人 として ，

長 老 として働 い て きま した が， 祭 司の職 に

あ った 時ほ ど主 か ら 多くの 守 りを受 けた こ

とはあ りません で した。」(M昭6%勉 観S如 ろ

53：629)

愛 す る青 少年 の皆 さん， よく考 え て下 さ

い。 皆 さ んが持 って し、る神 権 に は， 天使 の

導 き と恵 みの鍵 を伴 う もの なの です。 す な

わち， 私 な りに 言い換 えれ ば，神 権 者 と し

て・ζ・さわ しい生 活 をす るな ら， 実 に天 の軍

勢 の 導 き と， 守 りと， 祝 福 を受 け る こ とが

で きるの で す。 思慮 深 い 人な ら， この素 晴

らしい祝 福 を拒 む よ うな こ とは決 して しな

い で し ょう。

同 じ説教 の 中で， ウ ッ ドラ フ大 管長 は こ

う言っています 。「私 は この峡 谷 の地 に足 を

踏 み 入れ てか ら， ま たウ イ ンタ ー ・ク ウ ォ

ータ ー ズに戻 りま した。 ブ リガ ム ・ヤ ング
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大 管長 の 命 に よって ボ ス トン に派遣 され た

ので す。 …… 旅 の途 中， あ る晩， 私 は ウ ィ

リアム ズ兄弟 の庭 に馬車 を 止め ま した。 オ

ル ソ ン ・ハ イ ド兄弟 も， 私 の 馬車 の横 に彼

の 馬車 を止 め ま した。 私 の 馬車 の 中 には妻

や子 供 た ちが いま した。 私 は 馬 を馬車 か ら

解 いて や り， 夕食 をす ませ ， 馬車 の 中の床

へ もぐ り込 み ま した。 とこ ろが数 分 とた た

ない 内 に， み た まが私 に語 りか け ま した。

『起 きて，馬 車 を移 動 させ な さ い。』私 は妻

に， 起 きて 馬車 を動 か さな けれ ば な らない

こ とを話 しま した。 妻 は 『何 の た めに』 と

尋 ね ま した が，私 は 『わか らない』 と答 え

ま した。 妻 は それ以 上何 も尋 ね ません で し

た。『わか らな い』 と いう答 え で， 彼女 に は

十 分 だ ったの です。 私 は起 きて 馬車 を30メ

ー トルほ ど動 か し
， 前 輪 を家 の角 に 向け て

止 め ま した。 それ か らあ た りを 見回 り， ま

た床 につ き ま した。 す ると， さ っき と同 じ

よ うに みた まの声 が しました。『樫 の 木 につ

な いで ある 馬を移 動 させ な さい。』馬は，馬

車 か ら200メ ー トル ほ ど離 れた 所 につ ない

で あ りま した。私 は そ こへ行 き， 馬を ヒッ

コ リー の茂 み に連れて い って， つ な ぎま し

た。 そ して また床 に もぐ り込 み ま した。

それ か ら30分 ほ ど して， たつ まきが 起 こ

り， 樫 の 木は根 元 か ら60セ ンチ メー トル ほ

どの所 で折 れ て しま い ま した。 その 木は垣

根 を3，4箇 所 な ぎ倒 し， 前庭 の オル ソ ン ・

ハ イ ド兄 弟 の馬車 の す ぐそ ば， 前 に私の 馬

車 が 止 めて あ った ち ょう どその 所 に倒 れ ま

した。 も し私 が み た まの声 に聴 き従 って い

な か った な ら， どうな って い た ことで しょ

う。 もち ろん の こ，と，私 も妻 も子供 たち も，

間違 いな く死 んで い たで し ょう。 それ は静

か な細 い声 で した。 一 地 震 が起 こった わ

けで も，雷 が 落 ちた わけ で も，稲 光 が した



わ け で もあ りません で した。 ただ静 か で細

い， 神 の み た まの ささ や きで した。 そ の声 ・

が私 の生 命 を救 ったの です。それは，私 に与

え られ た 啓示 の み たま で した。(M薦6ηn宛l

S畝53：642-3)

これ は， 後 に教会 の 大管 長 にな っ た， 偉

大 で 賢明 な 信仰 深 いひ とりの 人の証 で す。

神権 を受 け，「天 使 の導 き と恵 み」を受 け る

資 格 を持 って いる 人 なら， こ の話 の 中で彼

が 語 ったと 同 じ祝 福 を受ける ことができます。

もち ろん ，皆 さん御 存 じで し ょ うが，神

権 を持 っ 末 日聖徒 と して、ζ・さ わ しい生 活 を

して い なけ れ ば， こ の素 晴 ら しい祝 福 にあ

ずか る こ とは で きませ ん。

次 にヨハ ネ が ジ ョセフ ・ス ミス とオ リヴ

ァ ・カウ ドリに語 った言葉 は 「悔 改 めの福

音」 で す。

この 中 の大勢 の方 々は教 師 か祭 司 で あ り，
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ホ ーム テ ィー チ ングの割 り当て を受 け てい

ま す。 皆 さん には， この責 任の 中 で悔 い改

め につ いて 教 える権 能 が ある のです 。 すな

わ ち， 担 当す る末 日聖徒 が 福音 の 原則 に対

して さ らに忠実 に生 活 で きるな うに励 ます

こ とが で き るので す。 私 の家 に も， 祭 司の

職 を持 って いる青年 が 父親 と一 緒 に ホーム

テ ィー チ ャー として来 て くれ てい ます。 彼

には， 回復 され たイエ ス ・キ リス トの福 音

の 原 則に対 して この私 が もっと忠実 に生活

す る よ うに励 ま す機会 と責 任 が あるわ けで

す。

悔 い改 め を教 える こ ど， 罪に文 ち 向か い，

主 の み前 に正 しく歩 む よう励 ま すこ と， そ

れ は 主の み業 に働 く私 た ち の大 きな責 任 で

す。 私 たち の福音 は， 悔 い改 め の福音 で す。

皆 さ ん には， 自 らの持 て る神 権 の下 に， こ

の悔 い改 め の福音 を教 える責 任 と権能 が あ

ります。 もちろ ん もうお わか りで し ょうが，

その責 任 をよ く果 たそ う1とする な らば， 自

分 自身が模 範 とな るよ うな 生活 を しなけ れ

ば な りませ ん。

次 にバ プ テ スマの ヨハネは，「罪 を赦す た 、

め に水 に沈 む るバプ テ スマ …… の鍵 」 を握

る ア ロン神権 につ いて語 って い ます。

祭 司 の皆 さ んは御 存 じの こ と と思 い ます

が， 祭 司は 罪 を救 すた め に水 に沈 めるバ プ

テ スマ を施 す権 能 を持 って い ます。 皆 さん

は，;の 権 能 の素 晴 ら しさにつ いて考 えた

こ とが あ るで しょうか。

男女 を 問わ ず 自 らの 罪 を真 に悔 い改 め た

人 は， それ らの罪 が赦 され て， 新 た に生 ま

れ 変わ る こ とがで き るの だ とい う気持 ちで，

水 に 沈め られ る バプ テ スマを受 ける に、玄・さ

わ しい者 とされ るの です。

人にバ プテ スマを施 す とい う こ とは，小

さな こ とで も， ささ いな こ とで もあ りませ
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ん。 若 い祭 司 の皆 さん， 皆 さん は主 のみ 名

によ って聖 な る権能 の下 に， バプ テ スマ と

いう驚 くべ き方 法 に よっ て， 人 を過 去 の罪

か ら清 め， 新 た なよ りよ い生 活へ と導 き入

れ る働 き をす るの で す。 皆 さ ん には この神

聖 な権能 を行使 す る にふ さわ しい生 活 をす

る とい う非 常 に重 大 な責 任 が あ り ます。

それ で は最 後 に， ウ イルフ ォー ド ・ウ ッ

ドラフ大 管長 の 言葉 を， もう一度 取 り上 げ

たい と思 い ます。

1897年2月28日 ， 日曜 日の 午 後の ことで

した。 その 日， ウ ッ ドラ フ大 管長 の90歳 の

誕生 日を祝 う会 が タバ ナク ルで 開か れ たの

です。 この大 き な建 物の 席は 一杯 にな り，

通路 とい う通路 に人が あふ れ ま した。 き ょ

う も この 会場 は一 杯 です が， これ ど ころの

、騒 ぎで はあ りませ んで した。 おそ ら く1万

人以 上 の青 少年 ，皆 さ ん と同 じ年頃 の， も

の す ごい数 の青 年 男女 がつ めか け た もの と

思 われ ます。 ウ ッ ドラフ大管 長 の体 は衰 弱

し， 声 も力強 くは あ りませ ん で したが ，今

私 が立 って い る この説教 壇 の前 に 立 ち， 特

に青 少年 に向 か って話 し始 め ま した。

「私 は これ まで
， 少年 期， 青 年期 ， そ し
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て老年 期 と 人生 を生 きて き まし た。 皆 さ ん

と一 緒 に い られ るの も， も うそ う長 くは あ

りませ ん。 皆 さん に， 幾 つか勧 告 を残 して

お き たい と，思い ます。[皆さん は教 会， そ し

て 神 の王 国 の中 で役職 に就 き， 聖 な る神 権

の 権 能 を授 か ってい ます。 天の神 は， 今 日

この 時代 に皆 さ んを指 名 し， 召 し出され ま

した。 この点 に 注 目 して 下 さ い。 青 少年 の

皆 さん， 幹部 の 兄弟 た ちの勧 告 に耳 を傾 け

て下 さ い。 神 に近 く生活 し， 若 い時 か ら祈

り， 祈 る こと を習慣 とし，神 の 聖 きみ た ま

を求 め， 度 々交 わ るよ う に して下 さ い。 そ

うすれ ば， 皆 さん は神 のみ た ま によ り啓示

を受 け， 霊 性 を磨 いて い くこ とが で きるで

し よう。 ・

天 の神 は， み ここ ろに よ り， 今 日まで私

を生 き長 らえ させ て下 さ いま した。 神 は私

に， 悪 に導 くあ らゆ る言葉 や行 ない を拒絶

す る 力を授 け て下 さ いま した。 皆 さ ん， タ

バ コやア ル コー ルを初 め心 身 を む しばむ も

の を 口 にして は いけ ませ ん。神 を敬 って下

さい。 そうす る時 に，皆 さん は世 の 人々 の

知 り得 な い，皆 さん の頭 に授 け られ た使 命

を遂行 して い くこ とがで き るで し ょう。 神

の祝福 が あ りま す よう に， ア ー メ ン。」(マ

サ イア ス ・F・カ ウ リー，四ψb74聯4剛 ガ』

Fo%z∫hP76s歪46錫 ♂(ゾTh(ヨCh%π=1z`2プノお%s

Chガ 訂(ゾL`zμ67-4`ηS`z〃z置s，SaltLake

CitylDeseretNews，1909，pp，602-3〉

今 宵， 私 はウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ

大管 長 の素晴 らし い勧告 を繰 り返 しお話 し，

永遠 の 父 なる神 が生 きてお られ る こ と， イ

エ ス ・キ リス トは神 の愛 した もう御 子 で あ

る こ と， 今 ま でお話 して きた神 権 が確 か に

こ の地上 にあ るこ と， そ して私 た ち はそ の

祝福 にあ ずか って お り， その権 能 と責 任 を

授 か って いる こ とを証致 しま す。



神 が アロ ン神 権 を持 つ青 少年 を祝福 した

まい， 天 の神 の慈 悲 と親切 によ って与 え ら

れ た神 聖 な素 晴 ら しい召 しと権 能 の尊 厳 を'

守 りつ つ生 活 で きま す よう に。

さて ， こ こで まっ た く話 題 を変 え て，年

輩 の兄 弟 た ち， 特 に監 督会 で働 いて い る兄

弟 たち に少 しお話 したい と思 い ます。 聖餐

会 につ いて ，少 々 お話 したい と思 い ます。

私 た ち には聖 餐 会 を執 り行 な う責 任 が あ

ります が， 聖餐 会 が霊 的 な もの で あ り， 福

音 が教 え られ， 証， 特 に世 の救 い 主 に関す

る証 が なさ れ る場 であ る とい う点 を見逃 し

て しま う と， 人々 か らその 大 きな祝 福 を取

り上 げ て しま う こと にな ります。

聖餐 会 は 娯楽 の 時間 で もなけ れ ば，福 音

にかか わ りのな いお話 をす る時 間で もあ り

ません。 聖 餐 会 は私 た ちの霊 性 をは ぐ くみ，

永 遠の 計画 に関す る驚 嘆 すべ き主 の啓 示 と，

私 た ちの救 い主で あ り瞭 い主 であ る主 御 自

身 にっ いて 理解 を深 める時 間 です。

聖餐 会 で は，主 につ いて証 し， 主 の生 涯

とそ の歩 み， 特 に貝費い の犠 牲 につ いて教 え

るべ きで す。

1831年8月7日 に ジ ョセ フ ・ス ミス に与

え られ た啓示 の 中で， 主 が御 自身の教 会 に

集 うす べ て の人 々 に次の よ うに言 われ たの ・

は， 聖 餐会 の こ と を心 にかけ てお られ たか

らでは な いで し ょうか。

「汝 な お さら充 分 に世 の汚 れ に染 ま ざる

様 ， 祈 りの家 に行 きてわが 聖 日に汝 の聖 式

を捧 ぐべ し。 …… され どこの 主の 聖 日に於

て は， い と高 き者 に汝 の捧 物 と聖 式 と を奉

りて， 兄弟 た ち に向 い主 の前 に於 て汝 の 罪

を告 白す る を忘 るべか らず。」(教 義 と聖 約

59：9，12)

主 の 民が 自らの 内 に，今 日至 る所で 荒れ

狂 う誘 惑 に抗 する霊 的 な 力 と能 力 を は ぐく
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ん で い なけれ ば， ど う して世 の汚 れ に染 ま

らず にい られ るで し ょ うか。 そ して， その

よう な力 をは ぐ くむ には， どこへ行 けば よ

い ので しょ うか。 この 啓示 が言 わ ん として

い る こ とは ， は っき り として い ます。 主 の

民 は聖 餐会 で主 を礼 拝 し，主 と交 わる こ と

に よ って， 自らを訓 練 し，世 の 汚れ に染 ま

ら ず に生 きた い という望 み をは ぐくむ ので

す。

聖 餐会 は常 に， 霊 的 な意 味で の祝宴 で な

けれ ば な りませ ん。 ま た，瞑 想 と内省の 時

間， 主 に讃 美の歌 を捧 げる 時間， 主 や永遠

の御 父 と交 わ した誓約 を新 たに す る時間，

そ して， 敬凄 な態 度 と感謝 の心 を もって，

主 のみ 言葉 に耳 を傾 け る時 間で なけれ ば な

りませ ん。

聖餐 会 に責 任 を持 って い る皆 さん にお願

い しま す。 聖 餐会 が今 お話 した よ うな会 と

な るよ う， プ ロ グ ラムの 作成 に もう少 し力

を注 いで， 皆 さ んの聖 餐 会が 霊 を活気 づ け

る よう な会 にな る よう に して下 さ い。 また，

聖 餐会 に出 席す る皆 さん， 特 に青 少年 の皆

さん にお願 い します。 この聖 な る集会 が敬

慶 な雰 囲 気の 中で 行 なわれ るよ う にして下

さい。

世 の汚 れ に染 ま らない よ うにす る こ とは，

決 して易 しいこ とで はあ りません。 私 た ち

は 皆， あ らゆ る助 け を必要 と して い ます。

主 は， その ため に必要 な指 示 を与 えて 下 さ

い ま した。その指 示 は，はっきりとしていて，
あいまい

曖 昧 な とこ ろは ま った くあ りませ ん。 私た

ち が その指 示 に従 う こ とが で き るよ うお祈

り致 し ます。 聖 な る神 権 を持 って お られる

兄 弟の 皆 さん， この業 は神 様 のみ 業で す。

皆 さん の上 に主の祝 福 が あ ります よ うに。

私 た ちが仕 え る御方 ， 主 イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り祈 る もの です。 アー メ ン。
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神の神権

第二副曹長 マ リオ ン ・G・ロムニー

私
は皆 さ ん と共 に この大会 に臨ん で，

数 々の 説教 に楽 しく耳 を傾 け てき ま

した。 その間 中， 私 は主 のみ た まが私 た ち

と共 にあ るの を感 じてい ます。

神 の神権 を有す る とい う こと は，重 大 な

こ とです。 私 は今 宵 この神 権者 大 会 にお い

て， この こ とを お話 した い と思 いま す。神

の神権 とは， 力 です。 それは， この世 と，

来 るべ き世 にあ って， 効 力の あ る神聖 な儀

式 を執 り行 なう ため に，主 が私 たち神 権 を

持つ 者 に天 よ りお与 え下 さ った もの なの で

す。 ま た， この世 におけ る最 も偉 大 な カで

あ りま す。 私 は長 年 の間， 神権 を有 し，執

事の 時か ら現 在 召さ れて い るこ の メル ケゼ

デ ク神権 の職 に至 るま で， その特 権 を享受

して こられ だ こと を非常 に うれ し く思 って

い ます。 と の世 を救 う もの は神権 で す。 人

の作 った組織 で もな けれ ば， 人 の立案 によ

る組 織 で もあ りませ ん。 神権 は天 か ら啓示

され ，私 た ち に与 え られ た 力で あ り， 人が

永遠 の生 命 を得 て天 の御 父 のみ 前へ 立 ち戻

るた めの助 け をす る もので す。

この建 物 が神権 を持 つ人 々で 一 杯 に な っ

て いる光 景 は， ま った く見事 で す。 メ ルケ

ゼ デク神 権 を持 って お られ る私 と.同じ蜻 、う

な年 配 の方 々， ア ロ ン神 権 を有 して い る若

い皆 さ ん も い ら っ し ゃい ま す。私 は皆 さ

ん が， 主が 授 けて下 さ った神 権 の権 威 の重

大 さ を心 に留 め，御 自分が 持 って お られ る

神権 の職 の 中で主 に仕 えられ る よう， 願 っ

て や み ませ ん。

私 は，執 事 の時代 か ら， 現在 メル ケゼ デ

ク神権 を持 つ に至 る まで，4分 の3世 紀 の

間 ，神 権 を保持 して き ました が， いつ もそ

の こ と に喜 び を感 じて き ま した。神 権 は私

に とって昔 か らず っ と神聖 な もの で した し，

今 も神 聖 な もので す。 どうか， 皆 さん も神

権 につ い て私 と同 じ気 持 ち を持 たれ ます よ

うに。 皆 さん に とって 恥 にな る よう な こと，

また 主 のみ前 で話 す こ とが でき ない よ うな

恥 ず べ き ことを して は な りませ ん。私 たち

は， 主 と まみえ る にふ さわ しぐ， 福 音 に従

っ た生 活 を した な らば， い つの 日か そ の特

権 にあ ずか れ るので す。 自分 自身の 生活 が，

福 音 の教 え と神 権 につ ける義 務 にふ さ わ し

い もの であ る と いう こ とを，主 が知 られ る

よう に 自分 で認 識 で きる と した ら， 大 き な

感謝 の 念が 湧 いて き ます。

本 当 に楽 しい集 会 で した。 ここ に来 る こ

と、が で き，、合 宵 こ 子歪 多 くの説教 に耳 を傾

け る ことが で きて うれ し く思 い ます。 青 少

年 の上 に も，成 人の神 権 者 の上 に も， また

・老 い.顔、ム滋 犀 も若・!、】恭 々 に も主 の祝福 があ

る よ うに。 そ して，今 宵 ここ に集 った皆 さ

んの上 に主 の祝福 が あ って， 福音 の 教 え に

従 って生 活 し，主が与えて下 さった神権 の職
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務 を遂 行 す るこ とにつ い て意識 を持 ち， そ

れ を実 際 に行 な う とい う決 心 を され ます よ

うに。 この世 で な した行 な いにつ い て報告
し

す る よ う呼 び 出 され た時， 主 が私 た ち の行

ない を嘉納 した もうに違 い ない とい う確 信

を持 つ こ とが で きる な ら， その 日は私 たち

一 人一 人に とっ て素晴 ら しい 日とな る で し

・
，1，よ う。 その 日に は，神 権 を保持 し，忠 実 に

その義 務 を果 た し， 主 を求 める青 少年 と成

人の神 権者 は， この世 を越 えて 永遠 の世 に

入 り， さ らに進 歩す る こ とがで き るの です。

前 に も 申 しま したよ う に， 今 宵， 私 は楽

しく この集 会 を過 ご しま した。皆 さん が 出

席 して 下 さ った こ とを うれ しく思 って いま

す。 ど うか ，明 日もひ と り残 らず 大会 にお 一

いで下 さ い ます よう に。

皆 さん に私 の祝 福 を残 して い きた い と思

いま す。 ま た， 神 権 の力 は神 の 力で ある こ

とを皆 さんが よ く理解 なさ います よ うお祈

り致 し ます。 自分 自身， ま た愛 する 人々や

主 を落 胆 させ る よ うな こ とを した り， 生涯

神 権 の義務 に忠実 な人 々に与 え られ る祝福

を受 け る権 利 を 自ら損 なう よ うな ことを し

ない で下 さ い。 皆 さん に私 の祝 福 と証 とを

残 し， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し

上 げ ま す。 アー メン。
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10月3目(日)午 前の部会

神への感謝

第二副管長 マ リオン ・G・ ロムニ ー

兄
弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 本 当 に 申 し訳 な い

の で す が ， 私 に は 皆 さ ん の 姿 が あ ま

り よ く見 え ませ ん 。 し か し ， 前 の 方 に だ れ

か が い る と い う の は わ か り ま す 。 目 は 見 え

な く と も， 感 じ る こ と は で き る の で す 。 き

ょ う は ， 少 し の 間 ， 感 謝 と い う こ と に つ ¢】

て 部 話 し た い と思 い ま す 。 恩 を 感 じ る こ

とは 徳 高 い こ と で あ っ て よ ぐ 称 賛 の 的 に な

』りま すが
，、忘 恩 の 罪 は 非 難 の 的 に な り ま す 。

げ 次 の よ う な 言 葉 が あ ります
。「恩 知 ら ず な

一7
。人 間 と い う も の は ， 木 の 下 で ド ン グ リ を 食

べ る イ ノ シ シ の よ う だ 。 上 を 見 上 げ て ， そ

れ が ど こ か ら 来 た の か 知 ろ う と も し な い 」

(デ イ モ シ 」 ・デ ク ス タ ー ，Th召 飽 ωZ)拓

蕗o%グ型1げTho%gh云s，GardenCity，N，Y.

Standard3Q・ κCo・P1961，P・308〉
いや曹イ

エ スは10人 のラ イ病 人 を癒 して や った

の に1ひ と りしかお礼 を言 いに戻 って こな

か った のを見 て， 恩 を感 じない 人 につ いて，

御 自分 の気持 ち を述べ てお られ ます。 ルカ

はその時 の様子 を こう記 しています。「イエ

界 は手 ルサ レム ヘ行 かれ る とき， サ マ リヤ

とガ リラヤ との 間を通 られ た。 そ して， あ

る村 に はい られ る と， 十 入 の らい病 人 に出

会わ れ たが， 彼 らは遠 くの方 で 立 ち とど ま

り， 声 を張 りあ げて，『イエ ス さま，わ た し

た ちを あわれ ん で くだ さい』 と言 った。 イ

エ スは彼 らをご らん に なって，r祭 司 たち、の

ところ に行 って， か らだ を 見せ な さい』 と

言 われ た。 そ して，行 く途 中で 彼 らは き よ

め られ た。 その うち ひ と りは， 自分が いや

・され た こと を知 り
，大 声 で神 を ほめ たた え

なが ら帰 って き て， イ エス の足 も とにひ れ

伏 して感謝 した。 これ はサ マ リヤ人 であ っ

た。 イエスは 彼 にむか って言 われ た，『きよ

められ たの は， 十 人 で はなか ったか。 ほ か

の九 人は， どこ にい る のか。 神 をほ め たた

える ため に帰 っ てき た もの は， この他 国 人

のほ か には いな いの か』」(ル カ17：11-18)

キ リス トは 最 後 の 晩 餐 の 折 に，感 謝 を

する と いう こ との模範 を示 されま した。「一

同が 食事 を して いる とき， イエ スは パ ンを

取 り， 祝福 して これ を さき， 弟子 た ち に与

えて 言わ れ た，『取 れ ，これ はわ た しのか ら

だで あ る』。また杯 を取 り，感謝 して 彼 らに

与 え られ る と，一 同 は その杯 か ら飲 ん だ。」

(マ ル コ14：22-23)

古代 の聖 典 に も近代 の聖 典 に も，主 に対

する嘆 願， そ して賞 賛 と感謝 の 言葉 が数 多

く見 られ ま す。

詩篇 の作 者 は，こう歌 い ま した。「主 こそ

神 で あ るこ とを知 れ。 … …感 謝 しつ つ， そ

の門 に 入 り， ほ めた た えつ つ， その 大庭 に

入れ 。主 に感謝 し，その み名 を ほめ まつ れ」

(詩 篇100：3-4)

(モ ルモ ン経 のモ ー サヤ書 に登場 す る)

ベ ン ジャ ミン王 は， 人 々に こ う諭 しま した。

・「お前 た ちは どの よ う にお前 た ちの天 の

王 に感 謝 を捧 ぐべ きで あろ うか。 私 の兄 弟

たち よ， よ く言 って お く。 お前 た ちが た と
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え全身 全霊 の 力を つ く して感謝 と讃美 とを

捧 げ， お前 た ちを造 りお前 た ち を助 け て お

前 たち を養 い， お前 た ち を守 りお 前 たち を

喜 ばせ お前 た ちが互 い に平 和 に暮 す こ とを

許 した もうた神 を たた えて も， また， た と

え始 め か らお前 た ちを造 って これ に息 を与

え， 以 て毎 日毎 日お前 た ちを生 か し，生 き

て動 き意 志 の まま に行 う こ とを許 し， 時々

刻 々お前 た ち を支 えて お りた も うお方 に全

身全霊 の力 をつ く して仕 え て も， お前 たち

は それ で もまだ益 にな ら な い 僕 で あ る。」

(モ ーサ ヤ2：19-21)

大分 前 の こ とです が， ジ ョセ フ ・F・ ス

ミス大 管長 は こう言 い ま した。

「今 日の地 に住む者 の最 も大きな罪 の び と

つ は， 恩 を知 らない と いう罪 で あ る。 また，

神 と神 の統 治 す る権利 を認め な い ことで あ

る。 私 た ちは， 並 は ずれ て賜 に恵 まれ た人

や， 優 れ た知性 を持 った 人 を見 る ことが あ

る。 この よ うな 人は， 偉大 な 原則 を進 展 さ

せ る器 で ある。 その 人 も世 間 も， この人 の

偉大 な才 能 と知 恵 を， 当 人の誉 れ に帰 して

い る。 彼 は 自分 の 成功 を 自分 の活 力 と労 力

と知 力 に よる もの と考 え る。 彼は すべ て の

成功 に神 の み手 が あ るこ とを認 め な い。 神

を全 く無 視 して 自分 自身 の誉 れ にす る。 こ

れ はほ とん ど全世 界 に共 通 した もので あ る。

科 学 ，芸 術， 機械 学 ， そ して現 代 の物 質文

明の 発達 におけ る近 代 のす べ ての大 発 見 に

対 して，世 間 は この，よ うに 言 う。『私 た ちが

や ったの だ。』 個 人 も， 『私 がや っ た』 と言

って， 神 に誉 れ を帰 そ う とは しな い。今 ，

私 は予 言 者 ジ ョセフ ・ス ミス を通 して与 え

られ た啓示 を読 も う。 上 記 の ことの た め神

は ，地 上 の民 を喜 ん でお られ な い。 すべ て

の こ と に神 の み手 を認 め な いの で， 人 々 に

怒 りを示 して お られ る。」(「福 音 の教義 」p.

聖徒 の道/1983年1月 号

263)

〔ロムニ ー副 管長 は， この箇 所 まで準備

した原稿 を読 んで きた が， こ こか ら次 の よ

う に話 した 〕

皆 さ ん，私 はよ く準備 して書 い た原稿 を

持 って きて い るの です が，読 むこ とがで き

ませ ん。 しか し， 機 関誌 に載 せ る時 には 残

りの部 分 も入れ て いた だ くよ うに します6

私 たち は， 自分 の才能 や達成 して きた事柄

は主 の恵 み に よる もの であ る こと を認 め，

主 が与 えて下 さっ たすべ て の もの に感 謝 し

なけれ ば な らな い と， 啓 示 の中 で教 え られ

て きま した。 原稿 の 残 りの部 分 を読 めば，

それ らの 啓示 の言 葉 を通 して ，私 が皆 さ ん

にお伝 え したい と思 っ た事 柄 を よ く理解 し

て い た だけ るはず で す。 私 は，主 のみ 業 に

働 く特 権 を感謝 して い ます。 ま た， 私 は今

自分 に与 え られて い る機 会の 重大 さ を思 い，

多少 な りと も主の お役 に立 ち， 残 りの 人生

を通 して感 謝 の思 い を表 わ して いけれ ば と

願 って い ます。 イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よって， 皆 様 方す べて の上 に私 の祝 福 を残

してい き たい と思 い ます。 ア ー メ ン。

〔以下 は， ロム ニー 副管 長 が準備 され た

説教 の 残 りの部 分 であ る〕

偉 大 な 人は常 に， 神 の偉 大 さ と， 自分 が

神 によ っ て生 か さ れて い る存在 で ある こ と

を認 め， そ して絶 えず神 に感謝 を捧 げ ます。

1863年 の ア ブラ パム ・リ ンカー ンが書 い

た決議 文 の 言葉 につ い て考 え てみ ま しょ う。
あずか

「我 々は最 も素 晴 ら しい天 の恵み に与 っ

て きた。 平和 と繁 栄 の う ちに長 い年 月 を過

ご し， 教 と富 と力 にお いて， 他 の いか な る

国 も成 し得 なか っ たほ どの 発展 を遂 げた。

しか し，我 々は神 を忘 れ て し まっ た。・平和

の うち に我 々を守 り， 繁栄 と富 と力 とを も

た らして くれ た慈 悲 深 い御 方 の み手 を忘 れ
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も う

て しま った。 そ して， 自らの心 を欺 いて妄
そう

想 に、竺・け り， すべ て の祝福 は我 々 自身の 優

れ た知 恵 と徳 によ って生 まれ た と思 い込 ん

で しま った。揺 る ぎな い成功 を勝 ち得 たた

め に有頂 天 にな り， 自己満 足 に浸 りき り，

主の 購い と慈悲 の 心要 性 を感 じな くな って

しま った。 また， 高慢 にな って， 我 々 をお

創 りにな った神 に祈 ら な くな って しま った。

今，我 々 は，憤 って お られ る御 方 の前 に

へ りくだ り， … …罪 を告 白 して， 哀 れ み と

赦 しを願 い求 めな けれ ばな らない。」(ジ ョ

ン ・ウ ェス レー ・ヒル， ノ1加αhα駕L初60加

一 ル勉n(ゾ θ04Fourthe(i ，，p.391〉

予言 者 ジ ョセフ ・ス ミスは， リバ テ ィー

の牢獄 に苦 悶 の 日々 を送 って いた 時 に受 け

取 った何通 か の手紙 に，次 の よ うな返 事 を

書 いて います。

「昨晩
， 数 通の お手 紙 を受 け取 りま した。

・い ろい ろお知 らせ 下 さ って， あ りが と

うござ いま す。長 い間，連 絡 が あ りませ ん

で した ので， お手 紙 を拝読 した時 には， さ

なが ら私 共 の心 の 中に さわ やか な風 が吹 き

ぬけ るよ うな思 い で した。」(H魏o理 げ 漉6

Ch%名6h，3：293)

私 もそ うです が皆 さ ん も， これ らの文 を

読 んで 心 を動 か さ れた こ と と思 い ます。 し

か しなが ら，感謝 の念 を養 う上 で， これ ら

の引用 文が最 も強 力な動 機 づ け とな るわ け

では あ りませ ん。私 た ちは ，感謝 の念 を忘

れ ない よう に， 主 から命 じられ て いる ので

す 。

1831年 の3月 ， 教会 が組 織 され て か ら1

年 とた たな い時 に，主 は カ ー トラ ン ドの聖

徒 たち に次 のよ う に言わ れ ま した。
おし

「す べて何事 も惜 む こ とな く与 えた も う

神 に願 うべ し。 また，『みた ま』の汝 らに証
な まさ

した もう とこ ろを汝 らの為 すは われ正 し く
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望 む と ころな り。 す なわ ち， 汝 ら全 く聖 き
も っ

ここ ろを以 て これ を為 し， わ が前 に正 しく

歩 み， 汝 らの救 いの末 に就 きて考 え， 祈 り

と感 謝 とを以 て何 事 を も為 し，か くして 悪

霊 または悪 魔 の教 えま たは 人の造 りた る戒

め に陥 らざ る様 に為 さん こ と を。 そは ある

教 えは 人よ り出 で， ま た他 の教 え は悪 霊 よ
い か

り出ずれば な り。… … 汝 ら如 何 な る祝福 を受

く る とも，『みた ま』に よ りて これ を神 に 感

謝 せ ざ るべ か らず」(教義 と聖約46：7，32)

それ か ら5カ 月後 ，主 は ミズー リ州 ジャ

ク ソ ン郡 の シオ ンの教 会員 に次の戒 め を与

え られ ま した。

「汝心 を尽 し，勢 力 と思 い と体 力 とを尽

して主 な る汝 の神 を愛 すべ し』 また， イエ

ス ・キ リス トの名 に よ りて神 に仕 うべ し。

汝 己れ の如 く汝 の隣 りを愛 せ よ。 汝盗 む な
かんいん

か れ。 また姦 淫 を犯 す なかれ。 また， 人を

殺 す なか れ。 ま た何事 にて もこれ に類 す る
つ

こ とを為 す こ となか れ。す べ ての 事 に就 き

て ，主 なる 汝 の神 に感 謝す べ し 。」(教 義 と

聖 約59：5-7)

この聖 句 か ら も明 らか な よ うに， す べて

の物事 につ いて 主 に感謝 す る とい う こ とは，

単 なる儀 礼 的 なこ とで は な く， 他 の戒 め と

同様 ， その実 行 を求 め られ る戒 め なの です 。

後 の 啓示 の 中で， 主 は次 の よ うに述 べて

お られ ます。

「お よ そすべ て を感謝 して受 くる者 には
しか

栄光 を与 え られ ん。 而 して， この世 の もの

もま た彼 に加 え らる る ことす なわ ち百 倍 よ

り も多か らん」(教 義 と聖 約78：19)

「われ誠 に汝 ら に告 ぐ， わ が友 よ」 この

呼 び か けに はいつ も心 を打 たれ ます。 主 は

皆 さ ん や私 を友 と呼 んで お られ るの です。

「わ れ誠 に 汝 らに告 ぐ， わ が友 よ，怖 るる
しか

なか れ。 汝 ら心 に慰 め を得 よ。 然 り， 汝 ら



いよ い よ喜 び て何 事 に も感 謝 すべ し」(教義

と聖 約98：1)
う た

「も し汝心楽 しき時 は歌 を唱 い楽 を奏 し

ま い

舞 踊 を舞 い，讃 美 と感謝 の祈 りを もて主 を
ほ たた

讃 め称 え よ」(教 義 と聖 約136：28)

今 私 が読 ん だ最 後の戒 めは，ウインター ・

ク ォー ター ズで 予 言者 ブ リガム ・ヤ ン グを

通 して与 え られ た もの です。 当時， 聖 徒 た

ち は大平 原 を横切 る途上 にあ り， 非常 な苦

難 にあ えい で いま した。 しか し， 主は聖 徒

た ちに 賛美 と感謝 の念 で心 を満 た す よ うに

命 じ られ た ので す。

私 が読 み あげ て きた これ らの戒 めは， 感

謝 する心 をは ぐ くむ とい う厳粛 な義 務 につ

い て教 えて い ます。 私 た ちは， す べて の祝

福 に対 して 感謝 の 念 を持 ち， それ を表 わ さ

な けれ ばな りませ ん。

私 た ちの ため に大 き な代 価 を 支払 っ て下

さ った主 イ エ スに対 して， 私 た ち はい く ら

感謝 して も感謝 し きれ る もので はあ りませ

ん。 死 す べ き弱 い肉体 しか持 た な い私 たち

には， 私 た ちの ため に死 に打 ち勝 とう と し

て， 主 が十 字架 上 で耐 え忍ば れ た苦 しみ を

完 全 に理 解 す る こ とはで き ませ ん。私 たち

に罪の赦 しを得 させ るた め に， ゲツ セマ ネ

で受 け られ た苦 しみ につ いて は なお さ らで

す。 主 は，こ う言 って お られ ます。「その苦

しみた るや ， われ神 ， す なわ ちす べ ての 中

最 も大 い なる者 な りとい え ど も痛苦 のた め
あな

に 身を ふ るわせ ， あ らゆ る毛 の孔 よ り血 を
わ ふた

湧か せ， 身 と霊 と両 つ なが らを苦 しめ ， す
の

なわ ち この苦 きさ かず き よ り呑 まず して し

りごみ する も可 な らん ことを欲 した り」(教

義 と聖 約19：18)

しか し，主 は私 たち のた め にそ の苦 しみ

に耐 え て下 さ いま した。 主以 外に， そ の よ

う な苦 しみ に耐 え られ る人 は いませ ん。 こ

聖徒 の道/1983年1月 号

の世 の いか なる 人 も， また何 人束 に なって

か か って も， そ の苦 しみ に耐 え るこ とはで

きな いの です。 イエ スが私 たちの た めに し

て 下 さ った こと を理解 す る 人は皆， 主 を愛

し， その、恩 に報 いる ため に何 らか の形 で愛

を表わ さ なけ れば な りませ ん。

リチ ャー ド ・L・ エバ ン ズ長 老 は， かつ

て 次の よ う に語 りました。「私 たち は感謝 し

て創 造 主の 限 りないみ むね を学 び， 感謝 し

て什 分 の一 と献 金 を捧 げ， 神が 与 えて下 さ

っ たす べて の もの に感謝 しつつ ，熱心 に終

始 一 貫 した働 きを し なけれ ば な らない。 ま

た， 創造 主 の愛 と摂 理 と目的 とを心 に とめ

て， そ の戒 め を守 らな けれ ばな らない。 こ

の創造 主 は我 らすべ て の者 の父 に して神，
つかさと

そ し て 天 と地 と を 組 織 し， 司 る 御 方 で あ る。

こ の 御 方 な し に こ れ ら の も の は 何 ひ と つ 存

在 し得 な か っ た 。 す べ て の もの に つ い て 神

に 感 謝 せ よ 。 生 命 と そ れ を 支 え て くれ る も

の につ い て ， 人 生 を 意 義 あ る も の に し て く

れ る 最 愛 の 人 々 に つ い て， 信 仰 と ， 現 世 に

生 き る 目 的 と ， 現 世 に 生 き 永 ら え る こ と に

つ い て ， 常 に ， そ し て ， と こ し え に感 謝 せ

よ。 す べ て の も の に つ い て 神 に 感 謝 せ よ 。

深 く， さ ら に 深 く 感 謝 せ よ 。」("Thanks：

fortheOrganizationan(iOperationofthe

Earthl'Z卿 ρ妬o∂6吻6窺E名o，Feb.1968 ，p.74;

KSL`TheSpokenWord"broadcast，Nov，

19，1967，)

兄 弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 私 の 証 を 述 べ た い と

思 い ま す 。 主 は 感 謝 を 捧 げ る よ う に 求 め て

お ら れ ま す 。 も し 主 の こ の 勧 告 に従 う な ら

ば ， 私 た ち は こ の 地 上 で 最 も幸 福 な 民 と な

る こ と が で き る で し ょ う。 主 に 感 謝 を 捧 げ

る こ と こ そ 天 の 御 父 の み も とへ 帰 る 道 を 開

く方 法 だ か ら で す5心 を 込 め て ，イ エ ス ・キ

リ ス トの 御 名 に よ り証 致 し ま す。 ア ー メ ン 。
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聖 典

十二使徒定員会会員 ボイド・K・パ ッカー

)の 真 の教 会 の中 で， 人 に知 られ る こ

㌧一 となくひそかに押し進め られ たあ る業

につ いて， お話 したい と思 い ます。 そ の業

はすで に 旧約 の 時代 に始 ま って い ま したが，

エゼキ エル が予 言 した よう に，今 この時 代

に成就 した ので す。 エ ゼキ エル は次 の よ う

に述べ てい ます。

「主 の言葉 がわ たしに臨 ん だ
，『人の子 よ，

あなた は一本 の木 を取 り， その上 に 「ユダ

および その友 で ある イ スラエ ル の子孫 のた

めに」 と書 き， また一 本 の木 を取 って，、そ

の上 に 「ヨセフ お よびそ の友 で あ るイ スラ

エルの全 家 のた め に」 と書 け。 これ はエ フ

ライム の木で あ る。 あな たは これ らを合 わ

せ て， 一 つの 木 となせ。 これ らは あ なた の

手で一つになる。』」(エ ゼキエル37：15-17)

木 とは， もち ろん記 録， す なわ ち書 物 の

ことです。'古代 イ スラエ ルで は， 木版 や棒

に巻 きつ けた巻 物 に物事 を記録 しま した。

エ ゼキエ ルは， ユ ダの記 録 とエフ ラ イム の

記録が 私 たち の手 の中 で ひ とつ とな る と予

言 しま した。 この予 言 の成就 に関 わ る、ζ・た

つの こ とが， 印刷 所 の 中で 起 こ ったの で す。

まず最 初 は， ニ ュー ヨー ク州 パ ルマ イ ラ ・

村の大 通 りに面 したあ る建物 の2階 で の こ

とで した。1829年6月 ， ジ ョセ フ ・ス ミス

とマ ーテ ン ・ハ リスは 印刷 所 の経 営 者 エ グ

バー ト ・B・ グラ ンデ ィン氏 を訪 ね ，新 し

い聖 典 の 出版 につ いて話 し合 い ま した。 当

時 グラデ ィン氏 は23歳 ， ジ ョセ フ ・ス ミス

よ り3カ 月年 下 で した。 彼 はわ ずか3カ 月

前 に本 の印刷 を請 け負 う とい う広 告 を 出 し

たば か りで， その上， 彼 の小 さな店 に は手
ちゆうて つ

動 式 の鋳 鉄製 印刷 機 しか な か ったの で， ジ

ョセ フ ・ス ミスらの 注文 に応 ず る こ とは大

変 なこ とで した。 、

他 の印刷 所 で は， そ の書物 の 印刷 を引 き

受 け ては くれ ませ ん で した。1それ に， この

年 若 い グラ デ ィン氏 も宗 教心 は持 ってい ま
さい ぎ

したが ， とて も猜 疑心 の 強 い人 で した。 し

か し， マ ー テ ン ・ハ リスの農場 を担保 にす

る ことで契 約 が ま とま り，契約 書 が取 り交

わ され て，1829年8月 に印刷 が始 ま りま し

た。

この 仕事 が始 まる と間 もな く， オバ ダイ

ヤ ・ドグ ベ リー ・ジュニ ア とい う人が この

書物 の 一部 を盗 ん で， ザ ・リフ レク ター と
あざけ

い う週刊 新 聞 に嘲 りの 記事 と一 緒 に掲載 し

始 め ま した。

こ う して1830年3月 ， モル モ ン経 が 印刷

所 か ら ジ ョセ フの手 元 へ届 け られ， 発売 の

広告 が 出 され ま した。 人 々の 反応 はひ ど い

もので本 は一 向 に売 れ ず， マ ーテ ン ・ハ リ

スは農場 を失 う結 果 とな りま した。

これが 聖典 にかか わ る新 た な時代 の幕 開

けで した。予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス と彼 に

従 う人 々は， 今 日に至 る まで， こ のモ ルモ

ン経 が イエ ス ・キ リス トを証 す る もう ひ と

つ の 書物 で ある と主 張 して い ます。 しか し，

異 な っ た霊 に動か され て， オバ ダ イヤ ・ド
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グベ リー と彼 に同調 す る人 々は， 今 日まで

モ ルモ ン経 を非難 して き ました。

こう して それ か ら148年 後 の1977年6月 ，

あ る印刷 所 で この ふた つの 木 を合 わ せ てひ

とつ に す る作 業 が， 再 び始 ま った ので す.

聖 典 出版 に長年 の経験 を持 つジェーム ズ・

モ チマ ー氏 とブ リガム ・ヤ ング大学 宗教 学

部 の学部 長 エ リス ・T・ ラ スム ッセ ン博 士

が， 英 国の ケ ンブ リッ ジにあ るケ ンブ リッ

ジ大 学 出版 部 を訪 ね ま した。 この 由緒 あ る

出版 部 で は， エ グバー ト ・グ ラ ンデ ィ ンが

パ ルマ イ ラ に印刷 店 を開 く293年 も前 か ら

聖 書の 印刷 を して い ま した。

彼 らは宗 教 関係 の 出版 の理事 を してい る

ロ ジャー ・コー ルマ ン氏 と会 い， 従来 の も

の とは 非常 に異 なっ た編 集の方 法 をと った

欽定 訳聖 書 の 出版 につ い て話 し合 い ま した。

この 出版社 の 人々 も， 約150.年 前 の エ グバ

ー ト ・グラ ンデ ィ ンと まっ た く同 じよ うに

彼 らの要請 に対 して懐 疑 の 目を向 け ま した。

ケ ンブ リッ ジ出版部 は ，1611年 に初 版 を

出 して以 来， 今 日まで欽 定訳 聖書 の 出版 を

手 が けて い ま したが， それ まで一 度 もこの

よ うな注文 を受 けた こ とは あ りませ んで し

た。彼 らは， 本文 には まっ た く手 を加 えな

いけれ ど も， 脚注 ，引 照 ，章 の序 文.索 引

な どは全 部 入れ替 える と言 っ たの です。 し

た が って， その ま ま使 えるの は66の 書 の章

と節 の番号 だけ で した。

それ だけ で はあ りま せん で した。 その よ

う な ことは 注文 の ほん の手始 めで， この版

に は，他 の3つ の聖典 すな わ ちモ ルモ ン経 ，

教 義 と聖 約， 高価 なる真 珠 との引 照 も組み

込 む とい うこ とで した。 モ ル モ ン経 ，教 義

と聖約 ， 高価 なる真珠 な ど， 出版社 の 人々

に と っては，1聞い た こ ともな い よう な本で

した。

聖 徒の道/円83年1月 号

注文 は ま だあ りま した。 彼 らは，新 しく

考 案 し た方法 で脚 注 をつ け る， す なわ ち，

従 来 は各 章毎 にア ルフ ァベ ッ ト順 につ いて

い たの に対 し，今 度 は(各 節 の最 初 の言葉

か ら)数 えきれ な い程 の節 に， た くさん 脚

注 をつ け る という ので す。

技 術的 な問題 が 山ほ ど出て くる こ とは，

目に見 えて い ま した。 コ ン ピ ュー ター の助

け を借 りるこ と も可 能 で し ょう。 しか し，

それ に して も常 に 人の 手が 必要 で す。他 の

聖 典 との引照 を，聖 書 に ど うや って入れ れ

ば よい の で し ょう。3つ もの聖典 との 引照

が でき る よう にす る ため には， 何 万 とい う

脚 注が 必要 にな りま す。 と い うこ とは， 何

十万 もの情 報 の組 み合 わ せが で きる とい う

こ とで す。 考 え るだ けで も大 変 な仕事 で す。

技術 的 な 問題 ひ とつ を とって みて も大 変 な

ことで 、 これ が正確 に，正 し く対 観 でき る

よう に， しか も聖 書 と矛 盾が な い よう にで

きる とは到 底 考 え られ ませ ん。

とこ ろが， そ の会合 には非 常 に敏 腕 な デ

レ ク ・ボ ーエ ンと いう編 集校 訂家 が 出席 し

てい ま した。 彼 は 第こ次 世 界大戦 の際 に聴

力 を失 って い たので ， その 後 は聖 書 の編 集，

植字 ， 印 刷 な どに専 念 して い たので す。 彼

は， お そ ら く， この よ うな企 画 を指 揮 でき

る ただ ひ と りの人 物 であ った と思 い ます。

これ まで私 は 印刷 に関す る問題 ばか り述

べ てき ま したが， 実 際 に何 万 もの脚 注 を収

集 し編 成 す る ため には何 百 人 とい う人 を要

します。 実 は， この仕事 は 数年 前 か ら始 め

られ て い ま した。 コ ン ピュー ター な しでは，

明 らか に不可 能 な仕 事 で した。

注文 は まだ続 き ま した。 この聖書 には，

用語 索 引，何 百 もの項 目を取 り上 げ た項 目

別 索 引， 聖 書辞典 ，'地図 を も入れ， その上

体裁 が従 来 の もの とは違 うの です。 章毎 に
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見 出 し文 が 入 ります。 この見 出 し文 には，

新 旧約両 聖書 との矛 盾があ りませ ん。

この企 画が 実行 に移 され てか ら数 年 して，

私 た ちは，進 行状 況 を尋 ね てみ ま し た。 集

積 した項 目を アル フ ァベ ッ ト順 に並 べ る と

いう， う んざ りす る よう な骨 の折 れ る作業

が ， どの位 進 んで い るか知 りたか っ たの で

す。 する と， 「天 国(Heaven)と 地 獄(Hell)

(Hの 項 目)を ，通 過 し，愛(Love)と 肉欲

(Lust〉(Lの 項 目)を もの と もせず ，今 は

悔 い改め(Repentance)(Rの 項 目)に 向 か

って 前進 中で す」 と返事 を して き まし た。

項 目別 索引 の項 目も，2倍 位 あ った リス

トを半分 に削 って， や っ との ことで750に

しま した。 それ は，実 用性 を考慮 して の こ

とで した。 この聖 書 は毎 日使 用 す、るの に手

ごろな サ イズで なけ れ ばな らな か った か ら

で す。

この仕 事 の上 に は， みた ま の助 けが あ り，

参 画 した 人々 は， この仕 事 が いか に祝福 さ

れ た もの であ るか を よく 口に し ま した。 そ

こには， 人を謙遜 にす る霊 的 な経験 が あ っ

たので す。

黙々 と，7年 以上 もの 間 この業 に力 が 注

がれ続 け，'やっ との こ とで末 日聖徒 版 欽定

訳 聖書 が世 に出 ま した。 モル モ ン経， 教義

と聖約 ， 高価 な る真珠 につい で も， すで に

同様 の作様 が始 め られ て い ま した。 多くの

年 月をか けて 原稿 を作 り上 げ ，初 期 の頃 の

版 の誤 字 誤植 も訂正 す るこ とが で きる よう

に しま した。

この3つ の聖 典 も， モ ル モ ンに関心 を寄

せ る研 究 家 や熱心 な教 会 員 だけ で はな く，

その他 多 くの人 々の 目に触れ るこ とで し ょ

う。 また，聖 書研 究家 たち は冷静 で公平 な

目を もって研 究 し， 末 日聖徒 に敵 対 し末 日

聖徒 を非 難 す る人 々は怒 りの 目を注 ぐで し
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よ う。 で すか ら， 微 細 な点 まで も訂正 され

て いな けれ ば なら なか った ので す。

末 日聖 徒版 聖 書が 出版 されて か ら2年 の

後， この3つ の聖 典 は今 まで に例 のな い正

確 な もの とな って世 に出 ま した。

そ して， そ の3カ 月後 ，聖 書 編集 の長 を

務 めて お られ たデ レク ・ボー エ ン氏が 英 国

の地 で亡 くな られ ま した。

ま た， 御 存 じの こ と と思 い ます が， 幹部

の 兄弟 た ちの指 示 に よ り， 今 後モ ル モ ン経

には 「イエ ス ・キ リス トに対 す る もうひ と

つ の証 」 とい う副 題 が付 くこ とにな りま し

た。

ユ ダの 木， す なわ ち記 録(新 旧約聖 書)

それ にエ フ ラ イムの 木す なわ ち記 録(モ ル

モ ン経 イエ ス ・キ リス トに対 す る も う

ひ とつの証)は ， この よ うな過程 を経て ひ

とつ に合 わせ られ たの です。 一方 を読 めば

他 方 も読 む こ とに な り， 一方 か ら得 た知 識

は他 方 を読 む こ とによ って よ り明確 な もの

に な ります。2本 の木 は， 本 当に私 た ちの

手 の中 で ひ とつ に な りま した。 こ う して今

日， エ ゼ キエ ルの予 言 が成就 した わけ です。

年 月を経 る に従 って， この聖典 に触 れ る

人 々は， 次 々 と主 イエ ス ・キ リス トを知 っ

て 主の み こ ころ に従 う忠実 な ク リ スチ ャン

とな って い くこ とで し ょう。

古 き世 代 の 人々 は， この よ うな聖 典 に は

触 れ る ことな く育 って きま した。 しか し，

今 で は次 の世 代 の人 々が 成長 してお り， 彼

らは， 歴 史上 かつ て だれ も目 にし得 なか っ

た啓示 に触れ る こ とがで き ます。 今 や， ヨ

セフ の木 とユ ダの木 が彼 らの手 に置 かれ ま

し た。 彼 らには， 過去 の人 々 には到 底 な し

得 なか った研 究 がで き るの です。 彼 らは イ

エ スが キ リス トで ある とい う証 を持 ち， そ

の よう に宣言 し， 主 を擁 護 す る力 を持 つ よ



うに なる で し ょう。

何 百 人 とい う 人々 の献 身的 な働 き がな か

った ら， この よ うな業 は な し得 なか った で

し ょう。 この よ うな 人々 の中 に は， ヘブ ラ

イ語 ， ギ リシ ャ語， ラテ ン語， 新 旧約 聖書

を研 究 す る学者 たち もい ま した。 そ の上 彼

らは この業 に携 わ る に.ζ・さわ しい人 々で あ

って， イエ ス ・キ リス トの福 音 か ら 多大 の

影響 を受 けて い ま した。 その業 は， 彼 らに

とっ ては この世 でな した最 も偉 大 な貢 献 と

なる こ とで し ょう。

世 代 を経 るにつ れ て， この 業 はキ ンボー

ル大管 長 が教 会 を管理 さ れた 時代 の 輝か し

い業績 と して， 史上 に残 る よ うにな るで し

ょ う。

聖典 を世 に出 す業 の中 で も， 非 常 に直接

的な業 で すが， 教 義 と聖約 の 中 に新 しい啓

示 が ふた つ加 え られ ま した。 こ の ような こ

とは， 百年 以上 もな か った こ とで した。 そ

れ に， この作 業 が終 わ らな い うちに，神 権

に関 する栄 光 あ る啓示 が 与 え られ ， この 時

満 ち たる神 権 時代 に主が聖 徒 た ち にお与 え

にな った その 他 のす べて の啓 示 に加 え られ，

製 本 され るべ く間 に合 ったわ け です。

しか し， これ は まだほ んの 手始 め なの で

す。 なぜ な らま だ英語 の 版 しか で きて いな

いか らで す。 スペ イ ン語 への翻 訳 は， す で

に始 ま って いま す。他 の 言語 へ の翻 訳 もお

いお い始 め られ る こ とと思 いま す。

この出 版事 業 と同 時 に， も うひ とつ偉 大

な業 が続 け られ てい ま した。 教会 の カ リキ

ュラ ム全体 の 組 み替 えが な され たの です。

子 供用 の テ キ ス トも，青 少年 や 成 人用の テ

キ ス トも， 聖典 中心， イエ ス ・キ リス ト中

心 に改め られ ま した。 著 作活動 ， カ リキ ュ

ラム， 教授 法 ， その他 この よ うな業 に関 連

ある仕 事 の専 門家 が 大勢加 わ った真 の義 勇

聖徒 の道/1983年1月 号

軍 が，長 年 の 間働 い て下 さ り， つ い にこの

業 が完 成 した ので す。

私 たちが 聖典 に錨 を降 ろ し 自らを聖典 に

つ な ぎ とめよ う と してい るか と思 え ば， 逆

にや っき にな っ て 自らを つな ぐ錨 の鎖 を断

ち切 ろ うと して いる 人が い ます。 そ のよ う

な人 々は波 の 間 に間 に漂 いな が ら河 を流れ

下 るか の よ うに，思 想 を あ ち らへ こ ち らへ

と変 え，聖 典 を 人の哲 学 に合 う よ うに解 釈

し， 改訂 して い って い ます。 そ の反対 に私

たち は， 同 じ河 を流れ に逆 らっ て上 流 へ上

流 へ と泳 ぎ上が ってきました。私たち は神 と

相交 わ り啓示 を受 け るた め に， 河 の水 源 に

まで泳 ぎ上 が ろうと決 意を 固めてい ます。な

ぜ な ら，教 義 と聖約 の中 で主 が求 め てお ら

れ る よ うに，「あ らゆ る 人々」 が 「主 なる神

す なわ ち世 の救 い主 の名 によ りて 語」(教義

と聖 約1：20)る こ とが で きる よ うに努 力

しな けれ ばな らない か らです。

内 に も外 に もこの教 会 を監視 して いる 人

が い て，私 た ち のす る こ とに非常 な興 味 を

示 してい ます。 その よ うな 人々 は教会 をつ

ぶ さ に観察 して， 組織 力， 教 会 の財源 ，組

織 の変 更， 政 治的 社 会的論 点 な ど につい て

考 え， 自分 の 観察 か ら結論 を引 き出 しま す。

そ して， 自分 の 見解 を書 いて は新 聞雑 誌 な

どに 発表 し， それ が教 会 の現 況 に関 する正

確 で客 観 的 な報 告 だ と主 張す る ので す。 し

か し， そ の よ うに教 会 を監視 し決 め つけ て

いる うち に， 彼 らは私 たちが ここ数世 代 の

間に行 な った最 も重要 な事 柄 を 見落 として

しま った ので す。

彼 らの 中 には， 私 た ちは道 を 外れ てお り，

ク リスチ ャンで はな い とす る人 々 もい ます。

彼 らは， 彼 ら 自身が ほ とん ど関心 を持 た な

かったもの，したがってほ とん ど知 り もしな

かったもの，すなわち聖 典 と啓 示 に 目を向 け
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るべ きで した。 そ うす れ ば，項 目別 索引 に

は イエ ス ・キ リス トに関 して58の 項 目が あ

り，18ペ ー ジにわ た って小 さな活 字 で ぎ っ

しりと文 字通 り何 千 もの 参照 聖 句が 載 って

い るこ とがわ か った で し ょう。

その参 照聖 句 は4つ の標 準 聖典 か らの も

の であ り， この標 準聖 典 には世 界 史上一 度

も収 集 し得 なか った ほ どの量 の主 イエ ス ・

キ リス トの使 命 と教 え に関 す る聖 典 か ら得

た情 報 が収 め られ てい るの で す。

この4つ の聖典 は，私 たちが 主 イエ ス ・

キ リス トを受 け入れ ，敬 慶 な聾 度 で礼拝 し，

証 を持 っ てい るこ とを 断言 してい ま す。 参

照聖 句 を一 つ一 つ読 ん で い く時 に，皆 さん

は部屋 の ドア を押 し開 け て部 屋の 中 を見 る

よ うに， そ こが どなた の教 会 で あ り， だ れ

の権威 によ って何 が教 え られ て い るか を知

る ことが でき るで しょ う。1そこでは， すべ

てが イエ ス ・キ リス トの み名 に， す なわ ち

神 の御 子 で あ り， 救 い主， 貝費い主 で あ り，

私 た ちの 主で あ る御 方 に基 を置 いて い るの

です。

私 はユ ダの 予言 者 エ ゼキ エル の予 言 を引

用 して， こ の話 を始 め ま した。 旧約聖 書 の

この2節 には，10の 脚注 が つ いて い ます。

そ のう ちの ひ とつ は， 私 た ち を 「モル モ ン

経一 イエ ス ・キ リス トに対 す る もうひ と

つ の証」 へ と導 い て くれ ます。聖 書 世 界か

ら見て地 球 の裏側 では， ヨセ フの血 統 の予

言 者 リーハ イが， 次 の よ うな予 言 を して い

ま した。

「それ故 に
， 汝 の子孫 は 記録 を書 き， ま

たユ ダの子 孫 も記 録 を書 くべ し。 しか して，
り しる

汝 の子孫 の 書 き誌 す書 と， ユ ダの子 孫 の書

き誌す 書 とは， 相合 して偽 りの教 えを うち
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破 り， 争論 を鎮 め ， 汝の子 孫 の 中 に平 和 を

起 し， また末 日に於 て汝 の子 孫 に その先祖

とわ が誓約 とを知 らしめ ん。」(II二 一フ ァ

ィ3：12〉

この ひ とつ の脚 注 が， ふ たつ の聖典 を堅

く結 んで い る よう に思わ れ ます。 しか しな

が ら，10の 脚 注 の うち の5つ は， それ を読

めば 項 目別索 引 を引 か ざる を得 な くな り ま

す。 項 目別索 引 に は， その 外 に611も の参

照聖 句 が 出て お り， この一論 点 に関 して私

た ちの知 識 を広 げ て くれ ます。 ま さに， ち

りの 中か ら語 る声 の よう ですポ

何 本 もの 糸が よ り合 わ され て，私 た ちの

手 の 中に ある ユ ダの木 とエフ ラ イムの 木，

す なわ ち主 イエ ス ・キ リス トに対 す る証 の

書物 を縛 る こ との で きる よ うな縄 がで き た

の です。

重 ね て 申 しま すが， 主 イエ ス ・キ リス ト

の 使命 と教 えに関 して， これ ほ どの量 の情

報 が聖 典 か ら集 め られ たこ とは，世 界 史上

例 を見 な い こ とで した。

私 た ちが主 につ いて軽 々 に語 らず， 余 り

度 々 口 に しな いか ら と言 って，誤 解 しない

で下 さ い。 主 につ いて余 り度 々 口 にす るこ

とは， 主 を知 らな い人 のす る こ とです。

ユ ダ ヤの兄 弟 た ち も， 昔， 主 を知 っ てい

ま した。 ユ フ ライ ムの， 私 た ちの兄 弟 たち

も同 じです。 主 の聖 徒， 予 言者 ，使 徒 らに

とって， もう主 は遠 い存 在 で はあ りません。

主 は生 きて お られ ます。 イエ ス ・キ リス

トは私 たち の救 い主 ，賦 い主 であ り， 主で

あ ります。私 は使徒 と して ， 以上 の こ とを

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り証 致 し ます。

ア ー メ ン。



成 熟の意味.

七十人第一定員会会員 デ レク・A・カスバー ト

主
は ギベ オ ンで ， ソロモ ンの夢 の 中 に

■

あらわ

顕 れて ，こう 言わ れ ま した。「あ なた

に 何 を与 え よ うか ， 求 めな さ い。」(列 王 上

3：5)ソ ロモ ンは 主 に答 え る前 に， 自分

に とって最 も必要 な もの は何 なのか ，深 く

考 え ま した。 それ は権 力や威 光 で し ょうか。

それ と も，富 や財 物 ，名 声 や栄 光 で し ょう

か。

ソ ロモ ンの答 え につ いて， よ く考 え てみ

ま し ょう。 「わ が神，主 よ，あ なた は この し

もべ を， わ た しの 父 ダ ビデに代 っ て王 とな

らせ られ ま した。 しか し， わ た しは小 さ い

子 供 で あ って， 出 入 りす る こと を知 りませ

ん。 …… それ ゆえ，i聞きわ け る心 を し もべ

に与 え て， あ なた の民 を さば かせ， わ た し

に善 悪 をわ き まえ るこ とを得 させ て くだ さ

い。」(列 王 上31719)そ こで ，「神 は ソ ロ

モ ンに非 常 に 多 くの知 恵 と悟 りを授 け ， ま

た海 べ の砂 原の ように広 い心 を授 け られ た」

(列 王上4：29)の で した。

知 恵， 悟 り， 広 い心 は， 成 熟 した 人の し

る しで す。 こ の よう な特 質 を求 めた時 ， ソ

ロ モ ンは もう 「小 さ い子供 」 で はあ りませ

ん で した。

しか しなが ら， 成熟 す る と いう ことは ，

単 に知 恵 を得 る とい う こ とで は あ りませ ん。

救 い主 は， この よう にお っ し ゃらなか った

で しょうか 。「心 をいれ か えて 幼 な子 の よう

に な らな けれ ば， 天 国 には い るこ とは でき

な いで あ ろ う」(マ タイ18：3)こ の こ とを

考 え合わ せて み る と， 成 熟す る とい う こと

は ，私 た ち に必要 な幼 な子 の特 質 を取 りも

どす と と もに，子 供 には な い成 人の特 質 を

伸 ば して い く とい うこ とに な ります。 き ょ

う，私 は， 成 熟 と いう ものの10の 特質 につ

いて お話 した いと思 い ます。 そ の中 の5つ

は幼 な子 の持 つ特 質 ，残 りの5う は 大入 に

な るにつ れ ては ぐくんで い く特質 で す。

1.罪 がな い こと 生 まれ た ばか りの赤

ん坊 や ほん の小 さ な子供 に罪が な いこ とを

否 定 で きる 人が， どこ にい るで し ょうか。

救 い主 は次 の よう に教 えて お られます。「幼

な子 らを一D…わ た しの と ころ に来 るの を と

めて は な らな い。 天 国 は この よう な者の 国

で ある」(マ タイ19・：14)末 日の 啓示 の 中で

も， 主 は・さ らに この こ とを明 らか に してお

られ ます。「人の あ らゆ る霊 は，太初 に 罪な
しか』き もの な りき

。 而 して神 は堕落 ぶ り人 を蹟

い た も うたる に よ り， 人 はみ な再 び幼 児の

有様 とな り，神 の前 に罪 な し とな りぬJ(教
ぎ

義 と聖 約93：38)そ うで す。 この不 和 と欺
まん

隔 に満 ち た世 の 中に あ って，私 た ちは 皆，

清 くな り罪の な い状 態 にな るよ うに チ ャレ

ン ジされ てい るの です。

2.謙 遜 「この幼 な子 の よ う に 自分 を

低 くす る者が ，天 国 で いち ばん偉 い ので あ

る 」(マ タイ18：4)子 供 の謙遜 な祈 りや証

を聞 くの は， 何 と素晴 ら しい ことで し ょう。

アフ リカの 南部 で，'柱と屋根 だけ のア フ リ

カ式 の家 を借 りて集会 を開 いた時 の こ とで
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す。 私 は，小 さ な 男の子 が ホ サ語 で ジ ョセ

フ ・ス ミスの物 語 を詳 し く話 し，証 を述 べ

るの を聞き ま した。 そ の時 の こ とは，今 も

，忘れ るこ とがで き ませ ん。

私 たちの 住 む世 の 中では， 人々 が大 挙 し

て正 義 に背 を向 け， 自己の快 楽 を追 い求 め ，

己れの プ ラ イ ドや 空 しい野 心 を満 た そう と

やっ きにな っ てい ます。 私 た ちに与 え られ

てい るチ ャ レン ジは，神 の み前 に謙 遜 に な

り，ベ ン ジャ ミン王 の言葉 にあ る ように 「幼

児の よ うに従順 で謙 遜 で忍 耐で 愛情 に富 み，

幼児 がそ の父 に従 う よう に，主 が 負わ せ た

もうすべ ての こ とに喜 ん で服従 」(モーサ ヤ

3：19)す る こ とです。

今 では世 界 中の 至 る所 で， 人種 や文 化 的
い ん しのう

背景 の異 なる様 々な 人々が 各 々の 国 の因襲

を打 ち破 って真 理 を受 け 入れ， へ りくだ っ

てバ プ テスマ を受 け てい ます。 彼 らが 困難

や苦 難 を克服 して い く様 を 目にす る時 ，私

た ちの霊 は何 と活 気づ け られ る こ とで し ょ

うか。 少 し前 の こ とで したが， 私 は ジ ンバ

ブエ の教会 の 立 派な青 年 と面接 しま した。

彼の 国か ら最 初 の宣教 師 を送 り出す た めの

面接 で した。 そ の青年 は ピ 」タ ー ・チ ャヤ

長老 という て， 小 児麻 痺 の ため に生涯 松葉

杖 をっ いて歩 か なけれ ば な らな い体 で した

が， 喜 び勇 んで伝 道 の召 しを受 けた ので し

た。

3.純 真 で ある こ と 子 供 は物 事 を複雑

に考 え ませ ん。 また， もの を遠 回 しに言 っ

た り しませ ん。 使 徒 パ ウロ は， コ リ ン トの

聖徒 に次 のように勧告 して い ます。「た だ恐

れ るの は， エバ がへ び の悪巧 み で誘 惑 され

た ようヒ， あな たが た の思 いが 汚さ れて，

キ リス トに対 す る純情 と貞操 とを失 い は し

な いか とい うこ とで あ る。」(IIコ リン ト11：

3)パ ウロ は深 い学 識 のあ る人 であ ったに
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もか か わ らず， 改宗 した後 に次 の よう に語

りま した。私 は こ の くだ りを読 む度 に深 い

感動 を味 わ い ます。 「… …わた しはイエス ・

キ リス ト， しか も十 字架 につけ られ た キ リ

ス ト以 外の ことは， あ な たが たの 間で は何

も知 るま い と決 心 した … …」(1コ リ ン.ト

2：2)最 近 の ことで すが， 私 は ガー ナ を

訪れ ， 同 じ感動 を 味わ い ま した。 そ こでは

地方 部 大会 が開 か れて いて， 現 在地 方部 長

を務 めて いる優 れ た 外科医 のエマニュエル ・

キ ッ シ博 士 が， 福音 の単 純 な真理 を教 えて

お られ た ので す。

そ うで す。 私 た ちは 子供 の よ うに純真 で

あ れ る よう努 力 しなけ れ ばな りませ ん。 そ

して， 自分 の子 供 た ち にも， イエ ス ・キ リ

ス トに対す る純 真 で揺 る ぎな い証 を持 て る

よう に教 えな けれ ば な らない ので す。 そ う

す る な らば，子 供 た ちは，このまっす ぐで 狭

い 道か らそ らせ るよ うな誘 惑 に陥 る こ とは

ない で し ょう。 マ シュー ・カウ リー長 老 は

よく次 の 言葉 を 口にしました。「人生 とは 美

しい まで に純真 で あ り，純 粋 な まで に美 し

い もので す。」("LeamtoLive"，address

deliveredatBrighamYomgUniversity，

19June1953)

4.信 仰 我 が 家の 子供 た ちは病 気 の 時

や ，慰 め や助 言 が ほ し い 時，祝 福 を求 め

てき ます。 つ ま り，信 仰 を表 わ して 来 るわ

けで すが， そのよ う な時 は いつ も，私 も妻

も， とて もうれ し く思 います。.その よ うな

こ とは， これ ま でに何 度 もあ りま したが，

一 例 をあ げれ ば
， 子供 が 耳の痛 みを訴 え始

め， ひ ど く苦 しんだ こ とが あ りま した。 私

が 祝福 を施 す と， 娘 はお とな しくな り眠 り

始 め ま した。 そ して それ か らは， 耳 の痛 み

な どま った く訴 えま せん で した。 本 当 に素

晴 ら しいこ とで すが， 主 が福 音 を完全 に回
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復 して下 さ った ので， 父親 は 様 々な方 法 で

家族 を祝福 す る こ とが で きる よ うに な った

ので す。私 たち の愛 す るキ ンボー ル大 管長

が チ ャレ ンジされ た よ うに， 幼 な子 の信仰

を もってすれ ば，「見果 て ぬ夢 も夢 では な く

な り」「手 の届 か ぬ星 に も手が 届 く」よ うに

なる ので す。 主 の持 ちた もうた強 い信 仰 は

山 々を動 か し， その幼 な子 の よ うな信 仰 は，

何 とた くさ んの奇 跡 を起 こ した こ とで し ょ

うか。

5.愛 無 条件 の愛 ， 無私 の愛 で す。幼

い子供 に顔 を見上 げ られ，「お父 さん，大 好

き」 と言 われ て， いや な気持 ち に なる 父親

が い るで し ょう か。 また， 枕 の上 に 「お母

さん大 好 き よ」 と書 い た短 いメ モ を見つ け

て，心 にほ のぽ の とし た ものを感 じな い母
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親 が いる で し ょうか。 多くの 国々 で，私 は

子供 た ち の愛 ら しい声 を聞 く特 権 に恵 まれ

て き ま した。「わたしが あ なた がた を愛 した

よ うに， あ なたが た も互 い に愛 し合い なさ

い 」(ヨハ ネ13：34)と い う救 い主 の言葉 が，

今 も私 の 耳 にこ だ まし ます。

イェ スは， 罪が な く，謙 遜 で，純 真 であ

り， 強 い信 仰 を持 った完全 な模 範 で した。

イエ スは私 た ち の罪 を その身 に引 き受 け，

貴 い命 を投 げ 出 され， 自ら墓 の 中か らよみ

が え って，偉 大 な愛 を示 され ま した。「神 は

愛 で あ る。 愛 の うち にい る者 は，神 にお り，

神 も彼 にいます。J(1ヨ ハネ4：16)世 界 中

至 る所 へ宣 教 師 たち はふ た り一 組 となって

出か けて い き，主 イエ ス ・キ リス トを信 じ

る信仰 と悔 い改 め を宣 べ伝 えます。 今 まで
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述 べて きた幼 な子 の5つ の特 質 をす べて 失

わ ず にい う人は ほ とん ど いな いか と思 い ま

す。 しか し，悔 い 改 めて 生活 を変 えるこ とに

よ り， だれ もが これ らの特 質 を取 りも どす

こ とがで きる ので す。

自分 の生 活 に その よ うな変化 を もた らし

た ならば， 主 の よ うに成 熟 した 人に なる た

め に，私 た ちは前 に述 べ た5つ の 特 質 を土

台 と して さ ら に5つ の特 質 を身 に着 け なけ

れ ばな りませ ん。

6.知 恵 ソロモ ンは正 しい裁 きがで き

るよ うに知 恵 を求 めま した。 私 た ち も同 じ

よう に知 恵を求 め る必要 が あ りま す。私 た

ちの 中に， 本 当 に賢い 人 はあ ま りい ませ ん。

自分 を取 り巻 く物 質的 な世 界 に 目を奪 われ

てい るか らで す。知 恵 とい う もの は物事 の

真の価 値 と，何 が 大切 で あ り何 が 大切 で な

いか を悟 る こ とに よって 得 られ ます。 知 恵

は霊 的 な特質 です。 なぜ な ら，識 別 と理 解

力 の上 に築か れ るか らで する 深遠 な知 恵 ，

それは予 言者 の知 恵です。 予 言者 の知 恵に

耳 を傾 ける 人は皆 ，祝 福 を受 け る ので す。

・ 主は こ う勧 告 しておられ ます。「富 を求 め

ず して 智恵 を求 め よ。」(教 義 と聖約6：7)

私 た ちは この総 大 会で ，み た ま に導 か れ た

方 々の説教 の 中か ら知 恵 の真珠 を手 に入れ

ま した。すべての人が ここで話 された数 々の

真理 を研究 し実践 していかれることで しょう。

知 識 は， それ 自体 危険 な もの にな る可能

性 を秘 めて いま す。知 識 を求 め る 人は， 同

時 に知 恵を求 め なけ れ ばな りませ ん。 知 恵

は成熟 の しる しで す。 知 恵 とい う もの は，

普 通，年 齢 と経 験 を重 ね るこ とに よ って得

られ る もの です が，.必ず し もそ うとは 限 り

ませ ん。 私 が ス コ ッ トラ ン ドで 伝 道部長 を

して いた時 の こ とです。 主 が 多くの若 い宣

教師 の理解 力 を増 し加 えられ たの で， 彼 ら
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は年 齢 に似合 わ ない素 晴 らしい 成長 を遂 げ

ま した。 それ か ら まだ5年 も経 って い ませ

んが ，今 で は その 中の6人 が 英 国諸 島 で監

督 とな り， ふ た りが ステー キ部 長会 に入 り，

優れ た指 導 力 を発揮 して います。

7.指 導 力 これは教 会 内 ばか りで は な

く， す べ ての 面で の誉 れ ある指 導 力 を指 し

て い ます。 子 供は， 言葉 に して も行 ない に

して も親 を見 習 う もので す。 主は モ ーセ を

通 じて イス ラエ ルの親 た ち に， こう 言わ れ

ま した。「き ょう，わ た しがあ な た に命 じる

これ らの 言葉 をあ なたの 心 に留 め，努 め て

これ を あ なたの子 らに教 え， あ なた が家 に

座 して い る時 も， 道 を歩 く時 も， 寝 る時 も，

起 きる 時 も， これ につ いて語 らなけ れ ばな

らない。」(申 命6：6-7)

子 供 を正 しく教 え導 くには， この聖 句 に

あ る よう に， 親は 成熟 してい なけれ ば な り

ませ ん。 家族 は社 会の 基本 単位 で あ り， 国

の 基 です。 子 供 たち は， 全能 の神御 自身 か

ら私 たちの手 にゆだね られた神 聖 な授 か りも

ので す。 私 た ちは親 と して， そ の こと を認

識 しな けれ ば な りませ ん。 私 た ちの 息子 や

娘 は， 神 の霊 の子 供 で す。神 は私 たち に，

子 供 た ちを 愛 し， いつ く しみ， 教 え， 導 く

よ う に望 ん で お られ る ので す。

両 親 と子 供 が定期 的 に神 の み言葉 を読 ん

で研 究 す る ことは， あ る いは そ こに書 かれ

て い る基本 的 な原 則 に従 って生 活 し， 天 父一

が 私 た ちに期 待 して お られ るこ とを果 た し

て行 く こ とは，何 と大 切 な こ とで し ょうか。

8.責 任 感 子 供 は8歳 にな る まで， 自

分 の言葉 や行 な い に責 任 を持 つ こ とが でき

ませ ん。 この8歳 とい う年齢 は 主が 定 め ら

れ た もので すが ，ほ とんど，どこの 国の法 律

で も それが 認 め られて い ます。 しか し， 責

任 が持 て る よう にな った とい う ことは， 成



熟 した とい う こ とでは あ りませ ん。 責任 を

持 つ という こ とは， 他 人の信 頼 に応 え られ

る よう にな る，責 任 の あ る行 動 が でき る，

自分 を管 理 す る人 々 に対 して，最 終 的 には

主 御 自身 に対 して 自分 の言動 に責任 が持 て

る とい う こ とです。

救 い主 は伝 道 してお られ た 時 に， この原

則 につ いて 教 え られ， 私 たち は 自分の 言葉

に対 してさ え も責任 を持 たな けれ ばな らな

い と言 われ ま した。 「あ なたが た に言 うが，

審判 の 日には， 人は その語 る無益 な言葉 に

対 して， 言 い 開 きを しな けれ ばな らない で

あ ろう。」(マタイ12：36)敵 は 絶 えず私 た ち

の 気 をそ ら し， 正 しい生活 を妨 害 し， 自分

の行 動 に対 して責 任 を負 え るよ う にな るの

を妨 げ よう とし ます。 私 たち は絶 えず 強 く

あ るべ き です。 決 して警戒 を怠 った り，主

か.ら与 えられ た 原則 を曲 げ るよ う なこ とを

しては な りませ ん。

9.信 頼 さ れる 人 にな る 子供 とい う も

の は.今 笑 って いた か と思 う と， 次 の瞬 間

には 泣 いて いま す。 ま た周 囲の情 況 や環境

の変化 によ って， す ぐに友達 を変 えた り，

世 の 中 に対 す る 見方 を変 え た りし ます。 し

か し， 成 熟 した 人 は， そ う簡 単 に意 見 を変

えた りは しない ので， 人か ら も信 頼 され ま

す。使 徒 パ ウ ロは， 成 熟 した人 にっ い て こ

う言ってい ます。「もは や子供 で は ない ので，

だ ま し惑 わ す策 略 によ り， 人々 の悪巧 み に

よ って起 る様 々 な教 え の風 に吹 き まわ され

た り，もて あそ ばれ た りす る ことが 」(エペ

'ノ4：14)な し】
。

私 た ちは，子 供 たちが精 神 的 に，あるいは

実際 に連 れ去 られ て しま うこ とが ない よ う

に， 警告 を与 え， 教 え， 外敵 を追 い払 い，

守 って や らなけ れ ばな りませ ん。 世 の 中 に

は， 主 の もの では な い声 や教 えが 氾濫 して

聖徒 の道/1983年1月 号

かた

い ます。 しか し， 「キ リス トを確 く信 じ て

疑 わ ず，…・一強 く進 む」(II二 一 フ ァイ31：

20)な らば， 私 た ちは信 頼 され る 人にな る

こ とに おい て も，堅 実 さや霊 的 な忍耐 力 に

お いて も成 熟す る こ とがで き るので す。 以

上 に述 べた 特質 を 身 を もって 示 して下 さる

キ ンボ ール 大管 長 に，私 は 深 く感謝 して い

ま す。 キ ンボ ール大 管長 の模 範 は， 私に と

っ て素 晴 ら しい助 け にな りま した。 ごれ か

ら霊 的 な成 熟 を 目指 そう とす る皆 さん にと

って も， その模 範 は大 き な助 け となる こ と

で しょう。

101自 制 心 さて，10番 目の特 質， 自制

心 につ いて お話 した い と思 い ます。 二 一フ

ァイ 人の予 言 者ア ルマ は， こう勧告 してい

ます。 「一切 の 欲 を抑 えて愛に満 ちよ。」(ア

ル マ38：12)神 の御 子 イエ ス ・キ リス トは，

世 に打 ち勝 たれ て，私 た ちの救 い主，蹟 い
あ

主 とな られ まし た。 サ タンの 試み に遭 って

もび く と もせ ず， あ ざけ られ， の の し られ

て もく じけず ， そ して死 に臨 んで も，動 揺

され る ことは あ りませ ん で した。 主は 完全

に成 熟 して お られ たの です。 噛

私 たち も主 の よ うに， 清 く，謙 遜で， 純

真 で， 確 固 と した信 仰 と愛 を持つ ことがで

き ます よう に。 ま た， 知 恵 を備 え、 人か ら

信 頼 され， まず 自らを制 し， 人 々 に対 して

も指導 力 を持 つ こ とがで き ます よ うに。 そ

して， 主 が 来 られ る時 にそ のみ 前で， その

意 にか な う申 し開 きを する こ とが でき ます

よ うに。 私 た ちの主 こ そ，生 き て ま します

キ リス トで す。 この教 会は 活動 を続 けて や

ま ない 主の教 会 で す。 主は 生け る予 言者 を

通 じて， 語 って お られ ます。 この喜 ば しい

証 を私 た ちの主 で あ り救 い主であるイエス・

キ リス トの み名 によ って 申 し上 げ ます。 ア

ー メ ン。
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決意の時は今

十二使徒定員会会員 ハ ワー ド・W・ハ ン ター

恥 典 を読 ん で研 究 して み る と， 従順 に里

樋 よ うに， 正 しい生活 を する よ う

にと主 が何 度 も民 を励 ま され， そ れ を条件

に 多くの約 束 を して下 さ って い るこ とが わ

か ります。 イ スラエ ルの 歴 史は， 様 々な 誓

約 に満 ち満 ちて い ます。 誓約 は 旧約聖 書 の

中核 を なす テー マの ひ とつ であ り，神 が 予

言者 や民 と交 わ し た もうた もの で あ ります。

主 は， ノア と誓約 を交 わ し たま い， その

時 か ら， 全 人類 に対 す る誓約 の しる し とし

て 空 に虹 が か かる よ うに な りました。(創 世

9：13参 照)

ア ブラ パム と その一 族 は，割 礼 を聖 な る

儀 式 と して 受 け 入れ， 割礼 によ って誓 約 を

交 わ し まし た。(創 世17：10-11参 照)ま た，

シ ナイ 山では 全 イ スラエ ル に大 いな る誓約

の しる し として， 安 息 日が与 え られ ま した。

今 日， 私 た ちは ヨ シ ュア の生 き方 か ら大

切 な事柄 を学 ぶ こ とが でき ます。 それ は，

主 と交 わ した誓 約 を守 り， 主の 命令 と指 示

に従 うこ とが いか に大切 か とい うこ とです。

ヨ シ ュアは主 の 命 に従 い， モー セ亡 き 後，

イ スラエ ルの 民 を約束 の地 へ と導 き， イス

ラエ ルの 支族 を指 導 し ま した。40年 来 の指

導者 モー セ を失 った ばか りの膨大 な数 の 流

浪の イ スラ エル の民 を導 く責 任 を負 っ た ヨ

シュア に， 主 は こ う言 われ ま した。 これ は

ヨシ ュア と民へ の慰 め の言葉 で は なか った

か と思 い ます。

「わ た しは
， モ ーセと共 にい た よう に，

あ なた と共 にお るで あ ろ う。 わ た しは あ な

た を見放 す こ と も， 見捨 て る こ とも しな い。

強 く， ま た雄 々 しくあれ 。 あ なた は この 民

に， わ た しが 彼 らに与 え る と， そ の先祖 た
え

ち に誓 った地 を獲 させ な けれ ばな らない。」

(ヨ シ ュア1：5-6)

さ ら に続 けて， 主 は こう言 われ まし た。

「た だ強 く
， また雄 々 しくあ って， わ た

しの しもベ モー セが あ なた に命 じた律 法 を

こ と ごと く守 って行 い， これ を離れ て右 に

も左 に も曲 って は な らない。 それ はす べて

あ なた が行 くと ころで， 勝 利 を得 るた めで

あ る。」(ヨ シュア1：7)

ま た，主 は モー セ に与 え られた 律法 につ

い て も言 われ ま した。

「この律 法 の書 を あな たの 口か ら離す こ

と なく， …… こ と ごと く守 って行 わ な けれ

ば なら ない。 そ うす る な らば， あ なた の道

は栄 え，あ なた は勝 利を得るであろう。」(ヨ

シュア1：8〉

そ して ヨ シュア との語 らい を終 え るに 当

た って， ヨ シュア に慰 め を与 え， 神の 律法

に従 うな らば祝 福 が得 られ る こ とを思 い 起

こさせ る意 味 で， すで に言 わ れ たこ と を も

う一度 繰 り返 して 言わ れ たの で した。

「わ た しはあ なた に命 じたで はな いか。

強 く， また雄 々 し くあれ。 あな たが どこへ

行 くに も， あな たの神 ， 主 が共 にお られ る

ゆ え， 恐れ ては な らな い， おの の いて はな

らない。」(ヨ シ ュア1：9)
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ヨ シュア には， その 使命 を果 た す ための

勇 気 が必要 で した。 一 々， 主の助 けが 必要

だ ったの で す。上 記 の聖 句 にあ る よ うに，

主 は助 け を与 え る と約 束な さい ま した。 そ

の 主 を信 じて， 主が す べき こ とを教 え て下

さ る と信 じて ヨ シュア は前進 した ので す。

ヨ シュア は主 に従 順 で あれ ば， 万事 首尾 よ

く事 が 運 ぶ こ とを知 っ てい ま した。 どのよ

うな経 過 で そう な るの かは， は っ き りとは

わ か り ませ ん で し たが， 今 や， 必ず そ うな

る とい う確 信 を持 つ こ とが でき たの で した。

聖 典 には， イ ス ラエ ルの支 族 は ヨル ダ ン

川 へ と旅 し， 川岸 に3日 の 間野宿 し， 対 岸

の 市エ リコヘ 行 く準備 を整 えた と記 され て

い ます。 その 時， ヨ シュア は民 にお もしろ

い こ とを言 い ま した。

「あ な たが たは 身 を清 め なさ い
。 あす，

主 があ な たが たの うち に不 思議 を行 われ る

か らで あ る。」(ヨ シュ ア3：5)

ヨ シュア は， 戦 に勝 て るか 否か は， 民 が

喜 ん で 主の み こ ころ に従 うか 否か にかか っ

て いる こ とを知 ってい ま した。 こ の時， 主

は ヨ シ ュア に言 われ ま した。

「き ょうか らわ た しはす べて の イス ラエ

ルの 前 にあ なた を尊 い者 とする で あろ う。

こ う してわ た しが モー セ と共 にい たよ うに

あ なた と と もにお るこ とを 彼 らに知 らせ る

であ ろ う。」(ヨ シュア3：7)

そ して， ヨ シ ュアは， モ ーセ が イス ラエ

ルの指 導 者 であ っ た時 と同 じよ う に， これ

か ら も主 が奇 跡 を行 なわ れ る こと を知 りま

し た。 民 の先 頭 を祭 司 たちが 契約 の箱 をか

つ い で行 き， ヨル ダン 川に 足を 浸す と， 川

が干上 が り，「す べて の イ スラエ ル」 は 「か

わ い た地 を渡 って行」(ヨ シュア3：17)き

ま した。'

ほ ど な くして， 主 は ヨ シュア に，行 く手

に立 ちは だか る エ リコの 市 を滅ぼ す よ うに
がんほ う

と命 じ られ ま した。 エ リコの 市 は頑丈 な城

壁 に囲 まれて い て， それ を攻 め落 とすな ど

とい う こと は とても無 理 な ことで した。 少

な くと も， 無 理 な ことの よ うに思 われ ま し
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た。 しか し， どの よう な軍略 を用 いた ら よ

いか もわか ら ない まま に， 必ず 勝 てる と信

じ， ヨシゴ ア はす で に受 け て いた主 の み使

い の指示 に従 い ま した。 ヨ シュア は どの よ

うな こ とに も従 順 であ ろ う と， 決 意 して い

たので す。 ヨシ ュアは指 示 され た こ とを行

な うこ と以 外， 何 も考 えて は い ません で し

た。 それ に，主 が 必ず 約束 を果 た して 下 さ

る ことを知 ってい ま した。 主 の指 示 は どう

考 えて み て も奇妙 で したが ， ヨ シ ュアは胸

の 内 にあ る信仰 に駆 り立 て られて ， それ を

実 行 した ので した。 その結 果 は， も ち ろん，

勝 利 で した。 イ スラ エル の民 は長 い 間モ ー

セの指 導 の下 に あ った時 も， ヨ シ ュアや そ

の他主 の 命令 と指 示 に従 っ た 多くの予 言 者

た ちの指導 の 下 にあ っ た時 も， 同 じよ うに

奇跡 を経験 して き ま した。

エ リコに近 づ い たヨ シ ュア とそ の民 は，

主 の導 きに忠 実 に従 い ま した。聖 典 には次

の よう に記 され て います。 「石 が き は くず

れ落 ち た。 そ こで民 は みな， す ぐに上 って

町 には い り， 町 を攻 め取 った。」(ヨ シ ュア

6：20)

記録 に よれば ， イ スラエ ルが 諸 々の敵 と

の戦 い を終 え た後， す で に年 老 い た ヨ シュ

ア は全 イ スラエ ル を呼 び集 め ま した。 死 を

前 に して， ヨシ ュアは イ スラエ ル の民 に，

これ まで戦 い に勝 つ こ とが で きた のは 神が

味 方 して下 さ った ため で ある こ と， しか し

もし， 主 に仕 えず ， その律 法 に従 わ な いな

らば滅 ぽ され るで あ ろ う一こ とを話 しま した。

また， イスラ エ ルの主 な る神 が どの よ うに

して アブ ラハ ム にカナンの地 を旅 させ ，「そ

の子孫 を増 」(ヨ シ ュア24：3)さ れ たの か

も話 して 聞か せ ま した。 ヤ コブ とそ の子 ら

がエ ジプ トヘ 向か っ た くだ りも話 しま した。

主が モー セ とア ロ ンを どの よう に と りは か
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らわ れ たか， 彼 らの 先祖 た ちが いか に して

エ ジプ トを 脱 出 したのか も語 り聞 かせ ま し

た。 そ して， それ まで剣 も弓 も使 わず に ど

の よ うに して戦 い に勝 ち， 国 を征 服 したの

か も話 しま した。(ヨ シ ュア24：12参 照)彼

らを勝 利 に導 いて下 さ った の は， ほか な ら

ぬ主 で した。 剣 や 弓 に頼 らぬ勝 利 で した。

ヨ シュアは ， 民 に言い ま した。

「それ ゆえ
， い ま， あ なた が たは主 を恐

れ， ま こと と， まご ころ と，真 実 とを もっ

て， 主 に仕 え， あ な たが たの 先祖 が， 川 の

向 こう， お よびエ ジプ トで仕 え た他 の神 々

を除 き去 って， 主 に仕 え な さい。」(ヨ シ ュ

ア24：14)

そ して， 偉 大 な軍 人で あ り霊的 な指 導 者

で あ っ たヨ シ ュアは民 の決 意 を促 す と共 に・

自分 と 自分 の家族 の決 意 を明 らか に しま し

た。

「あ なたが た の仕 え る者 を
， き ょう， 選

び なさ い。 ただ し， わ た しとわ た しの家 と

は共 に主 に仕 え ます。」(ヨ シ ュア24：15)



この 言葉 には，すべてを神にゆだね る人 と

して， 主 の望 み た も うこ とを行 な う予 言者

と して， 従順 な る がゆ え にこれ ま で幾度 も

祝 福 を受 け て きた神 の 人 と して の ヨ シ ュア

の 全 き決 意 が うか がわ れ ます。

ヨ シュア は， イ スラ エル の民 が どの よ う

な決定 を下 そ う と， 自分 は 自らが正 しい と

信 ず る こ とを行 な う と言い ま した。 民 が ど

う決心 しよ う と， 自分 は主 に仕 え る と宣 言

した ので す。 人 に惑 わ され る こ とは あ りま

せ んで した。 主 のみ こ ころ を行 なお う とい

うヨ シ ュアの 決意 は， 何 が起 こ ろ う と， だ

れ が ど うし よう と変 わ らなか っ たの です。

ヨ シュア は意 志の 強 い 人で， そ の 目は常 に

主 の戒 め を じっ と見つ め て いま した。 彼 は，

従順 に徹 す ると心 に決 め て いた ので す。

主 は 何 に も増 して， 主 の勧告 に従 お うと

い う揺 る ぎな い決 意 を喜 ばれ ます。

旧約聖 書 の偉 大 な予 言者 た ちの 物語 を読

め ば，心 を揺 るが せ る ことな く従順 に主 に

従 う こ とが， いか に大切 か が わか ります。

アブ ラハ ム がひ とり息子 の イサ ク を犠 牲

と して捧 げ る よ う命 じ られ て， 疑 い を持 っ

こ と も心 を揺 るが せ るこ と もな く主 の 命 に

従 った時 ， 主 は どんな に喜 ばれ た こ とで し

ょ う。 聖 典 に は， アブ ラハ ム に対 する 主の

み 言葉 が 記 され て い ます。

「あ なた の子
， あな たの 愛す る ひ と り子

イサ ク を連れ て モ リヤ の地 に行 き， わ た し
はんさい

が 示 す 山で彼 を播 祭 として さ さげ なさ い。」

(創世22：2)

次の 節 に は， た だこ う記 され て いま す。

「アブ ラハ ム は朝 は や く起 きて
， …… そ

の子 イサ ク… … を連 れ， …… 神 が示 され た

所 に 出か けた。」(創 世22：3)

ず っ と後の ことで すが， リベ カは ア ブラ

パ ムの 僕 か ら， 自分 と一諸 にア ブ ラハム の
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家 へ行 って イサ クの 妻 にな って下 さい と頼

まれ た 時， その僕 の 言葉 と行 な い には主 の

み手 が ある こ とを悟 って， 何 の疑 いも抱 く

こ とな く， ただ こ う答 え ま し た。 「行 き ま

す。」(創 世24：58)

それか ら一 世代 後 の ことで す。 ヤ コブ は

カ ナン の地 へ 戻 る よう にとの 命 を受 けま し

た。 その た めに は，長 年働 いて得 た もの を

残 して行 か なけれ ば な りませ んで した。 ヤ

コブ は羊 の群 れ を放 して ある 野 にラ ケル と

レア を呼 び， 主が 語 られ た こと を話 して聞

か せ ま した。 ラ ケルの 答 えは単 純率 直 で，

その 言葉 の裏 には並 々な らぬ決 意 が現 われ

て いました。「何事 で も神が あ なた にお告 げ

にな った こ とを して くだ さい。」(創 世31：

16)

聖 典 の 中 には， いか に主 の戒 め を重 ん じ

る べ きか を教 えて くれ る言葉 や物語 が た く

さ んあ ります。 ヨシ ュア， ア ブラ パム， リ

ベ カ， ラ ケル の模 範 に従 い た けれ ば， ただ，

主 に従 って い き， その み ここ ろを行 な えば

よ いの です。

今 ，主 に仕 えよ う と決 意 す るこ とは素 晴

ら しい こ とで す。 な ぜ な ら こ の 日曜 日の

朝 に， 世 の 煩 い や 誘 惑 か ら 幾 分 か 離れ ，

よ り深 く永遠 の事 柄 に思 い を馳 せ る時， 私

た ちは普 段 に も増 して， 自らの生 活 に大 き

な幸福 を もた ら して くれ る もの の こ とを，

は っき りと考 える こ とが で きる か らです。

夜 の 暗 闇が襲 い来 り， 誘 惑 の嵐が 吹 きす さ

ぶ 時 に どう対 処 すべ きか を， 今， この朝 の

陽 光 の 中で決 め てお こ うで はあ りませ ん か。

何 を なすべ きか につ いて今 決 める 力を持

つ ことが で きる よ う， お祈 り致 し ます。 ま

た，今 ， 主 に仕 え よう との決 心が で きる よ

うお祈 り致 しま すξ イエ ス ・キ リス トの み

名 によ り申 し上 げま す。 アー メン。
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家族を永遠のものとするために

十二使徒定員会会長 エ ズラ・タフ ト・ベ ンソン

結
婚 は文 明の 強 固な基 で あ り， か しら

石 であ ります。 国家 が個 々 の家 庭 の

水 準 を上 回 る もの に なる こ とは決 して ない

で しょ う。

結婚 ， そ して家 庭生 活 は， 神が 定 めた も

う たこ とで あ ります。

永遠 の 見地 に立 って見 れ ば，救 いは家 族

で行 な う事業 で す。神 は親 に子供 を養 育 す

る責 任 をお与 えに な りま した。 この責 任 は，

最 も神聖 な責 任 です。

今 日， 私 た ちを取 り巻 く社 会 に は問題 が

た くさ んあ ります。 中 で も 目立 つ のは， 性

倒 錯 ， 同性 愛， 麻薬 ， アル コ ール 中毒 ， 破

壊行 為， ポ ル ノグ ラフ ィー， 暴力 な どです。

この よ うな容 易 な らぬ問 題 は，皆 ， 家庭

の失敗 の産 物 です。r世の初 め か ら神 が 打 ち

建 てた もうた 原則 と， その 原 則を 踏み 行 な

う ことを軽 視 した結 果 ，起 き てき た問 題 な

のです。

世 の親 た ちは幸福 と成功 を得 る ため に主

が与 えて下 さっ た原 則か ら離 れて い き，今

や世 界 中の家族 が 問題 にあ えぎ， 傷 を負 っ

て いる有様 で す。 家族 に対 す る責 任 を放棄

し， と らえ どこ ろの な い， いわ ゆる 「自己

充足」 を追 い求 める 親が 少 な くあ りませ ん。

ま た， 親 として の責任 を放 り出 して物 欲 に

身 をゆ だね， 子供 の た めに 自分 の楽 しみ を

後 回 しにす るこ と を しぶ る親 す ら いる ので

す。

私 た ちは， 今， 家族 を人 間の価 値 観 に よ

っ て作 り変 え よう とす る謀略 が め ぐ らされ

て いる こ とに気付 か な けれ ば な りませ ん。

テ レビや映 画 に描 かれ る家族 や愛 のあ り方

が， 神 の戒 め とは正 反対 で あ る こと も， よ

くあ ります。

皆 さん は，家 族 とい う もの に今 まで と何

も変わ った ところ はな い とお考 え で し ょう

か。 それ では， どうか 次の 事実 に 目を向 け

て い ただ きた い と思 います。

現在 で は，3組 の夫 婦 の うち1組 が 離婚

して い ます。

また，伝 統 的 な家族 形態 ， す なわ ち夫 と

主 婦専 業 の妻 と子 供 た ちと いう形 を守 って

い る家 族 は， ア メ リカ全体 で わず か14パ ー

セ ン トに過 ぎませ ん。(1980年 国勢 調 査)

現 在， 全労 働者 の約 半数 は女性 で す。

加 え て， これ ら女性 労働 者 の56パ ー セ ン

トが就 学 前 の子供 を抱 えて お り，60パ ーセ

ン トが10代 の子供 の母 親 で す。

ア メ リカ合 衆 国一 国 を とって み て も，6

歳以 下 の幼 児が8百 万 人か ら1千 万 人 も保

育 所 な どに預 け られ て い ます。

さ らに， 全ア メ リカ の5分 の1近 くの子

供 が片 親の家 庭 で育 て られ て いま す。

子 供 を育 て る母 親 が い な くなれ ば， 社会

は 立 ち行 か な くな りま す。 母 親 の 手は， 子

供 の正 常 な発育 に 欠 くこ とので き な い もの

な ので す。

今 日の社 会 では， 耳 ざわ りの よいキ ャッ

チ フ レー ズが 罪深 い行為 を正 当化 す るた め
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かんいん

に用 い られ てい ます。 姦淫 や同性 愛 を 「性

の 自由」， 堕 胎 を 「選 ぶ 自由 」，婚 外交 渉 を

「有意 義 な 関係」 と言 って み た り 「自己の

充足」 と言 って み た りと い った具合 で す。

この傾 向 が続 け ば， 若者 の情 緒障 害， 離

婚 ， うつ病 ， 自殺 な どは増 え る一 方で しょ

う。

家 庭 は， 永遠 の価 値 を持 つ事 柄 を教 え る

最 適 の場 所 です。 家 庭 生活 が し っか りした

もので あ り， イエ ス ・キ リス トの福 音 の 原

則 に基 づ いていれ ば，このような問題 は，そ

う簡 単 に起 こる こ とはあ りませ ん。

今 朝 ，私 が皆 さん にお伝 え したい と思 っ

て い るメッセー ジは，私たちの家庭 に愛 と安

らぎ と幸福 を約 束 す る，神 が 定 めた もうた

原 則 に立 ち帰 る こ とにつ い てで す。 幸せ で

強 い家 族 関係 を築 くため の3つ の原 則 につ

いて お話 したい と思 い ます。

第1に ， 夫 婦 は 目標，望 み，行 動 におい

て正 しい 思 い を持 ち， しか も一 致 し， ひ と

つ とな らな けれ ば な りませ ん。

結婚 は神 のみ 前 に取 り交 わ され る神聖 な

誓約 で ある と い う認 識が なけれ ば な りませ

ん。 夫婦 は お互 い に対 して だ けで は な く，

神 に対 して も義務 を負 って い るの です。 神

は， そ の誓 約 を重 ん じる夫 婦 に祝福 を約 束

され まし た。

愛 と信 頼 と平安 の ため には， 結婚 の誓約

を堅 く守 るこ とが是 非 とも必要 で す。 神 は

姦通 をは っき りと禁 じて お られ ます。

互 いに愛 し合 って いる夫 婦 で あれ ば， 愛

と誠 実 さ とは， 相 関 関係 にあ る とい う こ と

に気 付 くはず です。そして，この愛 が，子供

の情 緒 を はぐくんでい くのです 。家族 生活 は，

幸福 と喜 び に満 ちた もの で なけ れば な り ま

せ ん。 子供 が過 去 を振 り返 る時 ，心 温 まる

思 い 出や 交わ りが浮 かん で く るよ うで なけ
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れ ば な りませ ん。

結婚 の 誓約 に も当 ては め るこ とので き る，

主 の簡 潔 な教 え に耳 を傾 けて下 さい。 まず
むさば

「汝 ら互 い に相 愛す る よう に心 が け よ。 貧
しか ごと

るな かれ。 而 して福音 の命 ず る如 く， 互 い
わか や

に物 を頒 つ よ うに なれ。 …… 不潔 な るを 止
さか

め よ。 互 い に 欠 点 を 探 す を 止 め よ。 ・… 一」

(教 義 と 聖 約88：123-124)
ま こ こ ろ も

次 に， 「汝 ら 誠心 を 以 て妻 を愛 してこれ

と結 び合 うべ し。 その他 の 者 に愛着 する こ

となかれ。 ・… 一汝 ら姦淫 す るこ となか れ。」

(教 義 と聖 約42：22，24)

3番 目に，「争 い を好 む心 あ る者 はわれに

属 く者 に あ らず して悪魔 に属 く ものな り。

悪魔 は争 いを生 む親 に して… …」(III二一フ

ァイ11：29)

聖 典 の 中に は，他 に もた くさん の訓戒 が

あ ります。

夫婦 の関係 を維持 す る には， 是非 とも忍

耐 と 自制 が必要 です。 夫婦 は， 言葉 と感 情

を抑 える こ とを学 ば なけれ ば な りませ ん。

家庭 におけ る祈 り， また夫婦 が ふ た りで

す る祈 りは， 皆 さん の絆 を強 くす る こ とで

し ょう。 そ して お互 いの 考 えや 目標， 意 見

が だ ん だん とひ とつ に な って い き， やがて

は同 じ目的， 同 じ 目標 を 目指 す よ うにな る

こ とで し ょう。

主 に信 頼 し，予 言 者 の教 えや聖 典 か ら導

きや 助 け を受 ける よ うに して下 さ い。 特 に

見解 の相 違 が深刻 に なった り， 問題 が持 ち

上が った りした時 には， そうす る こ とが 大

切 です。

逃 避 す るの では な く， 共 に難 関 を乗 り越

え る時 に こそ， 霊 的 な成長 が得 られ ます 。

今 日の社 会 で は， む やみ に個 人主義 が強 調

さ れ てい ます が，そ れ は エ ゴイ ズムや分 裂

を助 長 す るば か りで す。「一 体 とな る」よ う
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に と い う 主 の 教 え は ， 今 日 も な お 生 き て い

ます 。(創 世2：24参 照)，
ひ けつ

幸福 な結 婚 の秘 訣 は， 神 に対 して， ま た

夫婦 が互 い に仕 え合 うこ とに あ りま す。 結

婚の 目標 には， 個 人の 成長 だ けで は な く，

一致
， す なわ ち夫婦 が ひ とつ と なる こ とに

もあるの です。 一 見矛 盾 して い るよ う に感

じられる か も知 れ ませ んが ，相 手 に仕 え れ

ば仕 える ほ ど， 自分 自身 の霊性 が 高 ま り，

私 たちは情 緒 的 に も成 長 する こ とが でき る

の です。

最 も重要 な の は， 正 しい一致 を 目指 して

努 力す るこ とで す。

第2は ， 主 の愛 と教 え に よっ て子供 た ち

を育 て るこ とで す。

今 日の よ うな世 の 中で， 心 の 明 るい温 和

な子 供 を育て る こ とは， 生易 しい こ とで は

あ りませ んが ， でき ない こ とで はあ りませ

ん。 現 にそれ を して いる 親は い ます。

親が 己れの責 任 を 自覚 す るこ と， それ が

鍵 とな ります。

子 供 に とって何 に も増 して 必要 な こ とは，

自分 が愛 され ， 必要 とさ れ， 価値 を認め ら

れてい る とい うこ とを心 で感 じ， 理解 す る

こ とです。

子供 は，永 遠 とい う視 点か ら見て， 自分

が どのよ うな存 在で ある か を知 る必要 が あ

ります。 そ して， 自分 には永 遠 の父 な る神

がつ いていて 下 さ り， その方 に頼 り，祈 り，

導き を受 け る ことが で きる こ とを知 って お

く必要が あ ります。 また， 自分 が ど こか ら

や って来 た のか， 人生の 意味 は， 目的 は何

なのか を知 る こと も大切 です。

主 に祈 る こ と， 主 に導 き を求 め る こと，

受 け た祝 福 に感 謝 す る こ と を親 は 子 供 に

教 えなけれ ば な りません。 子 供 た ちが まだ

小さか っ た頃， ベ ッ ドの 傍 ら にひ ざ まず い
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て， どう祈 っ た らよいか 教 え てあ げ た時 の

こ とが 思 い出 され ます。

ま た親 は，善 悪 を見極 める こ と も教 え な

け れ ばな りませ ん。 子供 は神 の戒 め を学 ぶ

こ とが で き ます。 ま た， 学 ば な けれ ばな り

ませ ん。 盗 み， うそ， 人 をだ ま す こと3む

や み に人 の物 を欲 しが る こ とが悪 で あ るこ

と も学 ば なけれ ば な りませ ん。

また，家 で働 く方法 も学 ぶ 必要 が あ りま

す。 正 直 に働 く な らば高潔 さ と自尊心 が 得

られ る こと も学 ぶ 必要 が あ りま す。 また，

勤 労 と， 良い仕 事 をす る こ との喜 び も学 ば

なけれ ば な りませ ん。

また，余 暇 を健 全 に建 設的 に過 ごす よ う

に導 いて や らな けれ ばな りませ ん。 テ レ ビ

の 見過 ぎ は有害 です。 特 にテ レビの わ いせ

つ な 番組 に気 を許 しては な りませ ん。 今 の

育 ち盛 りの子供 たち は，週25時 間以上 もテ

レ ビを見 てい る と推 定 さ れて い ます。

地域 社 会 には， 家族 にと って健 全 な娯 楽

を振興 す る とい う責 任 が あ りま す。 地域 社

会 が容 認 す る ものが， 今 日の 若者 が 成 人す

る頃 には， 社 会 的な標 準 となっ てい くの で

す。

家族 は， 共 に働 き， 遊 ぶ時 間 を もっ と増

やさ なけ れば い けませ ん。 家庭 の夕 べを 毎

週 開 くよう に して下 さい。 そ して， 遊ん だ

り， 家族 みん な で家 の仕事 を した りす る と

よいでしょう。 また，寸劇 を した り，ピア ノ

を囲 んで 歌 った り， ゲー ム を した り， 特 別

に作 っ たおや つ を食 べた り， 家族 み ん なで

お祈 りした り して下 さい。 家庭 の夕 べの こ

の よう な活動 は， あ たか も鉄 の鎖 の よ う に

家 族 を， 愛 と， 誇 り と， 家風 と， 道徳 心 ど，

忠 実 さで 結び 合 わせ ます。

安 息 日に は， 家 族 そ ろって 聖典 を勉強 す

る こ とを習慣 にし ま しょう。



毎 日家 族 が集 っ て， 聖 典 を読 ん だ り， 讃

美 歌 を歌 っ た り， 家 族 の祈 りを捧 げた りす

るひ と とき を持 つ の もよい で し ょう。

第3に ，親 は， 子供 が福音 の儀 式 を受 け

る ことが で き るよ うに教 え なけ れ ばな りま

せ ん。

家庭 で教 える最 も大切 な事 柄 は，霊 に関

わ る事 柄 で す。 両 親 は， 自分 の子 供 た ちが

福 音の儀 式， す なわ ちバ ブ テ スマ，.確認 ，

神権 へ の聖 任 ，神 殿結 婚 な どの儀 式 を受 け

られ る よう に教 え るよ う，命 じられ て いま

す。 また， 安 息 日を尊 び， 大切 に し， 聖 く

過 ごす こと も教 えな けれ ば な りませ ん。 と

りわけ 大切 な 親の 役割 は， 子 供 たち に何 に

も増 して 永遠 の生 命 を得 た い とい う希 望 を

持 たせ， 熱心 に その 目標 を追 い求 め る よう

に させ る こ とです。

永遠 の生 命 は，福 音 の律 法 と儀 式 に従 っ

た時 に初 めて得 られ る もので す。

両 親 が 自 らその救 いの儀 式 を受 け， 神殿

結 婚 の模 範 を子 供 た ちに示 す な らば， 自分

た ちの結 婚 生 活を幸 福 な もの にす る だけ に

とどま らず， やが ては子 供 た ち も その模 範

に従 う よ うに なる で し ょう。

その よ うな家庭 を築 く両 親 は，主 が 言わ

れ たよ う に 「祈 りの家， 断 食 の家， 信仰 の

家 ， 学間 の家 … …秩 序 の家，神 の家 」(教義

と聖 約88：119)を 築 くの です。 た とえ ど
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ん な にっ ま しい貧 しい家 庭 で あっ て も， そ

の よ うな家庭 には愛 と， 幸福 と，平安 と，

喜 びが満 ち満 ちて いる こ とで し ょう。 そ し

て， 子供 た ちは正 義 と真 理 の 内に成長 し，

主 に仕 えた い とい う望 みを持 つ よ うに なる

で し ょう。

ある大 管長 は， 両 親 に対 して 次の よ うな

助 言 を与 え て います。

「毎 日
，家 族 と共 に一 日に二度 祈 り， 家

庭 を変 える よ うに しな さい。 … …あ らゆ る

食物 を祝 福 した もうよ う祈 りな さ い。 … …

10分 間主 のみ 言葉 を読 む よ う にしな さい。

・あ なたの 家庭 を
， 愛 ，平安 ，.主 のみ た

ま，親 切 ，慈 愛， 他 人の た めの犠 牲 で豊 か

に満 た しな さい。 粗野 な言葉 …… を退 け，

心 の 中 に神 の み た まを宿 しなさ い。 霊 と力

に よ り， 実践 に よ って これ らを 力あ る もの

と し，子供 に教 えなさい。…… 家庭 環境(が)

・・福 音 の真理 に添 って い るな らば
， 百 人

の 内 ひ と りと して迷 う子供 は い ないで あ ろ

う。」(ジ ョセフ ・F・ ス ミス 「福 音の教 義」

P.292)

この教 え と模 範 に従 うな らば， 家庭 内 に

深刻 な 問題 が 起 こるわ け がな い こ と， それ

に た とえ起 き た と して も， そ れ を解 消 す る

こ とが で きる こ とを，私 自身 も証致 しま す。

家 族 生活 とい う喜 び を与 え て下 さ った こ

とを，神 に感謝 しま し ょう。 何 度 も申 し上

げ てき ま した が， 良 き家庭 な く して真 の幸

福 はあ り得 ませ ん。 人生 にお いて， 人 に最

も素 晴 ら しい感 化 を与 え て くれ る場 所， そ

して，最 も素 晴 らしい 人 と人 との交 わ りを

教 えて くれ る場 所， そ れ は家庭 な ので す。

皆 さ んが神 の教 え に従 う時，神 の祝福 が

あ り，愛 と一 致 に よ り皆 さんの 家庭 が 強 く

な りま す よう に。 イエ ス ・キ リス トの み名

に よ り， お祈 り致 しま す。 ア ーメ ン。
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高価なる真珠

七十入第一定員会会員J・ トー マ ス ・ファイア ンズ

愛
す る兄弟 姉妹 の 皆 さん， 皆 さ んの前

に立 って， イ エス がキ リス トであ る

こ とを証す るのは何 とい う素 晴 ら しい特権

で しょうか 。

東洋 の古 い伝 説 に， 高価 な真 珠 を売 ろ う

と した宝石 商 の話 が あ ります。 その 宝石 商

は高価 な真 珠 を見栄 えが す るよ う に展 示 し

よう と思 い，最 も美 しい 木材 を使 って， 特

別 な宝 石箱 を作 ろ うと考 え ま した。 彼は そ

のよ うな 木 を捜 し求 め， 自分 の 手元 へ届 け

て もらい， 美 しいつ やが で るま で磨 かせ ま
よ すみ

した。 そ して， 箱 の 四角 に は真 ち ゅう製 の

上 品 な留 め金 を取 り付 け て補 強 し， 内側 に

は赤 いベ ルベ ッ トを 張 りま した。 そ して最

後 に， ベ ルベ ッ トに香水 を ふき つけ， 高価

な真珠 をそ の箱 の中 に入 れ ま した。

こう して真珠 は シ ョー ウ イ ン ドー に飾 ら

れ ま した乙 しば ら くす る と， 金持 ちの 男が

や って来 ま した。 男 は シ ョーウ イ ン ドーを

見て心 を引か れ， 店 の 中に 入 って宝 石商 と

交渉 を始 め ま した。 やが て 宝石 商は その 男

が真珠 よ りも宝石 箱 を求 め てい る こ とを知

りま した。 その 男は 宝石 箱 の美 しさ に見 と

れて，高 価 な真珠 が 目に入 らなかったのです。

最近 の こ とで すが ，教 会 員で な い友 人が

数 人，遠 方 か ら私 の 家 を訪 ねて き て，一 週

間 ほど滞 在 していきました。その 中 のひ と り

は， 非常 に高 い教 養 の持 ち 主で した。 彼 は，

初め は聖職 に就 くこ とを志 して い ま したが，

後 にそれ を 断念 して 心理 学 者 にな る こと を

決意 し， その分 野 で博 士号 を と りま した。

やが て 彼は卒 業 して ，診 療所 を設立 し，

その診 療所 も今 で は数 名 の精神 科 医 と 多く

の心 理 学者 ， それ に ソー シ ャル ワー カー を

擁 す るま で にな って いま す。 彼は ま た，州

の教 育 委 員会 や州 立大 学 の顧 問 に もな って

お り， そ の上大 学 の学 位取 得試 験 の審 査 に

も加 わ って いる よう な人 です。

そ の よう な非 常 に学 識 のあ る 人が わが家

にや って 来 るこ とを知 って，私 たち は， 自

分 た ちが信 じて いる こ とにつ い て何 を見せ ナ

どう説 明 した らよいか 戸惑 いま した。

ま ず初 め に， 私 た ちは この堂 々た る建物

に彼 を連 れ てき ま した。 ち ょう ど 日曜 日の

朝 の こ とで， 彼 はこ の素 晴 ら しい聖 歌 隊 の

芸 術 的な 力 に感嘆 してい ま した。 それ か ら

訪 問者 セ ンター を訪 れ て， そこ に展示 さ れ

てい る もの を見 て回 りま した。

私 は また教 育委 員長 と会 って もらう よう

手 は ず を整 え ました。 私 た ちの教 会 が，教

育 の分 野 に も力 を注 いで い るこ とを知 って

もらいた か った か らです。 それ か ら彼を ブ

リガ ム ・ヤ ン グ大 学 へ案 内 し， 同 じ分 野 で

働 い て いる何 人 かの 人々 と会 って も らい ま

した。 私 た ちは 彼 にこの 立 派な大 学 か ら何

らか の感 銘 を受 けて ほ しい と願 って いた の

です。 そ して思 った通 りに な りま した。

そ れか ら私 は 彼 を舞 台裏 へ 連 れて 行 き，

き ょうパ ッカー長 老 が話 され た教 会 の カ リ

キ ュラム 計画 の 様子 を紹 介 し ま した。 彼 は
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教 育 関係 の研 究 を して いた ので， あ らゆる

段 階 の 人々 を対 象 とす るカ リキ ュラム の計

画 に携 わっ た経 験が あ りました が，私 たち

の計 画 を見 て大 変驚 い て， こ う言 いま した。

「こん な素晴 ら しい ものは 見た こ とが あ り

ませ ん。 これは カ リキ ュラム計 画 の ノーベ

ル賞 もので す よ。」

この よ うに して， 彼 はた くさ ん の ものを

見 て回 りま した。 そ して，最 後 の 晩 に， 私

は，「何 か疑 問 に思 われ た こ とはあ りません

か」 と尋 ね ま した。

す る と彼 は言 い ま し た。 「肉 親 を失 った

人 々 には， どの よう な慰め を与 え るの です

か 。」

私 たちは 旧約 聖 書 を開 き， それ か ら新 約

聖 書 を読 み まし た。 さ らに もうひ とつ の証

の 書で あ るモ ルモ ン経 もひ もと きま した。

ア ルマ 書 や他 の書 を開 い て イエ スがキ リス

トで ある こ とを示 しま した。 次 に近代 の聖

典 を と リ出 し， 教 義 と聖約 の76章 と138章

を読 んで研 究 し ま した。高 価 な る真珠 も読

み ま した。

そ して これ らの聖典 が互 いに関 連 があ り，

聖 句 を照 ら し合 わせ る こ とが で きる こ とに

つい て話 を しま した。 聖典 は決 して個 々別

別 の もの で はあ りませ ん。 全部 が ま とまっ

て初 め て完全 な もの となる ので あ り， す べ
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て ひ とつの 源， す なわ ち主 な る神 とそ の御

子 イエ ス ・キ リス トか らもた らさ れた もの

な ので す。 主 はあ らゆ る時 代 に予 言者 を通

じてそ のみ ここ ろを 人 々に示 し記 録 させ た

もうた ので ，私 たち はか の高 価 な真珠 の よ

うな英 智 を持 つ に至 りま した。

この 教会 には素 晴 ら しい教 えが た くさん

あ ります。 い ずれ も私 た ちの 生活 を高 め，

素 晴 ら しい もの に して くれ る教 えです。 私

た ちが 周 りの 飾 りに 目もくれ ず， その 核心

を見 るな らば ， そ こにひ とつ の メ ッセー ジ

が あ る こ とに気づ くで し ょう。 その メ ッセ

ー ジとは す なわ ち， 主 イエ ス ・キ リス トが

時 の絶 頂 に来 られ た と いう メ ッセー ジで す。

その 時， 主 は主 のみ業 を助 ける使 徒 や七十

人 を召 され ま した。 そ して十 字架 にかけ ら

れ ，墓 に納 め られ，3日 目に よみが え られ

たの です。 主 は今 も生 きて お られ ます。 主

が 今生 きて お られ るの で， 私 た ち は明 日も

生 きる こ とが で き るの です。 私 は その友 人

に，、こ のよ う に して私 たち は 肉親 を失 った

人 々に慰 め を与 え るの だ と話 し ました。

兄 弟姉妹 の皆 さ ん，私 の証 を述べ た い と

思 いま す。 イエ スはキ リス トで あ られ ます。

こ の教 会は イエ ス ・キ リス トの教 会で す。

そ して そ こ に は， イエ ス ・キ リ ス トを証

す る もの1がた くさ ん あ ります。 旧約 聖 書，

新 約 聖 書， そ して モ ルモ ン経 と して知 られ

る イエ ス ・キ リス トを証す る もうひ とつの

書 物 です。 この よう な証 の書物 か ら湧 き 出

る水 を思 うさ ま飲 ん で，皆 さ んが 心 の中 に

持 って お られ る証 を支 える ことが で き ます

よう に。 そ して， そ の証 を他 の 人々 と分か

ち合 い， この地 上 に神 の 王国 を築 き， 天 の

王 国 を も来 た らす こ とが で き ます よう に。

へ りく だ り， イエ ス ・キ リス トの聖 な るみ

名 に よ り祈 りま す。 ア ーメ ン。
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10月3日(日)午 後の部会

清い信心

十二使徒定員会会員 マ ー ビン ・J・ア シュ トン

数
週 間前 に， 友達 と会 う約 束 が あ って

神 殿 の近 くま で来 ます と， 見知 らぬ

若 い女性 が近 づ いて きて こ う言 い まし た。

「モ ル モ ンが 本 当は ど うい う人 か知 りたい

と思 い ませ んか。」

私 は 答え ま した。「本 当の ところを少 しは

知 って いるつ も りで すが。」

す るとそ の女性 は 激 しい 口調 で言 い返 し

ました。「モ ル モ ンはキ リス トの 教 え に従 っ

て生 活 して い ないん で す。」

「それは一 体 だれ の こ とです か」 と言 っ

て， 私 は その場 を引 き上 げ ま した。

私 は訪 問 者 セ ンター に向 か って 歩 きなが

ら， 自分 と異 な る宗 教 を持 っ 人々 を 中傷 し，

あざ け り， 恥 ずか しめ， その信 用 を落 とす

ため に時 間 とお金 を費 や して い る人 々の行

ない につ いて考 え始 めま した。 時 に はそ の

よ うな行為 によ って， 攻撃 され た人 々は一

致 し， 強 く なる こ ともあ ります。 しか し，

か な りの場 合， 内輪 もめ の種 が植 えつ け ら

れ， 時 には義 人 が中傷 の犠 牲 に な ります。

その よう な行為 が ク リス チ ャン にふさ わ

しい と言 え るで し ょうか。 イエ ス ・キ リス

トは， 中傷 的で破 壊 的な 批判 に 時間 を使 う

よう にとは一 度 も言 われ た こ とがあ りませr

ん。 主が 教 えて お られ るの は， 賞賛 に値 す

る価 値 あ るすべ ての事 柄 を捜 し求 め， 学 び，

人と交 わ る時 にそれ らを分 か ち合 う とい う

こ とで す。 つむ じ曲が りで執 念 深 い人 に限

って，否 定 的で 不愉快 な こと を捜 し出 し，

言 い広 め る もので す。

私が 宣教 師 として イギ リスに着 い た時，

伝 道部 長 が貴重 な勧告 を与 えて くれ ま した。

私 は終 生 その勧 告 に感 謝 す るで し ょう。伝

道 部長 はこ う言 いました。「ア シ ュ トン長 老，

この 国 の人 々は長 い 間， こ の国 で生 活 して

き ま した。 もしあな たが 目と耳 と心 とを開

くな らば， この地 で た くさ んの こ とを学 べ

ます。 よ きこ とを捜 し求 め なさ い。 そ して ，

あ なた のや り方 と異 な る もの には寛 大 であ

りなさ い。」

イギ リスでの 生活 を重 ね る につれ て， こ

の勧 告 の有 り難 さが しだい にわ か って き ま

した。 日に 日に，偉 大 な国 イギ リス とそ の

国民 に対 す る愛 と理 解 が深 ま って い きま し

た。 例 え ば，冷 湿 な冬の 日には凍 え ない よ

うに， イ ギ リス人 と同 じこ とを しま した。

寒 い寒 い と不平 を言わ ず に， もう1枚 セ ー

ター を重ね 着 した の です。

ロ バー ト ・ウ ェス トは こ う記 して い ます。

「あ ら捜 しほ どたや すい こ とは ない。 不平

をこ ぼす という仕事 には， 才能 も， 自制 も，

頭 脳 も必要 で な いか らで あ る。」(甜6勉 葱

L，E∂α%s'(?麗o彪Booた ，p，221)

非 難や 当 て こす り， 中傷， う そな どが 陰

でさ さや かれ た り， 大々 的 に騒 がれ た り し

て も， イエ ス ・キ リス トの福 音 は私 た ち に

報 復 や争 い を しては いけ な い こ とを思 い出

させ て くれ ます。 「愛 す る 兄 弟 た ちよ。 こ

の こ とを知 って お きな さい。 人はす べ て，
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聞 くに早 く， 語 る にお そ く， 怒 る にお そ く

あ るべ き であ る。 人 の怒 りは ，神 の義 を全

うす る もので は ない か らであ る。」(ヤ コブ

1：19-20)

いか な る宗教 も， 団体 も，個 人 も， あ ら

捜 しを基盤 に して い ては 永 く繁 栄 す る こと

は で きませ ん。 世 の 中の 人々， 特 に末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 には っき り

申し上 げ ます。 争 って い る時 間は あ りませ

ん。 「もし人 が 信 心 深 い 者 だ と 自任 しな が

ら， 舌 を制 す る こ とをせ ず， 自分 の心 を欺

い てい る な らば， その 人 の信心 は むな しい

もの で あ る。」(ヤ コブ1：26)

詩 人 ロバ ー ト ・フ ロス トは， 教育 を 「平

静 と 自信 とを失 う こ とな く， ほ とん どどの

よ うな こ とで も聞 く ことの で きる能 力」 で

あ る と定 義 して い ます。 おそ ら く私 た ち は，

公 然 とモル モ ンに 反対 す る人々 か ら解放 さ

れ るこ とは ない で し ょう。 です か ら，す べ

ての 教会 員 はモ ル モ ンに反対 す る 人に反 対

す る 者 にな って は いけ ませ ん。古 くか らの

格 言 に 「生 き生 か しめ よ」(ヨハ ン ・シラー，

Th8飾"z6βooセ の「(2z`o云`zガo，z&p.1119〉と
タ ド

あ る よ うに， 私 た ちは互 い に相手 の こ とを

考 え て生 きて い く必要 が あ るの では ない で

し ようが。

神 か ら与 え られ た特 権 のひ とつ に， 様 々

な状 況の 中で 自分 の と るべ き態度 を選 、ζミ権

利 が あ ります。 す な わ ち， 周 囲の 状 況が 私

た ち の行 ない を決 め るか， あ る いは 「清 い

信心 」 の 原則 に基 づ いて私 た ち 自身 が生 活

を管 理 し治め るか で す。「清 い信心 」とは イ

エ ス ・キ リス トの 福音 を学 ん で， それ を実

行 す るこ とで す。 自身の生 活 の一 部 とな っ

て は じめ て， 本当 の祝 福 が もた らされ る の

で す。

歴 史を振 り返 って みる と， 救 い 主 の教 え

聖徒 の道/1983年1月 号

られ た 「清 い信心 」が 今 ほ ど必要 とされ て

い る時 代 はな い と思 い ます。 この信 心 とは，

仕 返 しを す るこ とでは あ りませ ん。 ま た悪

い行 ない や不 親切 な言 葉 を返 す ことで もあ 、ρ

りませ ん。 清 い信心 とは， いつ くしみ， 築1

き上 げ る能 力 であ り， そ し られ 打 ち負か さ
ほお

れ そ うな時 で も， ほか の頬 を向 け る力 です。

主 や主 の僕 を非 難 する こ とな く， 一 生懸 命

主 に仕 え る人 々は幸 い です。

私 た ちが 完全 で ない の に， 他 の 人々 に完

全 であ る こと を期 待 す るの は矛盾 した考 え

方 です。 聖書 には こう記 され て い ます。

「なぜ
，兄 弟 の 目に ある ち りを見 なが ら，

はり

自分 の 目にあ る梁 を認 めな いのか。

自分 の 目には梁 が あ るの に， ど うして兄

弟 にむか って， あ なたの 目か らち りを取 ら

せ て く ださ い， と言 え よ うか。

偽善 者 よ， まず 自分の 目か ら梁 を取 りの

け るが よい。そ うすれ ば，はっき り見える よ

う にな って， 兄弟 の 目か らち りを取 りの け

る ことが で きる だ ろう。」(マ タイ7：3-5)

本 当の 意味 で成 長 す るには， 自分の 目か

ら梁 を取 り除 き， 裁 きは 天の御 父 に ゆだね

て ，義 しい生 活 を しよ う とひ たす ら努 め る

こ とです。

清 い信心 の 定義 に そ ぐわな い行為 が頭 に

浮 か んだ 時は， 次 の聖 句 につ いて考 える と

よい でしょう。「父 な る神 のみ まえ に清 く汚

れ の ない信 心 とは， 困 ってい る孤 児や， や

もめ を見舞 い， 自 らは世 の汚れ に染 まず に，

身 を清 く保 つ こ とに ほか な らない。」(ヤ コ

ブ1：27)

実 に簡潔 な 言葉 です が， こ の中 に基本 的

な 公式 が 明 らか にされ て いま す。 すなわ ち，

困 って い る人 を助 け， イ エス ・キ リス トの

福音 に従 って生 活 し， こ の世 の誘惑 を避 け

る こ とで す。.
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誌

最 も簡潔 なこれ らの公式 を元 に，私 た ち

は 自分 自身の生 活 を分 析 し，知 恵 と 自由意

志 とを使 って福 音 の基 本 原則 を応 用 しな け

れば な りませ ん。 イエ スは次 の よう に言 わ

れ ま した。「わ れ ま こ とに，まこ とに 汝 らに

告 ぐ， 以上 はわ が福音 な り。 わが 教 会 に於

て なすべ き こ とは， 汝 らす でに よ く知 れ り。

す なわ ち， 汝 らが見 た るわが 行 いを 汝 ら も

せ よ。 これ らの こ とは 汝 らも行 うべ き こ と

なれ ば な り。」(III二 一 フ ァイ27：21)

今年 の夏 に，友 人の家 を訪 れ た時 の こ と

で す。 まだ小 さ い 男の子 が新 しい三輪 車 に

乗 って しき りにわめ い てい ま した。両 親 も

私 た ち もそ の子 に注 意 を向 けな か った か ら

で す。 男の子 は 小 さな 足で 思 いき りペ ダル

をこ ぎなが ら，「ほ ら，見て!」 と声 を上 げ

ま した。 とこ ろが前 を見 ないで 私 たち の方

を見て い たた め に， そ の子 はベ ンチ にま と

もに ぶつか って しまい ま した。 母親 は子 供

を慰 め， 泣き や ませ よう と して こう言 い ま
い す

した。「あ の腕 白な椅 子 が悪 い のね。 あの椅

子 にお しお きし まし ょうね。」

母 親の 言葉 は一 時的 に子 供 の気持 ちを ま

ぎ らす と思 い ます。 しか し同時 に， この事

故 の 原因 を子供 自身 にで は なく，何 か ほか

の もの に転 嫁 す るこ とを教 えて しま って い

ます。

私 た ちは 自分 の行 ない の責 任 を 自分 以 外

の もの に求 める こ とはな いで し ょうか。 自

分の 内面 を 見つ め， 自分 自身に責 任 があ る

ことを認 め るの はつ らい もので す。

自らを世 の汚 れ に染 ま らない よ うにす る

には， 自分 の生 活 を内面 か ら治 め， 自分 の

行動 に対 して責 任 を持 つ ことで す。 そ して，

た と え周 囲 の人 が批 判や う そを 言い ・ζ・ら し

て も，仕 返 し をせず， 平 和 をつ く り出す 者

として の役割 を果 たす こ とです。 また地 上
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で の神 のみ 業 が弱 点 を持 つ 人 間 によ って行

な われ る こ とを認 め， 人間 として の 欠点が

表 われ て も幻 滅せ ず に， その 人の 良 い所 を

捜 す こ とです。 さ らに， そ うい った 欠点 を

強 調す るあ ま り， 基本 的 に善 な る もの を見

失 わせ ，証 を揺 るがせ るよ うな主 張 には 反

対 す る こ とです。

清 い信心 は， 洗練 され た知 的 な情報 と福

音 の実 際 的 な原 則 とのバ ラ ンス を保 ち ます。

末 日聖 徒 は， あ らゆ る分 野の学 間 を求 め る

よ うに勧 め られ てい ます。 しか し，優 れ た

知 識 と学 問上 の業 績 は，知 恵 と正 しい判断 ，

それ に霊 的 な導 き によ って高 め る必要 が あ

ります。 そ れは学 ん だす べ ての こ とを活 用

して， 個 人 と同 胞 に利益 を もた らす ため で

す。

あ る 人々 は， 被造 物 を鑑賞 す る こ とによ

って の み神 を知 る こ とがで きる と考 え てい

ます。 山や 川， 花， 鳥， 獣， これ らは皆 ，

楽 しみ 賛美 すべ き もの です。 しか し， それ

だ けで は十 分で はあ りませ ん。 真の 教 会で

は， 福音 の 真理 を分 か ち合 い，新 しい概 念



を 自分 の もの とし，新 た な経 験 を積 み重 ね

ま す。 そ うす る こ とによ って， 自尊心 を高

め， 人を助 け る よ り良 い方 法 を身 に付 け る

の です。

「清 い信心 」 を実 践 す るな らば
， 人を落

ち込 ませ るよ りも高 め る こ との方 がは るか

に報 いが 大 き いこ と にす ぐに気 づ くで し ょ

う。 幸福 は 人 を助 け るこ と と切 り離 せ な い

もの です。 人の 評判 を落 とそ う とす る 人々，

無 知 な人 や無 学 な 人を利 用 す る人 々，信 心

深 い ふ りを して 人 を巧 み にあや つ り富 を築

く人 々， こ うい った 人々 は清 い信 心 の もた

らす喜 び を逃 してい ます。

多くの 人は， 周囲 の人 々 に温 かい思 い や

りの手 を差 し伸 べ る こ とに よ り喜 び を得 て

います。 感 謝 の言葉 を述 べる こ とさ えで き

な い病 人 を見舞 う友 を見 るの は，何 と心 強

い こ とで し ょうか。 中に は， 多 くの 人が快 ・

復 の見込 み の な い肉体 的， 精神 的 な障 害 や

苦痛 に悩 まされ て い るの を見 て， それ を放

って おか れ る神 に疑 問 を抱 く人 もい ます。

しか し， そ の よ うな事態 が 起 こる と，私 た

ちは 人 々の 温か い奉 仕 と忍 耐か ら多 くの こ

と を学び ま す。教 会 の指 導 者 と して，伝 道

や神殿 で の奉 仕 は もち ろん様 々 な役 職 を歴

任 し， 今 は特 別 な責 任 のな いあ る会 員 は，

月に一 度， 養護 施 設 を訪 問 して い ます。 彼

はよ く こう言 い ます。「毎 月これ らの素 晴 ら

しい 人々 と会 う たび に， 心が 満 たさ れ るの

で す。」

清 い信心 とは， 伴侶 を失 って， ひ と り寂

しく暮 らして い る人 々 に愛 と関心 を示 す こ

とです。 最 近私 は，60人 以 上 の未亡 人を抱

え る ワー ド部 の監督 に会 い まし た。 彼 は顔

を輝 か せて 「あの方 々を みん な愛 してい ま

す」 と言 い ました。 その監 督 と副監 督 は，

少 な くと も週 に一度 ， ホ ーム テ ィー チ ャー

聖 徒の道/1983年1月 号

の訪 問 とは別 に， 未亡 人 の家 を訪れ ます。

彼 は 「あ の方 々は私 たちの 生活の喜びです」

と繰 り返 し言ってい ました。「これ は私 たち

の手 に余 る責 任 だ と思 い ませ ん か2」 と言

う こ と もで き たで し ょう に。

清 い信 心 に、ζ・さ わ しい もうひ とつ の行 な

い は，隣 近所 で 外 に出 られ な い人 に毎 日電

話 をす る ことで す。 穏 やか な年 老い た未亡

人の 方が こう言いました。r毎 日電 話 をすれ

ば， 彼 らの気 持 ち を高め る こ とにな りま す。

そ して，もし電 話 にだれ も出なければ，私 の

訪 問 を必要 と してい る こ とが わか ります。」

彼 女 の友 人の 中 に電話 を持 っ余 裕 の ない 人

が い ま した。 そ こで 彼女 は 自費 で電 話 を取

りつ けて もらい，毎 月そ の料 金 を支 払 って

いる とい う こ とです。

清 い信 心 に は， 忍耐 と根 気が 求め られ ま

す。 アル コー ル 中毒 か ら立 ち直 ったあ る父

親が ，よ くこの よう に言い ま した。「私が 立

ち直 れ たの は家 族が あ き らめ ないで や って

くれ たか らです。 妻 子 だけ です。 私 を見捨

て な いで いて くれ た のは。」 「私 が立 ち直 れ

たの は家 族 が あき らめ ない でや って くれ た

か らで す。」 何 と素 晴 ら しい言葉 で し ょう。

清 い信 心 は， 恵 まれ ない子 供 たち の世話

をす る時 にも表 われ ます。 神 の選 ば れた霊

た ちの 中 には， 貴 い親 か らの世 話 を受 け ら

れ な い人 々が い ます。 その 場合 ，一 定期 間

の世 話 をす る里 親 に よって ， ある いは養 父

母 に よって ， 多 くの 人に家族 関 係が 提供 さ

れ ます。

清 い信心 は，正 しい こ とを行 ない， そ の

結 果 に従 う 勇気 を持 つ こ とです。正 しい こ

とを正 しい動 機 か ら行 な う ので す。 た とえ

義 しい生 活 を し， 奉仕 を行 ない， 愛 を示 し，

神 の戒 め に従 って も， 人 か らほ め られ 認め

られ るた め にす るので あ れ ば， それ は清 い

〆

▽
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信 心 では あ りませ ん。 清 い信心 は， 仲 間か

らあ ざけ られ， 受 け入 れ られ な くと も， そ

れ に耐 え ます。 自分 が 何者 で， 何 を 目標 と

して いるか 知 って い るか らで す。私 たち の

若 人 や年 輩の 人 々の 多 くは， その よ うな 内

面 的 な強 さを は ぐくん で き ました。 そ して ，

周囲 の 人々 に大 きな良 い影 響 を及 ぼ して い

ます。

周囲の 人 々を 愛す る には， 他 人の 気持 ち

を思 い やる こ とです。 よ く見か け る ことで

す が，聖 餐 のパ スを終 えた執 事 が， 司会 者

か ら家族 と一 緒 の席 に座 るよ う に勧 め られ

ま した。 す る とひ と りの執事 は外 に 出て，

玄関 の ところ に腰 かけ て いま した。 それ に

気づ いた ある 父親 は， 次 の週 に， 自分 た ち

と一 緒 に座 る よ うに勧 め ま した。 そ の執事

は 自分 の 家族 が教 会 に来 てい な か ったの で，

いつ もばっ の悪 い寂 しい 思 いを して いた の

です。 この父 親 は司 会者 の言 葉 を批判 せ ず
こた

に， 少年 の必 要 に応 え ま した。 この よ うな

行 ない こそ， す べて の教 会 員 に広が って 実

践 され るべ き もので す。

一 人一 人の
， 特 に子供 た ちの安 全 と保 護

につ いては， す べ ての 人が 関心 を持 つべ き

で す。 私 たち は互 いの安 全 を確 保 す るた め

に助 け合 うこ とが で きます。 起 こ り得 る 危

険 を察知 し， 子 供 や老 人 に限 らず 人 を傷つ

け， 盗み， 虐待 す る者 に対 して進 ん で立 ち

上 が るの です。

清 い信心 は議 員 な どの選 挙 の 中で も実 践

す るこ とがで き ます。 問 題 につ いて 説明 し，

討 論 は して も，つ まら ない事 柄 や 中傷は し

な いこ とです。 選 挙 にお け る真 の勝 利者 は，

人 身攻撃 をせ ず に敗 北 を受 け 入れ る人 々な

の です。

清い信 心 の表 われ は， 身 の周 りの至 る所

で 見 られ ます。1カ 月程 前 の葬儀 の席 で，
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私 は 異国 の地 で伝 道 して い る勇 気あ る女性

につ いて知 りま した。 その女 性 は，母 親 が

不 治 の病 で 危 と く状 態 に陥 る直 前 に， 涙 を

流 して主 に祈 り求め な が ら次の よ うな 手紙

を書 き ま した。「す ぐにで もお母 さ んの そば

に行 き たい ので すが ， お母 さ んの教 えに従

って 伝 道地 に と どま りま す。 そ して与 え ら

れ た責 任 を果 た し， 福 音 を求 めて い る人 々

を捜 します 。」

清 い信 心 を定義 す る簡 潔 な聖 句か ら， 大

切 な指 針 が 得 られ ます。世 の汚 れ に染 ま ら

な い よう にす る には，世 の 人 々を惑 わ すサ

タンの邪 悪 な計 画 を避 け なけれ ば な りませ

ん。 復讐 ， あ ら捜 し，欺 まん， 卑 劣，偽 善 ，

人を裁 くこ と， 排 斥， これ らの行為 は いず

れ も清 い信 心 と はか け離れ た もの です。

感情 移 入は， 自分 自身 と同 胞 に対 する真

心 か らの 愛で す。 ヘ ン リー ・デ ビ ッ ド ・'ノ

ーロ ーは
，「ち ょっ との間 ，互 い に相手 の 目

を通 して 見 る ことほ ど素 晴 ら しい奇 跡が あ

るだ ろ うか」 と言 って い ます。 も しこれ が

で きれ ば，私 た ちは 未亡 人 や孤 児は もと よ

り， キ リス トの 純粋 な愛 によ る助 け を必 要

とす るす べ ての 人 の元 を訪 れて ，援 助 し，

隣 人の必 要 に応 え る よう にな るで し ょう。

私 た ち の上 に神 の助 けが あ って， 清 い信

心 の原 則 を学 んで実 践 で きま す よう に。 互

い に高 め合 う とい う この仕事 は， 全時 間 を

か け て行 な う仕 事 で す。 卑 劣 な 人，偏 見 を

も った人， 争 い好 き な人， 同 胞の 必要 に無

頓 着 な 人， この よ うな 人に清 い信 心 と言 っ

て も， わ か って も らう こ とも，実 践 して も

ら うこ と もで きない で し ょう。 清 い信 心 と

は救 い主 の教 えに従 う こ とです。 イエ ス ・

キ リス トは生 きてお られ ます。 この教 会 は

主 の 教会 で す。 これ らの こと をイエ ス ・キ

リス トのみ 名 によ り証 し ます。 アー メ ン。



喜びをもって生きなさい

十二使徒定員会会員 二一 ル ・A・マックスウェル

兄
弟姉 妹 の皆 さ ん，私 たちは 素 晴 ら し

い もの と恐 ろ しい もの の両 方 を 目に

す る時 代 に住 んで い ます。 それ らの もの を

目に する こ とな く末 の 日を生 き る ことは で
かかみ

きませ ん。 しか し，私 た ちは 主 であ り鑑 で

あ る イエ ス ・キ リス トか ら，「喜 び を もって

生 き な さい」と教 え られ て いま す。(教 義 と

聖約61：36;78：18参 照)

イエ スは先 の時 代 の 人々 に も同 じよ う に，

試練 の時 には 「元 気 を出 しなさ い」 と前 も

って教 えて お られ ます。例 えば， 主 が最 初

の 十 二使徒 に勇気 を出す よう に言 わ れ た時，

一 見 して ，勇 気 の出 る よ うな もの は何 ひ と

つ あ りません で した。(ヨ パネ16：33参 照)
く もん

ゲツ セマ ネでの言 葉 に表 わせ ない苦 悶が 差

し迫 って い ま した。 ユ ダの裏切 りが 間近 に

ひか えて い ま した。 イ エ スの逮捕 と罪状 認

否 も近 づ い てい ます。 十 二使 徒 た ちは羊 の

よ うに散 らされ， イエ スが まね事 ばか りの

不 正 な裁 判 にか け られ て， ひ どい苦 難 を お

受 け に なる時 が数 時 間後 に迫 って い ま した。

「イエ スで は な くバラ バ をゆ るせ」 とい う

群 衆 の激 しい叫 び声 が もうす ぐこ だ ま し，

カ ルバ リで の最 後 の恐 ろ しい時 が来 よう と

してい ま した。

それ では， イエ スは なぜ十 二 使徒 た ち に

勇気 を 出す よ うに望 ま れ たの で し ょうか。

そ の理 由 を救 い主 は こう答 え てお られ ま す。

「あ なた がた は
， この世 で はなや み が ある。

しか し， 勇気 を出 しな さい。 わ た しはす で

に世 に勝 っ てい る。」(ヨ パ ネ16：33)

キ リス トが世 に打 ち勝 たれ たの で，贈 罪

は ま さ に成就 され ，死 は最 終 的 に打 ち負か

され よ う として い ました。 サ タンは明 らか

にさ れた救 い の計 画 を阻 止す る こ とに失 敗

した ので す。 そ して， 全 人類 は神 の 恵み に

よ って不 死不 滅 を授 か るこ とに な りま した。

しか も それば か りで な く， 得 よう とする 人

には， 永遠 の 生命 とい う豊 か な賜 が備 え ら

れ る ので す。 この よう に十二 使徒 に喜 び を

もた ら した もの は， 輝か しい真実 と根 本的

な事実 で した。 つ か の間 の厳 しい現実 で は

なか っ たので す。 福 音 につ いて の貴重 な 見

通 しが， この 福音 の喜 び を与 えて くれる の

です。

同 じ こ とが 別 の場 合 に も言 えます。 それ

は投獄 され て いた パウ ロ に， 復活 された イ

エ スが臨 まれ た夜 のこ とで す。 イエ スは パ

ウ ロに 「しっか りせ よ」 と言わ れ ま した。

(使 徒23：11)こ の時， パ ウ ロは アナニ ヤ

の命 令 に よ り衆 人環 視 の 中で 口を打 たれ た

ばか りで した。40人 の ユ ダヤ 人が彼 を殺 そ

う と陰謀 をめ ぐ らし， パ ウロ は扇動 行為 で

裁判 にかけ られようとして して いま した。 ま

た， 間 も な く難船 を経験 しま す。 この よ う

な時 に， どう して 元気 で いる こ とがで きる

の で し ょうか。 それ は， イエ スが言 われ た

よ う に， パ ウ ロは悪 条 件 の中 に もかかわ ら

ず， や が てロ ーマ に福 音 の よきお とずれ を

伝 える こ とに なる か らで す。
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」

また別の 時代 の教 会 員は， 予 言 が成就 す

る まで人質 に取 られ ， もしその 予 言が 成就

すべ き時 に成就 しなけ れば 命 を奪 われ る こ

とにな って い ま した。 しか し主 は この 時 に

も，「元気 を出 し なさ い」と言 って お られ ま

す。 なぜ で しょ うか。 それ は イエ スが 「わ

れは 明 日世 の 中 に来 らん」 と宜 言 され たか

らで す。(m二 一 フ ァイ1・：13)そ の誕 生 と

共 に， メシヤ の この世 で の使命 が ，つ い に

始 まるの です。

福音 に対 す る喜 びは ，予 言者 ジ ョセフ ・

ス ミスの態 度 に見 られ ます。1842年 の秋，

武装 した暴 徒が ノー ヴー に向 か って い ると

い ううわ さが広 ま りま した。 ジ ョセ フの愛

す るエマ は しば しば病 に倒 れ， 快 復が 危 ぶ

まれ て いま した。 一方 ， ジ ョセ フは ジ ョセ

フの町 に追 わ れて い ま した。 こ の時期 ， ジ

ョセフ は どの よ うな心 境 に あっ たの で し ょ

うか。 ある時， 家 に帰 った ジ ョセフ は次 の

ように記 してい ます。「エマは病 に伏 して い

た。…'・・男の子 を産 ん だが ，死 産 であった。J

(H乞s渉o勿y(ゾ孟ん6Ch%π6h，5：209)

この よう な激 しい苦 悩 と苦 難 の中 で さえ，

予言 者 ジ ョセフ ・ス ミスは神 殿活 動 につ い

て次 の よう に記 しま し た。「さて，わ れ らの

受 けた る福 音 の 中に われ ら何 を聞 くや。喜

びの声 な り。 …… 生 け る者 と死 に し者 との
うれ おと

ための喜びの声，大いなる喜びの嬉しき音
ずれ

信な り。 一一 汝 ら喜べ 大い に喜 べ よ。 一

山々は喜 び の声 を挙 げ よ。 汝 ら谷 よ， 皆 声

高 く叫べ。」(教 義 と聖 約128：19，22-23)

世 の 中か ら受 ける失望 に比べ て，イエ ス・

キ リス トの福 音 か らは， 本 当 に大 切 な こ と

につい て何 と貴重 な 見通 しを得 られ る こ と

で し ょうか。

1820年 代 の後半 ， ま だ回復 さ れた福 音 に

触 れて いな か った青年 ブ リガム ・ヤ ングは，
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い く らか落 胆 して い ま した。 世 の 中で 目に

す る 多くの こ とに不 満 を感 じ， 自分 は すべ

き こ とを して いな いの では な いか と いう思

い にか られ て いた ので す。 そ の時， 彼 の愛

す る兄 弟フ ィニア スが， 先 見 の明 あ る この

ような勧 告 を与 えました。「た ゆ まず頑 張 り

な さい。 主 は私 た ちの た め に何 か を備 え て

下 さ って いる ので すか ら。」(ヒ ー バー ・C・

キ ン ボ ー ル，1845年1月8日 ，Brigham

YoungPapers，HistoricalDepartment，The

ChurchofJesusChristofLatter一(玉ay

Saints)そ こか らモー セ に匹敵 す る 彼 の歴

史 が始 ま った ので す。

兄弟姉 妹 の皆 さん， この よう に私 た ちは

根 本的 な理 由 か ら，す な わ ち差 し迫 った状

況 には ま った く左 右 され な い理 由 か ら，喜

び を得 る こ とが おわか りに なっ た と思 いま

す。 例 え ば， もし私 た ちの生 活態 度 が 人の

賞 賛や 利率 の水 準 ，選 挙 あ るい は スポー ツ

競 技 の結果 によ って変 わ る よう であれ ば，

私 た ちは あ ま りに も人や環 境 に左 右 され て

いる こ とに な ります。 また この 人生 での 恵

み に対 す る感謝 の気持 ちは， 死 を迎 え る時

の状 態 によ って変 わ る もの では あ りませ ん。

なぜ な ら， イエ スの前 に進 み出 て行 って，

自分が どの よう に死 ん だか を話 す人 は よ も

や い な いか らで す。

そ うで は な く， イエ スが私 た ち に求 めて

お られ るこ とは， 神 が全 人類 の ため に， ま

た個 人の た めに 明 らか にされ た 目的 を熟 慮

した上 で信 頼 す る ことで す。 私 た ちは主 に

よ って 明 らか にされ た過程 を歩 む こ とに喜

び を得 るべ きで す。

とは いえ， 末 日に起 こる苦 難 を過 少評価

して は な りませ ん。 ヨ エル とゼ パニ ヤは と

もに， 末 日を 「薄 暗 い 日」(ヨ エ ル2：2;

ゼパ ニヤ1：15)と 呼 ん で いま す。 これ か



らの時 代 は絶望 の時代 とな るで し ょう。 な

ぜ で しょうか。 それ は， モ ロナ イが述 べ て

いる よ うに，絶 望 は悪 い行 ない か ら来 るか

らで す。(モ ロナ イ10：22参 照 〉悪 い行 ない

が増 え るにつ れ て， ます ます絶 望 の淵 に沈

んで い くので す。 そ して， 広 く悔 い 改め が

行 な われ な い限 り，絶 望 は， 福音 の喜 び を

知 らな い人 々の 間 に深 ま り， 広 が って いき

ます。

悲 しい こと に， 私 た ちは平 和 をつ くり出

す よう に求 め られて い なが ら，地 よ り平 和

の取 り去 られ た 時代 に生 き ています。(教 義

と聖約1：35参 照)現 代 の 人々 はほ とん ど

絶 え間 な く戦 争 を経験 して き まし た。1945

年 に第2次 世 界大 戦 が終 結 して か ら今 日に

至 るまで ，大 小 合わ せ る と，141の 戦 争 が

起 きて い ます。 南北 戦争 が今 に も始 まろ う

と して いた時 ， 主は ，戦 争が す べ ての国 民

の上 に押 し寄 せ，「多くの人 々の 死 と苦 悩 と

に終 る」(教 義 と聖 約87：1)と 宣言 され ま

し た。

さ らに，戦 争 は続 い てそ の極 に達 し，「す

べて の国 々 の最 後」(教 義 と聖 約87：6)と

な るで し ょう。 そ の間 に， もし も世 の 人 々

が望 む な らば， 武器 に頼 らせ ま しょ う。 し

か し私 た ちは， 「神 の武具 で 身 を固 め」(エ

ペ ソ6：11)る の です。 そして ， この よ う

な苦 難 の最 中 にあ って も，私 たち は義 しけ

れば ，死 ぬ時 は 主 にあ って死 に，生 きる時

は主 にあ って生 きるで しょう。(教 義 と聖 約

42：44参 照)

悲 しい こと に，私 た ちは ま た 多くの 人 々

の愛 が し だい に冷 やや か にな る時代 に生 き

て い ます。(教 義 と聖 約45：27;マ タ イ24：

12参 照)し たが っ て，恐 れ が増 して いくで

しょ う。 なぜ なら， 人が恐れ るの は，愛 が

全 うされ て い ないか らです。(1ヨ ハ ネ4：
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18;モ ロ ナ イ8：16参 照)愛 が 冷 え る に つ
まんえん

れ て， 戦争 だ けで な く恐れ も蔓 延 して い く

の で す。

しか し， パ ウ ロが述 べ てい る よう に， 私

たち は途方 に暮 れ て も行 き詰 ま るこ とはあ

りませ ん。(IIコ リン ト4：8参 照 〉なぜ な

ら， 霊 的 な備 えが あれ ば恐 れ る.必要 は な い

か らです。(教 義 と聖約38：30参 照)

それ に して も， 主 は聖 徒 た ちの信 仰 と忍

耐 を試 そ う と してい る こ とを 少 し も隠 して

はお られ ませ ん。(モ ーサ ヤ23：21参 照 〉私

たち 人間 は主 を実 に早 く忘 れ て しま います。

聖典 に こうあ ります。「また主 が いろ いろの

銀 難 で その民 を こ ら し… … たまわ な い と，

民 は 主 を思 わ な い こ とも明 らか であ る。」

(ヒ ラマ ン12：3)

しか し，主 は私 た ちの苦 難 に対 処 し， 理

解 し得 る能 力 を知 って お られ る ので，私 た
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ちには耐 え られ な い と思 えて も， 実 際 に耐
あ

えられ な いよ うな銀 難 に遭 わせ る こ とは な

さ らないの です。(教 義 と聖約50：40;78：

18参 照)私 た ちは逃 れ られ な い， あ るいは
あ

耐 え られ ない誘 惑 に遭 う こ とはあ りません 。

同様 に，耐 え られ ない 試練 に遭 うこ と もな

いの です。(1コ リン ト10：13参 照)

これ ま で喜 び を持 つ 大切 な理 由 を幾 つか

あげ ま したが， 果 た して私 た ちは 周囲 の圧

迫 や環 境 にか かわ りな く， 喜 び を もって い

られ るで し ょうか。

ブ リガム ・ヤ ング大 管長 は， 目的 の地 を

指 して 「こ こが その場 所 であ る」 と言 い ま

した。 神 の救 いの 計画 に つ いて も， その最

終 目的 を知 ってい れば ，「これ が その道 で あ

る」 と言 う こ とが で き ます。

試練 や苦 難 を経験 した だ けで な く， 人の

高遠 な行 く末 につ い て も熟知 してい たヤ ン

グ大 管長 は， 主 が私 たち に そ う した経 験 を

させ るの は， 私 たち を神 の真 の友 とす るた

め であ る と言 ってい ます。 個 々 の能 力 を伸

ば し， 自由意 志 を賢 明 に使 い，神 を信 頼 す

るな らば た とえ見捨 て られ て独 りにな

った と感 じる こ とが あ って も一 ヤ ング大

管長 が語 づ てい る よう に，私 た ちは 「暗 闇

の中で も義 し く」生 き る ことが で き ます 。
あんたん

(SecretarゾsJoumal，28Jan.1857)暗 澹

たる苦難 の 中 にあ って も，私 た ちの 目に入

る福 音 の光 は，喜 び を得 て， 光 輝 く人々 か

ら発せ られ る もので す。

人 々が絶望 す る時 に喜 び を も って生 き，

人々が つ まず く時 に信仰 を保 ち，見 捨 て ら

れた と感 じる時 にも主 を信 頼 す る これ

らの こと はすべ て， 私 た ちを愛 す るが ゆ え

に与 え られ る神 の思 慮深 い訓練 の結 果 とし

て 深 く望 ま れ て いる こ とです。(モ ーサ ヤ

3P：19参 照)こ れ ら の経 験 を神 の冷 淡 さ と
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誤 解 しては な りませ ん。 乙う した訓練 は神

の計 画 の一部 な ので す。

しか し，信 仰 を持 つ 人で あ って も， カプ

セ ルに 包 まれた 出来事 に携 わ って いる 時 に

は， お そ ら く周 囲 に うず巻 く事 柄 をす べて

理 解 す る こ とは で きな いで しょ う。 例 えば

遠 い昔 のベ ツ レヘ ムで のあ の夜 ， ヨセ フ と

マ リヤ は生 まれ た ばか りの キ リス トの 足 を

見 て， やが て その 足が聖 地 を く まな く歩 く

こと を理 解 してい たで しょ うか。 ま たそ の

後， その足 にく ぎが打 たれ る こ とを知 っ て

いたで しょ うか 。 それ は考 えられ な いこ と

で す。

愛 情 の深 い マ リヤ はそ の小 さ な手 を握 り

しめ た時， また数 カ 月 して幼 な子 が その小

さな手 で抱 きつ いて きた時 に， その手 が や

が て最 初 の十二 使徒 を聖任 し， 後 に粗.末な

十字 架 を運 ぶ こ とを知 って いた で し ょうか。

マ リヤ は幼 な子 の泣 く声 を聞 いた時 ， イ

エ スがラ ザ ロの死 に嘆 か れ る声 や， 二一 フ

ァ イ人の子 供 た ち に祝 福 を与 え た後 に涙 さ

れ る声 を耳 に したで しょう か。(ヨ ハ ネ1!：

35;III二 一 フ ァイ17：21-22参 照)

また幼 な子 の柔 らか いひ ざが， ゲツ セマ

ネで の壮 厳 な喪備 を 感 じさせ る祈 りの時 を

含め て，頻 繁 に捧 げ る祈 りのた め に堅 くな

る こ とを先 見 してい たで しょうか。(マ タ イ

26：36-56参 照)

また幼 な子 を入浴 させ ，体 をきれ い に洗

って あ げる 時， 後 にそ の全 身か ら血 を流 さ

れ る 日が 来 る こ とをマ リヤ は予 測で き たで

しょ うか 。(モ ー サヤ3：7参 照)

喜 ん で，信 仰 を も って歩 む とは こ うい う

ことな ので す。 た と え完 全 に理 解す る こ と

は で きな くて も，皆 さん も私 もそ の事 柄 を

心 に留 め て，思 い め ぐ らすの です。(ル カ

2：19参 照)



私 たちが 苦難 の 中 にあ る時， 主 とその予

言者 は私 た ちに平安 を与 えて下 さい ます。

あ る時 代 の主 の民 が そ うで した。 彼 らは近

づ い て来 る敵 に恐 れ をな してい ま したが，

予 言者 が主 を思 い起 こす よ うに言 って安心
しず

させ たの で， 「そ の恐 れ を鎮 め」(モ ーサ ヤ

23：28)ま した。苦 難 の 中 を牛車 で横 断 し

た若 き 日の エラ イザ ・ス ノーの よ うに，私

たち はい つ も 「事 をあ りの ま ま」 に見通 し

て，彼 女 の言葉 を借 りれ ば，「とて も恵 まれ

てい る こ とに感謝 」で きる ので す。(ヤ コブ

4：13;ケ ネス ・W・ゴ ドフ リー ， 肋 駕6腐

%舵s，p.147)兄 弟姉 妹 の皆 さん， この よ

うな平安 と見通 しを持 つ ことが 必ず 必要 に

な ります。 なぜ な ら，主 が は っき りと指 摘

され て い るよ う に， 人 々 を清 め， ふ るい分

け る裁 きは ， まず神 の家 か ら始 め られ， そ

れか ら世 界に及 ぶか らです。(1ペ テ ロ4：

171教 義 と聖約112：25参 照)こ のふ るい

分 けが どの よう な もので あ るかは， まだ明

らか にされ てい ません。「日々 自分 の十 字架

を負 う」 よ うな やむ こ との ない，途 方 もな

い苦 しみ と共 に何 か特 別 な苦 難が 来 るので

し ょうが， 正確 には私 た ち にはわ か りませ

ん。(ル カ9：23参 照)私 た ちにわ か って い

る こ とは， イエ スが 明 らに して お られ る よ

う に， 誘惑 ， 迫害 ，苦 難 とい う誘惑 者 の3

つ の 道具 が容 赦 な く使わ れ る とい うこ とで

す。(マ タ イ13：21;ル カ8：13参 照)

そ して， もし その よう な環境 の 中で太 陽

の 熱が 縁 の木 さ え も枯 らして し まう とす れ

ば，そ の熱 は まさ しく現 実 の もので す。(ル

カ23：31;教 義 と聖 約135：6;ア ルマ32：

38参 照)

多 くの 人が， 義 しい行 ないの 中 に も悔 い

改 めな いで い る過 ち によ ってふ る い分け ら
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れ るで し ょう。 あ る 人は最 後 まで 耐 え る こ

とを薦 き らめて し まうで しょ うし，信 仰 を

捨 てた 人 に欺 かれ る 人 もい るで し ょう。 ま

たつ ま ず く人 もいる で し ょう。 どの神 権 時

代 に もつ まず かせ る石 は た くさ んあ るか ら

で す。 ある 人は世 の 煩い に気 を と られて ，

ラ ンプ の油 を持 って いな い ため につ まず く

で しょう。 また霊 の糧 を食べ る こ とを繰 り

返 し拒否 す る人 々1よ 世 の 中の こ とに一 生

懸 命 にな ってい る うち に勝利 を逃 す で し ょ
らようしニう

う。 世 の 中の嘲笑 に恥 ず か し くな って鉄 の

捧 を離 す 人もい るで し ょう。(1二 一フ ァイ

8：28参 照)真 の聖徒 で な い，通 り抜 ける

だけの単 な る観光 客 は， この 道か ら離れ て

い くで しょう。 また喜 び を失 って， 神 に向

か って 愚か な こと を言 う人 もい るで しょ う。

(ヨブ1：22参 照)

兄弟姉 妹 の皆 さん， す で に非常 に 多くの

教 会員 が誓約 を破 り， 約 束 を守 ら なか った

ため に失 意 に陥 り， 家庭 の崩 壊 を招 いて い

ます。 これ は事実 で す。快 楽 を追 求 す る社

会 の風潮 が高 まる につれ て， いわ ゆ る私 た

ちの文 明は， エ デ ンの園 な らぬ ソ ドム と ゴ

モラ に近 づ いて い くので す。

そ こで，私 た ちは備 えを し よう とす る時，

両 親や神 権， 原 則，聖典 ， 神 殿， 指 導者 を

心 して信 頼 する よ うにす べ きです 。 プ ロ グ

ラム を足場 とす る よう な過 ちは犯 さ な い よ

う にしま しょ う。

心 に喜 びが あ るな らば， 過 去へ の郷 愁 に

悩 んで もむ だで ある こ とがわ か るで し ょ う。

た とえ次 の よ うな嘆 きの 声が理 解 で き た と

して もです。

「ああ
，'私の先 祖 二一 フ ァ イが エ ルサ レ

ムの地 か ら出て きた その昔 に私 む生 きて い

たな らよか った もの を。 …… その 時 二一 フ
た や ヤ

ァイの民 は 容 易く勧 め に従 い， 神 の 命令 を
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堅 く守 り， 罪悪 に誘 われ る こ とは遅 く… …

と ころが 見 よ， 今 私 は生 きて …… 生涯 とな

って し まった。」(ヒ ラマ ン7：7，9)

兄 弟姉 妹 の皆 さん， これが 私 た ちの時 代

で す。 これが地 上 におけ る私 たち の一 生 で

す。 これ が私 た ちが し なけれ ば な らな い務

め な ので す。

そ して， この よ うな時 代 にあ って喜 び を

得 る には， 雄 々 し くイエ スにつ いて証 をす

る ことが 必要 です。(教 義 と聖 約76：79;

121：29参 照)

最 後 に， 幸 福 を もた らす計 画 に苦 痛 は不

可 欠 な もので すが ， その ような苦 痛 を感 じ

る時， 私 た ちは その計 画 が最 初 に明 らか に

され た時 の こ とを思 い起 こす ことが で き ま

す。 その 時，優 れ た霊 たち はひ そか にで は

な く， 声 を張 り上 げ て賛 成 し，喜 び 呼ば わ

った ので す。(ヨ ブ38：7参 照)そ の 時 どん

な気持 ちであ ったか につ いて は， ここで は

触 れ ませ ん。 なぜ な ら，私 たち は その時 ，

今 経験 して いる こ とを も っとは っ き りと見

てい るか らで す。

神 の助 けが あ って皆 さんの 心 に喜 びが あ

ります よう に。 これ は，私 たちが 完 き喜 び

を受 け る時の 楽 しい状 態 に先 駆 け る気持 ち

で す。(教 義 と聖 約93：34参 照)

歩 むべき 道 を完 全 に知 って お られ る御 方

が 次 の よ うに 約 束 して お られ ます。 「汝 ら

・心安 かれ。 わ れ 汝 らを導 き て行 けば な

り。 王 国 は汝 らの ものな り。 …… また， 永

遠 の富 も汝 らの ものな り。」(教義 と聖 約78：

18)

私 たち を抱 え よ うと して両 手 を広 げて 待

っ て おられ る御 方(モ ル モ ン6：17参 照)，

イ エ ス ・キ リス トのみ名 によ り申 し上 げ ま

す。 ア ー メン。



救 い主 の友 ，1僕， 息 子 と な る

七十人第一定員会会員 ロバ ー ト・E・ウエル ズ

)の 教 会 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト

」 教 会 で す。 私 たち はク リスチ ャ ンで

す。 私 た ちは 前の世 ， す なわ ち前世 にお け

る救 い主 の役割 にっ いて一 般 の 人々 よ り も

詳 しく知 っ てい ます。 また この世 の 創造 の

時 に， 救 い主 が天 父 の指 示の下 に果 た され

た 役割 につ いて も新 た な知 識 を得 るこ とが

で き ま した。 それ に救 い主が イス ラエ ルの

予 言 者 たち と言葉 を交わ され た 旧約 聖書 の

中の エ ホバ であ る こ とも知 って い ます。 私

た ちには イ エス ・キ リ ス トを証 す るもうひ と

つ の 書物 で あ るモ ルモ ン経 が与 え られ てお

り， それ には救 い主 に関す る輝 くばか りの

知 識 と教 義 が記 され て い ます。近 代 の予 言

者 た ち は，私 たち が罪 の赦 しを得 るた め に

捜 し求 め る賄 い主 であ る キ リス トにつ い て，

啓示 に よ り説 明 と教 え と光 明 と知 識を受 け

て いま す。 私 た ちはキ リス トを信 じる他 の

すべ て の教 会 に比 べて 非常 に価 値 あ る知 識

の 宝庫 を持 って います。 か と言 って， 他 の

人々が 抱いているキ リス トヘの信仰 を軽んじ

た り，けな した りしているのでは あ りませ ん。

た だ小 羊 であ り羊 飼で あ り， そ して イ スラ

エ ルの 聖 者で あ る御方(詩 篇71：22参 照)

に対 す る新 た な知 識 を 彼 らの 救 い と祝

福 の ため に一 分 か ち合 い たい と望 んで い

る だけ な ので す。

昔 の二 一フ ァイの よ うに，「私 た ちは も と

よ りキ リス トを信 」 じ 「確 く信 じて キ リス

ト・り・… を待 ち望 ん でい」ます。 また，「私 た

ち は キ リス トを信 ず る信 仰 に よっ て生 かさ

れ て」お り，「キ リス トの こと を話 し， キ リ

ス トのこ とを喜 び， キ リス トの こと を説教

し…… キ リス トの 与 えた もう生 命 を待 ち望 」

ん で い ま す。(II二 一 フ ァ イ25：24-27参

照)

これ を読 ん で， 私 たち が正 真正 銘 のク リ

スチ ャ ンであ る こ とをい 、玄ミか しく思 う人が

ど こにい るで しょ うか。

以 前， 南 ア メ リカ の コロ ン ビアの密 林地

帯 の上 空 を飛 行機 で 飛ん だ こ とが あ ります。

その 飛行機 の 中で ，私 は 隣の 席 に いた 人に

教 会 につ いて 説明 してい ました。 私 が熱 心

に福 音 につ いて説 い て いる と， その 友 人が

話 の 腰 を折ってこう 言い ま した。「モル モ ン

は確 か ジ ョセフ ・ス ミスの墓 の ところ に立

派 な聖堂 を建 て た んで した ね。」

私 は驚 いて非 を唱 えま した。「どんな聖 堂

を建 て た とお っ しゃる んで すか。 それ に ど

の墓 地 の こ とです か。」

「ほ ら
， ソ ル トレー ク ・シテ ィー にある

黄 金の 天使 を て っぺん に載 せ たあ の高 い建
れいぴロ

物 です よ。 あれ は霊 廟 か聖 堂 で，予 言 者 を

礼拝 す る所 な んで しょう。」そ の 人が言 っ て

い るの は ソル トレーク神 殿 の こ とで した。

私 はい さ さか 困惑 しな が ら も， そ の 人が

誤 解 して いる こ とがわ か りま した。 私 は な

ぜ そ の よう な誤解 が生 じたの か につ いて は

何 も言わ ず に， ただ 彼が 誤解 してい る点 を

一 生 懸命 に正 そう と しま した
。
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私は その 友 人 に言 い ました。「ちょっと説

明 させ て いた だ きます が， 私 た ちは ま ぎれ

もな いク リスチ ャンで す よ。 私 たち は父 な

る 神 とその 御子 イエ ス ・キ リス トを礼 拝 し

て い ます。 昔 も今 も， 予言 者 や聖 人 を拝 ん

だ こ とはあ りませ ん。予 言者 ジョセフ ・ス ミ

ス を拝 むこ と もあ りませ ん。 もち ろん愛 し，

尊敬 してはいますが ね。しかし彼 に祈 った り

は しませ ん。 私 た ちの教義 や哲学 の 中で も，

実 生 活 の中 で も ジ ョセ フ ・ス ミスが仲保 者

の よう な人 であ る とい う教 えは あ りません

し， ほか の どの予 言者 ある いは聖 徒 も仲 保

者 にな り得 る こ とは教 えて い ませ ん。 キ リ

ス トの みが 天父 との 仲保 者なのです。」私 は

強調 して言 いました。「マ リヤ もヨ セフ も，

ペ テロ，ヤ コブ，ヨハ ネ も，そしてア ダムや

モ ーセや ア ブラ ハム の よう な古代 の予 言者

た ち も決 して仲保 者 とはな り得 な いの です。

ま してや ジ ョセ フ ・ス ミスや ブ リガ ム ・ヤ ン

グの よ うな近 代 の予 言者 に向 か っ て祈 った

り，拝 ん だ りする ことは決 してあ りませ ん。」

さ ら に続 け て， 私 は， ソ ル トレー ク の神
あが

殿 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスを崇 め る ため

の もので も なけれ ば， ジ ョセ フ ・ス ミスが

そ こに葬 られ て いるわ け で もな い こと を説

明 しま した。 そ して， 私 た ちが予 言者 たち

を礼拝 してい な いこ とを さ らに明 確 にす る

意 味で こう言 い ま した。 「私 た ち は ジ ョセ

フ ・ス ミスが埋 葬 され て いる 所 に巡礼 す る

こ ともあ りませ ん。 第1， この私 は ジ ョセ

フ ・ス ミスが ど こに埋葬 され てい るの か も

知 らな いの で す。」

ジョセフ ・ス ミスの埋 葬 され で い る墓 を

知 らな い とい う私 の言葉 は そ の友 人 に とっ

て はそ れ まで聞 い た こと もな か ったほ どの
あ ぜん

強 烈な 説明 に なっ たよ うで す。 彼 は唖 然 と

して， 自分 が教 会 に対 して理 解 してい た こ
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とが 完全 に間違 っ てい た こ とを知 った ので

した。 それ を契機 に， 私 た ちが 本 当 には ど

の よ うに.して救 い主 を礼 拝 して い るか につ

い て気 軽 にざ っ くば らんな話 し合 いが で き

る よ うにな りま した。 その結 果， 私 た ちは

正 真正 銘 の ク リス チ ャン と して 認め られ た

の で した。

私 た ち教 会貝 は皆， 救 い主 を 通 して得 ら

れ る購 いを受 け た いと望 む ク リス チ ャンで

あ る とい うこ とに友 人 や仲 間や知 人た ちが

少 しの疑 い も持 たれ る こ とのな い よう な生

活 を し，福音 を宣 べ伝 えなければな りませ ん。

そ して，救 い主 の 友 とな り，僕 とな り，

、息、子， 娘 と言われ るよ うに な らな けれ ばな

ら ない ので す。 この3つ の事 柄 につ い て，

も っ と詳 しく説 明 してみ た い と思 いま す。

まず 第1に ，救 い主 の 友 とな る こ とにつ

いて お話 したい と思 い ます。 キ ン ボー ル大

管 長 は救 い主 の友 として， ・言・さ わ しい 人だ

と思 い ます。 数年 前， キ ン ボー ル大管 長 が

病 院 で心 臓の切 開 手術 を受 け た時 の こ とで

す 。 キ ンボー ル大 管長 は手 術 台 に乗せ られ ，

廊 下 を通 って 手術 室へ と運 ば れ ま した。 そ

ば にそれ を手伝 って いる ひ と りの 若 い看護

人が いた ので すが，すでに，鎮 痛 済を打たれ

て 横 たわ って いる 予言 者の ベ ッ ドの取 手 と，

ドアの 外枠 との間 にふ とした拍 子 に指 を は

さ んで しま ったの です。 この若 者 は痛 さの

あ ま り，思 わ ず救 い主 の名 前 をみ だ り に唱

え る言葉 を使 って しまい ま した。 大管長 は

驚 いて 目を開 け， 優 し くこの看 護 人を た し

な め ま した。 「君， そ ん な 風 に言 わな いで

下 さい。 救 い主 は私 の最 良 の友 な ので すか

ら。」

私 た ちは救 い主 の名前 が 誤 って使 われ て

い るの を正 すほ どの 関係 を 自分 と救 い主 と

の 間に持 って いるで しょ うか 。 イ エ スは，



キ ンボー ル大 管長 が 救 い主 に対 して 抱 いて

いる 気持 ち と同 じよう な気持 ちを私 た ち も

抱 いて い るこ とを御 存 じで し ょうか。

キ ンボー ル大 管長 が真 の 弟子 で ある こと

を示 す例 が もうひ とつ あ りま す。 数 年 前の

ク リスマ ス ・イブ の こ とで した。 キ ンボ ー

ル大 管 長 は私 に電 話 を下 さ り， 私 が忙 しい

か どうか尋 ね られ ました。私 はす ぐに，「い

い え， 何 か ご用 で し ょうか」 と答 えま した。

す る と キ ンボー ル大管 長 は初 等協 会 小 児病

院 へ行 って祝 福 を した いの だが， その ため

の 同僚 が 必要 なの だ とお っし ゃい ま した。

キ ンボ ール 大管 長 はア メ リカ ・インデ ィア

ンの子供 と， 南 米 の子供 が 何 人か この 小 児

病 院 に来て い る こ とを耳 に してい たの で し

た。 私 た ちは 各階 を訪 れ， 南 米の 国 々の子

供 や レー マ ン人や そ のほか の子供 たち に も

全 員 に祝福 を授 け まし た。 私 は キ ンボ ール

大 管長 の 愛 と，子 供 た ち一 人一 人 に寄 せ る

優 しい友 情 に深 く心 を動 か され ま した。 キ

ン ボー ル大 管長 は病 人の友， 遠 く家 を 離れ

た子供 た ちの友 で した。 また救 い主 で あれ

ば私 た ち に示 して下 さ っ たで あろ う愛 と優

しさの模 範 で した。 だか ら こそキ ン ボー ル

大管 長 は，「救 い主 は私 の最 良 の友 で す」と

言 え たの です。

さて 第2に ， 救 い主 の僕 にな る こ とにつ

いて お話 したい と思 い ます。 この こ とに関

して， ベ ンジ ャ ミン王 は次 の よう に述 べて

い ます。「人は どう して ま だ仕 えたこともな

く， 見 も知 らず 思 い もかけ な い主 人 を知 る

こ とが で き ようか 。」(モ ー サヤ5：13)

主 に仕 えた こ と もなく， 主 も知 らず， 毎

日心 や 思 いの 中か ら主 を遠 ざけて い る とし

た ら， どう して主 の僕 とな るこ とが でき る

で しよ うか。

パ ロル ド ・B・ リー大 管長 は救 い 主 を知
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って お り， 長 い間 そ の僕 と して働 い た人 で

した。 リー大 管長 は どの よ うな時 にも，救

い主 が ど う言 い， どう行 なわ れ るか を知 っ

て行 動 して い ました。

例 え ば，大 管長 とな って 間 もな く教会 の

新 しい予 言者 と して初 めて 記者 会 見に臨 ん

だ 時の こ とで す。 記 者 た ちが リー大 管長 に

向 か って， 難 しい 質問 を投 げ かけ ま した。

「ベ トナ ム戦争 につ いて の見解 をお聞 かせ

下 さ い。」御 存 じのよ う に，当時 はべ トナ ム

戦 争 の真 っ最 中で ，参 戦 支持 派 もいれ ば 反

対 派 もいま した。

リー大 管長 が， も し 「私 は政府 の 見解 を

支持 します」 とで も 言 って いた な ら， 記者

た ちは，「それ はおか しな こ とですね。霊 の

指 導 者 ともあ ろ う御 方 が戦 争 に賛 成す る と

は」 と言 った こ とで し ょう。

ま た逆 に， リー 大管 長が 「私は米 国 の参

戦 に 反対 です」 とで も言 お う もの な ら，記

者 た ちは いぶ か し く思 い，「これは また異 な

こ とをお っ し ゃい ますね。 この教 会 の指導

者 は政 府 を支 持 す るふ りを してい なが ら，

実 際 は そう でな い ので すか」 と言 った こ と

で し ょう。

と ころが リー 大管 長 は新 聞記 者 たち の質

問 に対 して， 主 の僕 にふ さわ し くこ う答え

た ので す。 リー大 管長 は 霊感 を受 けて 主御
す へ

自身が 語 られ た その 言葉 を語 る術 を知 って

いた ので す。 彼 の答 えは 記者 た ちの心 を静

め， 感動 を呼 び 起 こ しま した。 リー大 管長

は こう 言ったの です。「私 た ちは世 界 中の キ
い きら

リス ト教 徒 と同 じよ うに， 戦争 を忌 み嫌 っ

て い ます。救 い主 は， 『この世 で はな やみ

が あ る』 と言わ れ ま した。 しか し同時 に ま

た， 『わ た しにあ って平 安 を得 る』(ヨ パ ネ

16：33参 照 〉と も言 われ ま した。」リー大管

長 は さ らに 白ハ ネ14章 か ら引用 して次 の よ
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うに言 い ま した。「わたしは平安 を あ なた が

た に残 して行 く。'わた しの平安 をあ な たが

た に与 え る。 わた しが 与 える のは， 世 が与

え る よう な もの とは 異な る。」(27節)

そ して， リー大管 長 は偉 大 なひ とつ の 原

則 を教 え ま した。 「救 い主が 語ってお られ る

平 和 とは， 陸軍 や 海軍， ある いは 武 力な ど

に よ って勝 ち取 る類 の もので はあ りませ ん。

ま た議 会で 交渉 を重 ね て作 り上 げ る よ うな

もので もあ りませ ん。救 い主 が語 っ てお ら

れ る平和 とは， 主 の戒 め を守 って 生活 し，

主 が 自分 の こ とを喜 ん で お られ る こ とを知

っ た時 にの み， 心 の 中に もた らされ る平安

で す。」リー 大管 長 は平 和の 君 の真の僕 とし

て霊 感 に よっ て答 えて い ま した。

第3に ，救 い主 の息子 ，娘 とな る こ とに

つ いて お話 します。

誤 解 の ない よう に言 って お きた いの で す
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が， 天 父 は私 たち の霊 の父 です。 また， イ

エ スの霊 の 父 で もあ ります。 三体 同位 とい

う こ とは，決 して おぼ ろげ な仮 説 では な く，

3人 の別 個 の御 方が お られ る とい う こ とな

の です。 天 父 はそ の子供 た ち を御 子 に託 さ

れ， 天 父の子 供 た ちが御 子 の御 名を その 身

に 引き受 け， 罪 を悔 い改 め， 聖 な るバ プ テ

ス マの水 に入 って救 い主 へ の信仰 を現 わ し，

神 の王 国 にお いて永 遠 に確 固た る歩 み を続

け られ る よう にして 下 さい ま した。

ベ ンジ ャ ミン王 は 次の よう に説 明 して い

ます。

「お前 た ちの結 ん だ誓 約 のた め にお前 た

ち はキ リス トの子 と呼ば れ， キ リス トの 息

子 や 娘 と呼 ばれ る。 それ は今 日キ リス トが

お前 た ちの精 神 を新 に生 み た もうた か らで

あ る。 お 前 た ちはキ リス トの 御名 を信ず る

か ら 自分 の心 が改 まった と言 う。 従 って，

お前 た ちは キ リス トに よ り生 れ て その息 子

や 娘 と なっ た。」(モ ーサ ヤ5：7)

どうか ， この末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 の全 会員 がふ さ わ し く生 活 し， た とえ

私 た ち をク リスチ ャンで は ない と言 う 人が

いた と して も，私 た ちを知 る 人々が そ の よ

うな 言葉 を信 じる ことが あ りませ ん よ うに。

皆 さ ん， この教 会 の会 員 と会 っ た 人がだ れ

で も， 私 た ちが救 い主 の よ い友 とな り， 無

私 の奉 仕 がで き る主 の僕 とな れ るよ う， 日

日努 力 してい る こ と， ま た聖 な るバ プテ ス

マ の水 に入 り， そのみ 名 を引き受 け る こ と

によ って御 父 か ら救 い主 にゆ だね られ た 息

子 ，娘 になれ る よう毎 日励 んでいる ことがわ

か る よ うな生 活を しよう では あ りませ ん か。

以上 の こ とを，心 か らへ りくだ り， 愛 を

込 め て，私 た ちの 主で あ り， 贈 い 主 であ る

イエ ス ・キ リス トのみ 名 を通 して証 致 しま

す。 アー メ ン。



いかにかすかな光であろうと

七十入第一定員会会員 ボー ン ・J・フェザ ー ス トー ン

愛
す る兄弟 姉 妹 の皆 さん。 き ょう ここ

で大 い なる希 望 と慈 悲 に満 ち たひ と

つ のた とえ話 につ いて の私 の思 い を語 って

み たい と思 い ます。 救 い主 は こ う言わ れ ま

した。 「あ る 人に， ふ た りの む す こが あ っ

た。」(ル カ15：11)、 ζ・た りの息 子 の内， 弟

の方 は 幾分 大 人に近 い 兄の 陰 に隠 れて， い

っ も冷飯 を 食わ さ れて い た ようで す。 兄だ

けが い つ もほめ られて い るよ うで した。 年

や体 っ きか らいっ で も兄の 方が 上 であ り，

当然仕 事 も兄の 方 がで き ます。 弟 はいつ も

兄 と競 争 します が， か な うわけ が あ りませ

ん。 仕事 も全部 終 え るこ と もな く， す ぐに

飽 きて やめ て し まい ます。 お そ らく， いつ

も引け 目を 感 じて いた と思 い ます。 結 局，

弟 は 「体 制 」が 悪 いの だか ら， い く ら頑 張

って も 自分 は正 しく評価 され ない と決 めつ

け て しまい ます。 そ して家 を 出，新 しい所

で生 活 を始 め る こと を決心 す るの です。

た とえ話 は こう続 きます。「弟 が 父親 に言

っ た，『父 よ，あ な たの財 産 の うち でわ た し

が いた だ く分 を くださ い。』」(ル カ15：12)

明 らか に， 父親 は 以前 遺産 相続 につ いて、怠

子 たち と話 し合 ってい たの で し ょう。遺 産

は 父の 自由 意志 によ る贈 り物 で した。 息子

た ちが 自分 た ちの生 活 を切 り盛 りで きるほ
かせ

どの働 きを稼 ぎ出 して い た とは とて も思 え

ませ ん。 そ れで も，父親 は，「その 身代 をふ

た りに分け てや った」(ル カ15：12)の です。

この こ とは 事実 上 ，弟 が分 け前 で 自分 の道

を 歩ん で い くこ とを承 諾 した こ とを表 わ し

て いま す。 父親 は 息子 を愛 して い ました。

息子 が この財 産 を ど うする か とい うこ とも

大体 の 見 当がつ い てい ま した。弟 は，「自分

の もの を全部 とりまとめて遠 い所 へ」(ル カ

15：13)行 って しまい ま した。1

初 め は 人か らほ め られる よ うな生 活 をす

るつ も りで いた のか もしれ ませ ん。 しか し，

こ の遠方 の地 へ 来 てみ る と， 人 々はす ぐに

彼 を歓 迎 して くれ ませ んで した。 友達 も知

り合 い もな い苦 しい状態 に置 か れ ました。

真 の 友達 は なか なか 得 に くい もので すが，

普 通 の友 達 な らお金 で 買 うこ と もで き ます。

甘 い もの に群 が る ハエ は どこ に もい ます。

息子 は 自分 の財産 を見せ び らか し始 め まし

た。 ハ エが たか っ てき ま した。 息子 はお金

を投 資 す るわけ で も， 賢明 に使 うわ けで も
ほ う と う

な く， 放 蕩 に使 い果 して しま ったの です。

(ル カ15113参 照)酒 に酔 う者， 悪事 を働
かんいん

く者 ， 罪深 く姦 淫 を行 な う女 な ど， その友

情 もお金 が な くな る と同時 に どこかへ 飛 ん

で い って しま いま した。

「何 もか も浪 費 して しまったのち，その地

方 にひ どい き きん があ った。」(ルカ15114)

普 通 の 人で す ら苦 しい 時で すか ら，財 産 を

使 い果 た して しま った 者 に とって事 態は最

悪 だ った に違 いあ り ませ ん。 家 で教 え られ

た よ うに，仕 事 を 見つ け よう と したに違 い

あ りません・ まだ お金 があ、った 頃 の友達 の

とこ ろを あち こち尋 ね 歩い た こ とで しょう。
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放蕩 息子 はますます窮 し始 め・「その地 方

の ある住 民 の とこ ろに行 って 身 を寄 せ た と

ころが， そ の人 は彼 を畑 にや っ て豚 を飼 わ

せ た」(ル カ15：15〉 ので す。 彼 は ただ貧 し

い とい う よ りも， 最 も卑 しい仕事 につか な

くては な らな くな って いた ので す。 そ の困

窮状 態 といった ら，「豚 の 食 べる い な ご豆 で

腹 を満 た した い と思 うほ どであ っ たが， 何

もくれ る人 はい なか っ た」(ル カ15：16)の

です。救 い 主が 貧 困の厳 しさ と息、子 が落 ち

る所 まで落 ち なけれ ば な らなか っ たこ との

必 然性 を対 比 して述 べ てい る こ とは疑 うべ

く もあ りません。 お金 があ った 頃 は 自分 に

群 が って くる 多 くの友達 と興 じる こ と もで

きま した。 しか し今 は その よ うな友 達 のだ

れ ひ と りと して ，豚 に食わ せ るい な ご豆 す

ら くれ る者 もいな いの です。

こ の ような失 意 の どん底 の状 態 を経 て，

初 め て謙虚 な気 持 ち にな り， 清 め が始 ま る

ので す。 見栄 はは ぎ取 られ ， は るかか な た
ともしぴ

にぼ んや り と我 が 家の 燈火 が見 え て くるの

です。

心 をへ りくだ らせるこの失 意の 中 で，若者

は 「本 心 に立 ちか え って言 っ た，『父の とこ

ろ には 食物 の あ り余 って いる雇 人が大 ぜ い

いる の に， わ た しは ここで 飢 えて 死の う と

して い る。 立 って ， 父の と ころへ 帰 って，

こう言 おう， 父 よ， わた しは天 に対 して も，

あな た にむか って も， 罪 を犯 し まし た。 も

う， あ なたの むす こ と呼 ばれ る資 格 はあ り

ませ ん。 ど うぞ， 雇 人の ひ と り同 様 に して

くださ い』。そ こで立 って，父 の とこ ろへ 出

かけ た。」(ル カ15：17-20)

息子 は父 にい う言葉 を， 何度 も，何 度 も，

繰 り返 し練 習 した に違 いあ りませ ん。 父 親

は生 涯 を忠実 に， そ して 熱心 に働 い た人 で，

倹約 と誠 実 の人 で した。 その よ うな 父親 が
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息 子 を見捨 て た りす るで し ょうか。 息子 は

立 ち上 が って ， 父の 元 にや って 来 たの です。

それ も決 して 短 い旅 では なか っ た と思 いま

す。

兄 の方 は弟 が家 を出 てか ら， 父が いつ も

弟 の こ とを心 配 して い るこ とが よ くわか り

ま した。仕 事 に もあま り身が 入 らず， ち ょ

っ と働 いて は手 を休 め て， 遠 くの道 を なが

め， ぼ んや りした 目で再 び帰 って くる とい

った ことの繰 り返 しで した。 兄 は 自分 の仕

事 の ほか に弟 の分 まで働 き， そ の上 これ ま

で 父が行 な って い た仕 事 ま で しな けれ ばな

ら な くな りま した。 弟が 家 を出 る まで は，

皆 はいつ も兄の働 きに対 して感謝 しま した。

しか し今 は そん な家族 の団 らん は な く， 歌

も踊 り も消 え，家 族 で話 し合 うこ と もな く
い す

な り ま した。 夜 に なる と， 父 と母 は椅子 に

腰 をお ろ し， た だ ぼん や り と暖 炉 の火 を見

つ めて いる だけ で す。 こ う して， 数 日が過

ぎ， 数週 間 が過 ぎ， そ して数 カ 月が過 ぎ去

っ てい ま した。

救 い 主は こう述べ て お られ ます。「まだ遠

く離れ て いた の に， 父 は彼 をみ とめ， 哀れ

に思 って走 り寄 り， そ の首 を だい て接 吻 し

た。 む す こは 父 に言 った，『父 よ，わた しは

天 に対 して も， あ なた にむ か って も， 罪 を

犯 し ま した。 も うあ なたの むす こと呼 ばれ

る資格 は あ りませ ん。』 しか し 父 は 僕 た ち

に言い つけ た，『さあ，早 く，最 上 の着 物 を

出して き て この子 に着 せ， 指輪 を手 には め，

は き もの を足 には かせ な さい。』」(ルカ15：

20-22〉 おそ ら く， 長 い旅 路 を履 物 も履か

ず に や って来 たの で し ょう。 着 物 を着 せ，

履 物 を与 えな けれ ば な りません で した。 さ

らに 父親 は， 息子 の手 に指 輪 を持 っ てき て

は め ま した。 ま った く予期 せぬ 贈 り物 で し

た。 それ は， 息子 が帰 って きた こ とに対 す



る 父親 か らの感 謝 の しる しで した。

「また
， 肥 えた る牛 を 引い てき てほ 、ζ・り

な さい。 食べ て楽 し もう では ない か。 この

むす こが死 んで い たの に生 き返 り， いな く

な って いた の に見つか ったの だか ら。』それ

か ら祝宴 が は じま っ た。 とこ ろが， 兄 は畑

に いた が，帰 って きて家 に近 づ くと，音 楽

や踊 りの音 が聞 え たの で， ひ と りの僕 を呼

んで ，『いったい， これ は何事 なの か』 と尋

ね た。僕 は 答え た。『あ なた の ご兄弟 が お帰

りにな りました。無 事 に迎 え た とい うので，

父上 が肥 え た子 牛 をほ ふ らせ なさ ったの で

す。』兄 はお こって家 にはい ろ うと しなか っ

た。」(ル カ15：23-28)

これ まで何 週 間 も何 カ 月も弟 の分 ま で も

働 き， 父 親の 注 意が 届か なか った と ころ ま

理、灘 蝋灘灘戴灘 蕪.灘.譲.

で穴 埋 め まで して， しか もそれ に対 して 何

らの ほ め言葉 を受 けた わけ で もあ りませ ん

で した。 その上 ， 父親 は とい えば弟 の こ と

で頭 が一 杯 だ った ので す。兄 も弟の よ うに

財 産 を もらっ てお けば よか っ たと考 えた か

もしれ ませ ん。 き っ と無 駄使 い もせ ず に，

利殖 して いたで し ょう。 それ で も兄 は家 に

と ど ま り，忠 実 に仕 え たの です。 この兄 の

義 しい生 活 に対 して は音 楽 も踊 りもない の

に， 弟が 帰 って く る と， これ ほ ど盛 大 な歓

迎 ぶ りです。

父 は息 子 が外 に いて， 中 に入 って こ よう

と しな いの を聞 いて， 「出 て き て な だ め」

(ル カ15：28)ま した。 父親 は 自分 の無神

経 さ に気 づ き，謝 ったの か も しれ ませ ん。

弟 にばか り気 をと られて いて ， ほか の とこ
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ろまで 考え る余裕 が なか ったの です。 いつ

もの よう に兄 をほ める こ と もなか った ので

す。 兄 の努 力 に対 して， 踊 りや音楽 で労 を

ね ぎ ら うこ とも，宴 会 を開 くこ と もあ りま

せ ん で した。 心 の 中は いつ も弟の こ とで一

杯 だ ったか らです。

「兄 は父 にむか って 言 った，『わ たしは何

か年 もあな たに仕 えて，一 度 で もあ なた の

言 いつ けに そむ い たこ とは なか った の に，

友 だち と楽 しむ た めに子 や ぎ一 匹 も下 さっ

た こ とはあ りません。それ だの に，遊女 ど も

と一 緒 にな って，.あな たの 身代 を 食いつ ぶ

した このあ なた の子 が 帰 って くる と， その

ため に肥 えた る牛 をほ 、玄・りなさいま した。』」

(ル カ15：29-30)

父 親は初 め て兄 の気持 ち に気 づ いて ， こ

う答 え ました。「子 よ，あ なた は いつ もわ た

しと一 緒 に いる し， また わ た しの ものは 全

部あ な たの もの だ。」(ル カ15：31)父 親 は

ず っ と前 か ら 自分 の持 ち物 のす べて を兄 に

与 え よう と考え てい ま した が， この 時 その

こと を初め て 口に 出 したの で した。

父親 は こう言 ってい ます。「しか し，この

あな たの弟 は， 死 んで い たの に生 き返 り，

いな くな づて いた の に見つ か った のだ か ら，

喜 び祝 うのは あ たりまえで あ る。」(ル カ15：

32)

先 日， ラ ジオ の番組 で あ る牧 師 が放 蕩 息

子の た とえ話 を して い ま した。 その牧 師 は

このた とえ話 を こ う結ん で いたので す。「弟

は悔 い改 め た こ とによ って 主の 前 に義 とせ

られ， 兄の 方は もっ と大 きな罰 を こ うむ る

であ ろう。」 この言葉 を聞 いて， 私 は， 「愚

か者 よ1ど う して主 の教 えがわ か らな いの

か」 と嘆 きま した。 兄 は無 視 され， 感情 を

害 し，放 蕩 に 身 をくず した弟 に愛 と憐 れ み

の心 を示 さな か った こ と も事実 で す。 しか

130

め

し心 あ る人 な らば， 兄の 罪が 浮か れ女 と放

蕩 で， ぜ い た くな生 活 を した弟 と比 べ るべ

くもな い こ とはす ぐに わか るは ずで す。

私 は， この素 晴 ら しいた と え話 の中 で，

主 が教 え よ うとさ れて いる こ とが わか る よ

うな気 が し ます。 それ は万 人 に対 する希 望

の 灯で す。 救 い主 は主 の元 に 来る者 は すべ

て受 け入れ ， 赦す ため に両 手 を広 げて 立 っ

て お られ るの です。 ゲツ セマ ネ とゴ ルゴ タ

の 丘 で なされ た購 い と救 いの 苦 しみほ ど偉

大 な愛 は あ りませ ん。

エ ラ ・ウ イー ラー ・ウ イル コ ック スは 「ゲ

ツセ マ ネ」 とい う詩 の 中で次 の よ うに述 べ

て いま す。

昔 も今 も， こ の 世 の す べ て の 道 で

ゲ ツ セ マ ネ を 通 ら ぬ 道 な し。

遅 か れ 早 か れ ， 旅 す る 者 は す べ て

こ の 門 を く ぐ ら ん 。

ひ と り 暗 闇 に ひ ざ ま づ き ，

恐 ろ し き 絶 望 と 闘 う 。

「わ た し の 思 い で は な く， み こ こ ろ が

成 る よ う に」 と 言 え ぬ 者 ，

「こ の 杯 を わ た し か ら 取 りの け て く だ さ

い 」 と し か 祈 る こ と が で き ず ， ゲ ツ セ マ ネ

の 目的 の 見 え ぬ 者 ，

彼 ら に 神 の 憐 れ み を。

(ジ ェ ー ム ズ ・ ドル トン ・モ リ ソ ン編 ，

M召 吻 ゆ 諺66sげR6」 ゆo%s陀 駕6，NewYork

an(iLondon：HarperandBrothers，1948，

P.184)

死 ，離婚 ， 背 罪，孤 独 ，落 胆 な どによ っ

て， 私 たち は ゲツ セマ ネの 園へ と導 かれ ま

す。 主 は両 手 を広 げて， す べて の 人を受 け

入れ て下 さい ます。 放蕩 息子 の た とえ話 は

主 の愛 を美 しく描 いて い ます。 主 の愛 と憐



れ み は地 上 のす べて の 人々 を永遠 に包 む も

ので す。 老若 男女 を問 わず， 放蕩 の旅 を終

え，不 活 発 な生 活か らた ち帰 る者 は救 い主

が 両 手 を広 げて待 って お られ るこ とを知 る

に違 いあ りませ ん。救 い主 の腰 いは正 義 を

全 うし，「彼 に来 らん」す べ ての 人 に憐 れ み

を もた らす もので す。(教 義 と聖約18：11参

照)

教会 に活発 に集 って いる 人な らだ れで も，

不 活 発で， 見捨 て られた り， あ るい は罪 に

汚 れ た衣 を身 に ま とって い る人 を知 って い

る と思 い ます。 彼 らは情 け深 い両 親 や優 し

い 兄弟姉 妹 の心 温 ま る変 わ らな い愛 を必要

と してい るの です。 イエ スは 外 に出 て行 っ

て不 活 発 な会 員た ち を教 会 に連 れ もどす す

べ ての教 会 貝 たち を祝 福 して下 さい ます。

J・ ル ーベ ン ・ク ラー ク ・ジュニ ア副管

長 は次 の よう に述 べ てい ます。

「人は だれで も
，ち ょうど聖 壇の光 のよう

に，心の中では ぐくんで いく信 仰 の光 を持 っ

て生 まれて き ま した。 こ の光 が 燃 え始 め る

と， 主 は私 た ちが責 任 を とれ る年齢 に達 す

る まで の間， その光 が 燃 え続 ける よ うに見

守 って下 さい ます。 そ して責 任 を とれ る年

齢 に達 す ると， 私 た ちは それ ぞれ， その光

を ど う養 い育 て て い くか 自分 で 決 め なけれ

ば な らない ので す。 私 た ちが義 しい生 活 を

す るな らば， その光 は全 身 に満 ち あ、ζ・れ る

まで 輝 く よう にな り，健 康 と力 の糧 とな り，

肉体 的 な健康 だけ でな く，霊 的 な光 を与 え

る もの とな るで しょ う。 しか し，義 しく な

い生 活 をすれ ば， 光 は弱 くな り，最 後 には

ほ とん ど消 えか か る まで に小 さ くなる で し

ょ う。 しか し， これ は私 が信 じ， また望 ん

でい る こ とです が， 主 は信仰 の光 を， いか

にか すか な光 で あ ろ うと も完 全 に 人々 の心

の 中か ら消 して し まう こ とはな い と思 って
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い ます。 主 は いか に心が 暗 くな る ような こ

とが あ った と して も，正 義の み た まと愛 と

優 しさ に よ り， ま た教 え と模 範 と福音 に そ

った 生活 をす るこ とに よ って再 び 輝 きを増

す ことの で きる光 を与 えて下 さ って いる の

で す。 も しこの よ うな信 仰の 弱 くな って い

る人 々 に手 を差 し伸 べ るこ とが でき なけれ

ば ，私 た ちは 主が 私 た ちのみ 手 にゆ だねて

お られる最 も大切 な こ とのひ とつ を怠 って

い る こ とにな るの で す。」(ConferenceRe-

port，Oct.1936，p.114)

私 たち は この よ うな光 を守 る者 です。 こ

の場 に集 って い るすべ て の人 々が不 活 発 な

人 に手 を差 し伸 べ， 彼 らを祝福 して下 さ る

よう お勧 め します。 予 言者 の 言葉 に聞 き従

って下 さ い。 スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

大管 長 は次 の よ うに述 べ てい ます。「私 たち

は今 この話 を 聞い て お られ る すべ ての方 々

を， 水潤 う庭 ， 心地 よい木 陰へ ， また不 変

の真 理 の下 へ と心 か ら招 きた い と思 う。 私
あんねい

た ち と共 に， 確 信 と安寧 と一 致 を得 て いた

だ きた い。 こ こに は冷 た い水が 湧 き出て お
か

り， そ の泉 は澗 れ る ことが な い。

来 て予 言者 の声 に耳 を傾 け， 神の み言 葉

を聞 い ていただき たい。」(「大 会 報告1970-

1972」P.169)

こ こに集 っ てい ない方 々に再 び家 に戻 っ

て くる よ うに と， お勧 め します。 私 た ちは

皆 さん が登 って こ られ る道 を じっ となが め，

皆 さん の帰 りを待 ち兼ね て い ます。 そ して，

両 手 を広 げ， 愛 に あふれ る心 で かけ寄 って

迎 えた い と思 います。 覆 物 も着 物 も， 指輪

も， 肥 えた る牛 もみ な そろ えて お迎 え した

い と思 い ます。 ど うぞ私 た ちの 家 に帰 って

きて下 さい。 そして 共 に喜 び合 お うでは あ

りませ んか。 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ

って 申 し上 げ ます。 ア ー メン。
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「わが喜ぶ愛子を見よJ

七十人第一定員会会員 ジ ョー ジ ・P・ リー

， の邪 悪 と混乱 と懐 疑 に満 ち た時代 に，

㌔一 真 理 を知 り
， イ エ スがキ リス トであ

り， 生 け る神 の 御子 で あ る とい う謙 遜 で深

く， しか も神聖 な確 信 を持 つ こ とは非 常 に

価値 ある こ とです。 私 は聖 霊 の働 き と力 に

よって ，救 い主 が 神 の御子 で あ る とい う証

を得 る ことが で き ました。 他 の いか な る確

証 に もまさ るこ の証 を， 私 は 自分の 心 の中

に抱 くこ とがで きた の です。 それ は私 の心

の 中に， 贈 い主 イエ ス ・キ リス トの存 在 を

克明 に記す こ とに な って い ます 。

この 静か な， そ して安 らか な確信 は私 が

子供 の 頃， み すぽ ら しい小 屋 の 中で ひざ ま

づ いて 祈 った 時， そ して居 留地 内の熱 い砂

漠 で羊 の 番 を しなが らモ ルモ ン経 を読 ん で

いた 時 に与 え られた もの です。 私 は 自分 の

人生 が誕 生 に よって始 ま り， 死 に よって 終

わ る もので ない こ とを知 ってい ます。 同様

に， キ リス トの 生涯 もベツ レヘ ム に始 ま り，

そ して カ ルバ リで終 わ った もの で ない こ と

を確 か に知 って い ます。 主 イエ ス ・キ リス

トは御 自身の こ とを次 の よ うに述 べて お ら

れ ま す。

「わた しは
， わた し にさせ る ため にお授

け にな ったわ ざ をな し遂げ て ，地 上 であ な

たの栄 光 をあ らわ しま した。

父 よ，世 が 造 られ る前 に， わ た しがみ そ

ばで 持 って いた栄 光 で， 今 み前 にわ た し を

輝か せ て下 さ い。」(ヨ パ ネ17：4-5)

イエ ス ・キ リス トは霊 にお いて神 の生 み

た まい し最初 の子 で あ る こと を， 私 は証 し

ま す。 御 父 と同 じよ うに， イエ ス ・キ リス

トは宇 宙の 偉大 な 力 と英知 を持 ち た も う御

方 です。 この世 が造 られ るず っ と以前 に，

イエ ス ・キ リス トは前世 で霊 と して天 父 と

共 に住 み， 統 治 して お られ ま した。主 イエ

スは私 たちが こ の世 に生 まれ て くる 前 に，

私 た ち の成長 と訓 練 の ため に数 々の こ とを

行 なわ なけ れば な りませ ん で した。 御 父の

指 示 の下 に， この地球 を創造 さ れ， この地

上 に来 て貝費い主 とな られる責 任 を 引 き受 け

られ た ので す5天 上 の 大会議 に現わ れ て，

「われ こ こ に在 り
， わ れ を遣わ した まえ」

(ア ブラ パム3：27〉 と言 われ た の も イエ

ス ・キ リス トで した。
みこころ

また こう も言わ れ ま した。「父 よ，御 旨 の

成 らん こ とを，栄 光 とこ しえ に父 にあれ，

と。」(モ ー セ4：2〉

天 父 はそ の愛 す る子 につ いて 次の よ う に

言わ れ ま した。 「わ れは， 無 数 の 世 界 を 創
しか

りた り。 而 して ， また これ ら はわれ 自らの

目的あ りて 造 りしな り。 而 して ， わが子 に

よ りて これ らの世 界 を創 りた り。 わが子 と
ひとり ご

は ， わ が 生 み た る独 子 の こ と な り。」(モ ー

セ1：33)、
あがな

罪 を購 い， 天へ の 門を 開け， 私 た ち を導

き入 れ られ る御方 は 主の ほか にい ません。

(讃 美歌82番 参 照)イ エ ス ・キ リス トこ そ，

この 偉大 で崇 高 な犠 牲 にふ さわ しい資格 と

能 力 を具 えた完 壁 な唯一 の 御方 な ので す。
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購 い主 がベ ツ レヘ ム でお生 まれ にな る こ

とは， 大 勢 の天使 たち と神 のみ前 か ら遣 わ

さ れ た権 威 と権能 を持 ちた もうひ と りの天

使 に よ って告 げ知 らされ た こ とを証 します。

「わ た しは神 の み まえ に立つ ガブ リエ ルで

あ って， こ の喜 ば しい知 らせ をあ なた に語

り伝 え るた め に，つかわされた ものであ る。J

(ル カ1：19)

ア ダ ムの 時代 か ら古代 の予 言者 た ちはキ

リス トの降 誕 につ いて よ く知 って い ま した。

キ リス トの 名前 ，属 性， 良 き働 き はキ リス

トが 降誕 す る ず っ と昔 か ら知 れわ た って い

ま した。 この世 に生 まれ る前， キ リス トは

霊 の御方 で したぎ そ して誕 生 と同 時 に骨 肉

の体 が 与 え られ ま した。 しか も死 に打 ち勝

ち， 復 活 され た後 は， 死 ぬ ことの な い栄光

に満 ち た 肉体 と， 不滅 の霊 とを併 せ持 たれ

る御 方 とな られ たの です。 イエ ス ・キ リス

トは この地 上 で の生涯 を人 々に平 安 と祝福

を もた らす こ とに捧 げ られ ま した。邪 悪 と

罪悪 の た だ 中に あ って も完全 な生 活 を送 ら

れ ま した。

ゲツ セ マ ネの 園で の耐 え られ な いほ どの

苦 痛 は 肉体 や霊 の苦 しみだ けで な く， 神 の

み が経 験 す る こ とので きる霊 的 な苦 しみで

もあ りま した。 こ の測 り知 る こ ともで きな

いほ ど大 き な苦 痛 の中 で，救 い 主 はア ダム

か ら世 の終 わ りに至 る すべ ての 人 々の 罪の

重 荷 を その 身 に引 き受 け られた の です。 人

人は そ の救 い主 を最 も非 人道的 な 残酷 な方

法 で 十字 架 にか け たの です。 そ して 当時 の
くぎ

慣 例 とはい え， 両 手両 足 に釘 まで 打 ち込 ま

れ たの で した。 苦 しみ の 中で， キ リス トは，

言わ れ ま した。

「見 よ， われ は 神 なる に， 人 も し悔 い改

む るな らば この苦 しみ を受 け ざ らん が ため

に， す べて の者 に代 りて この苦 しみ をわ が

聖 徒の道/1983年1月 号

身 に受 け た り。 され ど， 人 も し悔 い改 め ず

ば誠 にわ れ と同 じ苦 しみ を受 げ ざ るべか ら

ず 。 その 苦 しみ た るや，1われ 神， す なわ ち

すべ て の中最 も大 いな る者 な りと いえ ど も

痛 苦 の ため に身 を、ζ・るわ せ， あ ら ゆる毛 の
あな わ ふた

孔 よ り血 を 湧か せ， 身 と霊 と両 つ なが らを
の

苦 しめ， す なわ ち この苦 き さか ず きよ り呑

ま ず して し りごみ する も可 な らん こ とを欲

した り。」(教 義 と聖 約19：16-18〉

この 無限 無窮 の愛 と憐 れ み の中 で， キ リ

ス トは 自分 を十 字架 にかけ た 人々 のた めに

祈 られ たの で す。 自分 を薦 ざ け り， は ずか

しめ た人 々を赦 し， 祝福 を与 えて くれ る よ

う天父 に願 わ れた ので す。 そ して， 苦痛 と

苦 しみ の 中で， こう叫 ばれ まし た。 「父 よ，

彼 らをお ゆ る しくだ さい。 彼 ら は何 を して

いる のか， わ か らず にい るの です。」』(ルカ

23：34)

この十字 架 にか け られ た 同 じキ リス トが

霊 界 で大勢 の人 々 と会 って交 わ り， その霊

は 再 び 肉体 とひ とつ と な り，3日 目に墓 か

ら よみが え られ た こ とを， 私 は証 します。

そ して地上 の人 々 に姿 を現 わさ れて か ら，

復 活 され ，栄 光 に満 ち た御 方 と して天 父の

元へ 昇 って行 か れ たの です。 ひ とりの天 使

が イエ ス につ いて こ う証 して いま す。

「もう ここ には お られな い
。 か ねて 言わ

れ た とお りに， よみが え られ たの であ る。

さ あ， イエ スが 納 め られて い た場 所 をご ら

ん な さい。 そ して， 急 いで 行 って， 弟子 た

ち に こ う伝 えなさい，『イエ スは死 人の 中か

らよみ が え られ た。 見 よ， あ な たが たよ り

先 に ガ リラヤ ヘ行 かれ る。 そこで お会 いで

きるで あ ろ う。』」(マ タ イ28：6-7)

ア ダム の時代 か ら， キ リス トが 十.字架 に

か け られ る まで の数千 年 の 間に， 何 百万 と

いう 人 々が 暗き墓 に入 り， 死 と生 命 の終わ
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りに甘 ん じてい ま した。 こ の数 千 年 間， だ

れ も， そこか ら立 ち 帰 るこ とは で きませ ん

で した。 ところ が，贈 い主が 復活 した不 死

不 滅 の体 を持 っ て墓 か らよ みが え られ た時，

死の と げ も墓 の勝 利 もな くなっ て しま った

ので す。(1コ リン ト15：55;モ ーサ ヤ16：

7-8;モ ルモ ン7：8参 照 〉 人は 罪の獄

屋 か ら解 き放 たれ ，死 に打 ち勝 って， キ リ

ス トは勝 利者 と な られ た ので す。(モーサヤ

15：8;モ ルモ ン7：5;ア ルマ27：28参

照)こ う して キ リス トは天 へ の 門を 自ら開

けて下 さ った ので す。

キ リス トが復 活 され て か ら， す ぐに大勢

の人 々の復 活 が始 ま りま した。 マ タ イ伝 に

こう記 され て い ます。

「また墓 が 開け
， 眠 って いる 多 くの 聖徒

たちの 死体 が生 き返 った。 そ してイ エ スの

復 活の の ち，墓 か ら出て きて， 聖 な る都 に

はい り，多 くの人 に現 われ た。」(マ タイ27：

52-53)

こ う して よみが え られ た主 は， 私 たちが

永遠 の生 命 と完成 へ の道 を た どる時 の最 後

の 障害 を取 り除 いて下 さっ たの です。 ち ょ

う どイエ ス につ いて，「もうここ には お られ

ない。 … … よみが え ら れ た の で あ る」(マ

タイ28：6)と 宣 言 され て いる よ うに， や

が て私 たち も皆 その よ うに なる で し ょう。
なきがら

なぜ な ら， イエ ス ・キ リス トの亡 骸 を失 っ

た 墓 は単 な る象徴 で は なく，私 たち の復 活

と不死 不滅 の体 を保証 す る もの だか ら です。

イエ ス を単 に偉 大 な教 師， 偉大 な人 道主義

者 と考 える 人が いる な らば， それ は大 きな

誤 りであ り， 悲 しむべ きこ とです。 イエ ス

の ゆ え に， 生 命 は永遠 に続 き， イエ スの ほ

か に天 下 のだれ に も， 人を救 い， 昇栄 させ

る 名前 は与 えられ て いな いか らです。(使徒

4：12;II二 一フ ァイ25：20参 照)
ま と

私は ま た，復 活 され ，栄 光 の衣 を 身 に纏

わ れた 主が ，古 代 ア メ リカの バ ウ ンテフ ル

の地 にあ る神殿 の 周 り に集 まって 来 た二 一

フ ァ イ人 や レーマ ン 人に， そ の御 姿 を現 わ

さ れた ことを証 します。 永 遠 の父 な る神 は
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人 々 に向 か って こ う言わ れました。「わ が喜
よ

、ζミ愛 子 を 見よ。 わ れ は これ に由 りてす で に

わが 名 の栄 光 を示 しぬ。 わが 愛子 に聞 け。」

(III二一 フ ァイ11：7)

人々 は， 主 イエ ス ・キ リス トが 白い衣 を

召 して， 天 か ら降 りて こられ るの を 目撃 し

ま した。 イエ ス ・キ リス トは群 衆 の真 った

だ 中に 立 って こ う言わ れ ま した。

「見 よ， われ は イエ ス ・キ リス トな り。

予 言 者 らが こ の世 に来 る と証 を した るそ の
い の ち

者 な り。 わ れ は世 の光 に して また世 の 生 命

な り。 われ は御 父 がわ れ に授 けた ま い しか

の苦 き杯 をす で に飲み， 世 の 人の 罪 をわ が

身 に引 き受 け て御 父の栄 光 を示 し た り。」

(皿 二 一 フ ァイ11：10-11)

群 衆 は イエ スの 足 も とにひれ 伏 して， イ

エ スを礼 拝 しま した。 それ か ら立 ち上 が り，

イエ ス に近 づ いて その 手 足に ある 釘跡 を 目

で見 ，手 で 触れ た ので す。 さ らに 脇腹 の傷

に も触れ ま した。 そ して再 び イエ スの 足 も

と にひ ざ まづ いて， 喜 び に満 ちあ ふれ たの

で あ ります。 人々 は実 際 にそ の 目と手 で確

か め， 言葉 で は言 い尽 くせ な い喜 び と感謝

の思 い に満 た され たの です。 それ は栄光 に

満 ちた 出来事 であ り， すべ て の人 々 に とっ

て霊 的 な喜 びで もあ りま した。

私 は また， この最 後 の時満 ちた る神権 時

代 が 永遠 の 父 なる神 の 「こ はわ が愛 子な り，

彼 に 聞け 」(ジ ョセフ ・ス ミス2：17)と い

う言 葉 に よって 開 かれ た こと を証 しま す。

1820年 の春 ， 永遠 の 父 なる神 とその御 子

イエ ス ・キ リス トは若 き予 言者 ジ ョセ フ ・

ス ミス にそ の御姿 を現 わ され ま した。 長 き

背 教 の夜 の 闇は取 り除 かれ， 栄 え ある顕 現

によって世 に光 明が もた らされる時 代が や っ

て き たの で す。 そ のほ か に も天 か らの使 い

が 幾 度か 予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスを訪 れ ま
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した。 そ して 多くの啓示 が 与 え られ ま し た。

これ らの 啓示 を与 え られ たの は， ほか な ら

ぬ よみ が え られた主 イエ ス ・キ リス トだ っ

た ので す。 これ までの すべ て の祝福 ，鍵 ，

権 利，特 権 を持 つ福 音 は 回復 され， 神 のみ

名 に よっ て教 え と導 き を施 す権能 を持つ 聖

な る神権 も回復 され ま し た。 キ リス トの名

前 を持 ち， 啓示 の岩 の上 に建 て られ た教 会

が 回復 され た ので す。

今 日主 が 回復 され た福 音 の 原則 や律法 は，

かつ て 明 らか にされ た律 法 や原 則 と異 なる

もので は あ りませ ん。 末 日聖 徒 は いに しえ

の聖 徒 た ちが そう であ った よ うに， まず 神

の 国 と神 の義 とを求 め る もので あ ります。

成功 と完成 に至 る ため に救 い主 が与 え られ

た定 理 は，「まず 神 の国 と神 の義 とを求め な

さ い。 そ うすれ ば， これ らの ものは， す べ

て添 え て与 え られ るで あろ う」(マ タ イ6：

33)と い うこ とです。

主 イエ スは， まず 私 た ちが 義 し く， 勤勉

で， 誠 実 な生 活 を し， よい 人格 を築 く よう

に望 んで お られ ます 。 そ して， ほ か の人 に

も同 じ こ とを教 える ので す。 す なわ ち， 全

世 界の 人 々， 家 族 に福音 を教 え， バプ テ ス

マ を施 し， 彼 らを 完全 に する こ とに よって

イ エ ス ・キ リス トを助 け るの です。

今 日で も私 たちが 完全 にな るこ とので き

る分 野 は たく さん あ ります。 例 えば ，私 た

ち はコ ー ヒー， お茶 ， タバ コ， お 酒を 断つ

こ とに お いて完全 にな る ことが で きます。

什 分 の一 を納 め る こ とにお いて， 私 た ちは

完 全 に な るこ とがで き ます。 また聖 餐会 に

出席 す る こと にお いて完 全 に なる こと もで

き ます。 正 直， 貞潔 ，愛 ，時 間厳 守， 信 頼

な どの徳 や その 外の 多くの徳 にお いて も完

全 にな る ことが で きます。 き ょうひ とつ の

福 音 の 原則 を完 全 に実行 で き たら， あす は
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し

ふ たつ を完 全 に実行 で き る よう にな ります。

ある こ とに完 全 とな る こと によ って， それ

がほか の こ とを完 全 に行 な う ため の踏 み 台

に なるの です。

私 は また， よ みが え られ た主， 腰 い主 が

復活 さ れ た 不 死 不 滅 の 体 を持 ち， 日の栄

の栄光 と力 を持 っ てこ の地上 に戻 って こ ら

れ る ことを証 しま す。 最 初 に この地 上 に こ

られた 時，救 い 主 は誤解 さ れ， 非 難 され，

侮 られ， 悲 しむ ことの 多い人で した。(イザ

ヤ53：3参 照)そ して この 最初 の訪 れ の時

に，世 の 人々 の罪 を贈 われ ました。 しか し

2度 目に訪 れ る時 に は，救 い主 は勝利 者 た

る王 の 中の王， 栄 え あ る主 の 中 の主 と して

現 わ れ るこ とで し ょう。(黙 示17：14参 照)

そ して救 い主 は悔 い 改 めなか った罪 人 たち

を さば く裁 きの座 に立 たれ るの です。 また

全能 の神 として この 地球 を清め， 栄 え あ る

福千 年 の統 治 を始め られるので す。(信仰 箇

条 第10条)こ の福 千 年 の間， 主 イ エ スは復

活 され た聖徒 たち と共 に この地 球 を治 め ま

す。(教義 と聖約29：11参 照)サ タンは 縛 ら

れ，人 々 を誘 惑 す る力 もあ りませ ん。(教義

と聖約43：31参 照)そ の千 年 が終 わ る と，

サタンはしば しの間 解 き放たれ，地球 の終 わ

りが や って くる ので す。 そ してサ タ ン とそ

の軍勢 は 永 久に追放 され る のです。 すべ て

の 人は復 活 して， 裁 き を受 ける ため に神 の

前 に立た され ま す。 やが て主 イ エ ス ・キ リ

ス トは栄光 の冠 を受 け， 永 久 に統治 す る よ

うになるのです。(教 義 と聖約76：108参 照)

最後 まで 耐 え忍 び， 永遠 の 生命 を受 け る者

は 日の光 栄 の王 国 にお いて イエ ス ・キ リス

トと天 父 と共 に永遠 に住 むよ う にな るの で

す。

私 はま た， イエ ス ・キ リス トが 「き らめ

く もの か ら美 し い ものに至 る まで の万 象，
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小 さ き もの か ら 大 い な る も の に 至 る ま で の

あ ら ゆ る 被 造 物 」(セ シ ル ・フ ラ ン シ ス ・ア

レ キ サ ン ダ ー ， ジ ェ イ ム ズ ・ ドル トン ・モ

リ ソ ン 編 ， ル血s彪 ゆ1606sげR6♂ 彰o%s%鴬6，

NewYork：Harperan(iBrothersPublishers，

1948，p.17)を 造 ら れ た 御 方 で あ る こ と を

証 し ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トは 空 と 海 と 地

と を 治 め る 人 で あ り， 約 束 さ れ た メ シヤ で

あ り ま す 。 ま た 死 と， そ し て墓 に 打 ち 勝 た

れ た 御 方 で も あ り ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス ト

は ま た ， 平 和 の 君 で あ り(イ ザ ヤ9：6参

照)， き の う も，き ょ う も ， い つ まで も変 わ

る こ と が な い 御 方 で す 。(ヘ ブ ル13：8参

照)永 遠 と は イ エ ス の 名 の こ と で あ り， 永

劫 と は イ エ ス の 名 で あ り ま す 。 ま さ に 基 督

イ エ ス な の で あ り ま す 。 こ れ ら の こ と を 聖

き み 名 に よ っ て 証 し ま す 。 ア ー メ ン 。



愛と親切の手を差し伸べよう

副管長 ゴー ドン ・B・ ヒン クレー

ッ。 こで リグラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老か

」 らお話 を聞 く予 定 で したが， リチ ャ

ー ズ長老 は この場 に出 席す る こ とがで き ま

せん。 この 集会 の前 に電話 で お話 を しま し

た と ころ， 是非 とも大 会 に出席 して， いつ

もの よう に， この偉 大 な神聖 なみ業 に対 す

る最 後 の証 を述 べ た いと願 ってお られ ま し

た。96年 間 の彼 の 人生 の 中で偉 大 で神聖 な

主 の み業 ほ ど重要 な位 置 を 占めて き た もの

はあ りませ ん。御 存 じの よ うに， リチ ャー

ズ長 老 は先 頃， 大手 術 を受 け られ， その傷
い

が今 もって癒 えて お りませ ん。 き ょ うこ こ

に集 っ てい る方 々 は皆， この 回復 され た福

音 を擁 護 し， この福 音 を 回復 して下 さ った

主 に対 す る証 を述べ る 彼の 声 を聞 く ことが

で きな くて， 残 念 に思 って お られ る こと と

思 いま す。

教 会幹 部 の皆 さ んの勧 め に よ り， タナー

副 管長 が話 をさ れ る前 に， この 大会 の要 約

を少 し述 べ てみ た い と思 います。

昨 日か ら， 私 た ちは素 晴 らしい大 会 を開

いて ま い りま した。 朝早 く開か れ た福祉 部

会 で は， ロムニ ー副 管長 が 自立 とい うこ と
じ き

につ い てお話 を しま した。 ま こ とに， 時宜

を得 た メ ッセー ジだ った と思 います。 今 日

の この よ うな生 活環 境 の中 で，私 たち は皆，

さ らに 自給 自足 を推 し進 め， 自立の 精神 を

はぐくみ，物 心共 ，自分の生 活を 自分 で守 る

よ うに努 力 して いか なければな りません。福

祉 部会 で話 され たほ か の話 もそ うです が，

祝 福 を受 け，益 を得 るた め にこの ロム ニー

副管 長 の話 を何 度 も繰 り返 し読 ん で下 さい。

次 いで昨 日の朝， この大 会 の開会 に当た

り， ヘ イ コ ック兄弟 の 代読 によ って， スペ

ンサー ・W・ キ ンボ ール大 管長 の感動 的 な

メッセ ー ジを聞 く素 晴 ら しい機 会 を得 るこ

とが で き ま した。 それ は，私 たち の心 に触

れ る もので した。私 たち は本 当 に祝福 され

ました。 この説 教 はす べて 「エ ンサイ ン」

に掲 載 され ます の で， で きる だけ早 い機会

に お読 み にな る よう にお勧 め し ます。 き ょ

う午 後 の大 会で ，私 たちは この 教会独 自の

素 晴 らしい 讃美 歌 を歌 いました。「感謝 を神

に ささげん 予 言者 の導 き」(讃 美歌170番)

と。私 たち は心 か ら そう思 って い るで し ょ

うか。 もしそ うな らば， 予 言者 の言葉 を読

み， そ れ に聞 き従 わ なけれ ば な りませ ん。

私 たち が予 言者 を通 じて与 え られ る勧 告 に

忠 実 に従 お う とす る時， 神 は助 けて下 さい

ます。

その後 の部 会 で も，私 たちは福 音 の教 え

を受 け， 励 ま され， 信仰 を堅 固な もの とす

る』こ とがで き ま した。 そ して確信 を強 め，

この み業 を一 層 よく理解 し， 教 会の頭 と し

て立 ってお られ る主 に対 して よ り確 か な知

識 を得 る こ とが で き ました。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは 多 くの素 晴 ら

しい，意 味 深 い言葉 を残 して いますが，「こ

れほ どの 多種 多様 な人 々 を どの よ うに して

治め る ので すか 」 と いうあ る旅行 者 の問 い
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に 対 し て 答 え た 言 葉 ほ ど 大 切 な も の は な い

と思 い ま す。「私 は 人 々 に正 し い 原 則 を教 え ，

人 々 に 自 ら を 治 め さ せ る 。」(ジ ョ ー ジ ・Q・

キ ャ ノ ン，Lz膨 σ 力56ρhS鯛 露h漉6P名oヵh就

SaltLakeCity：DeseretBookCo.，1958，

P，529)

兄 弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 私 た ち は 正 し い 原 則

を教 え ら れ ま し た 。 で す か ら ， そ の 原 則 に

添 っ て 自 ら を 治 め る 決 意 を し て 帰 途 につ こ

う で は あ り ま せ ん か 。

今 の 世 の 中 に は 非 常 に悪 が は び こ っ て お
ド

り， 善 なる者 が悪 を打 ち破 らな けれ ば な ら

な くな って きて い ます。2，3日 前 の新 聞

を読 み， ラ ジオ やテ レビのニ ュー スに耳 を

傾 けて いた 人な らだれ で も，親 切 な 治療 が

受 け られ る とこ ろを劇毒 を与 え られ， 腐敗

堕落 して い った ひ と りの 人の 改心 の話 に心

を動 か された こ と と思 い ます。 これ は人 が

落 ち込 ん でい く深 みが どんな ものか示 す も

ので あ り， 同時 に善 を もって悪 に打 ち勝つ

こ とが今 この世 の 中で非 常 に必 要 とされ て

いる こ とを教 え る もの であ ります。 私 た ち

はさ らに善 い こ とを行 な う必要 が あ ります 。

善 い影響 を及ぼ す者 とな らな けれ ばな りま

せん。真 善 美， そ して徳 が 全世 界 に広 が る

よ う，世 の光 とな らな けれ ば な らない ので

す。
かん

私 たちの 中 に も，悪 に屈 し， サ タ ンの妊
けい

計 に陥 る 人々が た くさん い ます。 こ こで ポ

ル ノグラフ ィー にっ いて一 言 申 し上 げて お

きたい と思 い ます。 ポ ル ノグラ フ ィーは 食

い止め難 い， 卑 しい， 邪悪 な もので す。 あ

る時 は映 画 に， そ してテ レビを通 じて家庭

に，新 聞 の売 店 に登場 し， その ほか いろ い

ろな方法 を使 っ て， その誘 惑 に屈 す る人 々
わな

を罠 にか け， だ ま し， 堕落 させ て い くの で

す。 兄弟姉 妹 の皆 さん ，末 日聖 徒 で あれ ば，
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この よう な食 い止 め難 い悪 に対 して何 の抵

抗 も感 じず に 目を や り， 読 み， そ の よう な

行為 に走 るはず が な いこ とに， 私 は満 足 し

て い ます。神 は，必 要 とあ らば私 た ちが こ

の，人を破 滅に追 い込 む有 害 で食い止め難 い

力 を打 ち砕 き， 断 ち切 って 自由 に なれ る よ

う 自 らを訓練 しよ う とす るな らば， 力 を与

えて 下 さ います。

私 た ちは家 族 を強 め， 家庭 にいつ も主 の

みた まが 宿 る よう に し， 家庭 の 中 に愛 と尊

敬 と感謝 が はぐくまれるようにしなければ な

りません。時折 ，幼 児虐 待 の話 を耳 にします

が ， これ は恐 ろ しい こ とです。 これ も全世
まんえん

界に蔓 延 しつ つ ある 罪悪 です。 私 は 先 日，

教義 と聖 約 を 開 き， この幼 児 虐待 の こ と に

思 い をはせ な が ら， 予 言者 ジ ョセフ ・ス ミ1

スを通 して与 え られ た主 の言葉 を読 んで い

ま した。 ジ ョセ フ ・ス ミスは こ の時， リバ

テ ィーの牢獄 で悲 しく寂 し い 日々を送 って

いま した。 こ の言葉 は教 会 に対 して 反対 の

手 を挙 げ る人 につ いて書 か れ た もの です が，

もっ と広 い意味 に解 釈 すれ ば， 救 い主 が幼

な子 を虐 待 す る人 々 に対 して い った言葉 で
わざわい

もあ るので す。「実 に彼 らは禍 なる か な。彼
おと

らわ が小 さき者 た ちを罪 に陥 したれ ば， わ

が宮 居 の儀 式 よ り除 か るべ き者 なれ ば な り。
み

彼 らのか ごは 充つ る こ とな く， その家 も
かつ

納 屋 も破 れ果 て 自らは嘗 て こび へつ らい し

者 共 に見 下 げ られ ん。」(教 義 と聖 約121：

19-20)

幼 な子 に危害 を加 え る者 たち に対 す る何

とい う厳 しい言葉 で し ょうか。

同様 に神 権 を保持 する神 権 者 の中 に， い

か な る方法 で あ って も妻 を虐待 し，子 供 た

ちの母 親 であ り生涯 の伴侶 であ り， 永遠 の

伴侶 とな る女性 を辱 め，傷 つ け，不 当な扱

いをす る者 が い るな らば， た とえそ の人 が



か つて 大 き な祝 福を 受 け た こ とが あ る にせ

よ，結 局 は悪 い状 態 に陥 って い く こと にな

る で し ょう。 主が 私 たち に責任 を課 して い

る人々 に対 して， 親切 に， そ して そ の存 在

を大 切 に思 い つつ接 し ようで はあ りませ ん

か。 マ ッケ イ大 管長 が しば しば引 用 され る

言葉 の 中 に， ない が しろ にす る こ とので き

な い深 い意 味 の言葉 が あ ります。「父親 が そ

の子 供 た ちの ため にで き る最 も大切 な こと

は， 母 親 を 愛 す る こ とで あ る。」(彫ohσ 曜

E槻%s'(?%o渉6βoo為SaltLakeCitylPub-

1ishersPress，1971，p.11〉

次 に， 政 治的 な事 柄 につ い て一 言 申 し上

げ ます。 今年 は選 挙 の年 ですが ，政 治運 動

に関 して いろ いろ と耳 ざわ りな声 があ が っ

て いる よ うで す。 人々 は 自分 たち を代表 す

る政 府 の議 員 を 自由 に選 挙 に よっ て選 ぶ こ

とが で き ます。 これ は健 全 な素 晴 ら しい制

度 です。 政 治 に関 わる方 々 は個 人 を攻撃 す

る ので は なく，政 策 を論 じ合 うよ うに して

い ただ き たいの で す。政 策 につ い ては 自由

に， 公然 と， しか も率 直 に力強 く意 見 を交

換 す る よ うに して下 さ い。 しか し，繰 り返

し 申 し上 げ ます が， 個 人の 人格 を 中傷す る

こ とは決 して しな いよ う にして いた だ きた

い と思 い ます。

「オセ ロ ー ヴ ェニ スのム ー ア人」 の

中で， シ ェイ クス ピアは 次の よう に述べ て

い ます。

「これ が財布 な ら
， 盗 ん だ奴 も詰 らん 話

で ， …… ま あ下 らん物 で す。

ところ が， い い評判 を盗 まれ た とな る と，

盗 ん だ奴 は一 向得 を し ないの に， こち らだ

け は 大 損 と い う こ とに な ります か らな。」

(第3幕 ， 第3場 ， 木下順 二 訳)

私 たち に対 して悪 口を 言 う人 々 に対 して，

愛 と親切 の手 を差 し伸 べ ま し ょう。 ア シ ュ
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ト ン長 老 が 指 摘 さ れ た よ う に ， 確 か に そ の

よ う な 人 々 が い な い わ け で は あ り ませ ん 。

そ の よ う な 時 ， 私 は い つ も エ ドウ ィ ン ・マ

ー カ ム の 次 の 詩 を思 い 出 す の で す 。

人 は 丸 い 円 を 描 き ，

僕 の こ と を 閉 め 出 し た 。

異 端 者 ，反 逆 者 ，あ ざ け ら る べ き 奴 だ と さ 。

しか し愛 と い う もの に や

こ の 僕 と い う 人 間 に ゃ

そ い つ に 打 ち 勝 つ 機 智 が あ る 。

僕 と愛 と で 円 を 描 き，

奴 ら も円 に 入 れ て や ろ う。

(ヘ イ ゼ ル ・フ ェ ル マ ン ，Th6B6S渉 ゐ0肥4

Po6ηzsげ'h6/1別 召ガo卿zP60弼6，Gar(ien

City，N、Y.：GardenCityPubhshingCo.，

1936，p.67)
ほお

私 た ちは，「だれ かが あなたの右 の頬 を打

つ なら， ほ かの 頬 を も向 けて や りなさ い」
なら

と言 われ た キ リス トの精 神 に倣 い， 善 を も

って悪 に打 ち勝 とうで はあ りませ んか。

私 た ちは非 常 に 困難 の 多い時代 に住ん で

い ます。 オ マー ・ブラ ッ ドリー将 軍 が 引用

した 言葉 を読 ん でみ ま しょう。「私 たち は原

子 力 の神秘 は理解 す るが ， 山上 の垂 訓 は受

け入 れ ない。 … …私 た ちの世 界は核 とい う

巨人 と倫理 とい う幼 な子 の住 む世 界で ある。

平 和 よ り も戦 争 を， 人 を生 かす よ り も殺 す

こ とを私 た ちは教 えられ て いる。」(ル イス ・

フィッシャrTh6乙 舵`ゾ ハ4∂h碗窺αGσn畝

NewYork：Harperan(iBrothersPubli-

shers，1950，p，349)

この福音 の 力 を世 界 中 に広 め るた め には，

なす べ きこ とが た くさん あ ります。皆 さ ん，

私 た ち に課 せ れ た使 命 を喜 ん で果 た そ うで

は あ りませ ん か。

主 は この福 音 をあ らゆ る国 民， あ らゆ る

血族 ， あ らゆ る国 語 の民， お よび あ らゆ る
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，騰 懸難 、灘 懇灘鰹，

世 の 人々 に(教 義 と聖 約133：37参 照)宣

べ伝 え るよ うに と命 じ られ ま した。 これ は

必 ず果 たさ なけれ ば な らな い義務 で あ る と

私 たち は感 じて い ます。福 音 を宣 べ伝 える

時 には，無 理 じいす るの で はな く， 愛 と思

い や りを もって宣 べ伝 えて下 さ い。 こ の思

いや りと愛の精 神 こそ，私 たちが 証 をす る

御 方 の本 質 をなす ものだ か らで す。

私 た ちは， これ か ら も世 界中 の国 々 に住

む 人々 を強 める この み業 を推 進 してい くつ

もりです。 信 仰 の弱 い者 に励 ま しを与 え，

言葉 と模範 によ って 彼 らを教 えま す。 慈 愛

の精神 と互 いに愛 し合 う心 を もっ て共 に働

き ます。●ま た，今 後 も， 人 々が集 ま り， 心

を ひ とつ に して主 を礼 拝 し， 互 い に強 め合

うこ とので きる礼 拝 の場 を全 世 界 に建 てて

い くつ も りです。

加 えて，私 たち は これか らも死 の とば りの

向 こ う に去 っ て 行 っ た 人 々 に手 を差 し伸

べ る という他 に類 す る もの のな い愛 の み業 ，

す なわ ち神 殿 の み業 を行 な って い きま す。

これ ほ ど大 きな愛 の行 為 が ほか に ある で し

ょうか。 こ の こと は， 私 た ちす べ ての者 の

た めに 身代 りの犠 牲 となっ て命 を捧 げ られ

た主 の精神 に，他 のいか な る業 よ り も近 い

もので す。 この愛 の み業 は キ リス トの み名

に よっ てな され る もの であ り， そ の救 いは

万 人に 及ぶ もの です。

神 が すべ ての 人 々を祝福 され， その 目と

耳 を開 いて， 私 た ちが証 してい る この偉 大

な永遠 の真 理 を 見，聴 き，学 び， そ して理

解 し， その真 価 を知 る こ とがで き ます よ う，

イ エ ス ・キ リス トのみ名 によ ってへ りくだ

りお祈 り致 します。 ア ー メ ン。
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与えられた勧告を実践する

第一副管長N・ エ ル ドン ・タナ ー

兄
弟姉 妹 の 皆 さん， 本 当 に素 晴 らしい

1日 で した。 私 は この有 名 な タバ ナ

ク ルで開 か れ た末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教会 の総 大 会 に 出席 して， 説教 を 聞 きま し

た。 ラ ッセル ・バ ラ ー ド兄 弟 が捧 げ た祈 り

が， この大 会 に おい て確 かに 答 えられ た と

思 い ます。

祈 りにつ い て非 常 に大切 な こ とは， 私 た

ちが どな た に対 して祈 ってい る か理 解 し，

その祈 りが私 た ち に とって最善 の方 法で 答

え られ る と確 信 す る ことです。 主 に祈 りを

捧 げ る時 ，祈 りに よ って この教会 が 地上 に

・もた らされ た こ とを思 い起 こ しま し ょう。

ジ ョセ フ ・ス ミスは少年 の 時 に，次 の聖 句

を読 み ま した。

「あな たが たの う ち，知 恵 に不 足 して い

る者 が あれ ば， その 人は， とがめ もせ ず惜

しみ な くすべ ての 人 に与 え る神 に願 い求 め

るが よい。 そ うす れ ば， 与 え られ る であ ろ

う。」(ヤ コブ1：5)

私 た ちは， 祈 りが 答 え られ る こ と， また

必 要 な もの を主 に願 い求 め る ことが で きる

と いう こ とが どん なに素 晴 ら しい祝 福か 理

解 して い るで し ょうか。

大 会 の初 め に， キ ンボ ール大 管長 の 美 し

い メッセー ジがD・ アーサー ・ヘ イコ ック兄弟

によ って代 読 され ま した。 そ の メ ッセ ー ジ

か ら考 え させ られ る こ とは，私 た ちが こ の

地 上 にお い て救 い主 の教 え に従 うた め に努

力 しなけ れ ばな らない とい う こ とで す。 長

年 にわ た りキ ンボ ール大 管 長 と共 に交 わ り，

大管 長か ら学 び，霊 的 な影 響を 受 けて きた

ことは， 私 に と って大 き な喜 びで す。

美 しい合 唱 団の歌 声 を聴 く時 に， 全世 界

に知 られ， 多くの聴 衆 の ため に歌 う合 唱 団

を持 つ こ とが， どん な に恵 まれ た ことか と

思 い ます。

兄弟姉 妹 の 皆 さん と親 しく交 わ り， 今 は

この場 に集 い， みた ま を共 に受 け るこ とが

でき て感 謝 し ます。 この大会 か らお 帰 りに

な った ら，一 人一 人の方 が この 場で 聞 いた

こ とを思 い起 こ し， それが よ りよ い生活 の

助 け にな るこ とを理 解 され る よ う祈 って い

ます 。 この 大会 を 契機 に前 進 し ようで は あ

りませ んか。 この 大 きな タバ ナ クル で語 ら
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れ た勧告 を実 践 しよ うで はあ りません か。

主 は私 や私 の 家族 や教 会 員で あ る私 た ち

に豊 か な祝福 を与 えて下 さい ま した。 それ

らすべ ての祝 福 に心か ら感謝 します。きょう，

この場 で聞 いた ような 説教 の でき る組 織 は

世 の中 には あ りませ ん。 それ らは最 高 の説

教 であ り，私 の知 るか ぎ り最 も素 晴 ら しい

もので した。

この よ うな大 会 に出 席で き る こと を感謝

します。 ま た， 自分 の生 活 を改善 し，世 の

人 々に良 い影 響 を与 え よ う とい う決 意 を持

っ てこ の場 を離 れ られ る こ とを感謝 します。

これ が主 の み業 で ある こ とを証 します。 福

音 は真 実 で す。私 たち がそ の教 え に従 って

生 活 す るな らば， 他 の いか なる 方法 で も得

られ な い大 いな る喜 び にあ ずか る こ とが で

き ます。

主 の祝 福 が最 後 まで私 た ち と共 にあ りま

す よう に， イエ ス ・キ リス トの み名 を通 し

て祈 ります。 ア ー メ ン。
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で もあ りませ ん で した。 準備 は今 日の 問題

に対 処 でき る よ う慎 重 に,し か も組織 立て

て行 な う必要 が あ ります。 主 の霊 感 に従 っ

て,ひ とつ ずつ 着実 に準備 してい か なけれ

ば な りませ ん。

デ ビ ッ ド･O･マ ッケ イ大管 長 はひ と り

の 鉄道 技師 の話 を よ く して い ま した。 ハ ロ

ル ド･B･リ ー大管 長 の話 の 中か ら,そ の

話 を引 用 して みた い と思 いま す。

｢あ る闇 夜 に
,運 転 手が 汽車 をあ る駅 に

止 め ま した。 する と,ひ と りの臆病 者 の客

が 来て,『 あ な たは400人 か ら500人 ほどの お

客 の命 をあ ず か って,こ の 暗 闇の 中 に汽車

を走 らせて 怖 くな る こ とはあ りませ んか』

と尋ね ました。 運 転手 は明 る く光 を照 らし

出 してい るヘ ッ ドラ イ トの方 を指 差 して 答

え ました。『お客 さん,一 旦 この駅 を 出た ら,

1フ ィー トとして 暗 い所 を走 る こ とはあ り

ませ ん。 ヘ ッ ドライ トの光 が1,000ヤ ー ド

も先 を照 ら して いるの が 見 えるで し ょう。

あの 光 が 届 く最 先 端 の 所 ま で私 が この 汽

車 を運 転 し ます。 そ う して汽 車が そ の地 点

まで 来 ると,ヘ ッ ドラ イ トは そ こか ら もう

.1,000ヤ ー ド先 を照 ら してい るん で す よ。』

マ ッケ イ大管 長 は さ らに こう付 け加 え ま し

た。『そ こで 申 し上 げ た いの です が,こ の不

確 実 な暗 闇の 時代 にあ って も,こ の福祉 プ

ロ グラム は一 時 と して暗 闇 を走 る こ とはあ

りません。 来 る10月 が,私 た ちの光 の 第一

到達 点で す。 私 た ちは これか ら6カ 月間,

何 を したら よいか 話 を して きま した。 そ こ

に着 く頃 に は,光 は私 たち.のもっ と先 を照

らして くれ るで し ょう。 こ う して私 た ちが

歩 く所 はいつ も光 に照 らされ て い ます。 ど

うか皆 さん は人 々 にこの光 に従 う よう指 導
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して下 さ い。 そ うすれ ば,た と え破壊 者 の

力 が この世 に及ぶ ことが あ って も,人 々は

シオ ンの丘 で安 全 に暮 らす こ とがで き るで

しょう。』｣(WeifareAgriculturalMeeting,

5April1969;

私 た ちが教 会幹 部 の勧告 に従 っ て,毎 日

を質素 倹約 に努 め,正 しい生 活 をす る な ら

ば,い つ かや っ て来 る試練 に対 して大 き な

調 整 をす る必 要 も ない はず です。

福祉 活動 プ ロ グ ラム は｢終 わ りの 日｣の

た め に計画 され た もの であ る と考 えて い る

人が大 勢 い ます が,こ れ は正 し くあ りませ

ん。 福 祉 活動 プ ロ グラ ムの 原則 は,私 た ち

が よく備 え られ た生 活 を し,人 生 に伴 う重

大 な 問題 を上 手 に乗 り越え て い くため の支

え とな るよ うに意 図 され た もの な ので す。

お とめ た ちは 自分 た ちの 明か りが必 要 な

晩 に,花 婿 が着 く とい う こ とを知 りませ ん

で した。 同様 に,私 た ち も病 気 や 失業 な ど

の大 き な試練 が いつ 待 ち受 けて い るか わか

りませ ん。

今 日の新 聞や テ レ ビの報 道 を見 て いる と,

世 の 終 わ りがす で に来 てい る よ うな錯覚 に

陥 るこ とが あ りま す。 例 えば,地 元 の新 聞

の 見出 しや 記事 を 見て み ます と,殺 人や戦

争,倒 産,失 業 な ど世 の 中の問 題 を描 い て

い る ものが 全体 の3分 の2を 占め,よ い影

響 を与 える 記事 を掲 載 す る欄 な どほ とん ど

な いほ どで す。現 状 は 抜 き差 しな ら な い状

態 であ る とすで に あき らめ て し まっ てい.る

人 もい る ようで す。

私 た ちが 困難 な 時代 に直 面 して い る こ と

は確 か です。 失 業者 は 増加 し,個 人 や会 社

だ けで な く,国 家 まで も破 産 の危 機 に遭遇

してい ます。 戦 い と戦 い の うわ さが ち また
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どう備 え たら よいか 考 え てみ ま し ょ.う。 特

に両 親 の皆 さ んに は,ど の よう にすれ ば子

供 た ちが適切 な教育 を受 け られ る か教 え る

責 任 があ る こ とを強調 してお きた い と思 い

ます。

次 の聖 句か ら見て も明 らか な よう に,主

の教 え は極め て明確 です。

｢ま た
,シ オ ンま たは 組織 せ られ た る シ

オ ンの ステζ キ部 内 にて子 供 を有 す る両 親

あ らば,そ の子 供 八才 の 時,悔 改 め,生 け

る神 の子 キ リス トの 信仰,バ プ テ スマ と按

手 によ る聖 霊 の賜 な どの 教義 を教 えて理 解
こうぺ とどま

せ しめ ざれ ば,罪 その両 親 の頭 に留 る べ し。

また両 親 はそ の子 供 た ちに祈 る こ と と,

主 の前 に正 し く歩 むこ と とを教 え ざ るべか

らず。｣(教 義 と聖 約68:25,28)

主の 前 に正 し く歩む とい うこ との 中に は,

生 活の あ らゆ る面 にお い て,信 頼 で きる 人

間 にな る とい う こと も含 まれ ます 。子 供 が

学校,特 に高校 に行 く時期 にな った ら,多

少 難 し く思 え て も将来 の 教育 や就 職 のた め

の よき備 え とな る選 択 をす る よう に勧 め る

必 要が あ ります。

どの段 階 までの 学校 教 育 を受 け るに して

も,子 供 た ちは,自 分 が 行 な うすべ て の こ

とにお いて,最 善 を尽 くす こ との大切 さを

学 ばな けれ ばな りませ ん。 ど の会社 で も上

層部 に は空 いて い る役 職 が あ るの です が,

下 の方 に くる と人が ひ しめ い てい ます。 配

管工,医 者,教 師,弁 護 士,農 業.経営,大

工 な ど,職 業 と して どの よう な分 野 を選 ぶ

か は問題 で あ りませ ん。 若 い 内 に最 善 を尽

くす とい うこ とを学 ん でお け ば,人 生 の様

様 な責 任 を果 たす ため の,非 常 に良 い備 え

をす るこ とに な ります。
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私 たち は子 供 た ち に,も の の考 え方,学

び方 を知 るた めの場 と しての学 校 教育 の 大

切 さ を教 えな けれ ば な りませ ん。正 規 の 学

校教 育 だ けが 教育 で ない という こ とを,子

供 に教 え る と共 に,自 ら も思 い起 こす必 要

が あ ります。 教育 には終 わ りζい うこ とが

あ りませ ん。 それ は一 生 を通 じて続 け られ

るべ き もの なの です。.

世 界的 に有 名 な教育 者 モ ー テ ィマー･ア

ドラ ー氏 は あ るイ ンタ ビ ューの 中 で,自 分

の教育 が 始 ま ったの は,わ ずか25年 前 か ら

の こ とで あ る と答 えた そ うです。 質問 者 は

い ささか の 驚 きを込 め て,こ う聞 き ま した。

｢し か し,先 生 が シカ ゴ大 学 に長 くお られ

た こ とは,良 く知 られ て いる こ とです よ｣

と。

｢そ の頃 は学 校 で学 ん でい ま したが ,自

分 自身 で勉 強 す るこ とを始 め たの は,正 規

の学 校 教育 を 終 えてか らなん で す｣と ア ド

ラ ー氏 は 答 えた そ うです。

教義 と聖 約88章 の 中で,主 は私 たち に こ

う教 えて お られ ます。
いま しめ あと

｢ま た われ 汝 ら に一 つ の誠 命 を与 う。 す

なわ ち汝 ら互 い に この王 国 の教義 を教 ゆべ

し。
め ぐみ

汝 ら熱 心 に教 え よ,さ らばわ が恩 恵 は汝

ら に伴 い,か く して汝 らの理 解 す る必要 あ

る理論 と原理 と,教 義 と福音 の律法 と,神
つ さ ら

の王 国 に就 け るすべ て の事 は更 に完全 に教

え らる。
かか

また天 に も地 に も地 の下 に も関 わ りあ る
おこ あ

こ と,ま た す でに 起 りた る こと,今 有 るこ

と,近 く必 ず 起 らん とす る こと;ま た国 内

に ある こ と,国 外 にあ る こ と,.ま た戦 争,
カレっ と う さ は　き しカロ

諸 国民 の葛 藤,地 上 に下 る審 判,而 して 国
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p.114)

霊 的 な備 え をす るに も,こ れ ま で述 べ て

きた と同 じ,一 定の 順序 とい う ものが あ り

ます。私 た ちの 将来 は,今 得 てい る事 柄 の

上 に しか築 け ない ので す。 しか し,現 在 の

霊 的成長 の 結果 を味わ う ため に,将 来 まで

待 っ必要 はあ りませ ん。 もし常 に主 の教 え

に従 うな らば,闇 の 中を 歩む 必要 は あ りま

せ ん。 それ どこ ろか,命 の光 を持 つ ことが

でき るの です。(ヨ ハ ネ8:12参 照)

私 た ちは両 親 と して,物 質 的 な備 えと霊

的 な備 えにっ い て教 え,自 ら も実践 しな け

れ ばな りませ ん。 主 と油 注 がれ た僕 の勧 告

に従 わ ない で 自責 の 念 に苦 しむ とい うよ う

な こ とのな い よう に,最 善 を 尽 く して努 力

しま し ょう。 キ ンボー ル大 管長 の｢実 行｣

とい う教 えと模 範 に従 お うで は あ りませ ん

か。

主 もこ のよ う に言わ れ ました。｢わ た し に

むか って 『主 よ,主 よ』 と言 う者 が,み な

天 国 には いる ので は な く,た だ,天 に い ま

すわ が父 の御 旨 を行 う者 だ けが,は い るの

雛 』
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で ある。｣(マ タ イ7:21)

20年,30年 後 に,｢1980年 代 に,与 え られ

た勧 告 に従 って いさ え した ら,今 抱 えて い

る問題 の 多くは避 け る こ とが で きた の に｣

な どと言 って,現 在 を振 り返 るこ との な い

よう に しま し ょう。教 会 幹部 の 言葉 に従 い,

今 日の問 題 に対 して 福祉 活動 の 原 則 を応用

し,明 日へ の備 え と しよ うで はあ りませ ん

か。 それ によ って,幸 福 と喜 び と 自信 を持

って 前進 す る こ とが で き るの です。

イエ スは 言わ れま した。｢も しだ れ で もわ

た しを愛 す る な らば,わ た しの言 葉 を守 る

で あ ろう。 そ して,わ た しの 父 はそ の 人を

愛 し,ま た,わ た したち はそ の 人の と ころ

に行 って,そ の 人 と一 緒 に住 む であ ろ う。

これ らの こ とは,あ な たが た と一 緒 にい

た 時,す で に語 った こ とで ある。

しか し,助 け主,す なわ ち,父 が 私 の名

によ って つか わ され る聖 霊 は,あ なた が た

にす べて の こ とを教 え,ま たわ た しが 話 し

て お いた こと を,こ とご と く思 い 起さ せ る

であ ろ う。

わ た しは平 安 を あな たが た に残 して 行 く。

わた しの平安 をあ なた が たに与 える。 わ た

しが 与 え るの は,世 が 与 える よ うな もの と

は 異な る。 あ なた がた は心 を 騒が せ る な,

ま たお じける な。｣(ヨ ハ ネ14:23,25-27)

私 た ち の周 囲の すべ て が混 乱 して いて も,

この平安 は私 た ち一 人一 人の 心 の 中に安 ら

ぎを もた ら して くれ ます。 この平 安 はす べ

て の物 質 的な事 柄 を超 越 す る もので す。 私

た ちが,今 日の試 練 に よ く対 処 し,自 信 を

も って,明 日に向か っ て進 む こ とが で き る

よ う,主 イ エ ス･キ リス トのみ 名 に よって

祈 る もの で す。 ア ーメ ン。
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いる こ とにやが て気 が つき ま した。

こ う して共 に行 な う活動 を通 して親 子 の

絆 が生 まれ,や が て子 供 た ちは,自 分 の衣

服 の始 末や,お もち ゃのあ と片 づ け,昼 寝

な ど,彼 ナ が 言 う事 に喜 ん で 従 う よ うに

な り,そ れ に よ り彼女 は,他 の こと を行 な

う時間 の余裕 さ え もて る よう にな りま した。

また子供 た ちへ の思 い や り も深 くな り,子

供 たち の心 配 事 に も敏 感 に な り ま した。 そ

して毎 日子 供 た ち に特 別 な 注意 を 向 ける よ

うにな りま した。 こう して家 庭 に愛が,単

な る教 え として では な く,お 互 い の必要 を

満 たす手段 と して存在 す る よ う にな ったの

で す。

これ まで教 え られ かつ 学 んで き た よう に,

私 たち にと って福 音 の言葉 とは 始 ま りなの

です。 約 束 され た光 を もた らす上 で,単 に

｢知 って い る｣と い う こ とは十 分 であ りま

せん。 す べて の言 葉 に従 って生 活 する必要

が あ ります。世 界的 に発 展 す る私 たち の教

会 では,｢翻 訳｣と いう こ とが よ く言われ ま

す。今 日では コ ン ピ ュー ターが 利用 され,

何 百 人 とい う言語 の スペ シ ャ リス トが この

大切 な仕事 に従 事 して いま す。 しか し,私

た ち一 人一 人 が責 任 を もっ て行 なわ な けれ

ばな らな い翻訳 とは,福 音 の言葉 を行 動 や

態 度や 習慣 に変 え て い くこ とで す。

愛 とい う福音 の 原則 は行 動 を示 す もので

あ り,｢互 い に愛 しあ いな さ い｣(ヨ ハ ネ13:

34)と い うこと と深 い関連 が あ ります。 こ

の 言葉 が努 力へ の決 意 に変 わ り,今 まで 自

分 を愛 して くれ る 人を傷 つ け た り,悲 しま

せ た り,当 惑 させ た りす る原 因 とな って い

た態度 が改 ま った な らば,こ れ こそが 家庭

の 問題 を解 く鍵 に なる ので す。 これか ら申

し上 げ る手 紙 は あ る 妻 が 夫 に 宛 て書 い た

もので すが,原 則 を言葉 以上 の もの にす る

150

必要 の あ る こと を強調 して い ます。

1951年 バ レン タイ ン･デ ー

ビ ルへ

これ まで23年 間 一緒 に暮 ら してき ま した

が,き ょうほ どあ な た を愛 して いる と思 っ

た こ とはあ りませ ん。 あ な たは,い つ も愛

情 を 口に 出 して示 して くれ ま したが,私 が

そ の愛情 を確 信 で き たの は,最 近 あ な たが

家族 を神 殿 に連 れ て行 く準 備 を始 め てか ら

で す。

私 た ちは一 緒 にお も しろ いこ とを た くさ

ん しま した。 で も本 当 にひ とつ にな って い

な い とい うこ とか ら,私 には いつ もわび し

さ とい うの か,ど こか わ りきれ ない もの が

.ありま した。 で も今 は,大 きな期 待 と喜 び

で一杯 です。 福 音 を一 緒 に学 ん だ り,.共 通

の友 人 と楽 しく過 ご した りす るの は も ちろ

んで すが,何 に も増 して うれ し く思 う こと

は,我 が子 や,孫 やひ孫 たち と共 に永 遠 に

一 緒 に い られ るよ う にな った こ とです
。

あ な たが これ ま で どう して も捨 て去 る こ

との で きなか った酒 や タバ コを,苦 しみ な

が ら もぴた りとや めた の を見 て,あ なた に

対 して ます ます尊 敬 の 念 を抱 く よう にな り

ま した。

あ なた の息 子 や娘 も私 と同 じで す。 あ な

たの こ とを本 当 に誇 りとす るば か りで な く,

あ な た に対 して心 か ら感謝 して い るの です。

愛 を込 め て エ レン

夫 婦 の不 幸 が すべ て,だ れ の 目に も明 ら

か な悪 癖 か ら来 て いる とは 限 りませ ん。 日

常生 活 の忙 しさ にか ま けて いる 間 に,不 幸

が そ っ と,目 に見 えな いよ うに広 が ってい

る こ とが よ くあ ります。 こ こで,結 婚 して

か らず っ と教 会 と我が 子 の ため に献 身 して

き たあ る夫 婦 の こ とを考 えて み ま し ょう。

や がて年 月が た ち,子 供 た ち も成 長 して彼
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い う意欲 と愛,そ れ に独 立独 行 の精 神 が,

問題 を解 決 し,必 要 を満 た す上 で の鍵 とな

って います。

問題 に よって は,過 酷 で 人 を無気 力 に し

て しまう もの も 多くあ り,恐 れ や 罪悪 感 や

心痛 の 原因 とな ります。 人 が問 題解 決 の 糸

口を見 いだ す こ とが で きる か否 か は,私 た

ちが神権 会 や扶助 協 会 な どの集 会 で いた わ

りと理解 を込め た フ レン ドシ ップ を示 す こ

とにか か って いる場 合 が 多い の です。 同情

を込 め て肩 にか か って く る腕 や,励 ま しを

与 え るよ うなほ ほ えみ こ そ,悲 嘆 に暮 れ た

心 や踏 み に じられ た心 に,や り直す 気持 ち

を起 こさせ て くれ る もの であ る こ とが よ く

あ ります。 そ ん な時 に私 た ちは,他 の 人 も,

問題 を抱 えて苦 しん でい る こ ζを理解 させ

るこ とが でき ます。 また 福音 の 原則 に従 っ

て生 きることによりは ぐくまれる家庭 の力や

人格 の強 さ が,人 生の 問題 を乗 り越える力を
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与 えて い るこ と を彼 らに教 え る こ とがで き

ます。

一 番小 さい子 供 がわ ず か4カ 月の 時
,父

親 に捨 て られ た家族 が あ りま した。 難 しい

離婚 とあ って,心 を 引き裂 か れ る よう な状

態 であ っ たに もか かわ らず,勇 気 の あ る こ

の母 親 は,篤 い信仰 を持 ち,た と え片親 で

もで きる だけ の こ とを行 な うの だ と固 く決

心 して い ま した。

他 の 多くの 人が そ うで あ る よう に,彼 女

も,福 音 が 行動 に結 びつ い た時 に それが 多

くの問題 解 決 へ の鍵 を もた らす ばか りでな

く,問 題 を防 ぐ力 も与 えて くれ る こ とを知

りま した。 どう して も人 の手 を 借 りな けれ

ば な らな い よう な難事 で も,解 消 する こ と

は可 能 で す し,行 動 を伴 った福 音か らは,

か え って 力 と幸 福 が もた らされ るの で す。

､この母 親 は,子 供 た ちを そば に呼 び集 め

て,現 状 を説 明 し ま した。 家 の ロ ー ンの返

済 や他 の支 払 い が遅 れて い るの に,収 入は

まっ た くあ りませ ん。 もち ろん 他 の 人に助

けを請 うこ と もで きます。 しか し彼 女 は,

家族 が 一緒 に働 く気 さ えあ っ たら,家 を売

らな くて 済む し,再 び明 るい家 庭 を取 り戻

すこ とが で きる と思 い ま した。 子供 たち も

そ う思 いま した。 働 け る子供 は皆,収 入 を

得 る手 段 を見 つ け ま した。芝 生 を刈 った り,

新 聞配 達 を した り,子 守 りを した り,空 カ

ンを集 め た り,家 事 手伝 いを した りしま し

た。 年 長 の子 供 が ガ ス料 金,別 の子 供 が電

気 料 金 を責 任 を持 って支 払 う一 方,母 親 は

自分 の収 入 を家 の ロー ンの返 済 に回 しま し

た。他 の 出費 は,極 力避 け る ようにしま した。

時 が たち,家 の ロー ンの返 済 も追 いつ き,

他 の 支払 い も 月々行 な え るよ う にな り,そ

れ ど ころか,小 さ く安 価 な家屋 を購 入 して

修 繕 し,収 入が 入 る まで に至 りま した。 こ
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家族が共に働くことによりもたらされる祝福

ソ ル トレー ク･ユ ニ バー シ テ ィ

第2ス テー キ 部 ステ ーキ 部長 デ ィー ン･ジ ャー マ ン

族 が共 に働 くこ とに よ って もた ら さ

家 れ る祝福 の 中 には,物 質 的 な もの と

霊 的 な ものが あ りま す。 ア ダム に与 え られ

た戒 めは霊 的 な もの で した。 そ れ は,主 が

ア ダム に,俗 世 にか かわ る戒 め を与 え た る

こ とな し と言 われ たからです。(教 義 と聖 約

29:35参 照)し たが って,こ の世 の初 めか

ら設 け られ た労 働 も,霊 的 な原 則 だ ったの

で す。

子供 た ち に働 く こと を教 え たい とい う気

持 ち が私 の心 に湧 き上 が って きた要 因 は幾

つ か あ ります。 その 第1は,子 供 の時,賢

くま た素 晴ら しい両 親の 下 で育 っ た私 が享

受 した体験 で す。 家 族が 共 に働 く計 画が 始

ま ったの は,私 が9歳 の頃 で した。 あ る晩,

父が靴磨 きの 道具 一 式 を持 って 帰 って き ま

した。 壁 に 固定で きる靴 型 のつ い た もので

す。 父は 兄 と私 に一 生懸 命働 くこ との大切

さを話 し,1足15セ ン トで靴 を磨 いて お金

を得 るよ う に勧め ま した。 も ちろん 両親 の

靴 は いつ もピゥ ピ カで した。 しか し絶好 の

チ ャン スは,両 親 が お客 を家 に招 待 した時

で した。 招 待 され た 人々 の 中 に入 り,靴 を

磨 い て欲 しい か ど うか尋 ね るの です。 そん

なわ けで,私 の家 で は,靴 下 だ けで 座 った

り,お しゃべ りした りして いる 人々 の姿 を

よ く見か け ま した。

それ か ら何年 か してか ら,父 が あ る晩,

･別の ア イ デ ア を持 っ.て帰 って き ま した。

｢ク リスマ スの飾 りを売 って み た ら どうか

ね｣と 言 うの です。 この よ う に して,も う

ひ とつ の 冒険 が始 ま りま した。一 軒 一 軒 回

って注 文 を取 り,業 者 か ら安 く購 入 して売

る ので す。 それか ら数 週 間,両 親 は,時 間

をさ いて 私た ちの この仕事 を助 け て くれ ま

した。

大学 時 代,働 く こと には単 なる お金 以上

の価 値 が ある こと に気 が つ き ま した。 私の

心 に,忘れ がた い印 象 を与 え た言葉 が3つ あ

ります。 その 第1の 言 葉 は,私 が ユ タ大学

に行 って いる 時 に耳 に し.たもの で す。 イ ン

ステ ィテ ユー トの デ ィレク ター で あ った ロ

ー ウ ェル･L･ベ ニ オ ン兄弟 が
,子 供 を育

て る上 で の基 本的 な考 え方 につ い て話 を し

て くれ ま した。 ベ ニ オ ン兄弟 は大 きな 野菜

畑 を持 ってい ま した。 何 を育 て て いる のか

尋 ね られ る と,彼 の ロか ら はあ りふ れ た ト

マ トや トウモ ロ コ シ,ニ ン ジ ンな どの 言葉

は 出て き ませ んで した。 彼の 答 え は｢息 子

た ち を育 てて い るんで す｣と い う もの だ っ

た ので す。

第2の 言葉 はブ リガム･ヤ ング大 学 のあ

る学 生 の もの で,そ れ は,そ の学 生 が 高校

時代 の 友 人の 中で どう して彼 だ けが教 会 に

今 も来 て いる か と尋 ね ら れ た 時 の 言 葉 で

した。 彼 は,そ れ は牛 の せい です と答 え ま
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1日 の仕事 が終 わ る と,お か しか っ た こ

とや 自慢 話 な ど に花 が咲 き,そ して み んな

ぐっす りと眠 る こ とがで き ま した。 そ うで

す。 私 た ちは楽 しみ なが ら,し か も何 か を

達 成 した喜 び を味 わ って い ま した。

次 に行 な った仕 事 は,長 男が伝 道 に出 る

前 の年 に始 めた芝 刈 りの 仕事 で した。 私 た

ちは1962年 型 の トラ ック と,芝 の手 入れ に

使 う幾つ か の機具 を購 入 しま した。 最 初 の

年,長 男 は時 折,弟 を連 れ て行 く以 外は,

ほ とん ど 自分 ひ とりで仕 事 を し ま した。 そ

の次 の年 に は,運 転 免許 証 を持 った子 が い

な くな った とい う こ とで,私 も仕 事 に駆 り

出さ れ る こと にな りま した。 広告 を出 した

り,値 段 を交 渉 した り,照 会 を受 け た りし

て,客 を増 や して い きま した。 私が 初 めて

芝 を刈 った 日の こと です。 最 初,芝 の縁 取

り用 の機 械 が動 か ず,町 の反 対 側 まで 行 っ

て修 理 を しな けれ ば な りませ ん で し た。 修

理 を終 えて 帰 っ て くる と,今 度 は 芝刈 り機

が1台 故 障 し,再 び 町の 反対 側 ま で 出か け

な けれ ば な らな くな りま した。 よう や く仕

事 に と りか か っ て しば ら くす る と,2番 目

の子 供 が私 を 見上 げ て 言 いました。｢夏 中 こ

ん な こ とばか りす る こと にな るの か なあ。｣

それ で も私 た ち は この仕事 を続 け,今 年

で4年 目を迎 えようとしてい ます。そ の間 に,

ユー モア を持 つ こ との 大切 さ も教 えられ ま

した。 スプ リンク ラ ーを壊 した り,地 下 室

を水 浸 しに して しま った り,思 わ ぬ 雨 に見

舞 わ れ た りし たこ と もあ りま した。 ま た ト

ラ ックの エ ン ジ ンが 焼 きつ いて し まっ た り,

機 具 が故 障 し た り,私 が 庭 にあ っ た大切 な

盆裁 を 引 き抜 いて しま った こ と もあ りま し

た。 ま た交通 の激 しい道 路で トラ ック の前
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輪が ゆ るん で外れ た こ と もあ りま し た。 そ

うか と思 う と,機 械 が順 調 に動 き,ト ラ ッ

ク も調子 が よ く,天 気 も よくて,す べ て予

定通 りに運 んだ という の に,だ れ かが トラ

ックの後 ろの扉 を締 め忘 れ て し まい,次 の

お客 さんの 所 に行 く まで に,機 具 が ひ とつ

ず つ トラ ックか ら滑 り落 ちて し まっ た とい

うよ うな こと もあ りま した。

どう して こ んな こ とをす る のか と尋 ね ら

れ るか もしれ ませ ん。 そ の答 え は こうで す。

(1)我 が家 の テ ィー ンエ ー ジ ャーは 皆,か

な りの伝道 資 金 を持 って いる こ と。(2)子

供 が皆,12歳 に なっ た ら働 く ものだ と思 っ

てい る こ と。(3)日 曜 日には働 か ない こ と。

(4)子 供 たち が大切 な技術 を身 につ け て い

る こと。(5)予 算 を立 て てお 金 を使 うこ と

や,欲 しい物 と必 要 な物 を 区別 す る こと を

知 ってい る こ と。(6)父 親の 私 が子 供 と肩

を並 べて一 緒 に働 くこ とに よ って,子 供 た

ち にい ろい ろな こ とを教 え る素 晴 ら しい機
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経済的 な試練 に立 ち向か う人 に
与 えられ る祝 福

十二使徒定員会会員 ジェームズ･E･フ ァウス ト

年前,私 が関係したある高等評議員

数 会 の,思 慮 深 く優 秀 な一 員 だ った ジ
P

エーム ズ･T･エ レク ソ ン監 督 は,次 の非

常 に印象 に残 る意 見 を述 べ られ ました。｢今

の世 代 の 人 々は,経 済的 な逆 境 か ら来 る祝

福 を知 らな過 ぎ る。｣今 朝 私 は,経 済 的 な圧

迫 による チ ャ レン ジを甘 ん じて受 け る人 々

に どの よう な祝 福 が もた らされ る か とい う

こ とにつ い て話 した い と思 い ます。

不況 と一 時 的景 気後 退 の 区別 は,経 済学

者 に もな か なか難 しい よ うです 。 あ る人は

この よ うに定義 づ け ています。｢一時 的景 気

後退 とは ベ ル トを引 き締 め る時 期 の ことで,

不 況 とは ベ ル トを引 き締 め る余 裕 さ え もな

い時 の こと であ る。｣(B昭%46ε ρ6読6γEη一

(ツ6♂oカ601勿,p,46)

世 界中 の国 々が,経 済 的 に ます ます 困難

な時期 に入 って きて い ます。 失 業 した ため

に,一 生 懸命働 いて手 に入 れ た財産 を失 っ

た人 もい ます。 食糧 や衣 料 品の 欠乏 に直 面

して いる 人 もい ます。 しか し大抵 の人 は,

一 生 に一度 や 二度 は経 済 的 に困 難 な時期 に

遭遇 する もの です。 伝 道 の書 には次 の よ う

に書か れ ています。｢… … 必 ず し も速 い者 が

競 走 に勝つ の で はな く,強 い者 が戦 い に勝

つ の で もな い。 また賢 い者 が パ ンを得 るの

で もな く,さ とき者 が 富 を得 る ので もない。

また知 識 あ る者 が 恵み を得 るの で もな い。

しか し時 と災難 は すべ て の 人に臨 む。｣(伝

道 の書9:11)

救 い主 は 天 父 につ いて語 られ る時 に,こ

の こ とを立証 され ま した。｢天 の 父は,悪 い

者 の上 に も良 い者 の上 に も,太 陽 を のぼ ら

せ,正 し い者 に も正 し くない者 に も,雨 を

降 ら して下 さ るか らで あ る。｣(マ タ イ5:

45)

災いが 転 じて 祝福 とな った例 が あ ります。

それ を理 解 す るた め に,福 音 の神権 時 代 か

ら例 を見 て み ま し ょう。 次 に あ げる例 は,

人類 一般 にあ まね く意i義のあ る もの です が,

同時 に,私 た ち個 人 に対 して も,入 生 にお

いて 試練 に直面 した時 に教 訓 を与 え て くれ

ます。

ゲツ セマ ネ にお け る救 い主 のあ の大 い な

る苦 しみ や その 後 のは りつ け は災 い で した。

しか し,人 は キ リス トの贈 い の犠牲 によ り,

死 と地 獄 か ら瞭 われ る こ とに な りま した。

また散 らさ れた イスラ エ ルは,忠 実 な血 を

世 界 中 に まき散 らし,そ の た め に多 くの 国

国が今 日,福 音 の計 画 にあ ずか るこ とが で

きる よ うに な りま した。 ニ ー フ ァイ 人の歴

史は試 練 と災 い と受 難 の歴 史 です が,そ れ

を通 して得 た経験 に よ り,力 と発展 が もた

らさ れ ま した。

主 は,試 練 や逆 境 か ら学 ぶ こ とが どれ ほ

どの価 値 を持 つ か御 存 じで す。

人 は年 を追 う毎 に新 し い体 験 をし ます。

チ ャール 客･デ ィケ ンズは｢二 都物 語｣の

背景 につ い て,は しが きの 中で 次 の よう に

書 い てい ま す。.

158



65T

･くを戸rゆ｢。2『章⑦曾〉ユG鰹丁ユG障

⊃1凶一(挙ユ(気へ`(}?9(≧⊥vさ/魁ユ測G

哉。剥19劉号鷺(o鶉』。誹9老辺G呈9き字力

qii象字∠､4y⑦c=～､Ω9(}2(Σゑoマ『(き

哩詳γq茸9茸勲｢喀ρ脅く(≠些とユG⊥ユ…彰(}

ユGG(}ユ雰ユoΨ=TユG身⊃1饗一!ソ蕊/魁

。～潔卑詳中(ρ尋(う∩ρqζ`(う=¥鼻に1宗宰』

。認9を鄭G呈⊃19ゴ⑦¥`二1
…軸4畢ユGぎ4

:干ア1ん4yωG2､0。;弘¢(i≧Gユ客真{を呈塁

喚(〃:･,4･y(ρc4･Σへ4GY⊃1中(ρ皇#｣

o
.巨率q).

G呈呈⊃1(ひ甲(ρ¥`弓士難(o幸日4りく4幽=～4

⑦(へ〕F(孕=¥皐弔⊃1慰目畢珂･(き畔Y呈=¥c;影

母扉宴.`料罪≧千〆一4一壬rl･d･くを髭rl

(セ98'd`て)UI`sエeqsIlqndJO疋刀1τequeη0

`UOPIPヨuロつIJe田V払eN智∂μ棚03ρ3σノ∂

卯040Pρ%〔翼ノ∂ノsg鋤`屡一τぐム･▽∠.

rl♪4･)｢。曾禦鰹マ号鴇⊆準∩ユ∩⊃1(圏q

》`2号留(Σ卓甥賜》臨母象斡導(OY‡…順且

量杢(ρ6=～Ω(1回(Σ手19～21弔Y6⊃1禦回=～η

老Q(Σゑ酌殖駐葉‡ll留昌(i妻禦`∩漁猛畢憂レ才

狸f嗜且畠(i妻禦`(鉢(1葛喚(〃c20q圓｣
ユ

ρゑ率qユ(ン呈21

⊆甲(o¥創露…卦⑫禦。ゑ翠白轟雷白甲=:1儀

話⑦卑4推哩ゑ1障⊃1弔Y`罪,<4呈哩曾源21

者慰〉最像コzン潟喜く･<･/4一壬醇ら母碧認

(白甲｢II事等孟9∠4

一工･で｣遷=購腿鯉`蟹量瑠箪)｢。⑫【､}

∩劉fl母旦:Σq4ユ(汐`‡1に1亘蚕⑦暑`1露窪
　ガ

妾⊇ユγ弓景葉`〉脚`ユ鴇(摯⊃lii騨i蜘31髪 ぎ　

o茸螺q∩i薫髪2⑦(}(Σ》看'⊃IYぎ(7醤興
｣ ζ煙｣

。
,巨翠

【へ}N/璽⊃1(≡ア(ρ¥ユ.中ω｢…ε翠ゑ浸⊃1膨

理｣flよ9×6一丁4。ゑ準白禦(}コ～コ管

彫コ等翻(ゲ甫罪1ユ6･=～⊃,Y⑦珊一像ユG霧

ユGコ～⊃IY(Σ禦=¥準。4Σ≧βq翠∩ユ∩>｣シ

魁母(臥ミ≧皐睾蛾ユ∩;ウ(摯ユ喚⇒壷牙･令嚇q

{…}目1由ε861/菓(0事彦冒冒

∩鴻`∩茸⊃122真(き=¥像母i駈讃(}⊃1湯[劉.

ω黎進翠に1鋼`測醜醜身鴎駿融Qゑ率皐}

G2拳宰G⊃1き二上}∩⊃1々到`‡ll<E･で一

4減×4乙嬉婁¥。真準白禦き〔!2コ(き朱1ぎ〔!

ぐ･</14一ナ陣鯛Y剛`‡～に1蕨王1醇ら厚碁暴

。卓準G準∩}∩県に1～享⊆(o

專翠寡=¥(訣夢鐸4(汐螺ユq圃聖郵…膏一6ア1

･<Eぐ一4乙･<♪噛ii薬;¥。阜準(喚1禦(}号鴇

曾ゑ=～董･π畢41鮨(ρ～皐4推蝉{奉±(o身=(〃黎

遙4翠。ゑ翠∩～牢(}二～⊃卓?4毎母轟墨翌

ω聾多茸(乏甲【覚ン(き=f'(}q量'.`§(!導蟹･吉〕舅早

輩。真…窪白禦ぎ¢号留(i≧qユ∩図剴埠(ρ像q

潭皐ユ(}=～⊃(Σゑ9二～ア1ユ･圭(〃･告目6茸(ト

甲(ρ2～身i諺町`菰¥噛)lz黎`罪li藤國羅陶〕狸

鱒。γ耳率白禦。享～陣(〃(}9(､二～2障聖習(Σ

41i無母i瞳図⑦π〕猛鞘3ら厚Y團シ。.巨ユ(ρ(}(Σ

〉ユG<4((!∩難(辛ユ⊃1η詳6q`‡ll騒図源

ら日製融`宰黛}ミ⊇‡:,回願⑦製暴⑦幽逸国

｢。白源(ρ(}(i}ゑ耳1

⊃1曾〉蚕景纂葺ユ∩=?鰍Y(∂一男ロヨ¥γ轟母

:重(ρ着魯⊃1…軸身i膳彦`q潭身母輩⑦首書ユ

c禦⊃1翻⑦量奢。4∩本融`∩;醗nξ1畢弓〕瑳

⑦2`‡:膿ぎ雷一rl-4･イ;･ヨーき〆ロ`).G

禦コ幸04qユ算皐望‡:M曾禦`ηミ～重醐埠

鰍(ρユこvゑユ6導(平⊃1謁ミF国`由セ991.｣

oゑ率qユ健準rl染(!叢昇G釜孝番ロヨ⊃1集司β

`⊃1籍籾⑦算｣手〕痔q早(Σ禦⑦一6;×/1国i葦

(耳を臼重裡鑓i`乙d`昇=｢｢畳呈彰轍刻昇==｣

酵¥麺蠣申)｢。4¥百(翠2醤翠`蕾暴日q章

G(桿li要騨=¥率`溜律禦(}ユ9甲(ΣGユη

'Σへ禦⊃1轟嬰(Σ鐸々繋ユ迅/ゑ31…要1廻。4G禦

味ユ歯(o醇購`勲η～拳像ユ呈⑦轟婁。鐸G

禦〔}ユ翻⑦蕾暴日`勲律～翠(}Ω.…軸⑦E拍罪;。胃

G望(}ユ賜…軸ω劉二上`勲球望(辛ユ賜…軸⑦移

劉。4G禦(}ユ鵠蜘(ρ堕醤ら⊃1(}=～2(i≧禦

ユ賜幸日⑦理f[彰。=¥6禦(}ユ嚇…睾日畢∩量老甲

黛も溜律嘩像ユ射釦皐暴妾ア窪罰健彦｣



ド･リ チ ャ ー ズ,ConferenceReport,Apri1

1951,p.40)

非 常 に 教 会 に熱 心 だ っ た ジ ョ セ ブ･ス タ

ッ キ ー 兄 弟 は,し ば ら く 病 ん だ 後,奥 さ ん

と,伝 道 に 出 て い る長 男 を 頭 に7人 の 子 供

を 残 し て,1927年 の ク リ ス マ ス イ ブ の 夜,

亡 くな り ま し た。 そ の 後 ふ た り の 子 供 と,
おい

彼女 が養 育 して い た甥 が亡 くな り ま した。

もうひ とりの息子 も伝 道 に 出て行 き ま した。

息子 の伝 道 は,彼 女 が,夫 の生 命保 険 か ら

月々入 るわ ずか ば か りの お金 で 生 活す るか

たわ ら,内 職 に裁縫 を しな が らや り繰 りし

た もの で した。

そ う した困難 な 時期 に,ワ ー ド部 の困 っ

てい る会員 に対 して小 麦粉 が配 給 され て い

ま した。 その仕 事 に,若 い青 年 が 何 人か携

わ るこ とにな りま した。 小 麦粉 の袋 が スタ

ッキー姉 妹 の家 に も運 ばれ ま した。 しか し

自分以 上 に小 麦粉 を必要 と して いる家 族が

ワ ー ド部 にあ る ので は な いか と思 った姉妹

は,家 族 に 自立 の精神 を教 える よ うに して

い るか らと 爵っ て,配 給 を断 わ りま した。

教 会 の資格 ある会 員は,監 督 に よ る教 会 か

らの援 助 を気 軽 に受 け 取 る必 要 があ るの で

すが,ス タ ッキ ー姉 妹 は こ こで,玄 関 にや

っ て来 たこ の若 い青 年 に教 訓 を与 えたか っ

た よう です。 小 麦粉 を配 る この 若 い青 年 こ

そ彼女 の実 の息 子 だ っ たの です。 生 き残 っ

た子供 たち は皆 大学 に行 き,立 派 な人 にな

りま した。彼 らは皆,｢あ る もの で まか なえ。

さ もな けれ ば,そ れ な く.して済 ませ よ｣と

い うモ ッ トー に従 っ て生 活 しま した。

ある 賢人 は,｢主 は,難 儀 の 高 地 の 中か

ら,最 良の 兵卒 を手 に 入れ られ る｣と 言 っ

て い ます。(C･H･ス パ ー ジ ョン,Sorrows

Discipline,#9)経 済 的 な逆境 を克服 する

とこ ろか ら得 られ る祝 福 と しては,次 のよ

isa

う なもの があ ります。

まず 第1に,こ れ は 多分最 も大 切 な こ と

です が,私 た ち の信仰 と証 が強 め られ る と

い うこ とです。 信 仰 の強 い教 会 員 は,.経 済

的 な圧 迫 の 中に あ って｢早 くわ れ を求 め し

者｣を 主 が助 け て下 さ ることを知 っています。

(教義 と聖 約54:10)し か し,早 くか ら信

仰生 活 を始 め なか った 人で も,も っ と熱心

に主 を求 め よ う と決 意 す るこ とが で き ます。

私 たち は主 のみ手 が あ って私 たち を助 け て

くれ て いる こ とを感 じる よ うにな ります。

また困難 な時 にあ って,人 生 にお け る優先

順位 を再 評価 した り再 び秩 序 立て た りす る

機会 を得 る こ とに もな ります。 何 が最 も大

切 なの か を知 り,信 仰 と証 を強め る ため に

道 が開 け るの です。

第2に,謙 遜 にな る必要 性 を学 び ます。

主 に頼 る こ とに よ り素 直 な心 が は ぐ くまれ,

それが謙 遜 さ を培 う要 因 と なる ので す。

第3に,何 とか 生 きて い くた め に家族 全

員 が団結 す る こ とを強 いられ る こ とか ら,

お互 いに協 力 す る ことや愛 し合 う こ とを学

び ます。.

第4に,個 人の 威厳 と 自尊 心 を得 る こ と

が で きる とい う こ とです。 だれ かが 言 いま

した。｢人生 に大 き.なハー ドルが あること を

喜 べ。 そ して ま た,ハ ー ドルが,ほ とん ど

の人が 乗 り越 え たが る高 さ よ り高 い もので

ある こ とを喜 べ。 それ らが おび た だ しい数

にの ぼる こ とを も喜 べ｣と 。

第5に,私 た ちは これ ま で以上 に強 くそ

して粘 り強 くな ります。 エ ドマ ン ド･バ ー

クは次 の よ うに述 べ ています。｢困難 とは厳

しい教 師 で ある。 また それ は親 の よ うな守

護 者 であ り立 法者 で もあ られ るお方 の最 高

法令 に よ り定 め られ た もの であ り,そ の お

方 は,私 た ち以上 に私 た ちの こ とを知 り,
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す る時 に もた らされ る9つ の祝福 につ いて

す でに 申 し上 げ ま したが,こ こで経 済的 な

圧 迫 を 克服す る上 で助 け となる6つ の方 法

につ い て提 案 した い と思 い ます。

1.ま ず 神 の国 を求 めな さい。 この求 め

る とい う動作 に は,什 分 の一 を納 め,断 食

献金 も惜 しみな く納 め る こ とが 含 まれ ます。

従順 になる こ とに よ り,物 心 両 面 にわ た っ

て祝 福 され るの です。 神 の 国 をま ず求 め る

とい うこ とは,使 徒 ヤ コブ が言 った｢自 分

を愛 す るように,あ なた の隣 り人 を愛せ よ｣

とい う｢尊 い律法｣(ヤ コブ2:8)を 守 る

よう に努 力 する こ と も含 まれ ます。 また,

神 の国 を求 め る とい う.ことに は,神 聖 な戒

め を守 る こ とも含 まれ ます。 霊 的 な力 強 さ

というもの は,祈 りや聖典 の勉 強,ま た｢主

が 負わ せ た もうすべ てのことに喜 ん で服 従｣

(モ ーサヤ3:19)す る気 持 ち などの よう

に,様 々 な とこ ろか ら得 られ ます。 こ うし

た基準 に合 致 した 生活 を すれ ば,心 が 平安

にな るの です。

2.家 族 のカ お よび 家族 の資 力 を結 束 す

る。家 族 の資 力 とな る ものの筆 頭 は霊 的 な

力で あ り,そ れ は 共 に祈 る こ とに よ りさ ら

に強 め られ ます。 家族 が協 力 して予算 を立

てる こ とは,家 族 会議 を設 ける こ と と同様

に特別 な団結 を もた ら しま す。 ス トレスが

多い時 は,思 いや りの心 が特 に必 要 で あ り,

感謝 され ます。 また使 える金額 に限 度 があ

る時 は,将 来 の ため に貯 金 する必 要 の あ る

ことな ど,お 金 を上手 に使 う こ とを子供 た

ち に容 易 に教 え られ る もの です。 また この

世 的 な財産 や富 に心 を傾 け る こ とな く,永
なか

遠 の見地 か ら物事 を眺 める こ とを家 族 に教
'える ことが でき るで しょ う

。 また家 庭 は 人

を助 け るた め に個 人の 力を結 集 す る場 と も

な ります。 それ に,親 族 か らの援 助 を心 か
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ら感謝 して受 け 入れ る方 法 を覚 え る こ とも

大 切 な こ とです。

3.信 仰 を実践 す る。 救 い主 は｢信 ず る

者 に は どん な事 で もで き る｣.(マ ル コ9:

23)と,ま た｢何 事 も結 局 は好 都合 とな る

べ し｣(教 義 と聖 約90:24)と 書 わ れ ま した。

大 切 な のは｢何 事｣に 対 して も従 う態 度 で

す。積 極 的 な態 度 を維持 し,快 活 で いる こ
よ

とも助 け にな ります。｢これ 皆 汝 に善 か らん

た め,汝 に経 験 を与 えん ため の もの な り｣

(教義 と聖約122:7)と 信 じる こ とは,霊

の安 定 剤 を服用 して いる よ うな もの です。

4.仕 事 をす る時 に融 通性 を持 つ。 セオ

ドア･ル ー ズベ ル トは こう言 い ま した。｢人

は働 か なけ れ ばな ら ない か ら と言 って,同

情 は必要 で は な い。 人生 が もた らす報 酬 の

中 で,や りが いの あ る仕事 を一 生 懸 命行 な

う機 会 ほ ど素 晴 ら しい もの はな い。｣(7加

R6磁67苫D勾6s'丁 名齪s躍y(ゾA勿46彫(%o一

刎 ゴo%,NewYork:Reader'sDigestPress,

1975,p.169)経 済 的 に 困難 な世 の中 に おい

て は,少 な い賃金 で も働 か なけ れば な らな

いこ とが あ りま す。.私たち は,他 の職 場 で

も働 け るだ けの技 術 を身 に つけ なけ れ ばな

りませ ん。 過去 に訓練 を受 けた分 野 とは ま

った く別 の分 野 で第 二 の職 業 に就 き.,新 た

な喜 び と満 足感 を味 わ って い る人 も大勢 い

ます。 また家族 の者 は,適 切 な仕 事 を見つ

ける こ とに よ り,収 入 を補 う道 を見 つ け な

けれ ば な りませ ん。働 く機 会 を得 る上 で選

り好 み を しない こ とは,何 とか暮 ら しを維

持 して い くため の手段 とな ります。 一 日骨

身 を惜 し まず仕事 に励 ん だた め に解 雇 を逸

れ た人 も大勢 い ます。 その よう に努 力 すれ

ば,私 た ちの威 厳 や 自尊心 を奪 って しま う

政 府 か らの施 し も拒 む こ とが で きる ので す。

デ ビ ッ ド･グ レイソ ンは こ う言 って いま す。
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日の光栄に至る自立の本質

第二副管長 マ リオン･G･ロ ムニ ー

弟姉 妹 の皆 さん,私 は,こ れ まで に

兄 何 度 もこの福 祉 集会 で話 をす る よう

に頼 まれて き ま した。 その ため か,か つ て

私 の親 しく して い た あ る老 人 と同 じよ うな

話 し方 を しなけ れ ば な らな いの では な いか

と思 い始 め て い ます。 この老 人 は一部 の 人

人か ら話 をや め る潮時 を知 らな い人 だ と思

わ れて い ま した。 あ る ワー ド部 の集 ま りで

も,長 話 を す る の で 意 見 を 求 めな い方 が

いい と敬 遠 され てい ま した。 しか し,ワ ー

ド部 の人 々 も,さ す が に彼 だけ を無視 す る

わけ に もいか ず,つ い に意 見 を述 べ て もら

うこ と にし ま した。 そ こで,ど う した らそ

のよ う に長 生 き を して奉仕 がで き るのか一

言 で話 して下 さ い と頼 み ま した。 老 人 は立

ち上が って こう言 い ました。｢息 を抜 か ない

こ とだ。｣き ょうの私 の話 は これ ほ ど簡 潔 で

はあ りませ ん が,要 点 だけ を話 す よ うに心

がけ たい と思 い ます。

私 は福祉 の 原則 に含 まれ る簡 潔 な真理 を

大切 に して います 。これ はこの世 が始 まって

以 来,す べての聖 い予 言者 たちが教 えて き.た

もの です。 私 は この真 理 に つ いて話 す こ と

に飽 き るこ とを知 りませ ん。 き ょうは皆 さ

ん に,自 立 の 原則 と,そ れ が霊 的成 長 に及

ぼす影 響 につ い てお話 した い と思 い ます。

時 の初 めか ら,人 は 自活 し,そ れ に よ っ

て 自立 す る よう に勧告 され て きま した。 主

が この 原則 を それ ほ ど重要 視 され る の はな

ぜ で し ょうか。 その理 由 を知 る には,自 立

の 原則 と人の 自由 とが い か に密 接 につ なが

ってい るか を理 解 しなけれ ば な りません。

この テ ーマ に関 して,ア ルバ ー ト･E･

ボ ウエ ン長 老 は こう語 って います,｢主 は御

自身の 民 に,そ れ が 外的 な要 因 に よる もの

で あれ,精 神的 な束縛 か ら生 ず る もの であ

れ,抑 圧 され た状 態 を抜 け 出す よ うに望 ん

で お られ る に違 いあ りませ ん… …で す か ら

教会 は,働 く力の あ る 人を いつ まで も他 に

依 存 した状 態 に置 い た まま にす る制 度 を よ

しとは しませ ん。 与 え るこ との真 の 目的は,

それ とは逆 に,人 々.が自立 でき る地 点 まで

到達 し,束 縛 を免 れ る よう に助 け る ことで

あ る と,教 会 は主 張 して いる ので す。｣(丁加

C〃蛎碗 恥 る危名6･P彪 η,GospelDoctrine

manual,1946,p.77)

現 在,社 会 の 中で は善 意 あ る人 々の手 に

ょっ て,困 窮 した人 々 を援 助 す る数 多くの

プ ロ グ ラムが 実施 さ れ てい ます。 しか し,

こう した プ ログ ラム の 多 くが,人 々の 自立

を助 け るの とは対 照 的 に,単 に援 助 を与 え

るだ けの先 の見通 しを 欠い た 目標 を掲 げて

いま す。私 たち は,働 く力 のあ る 人々 の 自

立 を 目指 して努 力を続 けて いか な けれ ば な

りませ ん。

私 は以前 に リー ダー ズ･ダ イ ジェ ス ト誌
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で す。 すな わ ち,自 立 を 目指 して努 力 し,

自分 の生 活 を他 の 入々 に依 存 して は な らな

い という こ とで す。

過 ちを犯 して い るの は政 府 だけ で はあ り

ません。 教 会の 多くの両 親 た ちは,家 族 の

蓄 えか ら与 え るば か りで子 供 た ちを甘 や か

し,｢愚 か なか もめ｣を 仕 立 て て いな いで し

ょうか。 子 供 に物 をあ てが うだ けの両 親 は,

国 民 に失業 手 当を施 す だ けの政 府 と同 じ過

ちを犯 して い ます。 事 実,そ の よ うな両 親

の態度 は,政 府 の対 策 以上 に深刻 な 害 を及

ぼす可 能性 が あ ります 。

監督 や神 権指 導 者が,ワ ー ド部 の 会 員を

｢愚か なか もめ｣に 仕 立 て る過 ち を犯 して

いる こ と もあ ります。 一部 の教会 員 は,経

済的,情 緒 的 に監 督 に依 存 する よ うに な っ

てい ます。 その 出所 が どこ であ ろ う と,施

しは,施 しです。 教会 や家族 の とる行 動 は

すべ て,会 員や子 供 た ちを 自立 へ と導 く も

ので な けれ ばな りません。 政 府 の計画 は必

ず し も私 た ちの思 い通 りに なる わけ で はあ

りませ ん。 しか し自分 の家庭 や 自分 た ちの

集 ま りであれ ば,私 た ちが管理 でき ま す。

もし,こ れ らの 原則 を教 え て実 践 す る な ら

ば,い かな る国 にあ ろ う と政 府 の対策 に潜

む好 ま し くない効 果 に立 ち向 か って い く こ

とが で きる で し ょう。

私 た ちの 中に は,ど ん な に 自立 した くて

もそれ がで きな い人 もいま す。 ヘ ン リー･

D･モ イル副 管長 は,こ う した 人々 の こ と

を心 に描 き なが ら,次 のよ う に語 りま した 。

｢こ の偉大 な 原則 は助 け の必要 な人 々や

貧 しい 人々 に援 助 の手 を差 し伸 べ る こと を

拒む もので はあ りませ ん。 体 を動 か す こ と

ので き ない 人,老 人,病 入 は配 慮の行 き届
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いた世 話 を受 け ますが,働 く能 力の あ る人

は,自 らの努 力 によ って 道 を開 くこ とが で

きる ので あれ ば,最 善 を尽 く して働 き,他

の人 に依存 せ ず に 自立 しま す。 す なわ ち,

逆 境 を一時 的 な もの として とらえ,自 己の

能 力 に対 す る信 頼 を もって正 直 に働 き,自

分 と家 族 を 自立 でき る まで に引 き上 げ,そ

して あ らゆ る場 にお い て,援 助 が必要 な部

分 を最 小 限 に抑 え,受 けた援 助 に対 しては

最 大 限 の努 力を払 って その埋 め 合わ せ をす

るの です。

確 固 たる信仰 と真 の 勇気 を持 ち,不 動 の

決 意 を抱 き,胸 の内 に 自立 への 愛 を燃 え立

たせ,自 らの業績 に誇 り を抱 いて歩 む な ら

ば,乗 り超 え られな い障 害 に 出合 う こ とな

どめ っ たに あ りませ ん。
おそ

謙遜 な心 と祈 りの 気持 ちで,神 を畏 れ な

が ら勤 勉 に生 活 す るな らば,私 た ちの 内 に

信 仰 が培 わ れ,そ の 力 に よ って恵 み深 い天

父の祝 福 を呼 び寄 せ る こ とが で きます。 そ

して文 字 通 り,困 難 は消 え去 り,私 たちの

独 立 と自由 は確 立され,維 持 され るのです。｣

(ConferenceReport,Apr.1948,p.5)

自立 は最 終 目的で は な く,そ れ に至 る た

めの 手段 で す。 したが って,完 全 に 自立 し

てい る 人が,そ の他 の望 ま しい特 質 をこ と

ご と く欠い て いる場 合 もあ ります。 富 を得

れば 他 人の援 助 を ま った く必要 と しな くな

り,自 立 すること もで き ます。しか し,そ こ

に何 らかの霊 的 な 目標 が なけれ ば,そ の 人

の身 と霊 をむ しば む こと にな りか ね ませ ん。

福 祉 プ ログ ラム は霊 的 な もので す。1936

年,こ のプ ロ グラ ムが始 め られ た時,デ ビ

ッ ド･0･マ ッケ イ大 管長 は,次 の よ うな

洞察 力 に満 ち た所見 を述べ ま した。
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自立 を霊 的 な もの とす る た めの鍵 は,自

立 に伴 う 自由 を用 い て神 の戒 め を守 るこ と

です。 聖典 の中 で明 らか に命 じ られ てい る

よ うに,貧 しい 人々 に与 え る こ とは,豊 か

に持つ 人 々の 義務 で す。

ヤ コ ブは ニー フ ァイ の民 に向 か って次 の

よ うに言 い ま した。

｢あ なた たち は 自分 の兄 弟 を 自分 自身 の

よ うに思 え。 かれ ら と皆 親 密 に して,あ な

たた ちの よ うに かれ ら も富 者 に なる よう に

惜 しまず に あな た た ちの財 産 を与 え よ。

財産 を求 める前 に まず神 の王 国を求 め よ。

あ な たた ちが すで にキ リス トに望 みを も

って か ら宝 を求 め た な らば その通 りに宝が

手 に入 るで あろ う。 しか し,そ の時 あな た

た ちが その宝 を求 め る 目的 は,裸 で いる者

に着物 を着 せ,飢 え てい る者 に 食を与 え,

束縛 され て い る者 を救 って 自由 に し,病 ん

で いる者 と悩 ん で い る者 とを救 うな ど,お

よ そ善 事 を行 う こ とであ る。｣(ヤ コ ブ2:

17-19)

主 は今 日の神 権 時代 にお いて,教 会 が発

足 して わず か9カ 月 足 らず の時 に次 のよ う

に言 われ ま した。
しか

｢而 して われ 汝 ら の救 われ ん ため に一つ

いましめ

の誠 命 を与 う。 そ は,わ れ汝 らの祈 りを聞

き貧 しき者 の訴 え を聞 き たれ ば な り。 われ

は富 め る者 を造 りたれ ど,一 切 の人 はわが
かた

ものに して われ は 人 を偏 よ り見 る者 にあ ら

ざ るな り。｣(教 義 と聖 約38:16)

この啓 示 は1831年1月2日 に与 え られ ま

した。 その翌 月に主 は 別 の啓示 を与 えて言

われ ま した。

｢汝 ら も しわ れ を愛 すれ ば
,わ れ に仕 え

わが すべ て の誠 命 を守 るべ きな り。
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見 よ,汝 ら貧 しき者 のこ とを思 い起 し,
ざいもつ

… … 己が財 物 を神 に奉 献 せ よ。｣(教 義 と聖

糸勺42:29-30)

そ の同 じ 月に,主 は再 び この 問題 に言及

され ま した。 啓示 を受 けた長 老 た ちが,多

少 怠慢 で あ った こ とは明 らかで す。 彼 らは

即 座 に行動 に移 して い ませ んで した。

｢見 よわれ 汝 ら に告 ぐ
。汝 ら貧 しき者,乏

しき者 を訪 れ て救 い を施 さ ざ るべか らず。｣

(教義 と聖 約44:6)

貧 し い人 との世 話 を する とい う私 た ちの

責 任 につ い ては,聖 典 にた くさん の戒 めが

記 さ れて い ます。 で すか ら,こ れ以 上 詳 し

くお話 す るつ も りは あ りません。 私 には何

か理屈 に合 わ な い よう に思 え るの です が,

私 た ち は 自分 の ため に なる これ らの こと を

行 な う のに,絶 えず 主 か ら戒 め て いた だか

なければな りません。主 は こう言 われ ま した。

｢自 分 の命 を得 て い る者 は それ を失 い
,

わた しのた め に 自分 の命 を失 って い る者 は,

それ を得 る であ ろ う。｣(マ タイ10:39)

私 た ちは 人 に仕 え,人 を助 け る こ とに よ

って｢自 分 の命 を失｣い ます。 しか し,そ

うす る時 に,永 遠 に尽 き るこ との な い真 の

喜 び を味 わ うの です。 奉 仕 とは,日 の光 栄

の王 国 に入 る資格 を勝 ち.取る ため に,こ の

地 上 でが ま ん して行 な う よ うな もので は あ

りません。それは,日 の光 栄 の王 国 に昇栄 し

た人 との生 活 を 形造 る大切 な要 素 なの です 。

奉仕 が 天 父の み業 を達 成 す る もので あ る

こ とを知 りなが ら,ま た天 父の お られ る所

に住 んで 天 父の よ うに な りた い と願 って い

なが ら,な ぜ 私 た ちは互 い に仕 え合 うよ う

に戒 め て もらわ なけ れ ばな らない ので しょ

うか。 ああ,私 た ちの心 が 清め られ て,こ
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一
月β月月月月"月 月月月月月月月β月

海外からの末 日聖徒の音楽家が 日本

の交響楽団のオーディションに合格

し,活 躍 している。昨年7月 号のロ
ーカルページで紹介 したチェネク･

｣･ヴ ァルバ兄弟は,読 売交響楽団

のゲス トコンサー トマスター(第 一 鞭

バイオ リンの首席奏者)と して,ま

た,今 月号で紹介するロイス･シ ヨ 難i

ンソン姉妹は,新 星日本交響楽団の 鱗

第一バイオ リン奏者 として,他 の日

本人の音楽家の中でそれぞれ異彩を

放 っている。

月 月月月 β 月月 月β ∫弓月月 月 月月 月月

新星日本交響楽団のバイオリ
ロイス･ジ ョンソ ン姉妹の証

回
本 は私 に とって特 別 な所 です。最 初

に訪 れた の は1982年 の5月 で した。

婚 約 者 に会 うた め に訪 れ た私 は,そ の時2

カ月半 ほ ど滞 在 し,日 本 の 各地 を見 て回 り

ました。 美 しい風景 が 大変 に印 象的 で した。

特 異 な 日本 の文 化 と 日本 の民 には,多 くの

観光 客 を引 き付 け る何 か が あ ります。 私 も

す っか りと りこ にさ れ て しま いま した。 ま

た,伝 道活 動 が広 く行 なわ れ,日 本 の 人々
ユこヒ

が真 の福音 を受 け入 れ て,そ れ に従 って生

活 してい る様 を 目に した時 には本 当 に感動

しまし た。 今,私 は 短期 間 の滞 在 では な く,

長 期 間 にわ た って この 日本 の地 に住 み,多

くの こ とを学 ぶ機 会 が あ る こ とを,と て も

うれ しく思 って い ます。

日本 に来 る前,私 は カ リフ ォル ニ アサ ク

ラ メ ン ト交 響 楽 団 のバ イ オ リニ ス トと して

活動 してい ま した。 そ して婚 約 したの で す。

彼 とはマ ンハ ッタ ン音楽 学院 に通 って い

た時 に,ニ ュー ヨー クワ ー.ド部 で知 り合 い

ま した。 彼 は コロ ン ビア法 律学 校 で学 ん で

い ま した。 日本 仙 台伝 道部 で伝 道 して帰 っ

た彼 は,日 本で 働 き たい と いう強 い望 み を

持 って い ま した。 そ.れは と り もなお さず,

彼 と結婚 す れ ば,サ ク ラメ ン ト交 響 楽団 で

の 恵 まれ た地位 を捨 てて,東 京 に行 か なけ

れ ば な らない と いう こ とで した。

どち らを.とるべ き か,私 は本 当 に悩 み ま

した。 天 父 に導 きを求 めて,真 剣 に祈 りま

した。 祈 ろ う とする と,私 のわ が ま まな心
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一
日中友好の花

中国語同好会主催

｢日本と中国の

会員の集い｣

｢善 意 に満 ち

純 情 で あ り

正 智 を持 とう とす る 人間

そ れ こそは 地球 の 花 だ｣
リュウ タ ヅ コ

(劉 多鶴 子著｢杭 州 の青年｣よ り)

もし,こ ん な花 で地 球 を埋 め 尽 くせ た ら

どれほ ど素 晴 ら しい こ とで し ょ う。 去 る11

月3日 の教 会 の一 室 には,こ ん な花 が 咲 き

ほ こって い たの です。 その 日,私 た ち町 田

ステ ーキ部 の 中 国語 同好 会 の有 志 は,日 頃

の活動 の ひ とつ の成 果 と して｢日 本 と中 国

の会 員の集 い｣を 催 しま した。 そ こには,

い ろい ろな意 味 で 中国 に関 心 を持 つ 人々 が

集 ま り,一 人一 入が福 音 を通 しての｢友 好｣

を感 じる ことが で き ま した。

40人 余 りの参加 者 は｢美 しい 中国 をたず
み

ね て｣と いう映 画 を観 て,ひ た す ら に偉 大

な中国 に 目を みは る ばか りで した。 雄大 な

国土,極 め られ た文 化,そ の画 面 か ら見 え

る ものは,わ が国 の古 い時代 に影響 を もた

ら した もの も少 な くあ りませ ん。 す っか り

中国 に行 った 気分 にな っ た私 た ちは,幾 人

かの方 々 のお話 や証 を聞 いて,心 の 中 に じ

っ と して い られ な い感動 を覚 え ま した。
シ ャ ン ハ イ シ ュ ウ ヨ シ カ

まず最初に上海から来られた周桔華兄弟

じ
セ

職ご･

』』慧
写真左:仲 原姉妹と中国語同好会講師の胡

先生。写真右 元中国駐在外交官であった

渡部祝福師の話にも熱が込もる。

の証 に,私 た ち は鼓 舞 さ れ,喜 び を分 か つ

ことが で き ま した。 周兄 弟 は,御 家族 と一

緒 に 日本 に住 ん で2年 近 くにな ります。 少

し中 国な ま りの ある 日本 語 での証 は,彼 の

胸 の 内 にあ ふれ る主 のみ た まで 満 ちて い ま

した。｢私 は,ア メ リカに住 ん で いる 人 も,

中国 に住 ん でい る 人 も皆,本 当の兄 弟 と姉

妹 だ と思 い ます。 神 様 の子 供 です。 この教

会が 中国 の 隅 々 にまで行 き渡 っ た ら,本 当

に素 晴 ら しい と思 い ます。 み ん な待 って い

ます。 僕 は,伝 道 はみ な さん の義務 だ と思

います。 私 た ちは ほんとに兄弟 姉妹 です!｣

神様 の 息子 や娘 で あ る こ とを再 三 繰 り返 し,
シ ュ ウ

証 して下 さ った 周 兄 弟 の 心 も私 た ち の 心

も,本 当 に親 しい温 か い思 いで一 杯 にな り

ま した。

続 いて 中国留 学 と元 中国駐 在 外交 官 と し

ての経 験 を お持 ちの 渡部 正雄 祝 福師 が,周

兄弟 の証 を さ らに励 まして,力 強 い お話 を

して下 さい ま した。 渡部 祝福 師 と周兄 弟 の

肩 を組 んで の 中国語 の会 話 を 見て,参 加 者
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一
愛 する姉 妹 と共 に ハワ イ神 殿 に2年,東 京

神 殿 に2年 奉仕 させ て い ただ い た今,数 え

切 れぬ 恵み と証 に,感 謝 の涙 に むせ びつ つ,

予 言者 ジ ョセ ブ･ス ミスを通 じて指 示 され

た この聖 句が 主の み言 葉 で あ るこ とを 強 く

感 じます。

十 二使徒 であ っ た ジ ョン･A･ウ イ ッツ

オ ー長 老 は,主 の宮 居 で ある神 殿 につ いて

次 の よう に説明 して お られ ます。

｢神 殿の 中で 霊 的 な能 力が創 造 さ れ,そ

れ が全世 界 を祝 福 す る ため に送 り出 され る。

主 の宮 居 か らの光 は,教 会 内の 各家 庭 を照

らす。 神 殿か ら人の家 へ 通 ずる 道は まば ゆ

く.光り輝 い てい る。 神殿 に連 結 して いる 各

家庭 は 明る く生 き生 き と して平安 が ある。

神殿 は教 会 員の 幸せ と啓発 の た めに ある の

で あ る。 神 権の 鍵 は神 殿 内 に現 われ,人 生
こ　た

にお ける 多 くの問題 に応 え るた め,い と高
らか ら

き ところか ら能 力 が与 え られ て い る。神 殿

内の諸 儀式 は深 遠 で 意義 深 く,人 生 の真 理

を完全 に包含 してい る。 生 存 の神秘 を解 き,

福音 の理 解 を よ り容 易 な もの とす る。｣

私 は約33年 前,仙 台 の広 瀬 川 でバ プ テ ス

マ を受 けて 会員 とな った ので す が,そ の2

年前 か らカ トリック教 会 に1年,メ ソジ ス

ト教会 に1年 通 いま した。 しか し いずれ も

改 宗 には至 らず,こ の教 会 の宣 教師 に会 っ

て1カ 月 目で 改宗 しま した。 それ に は3つ

の主 な理 由が あ りま した。 す なわ ち この教

会 に神殿 が あ り,神 権 が あ り,生 け る予 言

者 がお られ た こ とです。 それで す か ら,改

宗 以来神 殿 で働 き た い と念願 して お りま し

た。

私 は 日本 人 として生 ま れ育 ち,神 道 を学

び,神 社 に参拝 し,戦 時 中は 出征 し戦 死 す

るつ も りで したが,な ぜ か 多 くの学友,戦

友 が亡 くな った の に 自分 は不 本意 なが ら敗

戦 の故 郷 に復 貝 し ま した。 生 きて いる こ と

が恥 ずか しく,つ ら か った ので す。 た だ,
ヒむら

亡 き戦友 を葬 いた い とい う気持 ちだ けが 念

頭 にあ った ので す。 で すか ら死 者 の ため に

働 ける 神殿 を知 った時 には生 き返 った よう

な喜 び を感 じ ました。 私 は教 義 と聖 約 が1

番好 き でよ く読 み ま したの で,改 宗 した時,

私 には3つ の 念願 があ りました 。そ れ は,教

会の 史跡 巡 りをしたいこ と,で きるだけ 多 く

の神 殿を訪 ね たいこ と,そ して家 族 が神 殿 内

で永 遠 にひ とつ に結 び 固 め られ るこ と,こ

の3つ です。｢求 め よ,さ らば与 え られ ん｣

の聖 句 通 り,改 宗 して19年 目,1968年 に こ

の夢 が 全部 実現 しま した。 特 に最 後 の望 み

は,そ の8月,ソ ル トレー ク神 殿 にお いて,

第11代 大管 長,当 時 の十 二使 徒 定 員会会 長

ハ ロル ド･B･リ ー 長老 によ って私 共一 家

が永遠 に一体 に結 び固 め られ る とい うこ と

で実 現 し ま した。今 日,自 分 が直接 キ ンボ

ー ル大管 長 の按 手 に よっ て委任 され た この

尊 い権能 を もっ て,こ の 同 じ尊 い聖 な る儀

式 を執行 させ て いた だい て い ます こ とを感

謝 しつ つ,日 夜主 の助 け を祈 って い る次 第

であ ります。

私 た ちの瞭 い主,救 い主 で あ られ る主 は

｢わ れ にわ かにわが 神殿 に来 らん｣(教 義 と

聖 約36:8)と 告 げて お られ ます。

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆様,共 に神 殿 に参 入

して主 の再 臨 に備 え ま し ょう。(わ たべ･

まさ お1914年 生 まれ,横 浜 ステ ーキ部 祝

福 師)
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一
夫 婦 であ る と神 殿 で結 び 固め られ た時 の こ

とを思 いだ して頑 張 って欲 しい,た と え死

に よって ひ と時別 れ る ことが あ って も,必

ず次 の世 で会 う こ とが で き る,そ れ まで の

間,私 は霊 界 で働 かせ て い た だ きなが ら待

って い る と,真 心 込 めた 手紙 を夫 に書 きま

した。 私 の願 いは 聞 き届 け られ,夫 は明 る

く立 ち直 っ てくれ まし た。 夫 の その様 子 を

見 て,私 の心 に は,主 は確 か に生 き てお ら

れ る という強 い確 信 が湧 い て き ま した。

山口医大 では,ほ か に も放射 線 療法 を必

要 とす る患者 が 多く,治 療 機器 の使用 予定

が なか なか立 た ず,3月1日 に小 野 田市の

市立病 院 へ移 りま した。 ご こで も,医 師,

看護婦 の方 々か ら手 厚 い看 護 を受 け,あ ま

りの もった いな さ に,ひ と り涙 する こと も

あ りま した。

岡本伝 道部 長 が 私 の名 を神殿 の祈 りの名

簿 の中 に入 れ る よう手 配 して下 さ り,多 く

の兄 弟姉 妹 が祈 って下 さっ ている とい うこ

とを夫 か ら聞 か され た時,私 は我が 身の幸

せ をつ くづ く感 じ ま した。

3月20日 か らコバ ル ト照射 を始 めま した

が,10回 目を終 えて よ うや く出血 が 止 ま り

ま した。主 事 医 は夫 に,普 通の 人 は放 射 線
おう と

照射 をす る と,下 痢 や嘔吐 な どの副作 用 が

あるが,私 の場 合 は それ もな く,急 速 に よ

くな っ てお り,不 思議 な く らい だ と言 った

そう です。

3月21日,岡 本 伝道 部長 が遠 く岡山 の地

か ら,わ ざわ ざ私 を祝福 す るた め にや って

来 て下 さ い まし た。3人 の神 権者 が私 の頭

に手 を置 き,祝 福 の言葉 を述 べ る のを 聞い

た時,世 の ち り にも等 しい 自分 の上 に注が

れ る愛 を思 い,涙 が止 ま りませ ん で した。

そ.して その 日か ら,下 腹部 の痛 み もほ とん

ど消え,ガ ン末期 特 有 の激 しい痛 み,下 痢,

嘔吐 な どもな く,本 当 に安 らか な毎 日を過

ごす こ とが で きる よ う にな りま した。

今 私 は,主 が生 きて お られ る と いう こ と

を強 く確 信 し,き ょうの 日を主 に よ って生

か され,守 られて い る こ とへ の感 謝 と共 に,

この世 を去 った後 もなお,自 分 の なすべ き

仕事 が あ る とい う望 み と喜 び を心 の中 に感

じて い ます。(き む ら･う め こ)

信仰を確立させるために
一仕事がもたらす祝福一

牛 乳販売店経営

大阪ステーキ部大阪第りワード部

藤井 利広

國
会 に行 き始 めた の は16歳 の 時 で した。

その 頃私 が住 ん で い たの は新興 住宅

街 で,新 しい家 が 次か ら次 と建 ち,日 曜 日

に は,い つ もた くさん の 引 っ越 し風景 が 見

られ ま した。

私 の家 は 牛乳 の 販売 店 を して い ま したが,

それ らの新築 の家 を お得意 様 とす る た めに
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一
読者の

資料 としての｢聖 徒 の道｣

●創刊号から34年分の収集

道 者 の時(1973年)に,教 会 員 が手

求 に してい るの を 見 た の が,｢聖 徒 の

道｣と の最初 の 出会 い で した。 お も しろ そ

うだ ったの で,さ っ そく借 り,一 気 にそ の

日の うち に読 ん で し まい ま した。

そ して その 時から,｢聖 徒 の道｣の 魅 力 に

取 り付 かれ て し まい ま した。予 言 者 の メ ッ

セー ジ,福 音 の知 識 と証,福 音 の実 践 の仕

方,世 界 各地 の教 会 員の 活躍 な ど を読 んで

い るう ちに,急 に 多 くの霊 的 指 導者,教 師,

友 人 と出 会 った よ うな気 が し ま した。

それ以 来1毎 月｢聖 徒 の道｣が 届 くの を

心 持 ち にす る と同時 に,資 料 と しての価 値

に も気づ き,バ ックナ ンバ ー もそ ろ え始 め

ま した。 そ の結 果,複 写 も含 めて｢LDS

メ ッセ ン ジ ャー｣(1949年12月 創刊 。｢聖 徒

の道｣の 前 身),｢聖 徒 の道｣(1957年6月 号

か ら｢聖 徒 の道｣に 改 題)が 合わ せ て34年

分集 ま りま した。 残 念な が ら1954年1,2

月号 だけ は,ま だ 未 入手 です が,そ のほ か

は創刊 号 か ら全 部 そ ろい ま した。

現在,こ れ らの34年 分 の｢聖 徒 の道｣は,

私 に とって,福 音の知 識 の 源泉 の ひ とつ と

して,ま た,古 い.会員 との 共通 の話 題 を得

る手掛 か り,教 会歴 史 の貴 重 な資料,来 日

す る教会 幹部 につ いて の予 備知 識 として 威

力 を発揮 して い ます。(新 潟地 方部 新 潟第2

支部･大 関 洋一･27歳)

｢聖徒の道｣は 紙上教会

紙 は何 を意 味 して い るか,毎 月楽 し

表 み に見 て い ます。1982年3月 号 と5

.月号 は
,家 族 を ひ とつ にす る土 台 と なっ て

い ます。

最 近 ペ ー ジ数 の増 え た ロー カル ペ ー ジで

は,各 地 で活 躍 してい る 人々 の経験 や証 を

知 るこ とが で きま すの で,う れ し く思 って

い ます。 夫 の仕 事 には よ く転勤 が あ り,引

越の 度 に何 か と不安 が先 に立 ち ます。 北上

で バプ テ スマ を受 け てか らは,ま だ一 度 も

転勤 して いませ ん が,所 属 す る支 部 が変 わ

る こ とにつ い ては,不 安 も徐 々 に解 消 して

き ま した。 まだ会 った こ との な い 人々 の証

や教 えを｢聖 徒 の 道｣で 読 むの は,安 息 日

に教 会 に集 うの と似 て い ます。

訓練 の 多い現世 にお いて,生 きる予言 者
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一
成長 してい るよ うで すね。 建 物 な ども カナ

ダの教会 と比 べ て決 し て見 劣 りしませ ん。

時々,こ こ トロ ン トの教 会 員 で 日本 に行

かれ た 人に会 う こ とが あ りま すの で,そ の

兄弟姉 妹 た ちか ら 日本 の教 会員 は,と て も

教 会 活動 に熱 心 で礼儀 正 しい民 だと聞 いて

い ます。

自分 の英 語 力 の不 足 を思 い知 らされ る時

が 多々 あ ります が,日 本 の教会 貝 に遅 れ を

取 らな いよ う,出 来 る 限 り活動 に参加 し,

とて も楽 しくや っ てい ます。(さ いた･み え

こ)

霊的成長への刺激剤

つ も心 を 引 き 締 め て,｢聖 徒 の 道｣を

GJ 読 ませて い ただ いて い ます。 中 に載

せ られ てい る言葉 の一 言一 言が,私 の胸 を

刺 しま す。 霊 の 成長 の ため に しな けれ ばな

らない こ と,身 に つけ なけ れ ばな らな い こ

と,そ の他,た くさん の教 えが 書 かれ てい

て,私 は読 む度 に,自 分 の霊 的 な成 長 の遅

さ と,日 頃 の聖典 の勉 強の 足 りな さを痛 感

してい ます。

そ して,何 よ り私 が便 利 に使 わせ て いた

だ くの は,聖 餐会 での話 の責 任 を受 け た時

で す。 その話 の 原稿 を作 成 す るに際 して,

いつ も｢聖 徒 の道｣に 載 せ られ て いる指 導

者 の話 を参考 に させ て いた だ いて いま す。

とて も助 か りま す。 どう ぞ,こ れか ら先 も,

私たちのために,｢聖 徒 の 道｣の 制作 に頑張っ

て下 さ い。(大 阪堺 ス テ ーキ 部堺第2ワ ー ド

部･北 田美 恵子･20歳)
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一
気 に もなれ ませ んで し た。 貯 金 は とい う と,

毎 月 自動的 に天 引 きされ る ので途 中で やめ

る とも言え ず,私 は残 業 して少 し で も収 入

を 多く しよ う と思 いま した。 今 ま であ ま り

残 業 したこ との な い私 が遅 くま で会 社 に残

ってい るの を見 た上 司 は｢平 田 さ ん もや っ

とま じめ に働 く気 にな って残 業 してい るん

だ ね｣と い って笑 って お られ ま した。 しか

し女 子社 員 とい う こ とで 多くの 時 間残 業す

るこ と もな か ったの で,思 う よ うに収 入 を

増 やす こ とがで き ませ んで した。 頭 をひね

ってい く ら節 約 して も苦 し くなる ばか りの

状 態の 中で,私 の心 の 中 に とて も怖 い考 え

が 浮か んで き ま した。

｢神様 は財 政 管理 の 中で 貯金 を しなさ い

と言わ れて い るの だか ら私 が貯 金 を続 け る

こ とは 間違 って い ない はず だ わ。 ふ た りに

送 金す る こ とも,宣 教 師 を助 け てい るの だ

か ら結局 は神 様 の み業 を助 け て いる こ とに

なるの で私 は間違 って は い ないわ 。

じゃあ什分 の 一 は ど うか しら… …

什分 の一 は神様 の戒 め で,そ の戒 め を守

るこ とは 当然の ことだ け ど,今 の私 は神様

の僕で あ るふ た りの宣教 師 を助 けて いて,

その余 裕が な いだ けな の だか ら ふた りの宣

"､い 覧

購

鞭
.･､鯉 評.

㌔ とf

L覧ド

･キ?し",

教 師 へ の送金 が終 わ る まで 什分 の一 は納 め

な いで お こう。 どうせ1年 半経 て ば また元

の よ うに納 める こ とが で きる のだ もの。 神

様 だ ってき っ とわか って下 さ るは ず だわ｣

とま った く 自分 に都 合 の良 い理 屈 をつ け て

正 当化 しよう と したの です。 霊 の 父 であ る

神 様 よ りも,肉 の 目に写 る身近 にい る私 の

姉 と友達 と私 自身 を愛 そ う とし たの です。

私 は翌 月か ら什分 の 一 を納 め ない でお こ

うと思 い,こ れ で私 も楽 になれ るだ ろ う と,

しば ら くは 気分 よく過 ごして い ま した。何

日か して,ふ っ と,前 世 での私 は どう して

い たの か なあ…,私 の 現世 で の 目的 は何 な

の かな あ… と考 え る機 会が あ りま した。私

は私 と姉 が どう して双 子 と して生 まれ てき

た のか を考 えてみました。それ ま では,た だ'

偶 然 に双子 として生 まれて きただ けで,世 界

中 に双子 は い く らで もい るの だ し,別 に不

思議 が る こ とで もな い と思 って い ま した。

しか し,前 世 での私 を思 う と,双 子 の片 方

で ある姉 を切 り離 す こ とはで き ませ ん で し

た。 き っ と神様 の み側 で姉 と共 に一緒 に過

ごして い たの だ ろう と思 い ま した。 こ の現

世 に送 られ て来 た 時,神 様 は｢お 前達 は,

ふ た りで助 け合 い,ふ た りで な い と出来 な

い何 か を学 ん で私 の元 へ帰 って来 る の です

よ｣と 言わ れ たの だ と思 い ます。 私 は高慢

にも｢今,私 は姉 の伝 道 資金 を援 助 して助

け合 って いる の だか ら,神 様 の望 み通 り に

行 な って いるわ｣と 思 いま した。

私 は頭 の 中 で来世 での様 子 を 自分 なが ら

に思 い巡 ら して いま した。 私 は次 の よ うな

情景 を考 えて い たの です。

裁 きの 日に神 様 とイエ ス様 の み前 に,私

182



｣Si

曾灘母(汐箪鰹斡由孝`1(≠喜ユ否i¥止詳翠ヨ¥準

撃17坐(か←。ゑ準q量?4Gユ(}茸⊃12⊇諏

⊆ア〉身⊃1写(ρ劉由鐸に旧(ρ畢導〉脅(}2

2曾q畢畢｢翠4》｣ゑ宰ユ像2⊇(Σ魁孕

聖(辛}qユG蛍⊃1》〕薙。ゑ準G量'=～=¥G4

陣qユ(汐鰐ユ自6母甲毒〔⑦<(≠魁2G皐味壷

`(き4qコゑ(汐栂畢一⑦･色一甘…肇白(ρ禦∩(}

。ゑ翠n聖;摯22(Σ禦ユ豊辮(o難由卑〉

∩ミ～翠ア1⑦=¥塁ユ埠2⊇(Σqi劉⊃1〔許野畢撃

匝:¥(o(濁箪(〃一(o各一りも"22鐸皐ユ評2

⊇(Σqi劉母塗∩9旱H潅`ミ～〔許¥(ρ]譲割`}

∩興母戻男(o隼4`ユ(ン=～⊃1推。ゑ準(帳⊇⊥

摩蟄辮〉毒》つ鼻ぽ1難申拝に1Y(…41願濠噸

罐耳=¥翠`i弱蓮ゑ用白薯母朔聯耳⊃{【(〆謝

。隊∩睾nユG'晶｢2詳蟄聯融

9ア(Σ》喜⊃粗;象ら日墓喚=～G(}`‡～1…軸=¥q

囲2身ミ～⊥孕盟辮⑦>r多掌1梨聡`⊃1靭遙4

∩甲白象孕虫目罐耳。マ∩翠皐ユΨ?2きΣ《粛

像ユ∩φ母皐∩(き塁日室皐〔許¥(〃]蕪喜'⊃1M(Σ

【ヘユ(汐髭29(乞峯塾ユ型¥(睾1荏).G(}母羅

具4ry.レ4q葦`q醤｢=～q茸律(き(ぽ1ユρ

導⊃1蝉04∩準宰ユ埠マ2(Σ(1i劉畢ρ量〉

團ユ∩キ坐目〕窪耳ユ型¥罪1挫`ユ章車罪1蝉

。=¥∩累白禦埠サ辮〉鰯ユ∩.=～些口〕薩耳盟キ

ー壬∠(}違`罷書索ユηミ～巳=:1噸弊耳螺蝉

。認∩翠宰ユ鰹=～2きΣ《粛畢=～⊇(Σ享¥工
きΩ漁

ユqG⊃鴇豪蛸⊃1=干鷺蝉毛∩辺し禦ΨY瀦姻

q唱poゑユつ真噛埠3…F白甲(髪ゑ毒〔摯ユ

。4∩…ε耳畔陛1【今呈⊃1¢目2

｢〃老(､陣辞ミ～考呈掌1(樋♪鞠醤ユ∩迅(ひ(}｣

`9Ψ源(圏構弓一(か告一掃`目麗。4∩翠q留

2勲繍自茸9豪母一(ρ岳温(}ユ魁き(!珂'.。胃

∩準G量｢2【今茸41(うア1ユG箪1畢(汐箪(o一⑦

岳一け(}ユG禦埠｣叫‡ヨ1推。=¥∩率宰噛こΣ《G2

告』lI≡なε86i/疑(0事髪笥…

｢〃●u9コ｣白要⊃1推ゑα量釦(o彦勲推

。4∩率健9呈ぞ｢ゑユω曾障⊃1

健轟律聯=)1翼Ψ尉(…汽字律⊃5ぴ白蓼＼Σへ4峯ユ

'y乎コ¥母科盈
.`鼎蝉。鼻率G⊃1厚寧γy量

卑4鐸(鼓～禦ユ卑身(∂士)霊。/y吾準白障測t匹1

障風¢身》卑(〃…享罪1鐸潭禦`鰹ゑユ写騒。卓

ユ⑦q蓼9茸(辛⊃1琴享⑦魁(}ユqユリ劃ユ墾率

生(o珊9〉【へ判Y覧へ騨(き£母(汐箪(…≧禦ユ率雪

。ゑユ.⑦q∩…鵠コ醤ア1(う茸=L歩⑦老溜1非名身

埠白銘⇒Gコ晶(o=～認魚禦;～挫6嘩ユ∩2

4ρ〔組奉Y(き>q。.巨ユ⑦鐸γ蜜∩藁畢慕

箪(吉γ津卑49F(}白甲7坐`罪143禦(}ユ。4

∩翠つΨ畢狸'館コ挫自甲⊃{(へ激毛彦母口∫提}(o

磁目判翼箪壱vミ⊇隼49～ω畔源禦。【4ゑユ(〃

管禦鰹白¢<¢Ψ(∂思1).(ン2⊃)算彬～牢2'挫鰹

穿…を∩【4∩。'v吾準ηn(転4441〔但畢興割

⑦薯箪嬉γミ⊇瞬窪3騨取禦コ4翻｣σ認∩宰

レミ⊇尉麹茸9髪∩罪(}ユG=～‡ll難×工を

σ4∩零》最=～｢4∩翠ρ

鮨母纂男(0無箪(吉鱗ユ胤盈料濾o,巨ユ【へ4

皐膨》｣羊(ρ身像フ坐｣⊃1白きΣ^G=¥呈♪目‡∋1推

。マ∩累り9ぴ琶=～｢4ゑユq=¥雰

身》阜⑦身Q回=～v皐隼4黛像4茸望｣`⊃1盤

劉灘×工》。4∩準白身⊃1曇⑦腰ユ【今辮.

｢○(ヘミ～茸馨

身》｣享料螺脅禦。=¥∩宰∩≦ζ母藁2翼撃'ω

v推ユ戻コ}ω素毒1罪14章禦04∩翠宰彙

v雲(ρフ当亭々Y⑦〉豪ユG鐸21:再簾`∩禦

ユi着温'⊃1(汐箪(ρ挫罪1=¥障禦｣04∩率健(字星

9ココ助Ψ数×工､レQ4∩準熟字曇(∂卑孕

。4∩累

q),穿専括`2v順1翠料Y螢`⊃1贈}身アIY

q∩ヨτ.`ユ4勝牽宰導⊇1ユゑ。契∩翠q}

G軍⊃.暴畢翠q日⊃1¥=～々Yω>r多ア川工4=～

一



/
∫一

と行 く末 は どうな るか を教 え て下 さ った こ

とを胸 に刻 み,末 日聖徒 と して励 ん でい き

たい と思 い ます。

神様 の祝 福 は 目に見 え る よう な もので は

な く,思 って もみ な い形 で与 え られ る もの

であ る こと を学 び ま した。 什分 の一 を納 め

る こ とによ り夫 の窓が 開 かれ,あ ふれ る 恵

み を下さ る こ とを証 し ます。

地上 に宝 を蓄 える よ り天 に宝 を蓄 え る喜

び を増 し加 えて いき たい と思 い ます。(ひ ら

た･と み こ･24歳)

｢あっ!慎 吾ちゃんとお母さん

だよ｣一我が子の成長記録が

テレビに

る3月15,16の 両 日 に,NHKか ら

去放 映 され た｢お 母 さんの 勉強 室｣一

子供 の成 長 記録,ア ルバ ム作 り一 という番
さ と し

組 に,長 男悟 志 の記 録 が採 用 され ま した。

短 い時 間で したが,家 族 そろ っ て楽 しく見

ま した。

病 院 で 自分が 抱 っ こされ て い る写真 が 映

し出 され たの を見 て,彼 いわ く,
しん こ

｢あ っ .!慎 吾 ち ゃん とお母 さん だ よ。｣

皆 で,大 笑 い。悟 志 は ま だ2歳9カ 月で す

か ら,自 分が赤 ち ゃんの 時の 写 真 を見 て,

弟の慎吾 と区別 が つか な いの も無 理 は あ り

ませ ん。

この放 送 を通 して,熊 本 の 父 を初 め,兄

弟姉 妹,各 地 の友 人,知 人 に私 た ちの顔 を

見せ る こ とが で きま した。 テ レビで の お里

帰 り もなか なか の もので した。
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子 供 た ちの 記録 と して,私 が 作 って い る

もの には,育 児 日誌,写 真,テ ープ,ベ ビ

ーブ ック
,ス ケ ッチ ブ ッ ク(少 しですが,

描 い てい ま す)な どが あ ります。

これ らの記 録 を作 ろ う と思 った き っか け

は幾 つか あ り ますが,特 に,自 伝 を書 こう

と し塒 に,幼 噸 の･と が よ くわ･･ら な 受

か った こ と,ま た,亡 き母 へ の感謝 と恩 返

しとい う ような 気持 ち もあ ったの で す。 出

産 とい う大事 を6回 も果 た した母 に対 す る

『御苦 労 様 で した。 そ して,あ りが とうご

ざ い ました』 とい う気持 ちを,子 供 た ちに

愛 を注 ぐ ことで 表 わ した か った か らです。

これか ら も,そ の他 の記 録 と同様 に,子

供 た ちが 自分 の手 で書 け る 日が 来る まで 育

児 日誌 を続 け た い と思 ってい ま す。私 が こ

うして ペ ンを取 って いる 今 も,子 供 た ちは､

自分 たち のこ と を書 か れ て いる と も知 らず,

スヤ スヤ と眠 って い ます。

私 は,記 録 す るこ との 大切 さ を教 え て い

るこ の教 会 が,真 実 の教 会.だとい う こと を

証致 し ます。 そ して,教 会員 として 家族 生

活 を送 れ ます こ とを,心 か ら感謝 して い ま
た カロ や しき た き こ

す。(盛 岡地 方 部盛 岡 支部･高 屋敷 多喜子･

31歳)

<悟 志 くん(長

男)と 慎 吾 くん

(次男)

レ テンプル スクエアに集 う大 会の聴 衆。左 は

タバナク ル,後 方は北訪問者 セ ンダー。
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